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燦かしい歴史を誇る

75周年を記念して

日本学生氷上競技連盟が主催する日本学

生氷上競技選手権大会が、本年、 75回大会

という記念すべき佳き年を迎える事が出来

ました事は誠に嬉しく喜びに堪えません。

50回大会が日光市に於て開催され、皇太子同妃両殿下(現天皇皇

后両陛下)をお迎えして盛大に挙行されたのか、早1/4世紀前、つ

まり25年も前の事になるとは、 「光陰矢のごとし」という諺を、身

に浸る思いで実感せざるを得ません。

学生スポーツ界に於いては、我が学連が、最古の歴史を有してい

るのは間違いの無い事と思います。他のスポーツ連盟に於ては、通

常、全国組織が成立した後、学生連盟や社会人連盟が誕生するわけ

ですが、本連盟に限っては、学連所属のOB・ OGによって、現在の

日本スケート連盟が設立され、又、その後に、日本アイスホッケー

連盟が独立するという歴史があります。

以上の経緯と共に、我が学連は、スピード・フィギュア・アイス

ホッケーの三部門が、 75年の長い歴史の中、仲良く合同で、インカ

レを開催するという学生らしい特徴をも合わせ持っています。

そして最も学連が誇るべき事実は、 75年の長い歴史の中で、創立

以来、現在迄、途切れる事なく、スケート界に、豊富な人材を供給

し続けている事であります。

にご霊護憲藷と嵩霊‡㌍卓とする各種大会
学連所属の選手・役員そして、関係するすべての皆様には、我が

国のスケート界の創立以来の輝かしい伝統の火を絶やす事なく、次

世代に繋げて行かれん事を心から祈りつつ御挨拶と致します。

日本学生氷上競技連盟
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第1回 大正14年長野県浅間六助池

諏訪湖の予定だった
Speed

暖 気 の た め 中 止

Hgu re

男子シングル①村津(東大)席次数5②佐藤(東大) ⑧平川(東大)

Hockey

1回戦 早 大6 臆 2慶 大 早 大

小 口

準決勝 早 大6 - 2東 大

松本高不戦勝日本歯大

決 勝 早 大8 - 1松本高

柳 沢

小 里

坂 名

大久保

F

W

D

F

後 藤’GK、岩 波

擁
∴

両角 政人(早大OB)

学生連盟の大会が、もう50回を数えることになったという。

この連盟の創立に関係したものの一人として、まことに感慨
が深い。同時にまた、この連盟を引きつぎ、大会を年ごとに
盛んにしてくれた代々の学生諸君に対しては、最大の敬意と
感謝の意を表してしかるべしと思っている。

学生連盟が創立されたのは、今を去る54年前の大正13年秋
のことである。そして出来上がった連盟に対しては全国学生
氷上競技連盟という名称がつけられた。

この学連の結成に参画したのは、当時まだ各大学にスケート部という体育会の承
認部門の出来ている大学が少なく、早稲田、慶応、明治、東京帝大、日本歯科医大、
確かにこの5校だったと思う。早稲田には柳沢、小口、両角、慶応は高畠、青木、
明治は塚本、東京帝大佐藤、中西、村津、日本歯科が青木。こんな顔ぶれが、この
年のはしめから話し合いをはじめ、晩秋の頃ようやく実を結んだわけである。話を
ここまで持ってきた中心は、早稲田と東大である。その頃の日本のスケート界は、
河久保子郎さんを首班(しゅはん)とする日本スケート会が勢力をふるっており、
大学の中にスケート部をつくっていた早稲田と東大のほかはまだまだ同好会程度の
倶楽部組織だったので、河久保さんの日本スケート会に庄倒されて、なかなか各大
学問の連絡をとろうなどというところまでは話がはずまなかった。それがとにかく
大正11.12年頃から各大学の当事者間の交流がはげしくなり、それにその頃の学生
スポーツ全般の台頭に刺激され、また機会の熟したこともあって大正13年秋全国学
生氷上競技連盟の創立、そして翌大正14年1月第1回大会を長野県松本市郊外(現
在は松本市であろう)の六助池で開くことになった。学生連盟の第1回大会は予定
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としては諏訪湖で開くことになっていたが、この年は全国的に珍しい暖冬で、諏訪
湖結氷見込みなし、ということで間際に六助池に変更したわけである。
諏訪湖というのは、明治、大正、昭和にかけて、日本中のスケーターにとっては、
かけがえのないスケート場であって、いわば、揺藍と発展のすべての場所となって
いた。だから、各大学スケート部の人達は、何をおいても諏訪湖へは必ず顔を出す
という状態で、当然のことながらこの諏訪湖が学生連盟発祥の母体のようなものと
なっていた。当時諏訪湖は、年の暮れになれば必ず結氷して正月休みの学生を持ち
かまえていだものである。各大学は、早稲田は下諏訪町、東大、慶応、明治などは
上諏訪町というように、別々の町に合宿していたが、滑る場所は同じ諏訪湖だから
知らず知らずのうちに意志は通じ、学連の結成となったともいえる。
大正13年の晩秋、学連結成と同時に第1同大会の準備にとりかかったが、 12月中

句がすぎ、 20日頃になっても諏訪湖は結氷の気配がない。準備委貝は大いに慌てた。
ほかに予定地を持っていなかったのだから慌てるかすである。大会中止、の土壇場
に立ったわけだが、松本高校の先輩村澤君らが六助池を想い出し、曲がりなりにも
第1回大会を六助池で開くことができたのは、創立当時の関係者にとっては忘れが
たいことであった。
六助池ではアイスホッケー、スピード、フィギュアの3種目を行う予定であった

が、その年の暖気は六助池もご多聞にもれず、アイスホッケーとフィギュアは何と
かこなしたものの、スピードはとうとう流れてしまった。六助池はもともと養鯉の
池だから規模も小さく、スピードなども250㍍がせいぜい。その氷が滑走不可能と
なったのだから、その年の暖気が想像できる。
この第1回大会のアイスホッケー優勝チームは早稲田だが、この時代のチーム編

成は、早稲田といわず東大といわず、どこもスピード、フィギュアのかけ持ち選手
ばかりで、欲張ったのは3種目に出ていた。僕はフィギュアは不得手だったのでア
イスホッケーとスピード2種目となったが、スピードが流れてアイスホッケー1種
目だけとなった。

学連は大正13年結成されたが、会長にどなたをお願いするか、全然目処がなく鳩
首した結果、慶応の大先輩で、スポーツ界に名を知られ、またスケートに理解も持
たれる平沼売三さんにということで、平沼さんのご諒解を得て初代の会長さんにお
願いしたと覚えている。平沼さんはスポーツ界の大先輩であるだけに、陸上競技連
盟の会長、そのはか沢山の競技団体の会長を兼ねていたので、スケートの会合や競
技会まではなかなか手がまわらず、ほとんど顔を見せなかった。終戦後、日本体育
協会の会長になり、それから間もなく横浜市長になった。学連ばかりでなくスケー
ト界全体の恩人だった。
平沼さんに何年聞会長をお願いしていたか、はっきり覚えていないが、その次が

確か早稲田のスケート部長喜多壮一郎さんだったと思う。喜多さんも忙しい人で滅
多に競技会には顔を出さなかったから、その頃名誉主事という肩書のあった僕が芝
浦や蓼の海、盛岡高松池、八戸などの会場に顔を出していた。
さて、学連の大会が50回を迎えると聞いて感慨無量のわけだが、同時にまた、当

時を語り合う仲間の少なくなったのに、今更のような寂しさを感じる。だが、大き
な救いは、学連が年々堅実さを加え盛大になっていくことである。これからも、会
長さんを中心に、学生諸君が協力して、伝統と歴史を堅持し一層発展していくよう、
ご活躍を祈る気特でいっぱいである。



第2回 大正15年長野県松原胡

松原湖を根拠地に
Speed

男子20α①西田(早大)

500①窪田(早大)

1000①平林(慶大)

1500①窪均(早大)

5000①窪田(早大)

2000リレー①慶大

22秒4②平林(慶大) ③林(明大)

1分5秒4②平林(慶大) ③後藤(北大)

2分31秒6(り西尚(早大) ③中沢(松本高)

3分26秒8②中里(早大) ③平川(慶大)

13分33秒2②新城(慶大) ③小里(早大)

(平川、高畠、新城、平林) 4分40秒2(②早大③明大

得点①早大47(り慶大34③明大7

Hgure

男子シングル①村澤(東大)得点(①久保(明大) ③赤羽(北大)

順位①北大②東大③明大
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1回戦 束

慶

北

高
大
南本

二
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松
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一
一
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4

大
大
大

準決勝 東 大2 「 1慶 大

北 大8 -
0 明 大

決勝東大4(昌)1北大

東 大

飯 田

小野木
漆 山

高 松

手
田 GK、幸 田
雄蒜

久保 信(明大OB)

信州八ヶ岳の裏山麓、佐久郡の松原湖がスケート場として
開発されたのは全く学生連盟の手に依るものであります。
スケートの学連が創立されたのか大正13年のことで、当時
日本でのスケート場として一応著名とされている処は北は札
幌の中岳、青森県の八戸、盛岡市、仙台市、それに長野県で
は

何

諏訪湖
と言っ

南では兵庫県の六甲等が挙げられておりましたが
言っても諏訪湖の油氷の魅力は毎年多くのスケーターを

集めておりました。この諏訪湖に集まったスケーターの内、
各大学のスケート部員がお互いに挨拶をし、名のりをあげ話し合っている内に、ス
ケート競技としての学連を結成することの必要を認め、前述の如く大正13年の暮れ
に東都各大学が集い、スケートのインカレを結成し、諏訪湖に集まっていた各スケ
ート部頁に連絡し、明くる大正14年の1月に松本市の六助の池で第1回の競技会が
行われました。
いよいよ学生が冬の競技スケートを、冬季休暇中に合宿し、 1月の10日頃までに

競技会を終了させなければならぬということに実際的に取つ運んで見ますと、諏訪
湖を初め前述のスケート場はいずれも年末の結氷は危ぶまれどこか適当なスケート

ー8-

場はないかと方々捜した結果、佐久郡の松原湖が結氷も早く適当であるということ
になり、第2回大会からはここを根拠に合宿、競技会が行われることとなりました。
当時、松原湖に入るには信越線小諸駅から小海線に乗り換え、小海駅を経て松原

湖駅で下車し、駅から湖畔までは徒歩か自動車で3キロほど人らかすればならず、
各大学の部員はこの道を徒歩で湖畔までたどりついたものです○
また当時の松原湖には、旅館が高野旅館と日野旅館の2軒と、 3、 4カ所に貸別

荘のような小さな家が点在していて、ここに各大学の部員が合宿しておりました。
当時の学連は東大、東北大、北大と、早、慶、明、旧制の二高と松本高が加わっ
て発足し、それに法大、満州医大、立大、東洋大等が加盟し、松原湖を基盤に昭和
5年までの4回の大会を行っております。
ここで特に申し述べたいことは、当時の学連は自らの手で松原湖を捜し、ここを

学連の根拠地として、合宿を行い、競技会の準備、運営の一切もOB諸氏と学生の
手で行い、当番校を中心に各大学が部員を出し合ってトラックの測定、氷の手入れ、
除雪等もし、最後に競技会を行い、散会するという全くの自治的運営を行っていた
ことです。

当時のスケートの技術は競技的には幼稚なものであったことも事実で、スピード
競技の種目の中に200缶という種目があったり、フィギュアのスクール課題(現在
のコンパルゾ)置)に価値係数(2)程度のものしか実施出来なかったこと、また
ホッケー・フェンスの枠は30㌢の板で囲ったものが使用されたりしていて、今考え
るとむしろ不思議に思えることが行われておりました。
合宿の雨戸の隙間から吹き込んだ粉雪が朝、蒲団の襟を白くしていたり、旅館の
浴場の湯が電熱で沸かされていて、入る部分によっては湯舟がピリピリと軽度の感
電を起こしたり、色々と面白い懐かしい思い出があります。
今日の日本のスケート界、特に学生連盟の活躍の実体を見て、私共は常に当時の
松原湖時代の学連の活躍は、日本のスケート界発展の礎であり、一見識に幼稚であ
った事柄も学生が自らの手で築き上げた史事であり、再度日本に冬のオリンピック
を迎えようとする日本のスケート界の隆盛を思うとき、特に感銘深きものがありま
す。

ホ
ッ
ケ
ー
優
勝
の
東
大
チ
ー
ム
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第4回 昭和3年長野県松原胡

夢二満医大優勝の陰に
Speed

男子500①小西(早大) 58秒0二大会新②伴野(明大) 58秒2③平田(早大) 59秒
4

1000①平野(満州医大) 2分0秒8二大会新②影山(早大) 2分2秒2③伴野
(明大) 2分5秒8

1500①川村(法大) 3分3秒0=大会新 ②窪田(早大) 3分7秒4 ③金子
(明大) 3分11秒0

5000①金子(明大) 10分40秒1 =大会新②藤間(早大) 10分45秒0③川村(法
大) 10分47秒4

10000①金子(明大) 21分11秒0②窪田(早大) 22分1秒2③金子(慶大)

2000リレー①満州医大(林、北川庄司、平野) ②早大③慶大
順位①早大40②明大25③満州医大14

Hg ure

男子シングル①金子諭吉(慶大) ②久保(明大) ③大官(法大)
得点①慶大②北大③明大

Hockey

1回戦 早 大9 - 1明 大

2 回戦 慶 大不戦勝法 大

北 大16- 0松本高
満州医大16- 0東北大
早 大3 - 2東 大

準決勝 満州医大12- 0早 大

慶 大6 - 2北 大

決 勝 満州医大7

〈詰)
3 慶大

満医大
北 河

林

庄 司

平 野

稲 葉

大 賀

西 内

高 橋

大
子

林

川
田

城
島

慶
金

平

平
太

新
三

F
W
 
D
F
 
G
K

林 三大(満州医大OB)

昭和の初め東京大学のアイスホッケーチームが満州遠征に来た。当時は一般にレ
ベルが低く、ルールも今と違い従って戦法も異なっていた。それにしても、今では
信じられない様な競技技術の停頓状態があった。満州育ちで日本を知らなかった私
達は、東京大学チームの試合振りを見て初めてこの技術的な立ち遅れが日本にある
事を知った。それはフォアハンドのシュートでは当時の日本ではパックは空中を飛
ばずにただ水面を滑走してゴールに向かうだけであって、今では選手であれば誰で
もわけなくやっている飛ぶシュートは 日本ではまだ行われていなかった、という
わけであった。

私達はアイスホッケーの経験をそれぞれの本国で持っている人々が加わっていた
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奉天外人チームとたびたび試合をしていたので、はじめからシュートは飛ぶものと
決めていた。前言己東大チームとの奉天での往時の対戦でも、私達はシュートの際は
当然飛ばせていたのであって、東大もこれを体験し、痛かっだ満州土産として紹介
する。そのため日本内地のチームもパックを空中に飛ばせているものと決めていた。
ところが、昭和3年に私達が松原湖に到着した時でも、どのチームもシュートは

空中を飛んでおらなかった。開会前の私達の練習を見て、いち早く着目したのは慶
応チームであって、大会の前にパックを飛ばす方法を謙虚に教わりに来られた。そ
こで私達は勝負での影響を度外視して、一般レベルの向上のために要領を伝授した。
習いに来なかったものには教えようがない。そのため大会開催中も、慶応を除いた
他のチームは依然としてパックはゴールに向かって空中に飛ぶことはなかった様で
ある。

さて私達は決勝戦で慶応と対戦した。前日までは気温が低く、松原湖特有の油氷
で誠に申し分ない状態であったが、決勝戦当日には気温が急に上がった。第1ピリ
オドの中途ですでに水面は雪氷の様になり、まるでフィールドホッケーをやってい
る様で、スケーティングでなく、ただスケートをはいてスタコラ走り回るだけ、ス
ティックワークは不能でパックをはたき合っているだけの最悪の状態となった。日
頃硬い氷でやっていた私達は、この状態になるとまるでお手上げで、得点するどこ
ろかかえって3点を慶応に先取されてしまった。

ここで私達は連盟に対して氷質の回復するまで試合の中断方を申し出たのであっ
た。この時に感激したことは、連盟が私達の申し出を直ちに採用した事もそうであ
ったが、それにもまして深く感銘したのは、それまで3-0と私たちに勝っていた
慶応が、こころよく中断に賛成してくれたことであった。 50年後の今になっても、

その時の試合の経過を折にふれて思い出すが、その度に当時の慶応チームを尊敬す
ると共に、その厚意に対する感謝の念はまだ消えてはいない。
日がかげりかけて気温が下がり結氷しはじめたので、あらためて第lピリオドの

途中から試合が再開された。その後は次第に水面は固まったものの極めて粗雑で、
細かいスティックワークは出来ず、縦横自在なスケーティングにも不適であった。
しかし、ややスピーディーな試合運びは出来る様になったのであるが、パックは終
始不税別なバウンドをしてスティックからこぼれ、又、これに縦の転がりも加わっ
たりして、敵味方双方共に意の如くには得点は出来なかった。試合が終わった頃は
烏が鳴き、すでに夕闇がせまってきていた。

結果は7 」 3と幸運に私共が勝ったのであった。天然自然の条件に従わざるを得
なかったが故の成り行きとして50年前の学生氷上連盟のアイスホッケー決勝戦で起
こった記録にないいきさつを余録として残して置いて貰いたいと考える。技術はと
もかくとして、フェアプレーの精神を最も重要視する学生スポーツの具現的な好ま
しい例として。

第
1
回
大
会
の
ホ
ッ
ケ
ー

準
決
勝
、
早
大
-
東
大
戦
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第5回 昭和4年長野県松厩胡

慶大ホッケー初優勝
Speed

男子50α①倉町太郎(明大) 53秒8②伴野(明大) 54秒2③小西(早大) 54秒4④

牛山(早大) =以上大会新

1000①牛山昌人(早大) ②伴野(明大) 1分59秒0 =大会新③小西(早大) 1分

59秒4

1500①牧貞夫(早大) 2分57秒6②影山(早大) 3分6秒0③伴野(早大) 3

分9秒6

5000①牧貞夫(早田) 11分28秒8②影山(早大) 11分29秒0③小西(早大) 11

分29秒2

1000α〇枚貞夫(早大) 22分44秒8②影山(早大) ③金子(慶大)

2000リレー①早大(小西、牛山、影山、牧) 3分43秒8②明大③慶大

得点①早大5 ②明大26③慶大4

F匂ure

男子シングル①金子諭吉(慶大) ②久保(明大) ③西川(慶大)

得点①慶大②明大③東大

Hockey

1回戦 慶 大2 - 1早 大

東 大4 - 2明 大

東北大6 - 2二 高

準決勝 慶 大10- 0松本高
東 大3 - 1東北大

決勝慶大15(告〉5東大

在りませんでしたが、

大
川
子
賀
野
島
川
藤
田
沢

慶
平
金
有
藤
三
線
斎
大
小
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G
K

束
久

山

中
山
藤
池

大
開

田

沢
本
田
田

太田宰兵衛(慶大OB)

インターカレッジ的回を迎えられましたこと誠におめでた
くご同慶の至りに存じます。
ご紹介いただく様な代表的選手ではありませんが、当時は

スケーターが少ない時でしたから、大正14年1月第1回から

卒業する昭和4年1月第5回まで連続選手として出場した実
績があります。
卒業後は日本スケート連盟の創立に参加して役則こなりま
した。在任中、室内スケート場建設に奔走しました。ものに
多少なりとも、その機運を促進したと思っています。もう一

っは盛岡市の高松池に会場をもって行くことについて地元のご協力を得て実現した
ことです。

臆12-

当時は日本勧業銀行員で昭和8年6月、現行で地方勤務を合せられまして日本ス
ケート連盟役員は後進にゆずり東京を離れましたので、スケート界と疎遠になって
しまい、終戦となりましな以後はOBの一員として会合等には出来る限り出席す
る様にしています。
当時の思い出として第1回から第4回までを記憶をたどってみます。
大正14年1月第1回は諏訪湖でやる予定でしたが、氷のコンディションが悪いの
で急に浅間温泉六助の池に変更されました。ゴールキーパーとして初出場したので
すが、早稲田の柳沢選手はパックをリフトシュートして来るので驚きました。
大正15年1月昭和元年ですが、このときも諏訪湖の氷はだめ。六助の池は氷の下
の鯉が脳震浬をおこすからと貸してもらえなかったそうで、各選手関係者はリュッ
クサックを背負って松原湖まで山坂道を登って行ったのです。風も吹いてプレーに
苦労したことをおぼえています。
昭和2年は大正天皇御大葬のため大会は開催されませんでした。
昭和3年1月第4回は松原湖で行われました。この時満州医大が初参加したので
ゲームは大いに盛り上がりました。夜には合宿日野屋旅館の二階で座布団を的に、
リフトシュートのコーチをうけました。試合には胸をかりるつもつでぶつかりまし
た。ところが前半こちらがl)-ドしたのです。これは氷がやわらかすぎたためでし
たので、氷のかたいリンクに移って後半を戦いましたが、実力通り負けました。で
もくやしさ等は少しもなく、すがすがしい気分でした。医大チームは本場カナダ選
手のコーチをうけていたので段違いに強かったのです。
昭和4年1月第5回は前同様、松原湖に於て開催されました。卒業の年で最後の

試合にレフトディフェンスで出場しました。満州医大は参加していません。対早大
戦にさえ勝てば優勝出来る状勢でした。合宿中にも一人追いつめられた気特で思い
悩み考え抜きました。そして一応の心構えをもって試合に臨んだので持てる力を出
しつくして戦うことが出来だと思っています。 1回戦でいきなり早稲田に当たりま
した。敵はマムシ酒を飲んで気勢をあげたそうだ等耳にしても、こちらは何等の不
安も心の動揺もありませんでした。闘志は満々。たおれて後止むの心境にあったか
らです。幸い2対1の大接戦で勝ったのです。決勝の2点目のゴールゲックーはラ
イトディフェンス斎藤精三君で今でもそのスケーティングとスティックワークのう
まかったことは忘れられません。名選手だったと思っています。
あれ以来50年間半世紀を経て、今日尚毎日を健康に過ごして居るのも、在学中の

合宿訓練と練習の賜物と深く感謝しています。
選手の皆様、どうぞ心残りない試合を戦って下さい。それには、日頃から力を出
しつくす練習をして、心構えとスタミナと技術をつくらなければならないと思うの
です。

第2回大会のフィギュア競技、演技するのは小野木(東大)
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第6回 昭和5年長野県松原湖

慶大、総合2連勝
Speed

男子500①倉町太郎(明大) 52秒8 =大会新②牛山(早大) ③保坂(早大)

1500①矢山翻酋重(明大) 2分59秒0(り倉町(明大) ⑨小口(早大)

5000①景山仲一郎(早大) 10分40秒8(①羽田(早大) ③寺尾(明大)

10000①景山伸一郎(早大) 22分9秒4(り羽田(早大) ③寺尾(明大)

2000リレー(D明大(矢崎、寺尾、金子、倉町) 3分40秒4②早大3分45秒4二

以上大会新③立大
得点①早大51②明大32③立大3. 5

F向ure

男男子シングル(D金子諭吉(慶大) ②久保(明大) ③帯谷(慶大)

順位①優大(①明大

1回 戦 慶 大 9 」

東北大26- 洋
明
束

0

0

V
.

d
eH

O
大
大

2 回戦 松本高 5
臆 2二 高

北 大27- 0立 大

早 大14臆 3東 大

慶 大棄 権東北大

準決勝 慶 大5 - 1早 大

北 大棄 権松本高

決 勝 慶大5
(昌〉

3 北大
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島
沢
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尾

倉町 太郎(明大OB)

昭和3年に明大に入学して、夏の問は陸上競技に入部して
トレーニングを行い、 12月の休暇とともにスケート部の合宿
に入り大会に臨むことにしていた。
松原湖が12月下句に結氷するので、それまでは陸上でトレ
ーニングをするのが常識であったが、私は陸上競技部のグラ
ウンド(高田寺)で練習して冬に備えることができた。 12月

下句に上野から旅立ちして小諸に夜中に到着、小海線に乗り
換えるのであるが、待ち時間が1時間以上もあるので各自、

駅近くで夜食をとろのが常の様であった。私も先輩の案内で鍋焼うどんを食べに行
って、実に美味であった事を覚えている。
小海線は単線で列車は2両編成、客車の真ん中にダルマストーブが置いてあり、

客の誰かが石炭を入れる役目を交代で行い、雑談して朝を迎えるのである。かつて

臆14臆

は木炭の火鉢であった由。かくして早朝松原湖に到着するのである。
湖水の周囲には旅館が4、 5軒あり、明大と早大が蔦屋、慶応が日野屋、立教、

東洋大、法政が田畑。その他に東大、北大、東北大、松高、二高が当時の参加校で
あった様に記憶している。

結氷すると各校がホッケーリンクを共同作業で達成し、スピードコースとフィギ
ュアリンクは共通に造り、時間割によって練習していたと思う。
スピードのコースは当時1周が500嵩で、ストレートがものすごく長く感じ、あ
きあきする程長かった事を覚えている。

又、雪が降ると各校から新人が集められて除雪、撒水の作業を行うので、中々練
習も大変で、大会前夜は必ず懐中電燈とバケツ持参で集まったものである。それも
日没以後の作業であった。楽しい思い出として残っている。

「ああ、オットセイだ」と呼ぶ声が聞こえた。明大のGK斎藤君が試合終了後、
1人で陸に上がるつもりで滑っていたところ、突然氷が裂けて落ちてしまい、氷に
つかまって上がろうとしても次々に氷が割れて、どうしても水中から出られない。
しばらくして我々部員が氷の上に腹這いになり、先頭の者がスティックを差し出し
て引き上げた。そのまま水風呂に入れて、火をつけた。温まるまで冷たかった事だ
ろう。ようやく温まってユニフォームや防具を脱ぐと、中から即製の段ボールがべ
トべトになって出てきた。まだ十分な防具が揃わないので段ボールで補強していた
のである。幸いにも斎藤君元気に宿に引き揚げたが、それ以来彼のニックネームは
オットセイとなった。現在斎藤君の消息は不明であるが、武運長久を祈る。
幸か不幸か私は50研盲の組合せで余り強い人とはペアを組まなかったし、殆ど相

手を覚えていない。ところが入社した保険会社が終戦後合伴して、慶大の平川君と
職場を共にした時、彼が私のペアとして滑り、大分差をつけられて恥をかきました
と述懐された。トップを滑り優勝したので、全然覚えが無い筈である。申し訳あり
ませんでしたと言う言葉以外になかった。

スーパーマンといえば現代語であるが、当時は恐らく怪物と呼んでいたのであろ
う。慶大の金子諭吉君である。フィギュアで団体、個人優勝。ホッケーではCFと
して活躍、優勝。スピード10000七㍍でも4位入賞。三冠王とまではゆかないが、正

に驚き入りました。彼も今は亡く、冥途でも張り切っていることと思う。
松原湖の大会は昭和5年までで、その後は他の場所で行われることになった。結
氷時期が次第に遅くなったのと、加盟校の増加で宿舎難に陥った関係と思う。
昭和5年は結局松原湖が結氷せず、裏山に当たる所の貯水池で行われた。八ヶ岳

の眺望の大変良い所で印象深い場所であった。山を背景にした写真が多く撮られた
のが印象に残っている。

私の記憶として現在覚えている各校の部員は、早大で小西、飯田、影山、牧、羽
田、保坂、それに主将の朝長の諸氏で役員では柳沢、小口先輩である。
慶応では先述の金子氏の他、三糸、斎藤、平川、フィギュアの西)i上和田の諸

氏である。

法政では大宮氏、立教の宮田、榎本氏、東洋は宮崎君1人で主将と旗手を兼ねて
いた。北大では久保、五十嵐氏、東大の三浦、中沢、手塚、先輩の村澤、佐藤の諸
氏である。

明大では久保、藤野、今野、小林兄弟、寺尾、難波、小林、矢崎、金子、伴野等、
母校だけにその他大勢の方々が頭に浮かんでくる。

消息不明者や、第一線より勇退された人々も多いと思うが、松原湖の印象は特に
深いのではないかと思う。折があったら一堂に会して昔をしのぶ機会でもあればと
念じている。 50回をしのんで。
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第7回 昭和6年岩手県盛岡市高松池

羨ツ蒜‾早慶、雪中の死闘
Speed

男子500①牛山巨人(早大) 54秒4②保坂(早大) 55秒6③倉町(明大) 55秒7

1500①小西健一(早大) 2分56秒9 =大会新②矢崎(明大) 3分1秒4③保坂

(早大) 3分3秒8

5000①牧貞夫(早大) 10分21秒3②羽田(早大) 10分35秒2③寺尾(明大) 10

分35秒3二以上大会新

10000①牧貞夫(早大) 21分32秒5②矢崎(明大) 21分44秒4③寺尾(明大) 21

分46秒8

2000リレー①明大(矢崎、寺尾、高山、倉町) 3分仰秒3 =大会新②早大③慶

大

得点①早大弘②明大35③慶大5

Hg ure

男子シングル①帯谷(慶大) ②和田(慶大) ③小林(明大)

順位①慶大②明大③北大

Hocke y

1回戦

2 回 戦

O
 
l

一
一

2
6
3
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東
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大
大
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一
一
戦

2
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6
不

大
献
大
大

慶
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早

準決勝 慶 大3 臆 2北 大

早 大4 - 1京城帝大

決 勝 早大3
(雷)

2 慶大
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坂
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小西 健葛(早大OB)

〈スピードスケーティングは早大5カ年の甘夢にひたる。〉
日本学生水上選手権大会 早大スケート部 小西健一記
インターミドル以来非常に悪いコンディションの氷が、僅

か一晩の寒気で幸いに二枚氷にもならず、 6日からのインタ
ーカレッジの大会には充分間に合うコンディションとなった。
漸く我々一同愁眉を開いたと云ったわけだった。午後1時
半から愈々スピード競技の幕は切って落とされた。毎年スピ

ード王国と云われている早大、果たして明大の鋭鋒をかわし切れるか、亦早大連勝
の喜びに浸り得るだろうか。

-16臆

(第1日)

1500M コースは400Mのダブルコースだ。 1500Mの結果は全く各校の予想を裏切

った感があった。戦前病後の為不調を伝えられていた明大矢崎の頑張りに
反し、倉町(明大)のあの不振は全く早稲田にとって思い掛けないこと
だったが、又明大自身でさえ意外のことだったにちがいない。確かに早稲田
にとっては思いがけない大きな拾い物であって此の一戦こそ早明のへだた
りを一層深めた大きな原因だったろう。

5000M長距離を得意とする早大として、これは予想に近い結果だった。

(第2日)

500M此のレースも第1日の1500Mと同じような結果となった。明治にとっては
泣いても泣き切れぬ幸いところだったろう。倉町、新人高山ともに振るわず、
短距離のあの牙城は全くめちゃくちゃに踏みにじられた形だった。

2000M昨冬松原湖上に於いてこの一戦にみじめにも敗れた早稲田にとって、是が
非でも勝ちたいレースだった。保坂の転倒は大きな原因ではあったが、私
自身ラストを走る時余りにもあせりすぎ、向かい風の直線120Mでピッチ
を上げすぎラストに弱くなってしまったことも、敗因の一つであった。

10000M決勝は明治の矢崎、寺尾、早大の牧、左右田、羽田の5選手の間で行われ
ることは戦前からの予想だった。牧、寺尾、矢崎、羽田と二人ずつ、好レ
ースで最後までいずれに軍配が上がるかと思われたが、寺尾はあせりすぎ
自ら墓穴を掘った様に思われる。

(各校総得点)早稲田馳点、明治鑓点、慶応5点、立教3点、京城2点、斯くして明
治との羞19点をもって早稲田5カ年連勝甘夢にひたったのである。
〈慶応決勝に惜敗して、覇権は遂に早大に帰す。〉

ホッケー戦 塵応大学 斎藤精三言己

5日間にわたる戦いの跡を辿って見るに、第一に目につくのは3種目競技の殊に
その中でも、アイスホッケーに於いて著しく各校の技術が接近して来たことである。
東京帝大対東北帝大の第1回戦より早慶決勝戦に至るまで、終始龍虎相撃つ白熱戦
を演じた。その戦跡は如実にそれを物語るものである。斯くの如く見物人の血を湧
かしたアイスホッケー競技は、何と去っても本大会の花であった。自分は今3日間
に渡るその戦跡を辿って少し感想を述べてみたいと思う。
今年もこの日準決勝戦に於いて遂に両雄(慶大、北大)相対するに至った。先年
の接戦よりして今年の白熱戦は誰しも予想し得るところであったが、強剛西君を再び
起用して必勝の意気に燃ゆる北大を眺めては、吾々は早稲田に対する以上に全神経
と全力とを傾注せずにはいられなかった。
大会最終日の9日は思わぬ大雪に見舞われて、遂に10日に順延のやむを得ざるこ
ととなった。この日も朝より雪多く僅か午前の小康を刺して漸く準決勝を終え得た
が如何にせん午後3時までに決勝戦の幕が切って落とされる頃、いよいよ天魔その
暴威を達しくせんとしつつあった。極めて不規則なる準決勝の後を受け早慶両軍は
著しくそのコンディションを悪くしていた。殊に時間の遅い早大はより以上にハン
デーがつけられていたに違いない。此機に慶応は遂に3年連勝の夢を自ら水泡に帰
せしめたのである。
以上、昭和6年2月1日発行アサヒスポーツからの抜粋である。
読み返して見ると、半世紀前のこの5日間の事が走馬燈の様に撒けめぐっていっ
た。 5連勝を果たしたスピード、ピッチを上げだのに少しもスピードが出ず苦しか
ったl)レーの思い出。ホッケーの決勝戦は雪中の大接戦で第2ラウンドまで1点を
リードざれ、迎えた第3ラウンドは降雪愈々激しく3センチも積もる状態だった。
牧とグラウンドホッケーの戦法で行こう、兎に角、俺とお前で1点宛もぎ取ろうと
話し合って臨んだ第3ラウンドだった。同点を自分が押し込み、決勝点を牧が同じ
様にねじ込み、漸くにして宿敵慶応を破り、慶応3連勝の夢を打ちくだくことが出
来たのだった。苦しかったゲームだったが、雪中のあの一戦だけは生涯忘れさるこ
とはないだろう。
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第9回 昭和8年岩手県盛岡市蕎松池

誓早大6連勝ならず
Speed

男子50①渡英(明大) 49秒0(①三浦(早大) 49秒4③柴山(早大) 50秒8二以上

大会新

1500①桂(明大) 2分46秒2②濱英(明大) 2分47秒4③三浦(早大)ノ2分55

秒2

5000①荏(明大) 9分51秒2②金(明大) 9分57秒2③矢崎(明大) 9分57秒

6

10000①金(明大) 21分21秒0二大会新②矢崎(明大) ③羽田(早大)

2000リレー①明大(矢崎、桂、演英、倉町) 3分26秒0こ大会新③早大3分34

秒6 慶大3分38秒0

得点①明大57②早大26③慶大9

Ffg ure

男子シングル①片山敏一(関学大)席次5②小林勝(慶大) ③小林庄(明大)

順位①慶大②明大③北大

Hocke y

1回戦 京城帝大10臆 0東北大

2 回戦 慶 大5 - 0北 大

早 大6 臆 0岩手医専
明 大8 - 0東 大

京城帝大8 臆 0立 大

準決勝 慶 大8 - 2京城帝大
明 大2 - 1早 大

決勝慶畠
ー

0

臆
0

-
0

0 明大

尾
田
都
城
井

古
監
阿
新
荒

D
F
 
G
K

大
波
町
林
崎
本
尾
藤

藤

森

明
難
倉
小
矢
山
寺
近

斎

渡辺善次郎(慶大OB)

慶応義塾幼稚舎6年(小学校6年)の時、鶴見花月園リン
クで初めてスケートをはきました。慶応大の当時の選手金子
氏、和田氏にフィギュアを教えてもらい、その年の冬には大
学のスケート部の合宿(松原湖)に参加、自後毎冬合宿に参
加しました。普通部時代(中学時代)はインターミドル大会
に参加、昭和8年より慶大スケート部フィギュア部員として
インターカレッジ大会に参加出場しました。当時は、慶応の
長谷川、星野両君、明大の小林兄弟、関西学院の片山君等の

如き良き競争相手であり、かつ伸の良い多くの友人達をスケートを通じて持つこと
が出来、幸福でした。
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当時、数多くの競技会に出場参加いたしましたが、何といってもインターカレッ
ジ大会は、全日本選手権の様な個人的なものと違って、学校を代表しての参加でし
たので、大きな責任を感じましたし、またチームが優勝出来た時の喜びは格別でし
た。昭和8年インターカレッジに初参加し、明大を破って優勝した時の感激は今で
も忘れられません。その後も幸いにいつも優勝出来ていたのは、本当にチーム全員
の努力と協力の結果だったと信じております。

菌囲囲 薗 園部筒聞
平野 進(満州医大OB)

約50年前のこととなると、記憶も薄れてしまっておりますが、ことスケートとな
ると、青春時代血を沸かせたこととて、記憶も比較的、確かなつもりです。
私が満州医大のスピード選手として出場したのは、第4回インターカレッジで、

昭和3年の1月でした。私が満天予科に入学した年のことで、大正15年の12月には大
正天皇が崩御されたので、全満州の中学校のスケート大会は中止となり、又その年
は満州は暖冬異変で、冬休み中はリンクの氷は解け、さざなみがたつ有様で、ちょ
うど私の受験勉強の時でもあったので、このシーズンは殆どスケートをはかなかっ
た様に記憶します。
昭和2年の期末試験も迫った或る日、アイスホッケー部がインターカレッジに参

加するので、私にスピードに出場してみないかとの誘いがあり、急遽決定を見た次
第でした。 1年間のブランクがあり、試験中で練習も出来ぬので、試験終了を待っ
てホッケー部より一足先に松原湖に先発隊として出発し、現地で練習する事となり
ました。

松原湖に着いたのは夕闇せまる頃でしたが、荷物も宿に投げやり、氷にのった苺
を覚えています。翌日は朝から集まっている選手等とリンクを回ってみましたが、
私のl年間のブランクで案じていた危惧の念は吹っ飛んで、自信満々でした。元来
私は長距離走者でしたから、一万、五丁∴ 丁にエントリーしたと思います。
いよいよ第1日日五千㍍に出場となりました。当時はオープン・コース

であり、他校の選手の実力も前日の練習でわかっておりましたので、最後の1周あれ
ば必ず勝てると思い、スローペースで飛び出したのか間違いで、満州から来た無名
の私を大会前の練習で見て、内地(当時、私等外地におる者は日本をこの様に呼ん
でいました)の選手等が策を練ったのでしょう、私は多勢の選手にかこまれ、その
進路をふさがれたのみならず、スケートをひっかけられ、転倒こそしませんでした
が、散散な目に遭い、レースを放棄しました。
後で思えば、初めから飛び出し、独走体勢を作ればよかったのですか、後の祭り
でした。したがって一万㍍は棄権し、千㍍‖こ出ましたが、問題なく勝
ちました。しかし中学3年の時に五百字詰53-54秒でしたから、その時の記録
は私としては不本意なものです。
さて、スピードレースの最終日に行われた2千㍍リレーに私等の学校

も出場することとなりましたが、レース用のスケートは私と他に1人で、しかもこれが
借り物で、他の2人はホッケー用ときております。私はアンカーでしたが、バトン
を受け取った時は、先頭の走者は五百のリンクの半ばを滑っておりました。まさか
これを抜けるとは思いませんでしたが、第4コーナーでこれをとらえ、私等が勝っ
てしまいました。当時の記録に、スピード部門で満大得点14点(第3位)とある由
ですが千㍍と二千‡㌃)レーの1位の合計点数と思われます。
当時のインターカレッジのレベルは、以上でもわかると思いますが、満州の中学

生の一流を連れて来れば、恐らく全種目に優勝したことと思います。
松原湖に於げろ大会以後、私はスピードをやめ、アイスホッケー部にはいり、満
大の単独欧州遠征と、ガルミッシュパルテンキルへンの冬季オリンピックに、アイ
スホッケーの選手として参加させてもらいました。
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第10回 昭和9年栃木県日光市

誓片山(掌)2連勝
Speed

男子50α①桂龍振(明大) 47秒9 =日本新②濱莫(明大) ③大沢(早大)柴山(早

大)

1500①荏龍振(明大) 2分37秒5 =大会新②濱三(明大) ③大沢(早大)

5000①金正淵(明大) 9分31秒1 =大会新②矢崎(明大) ③寺尾(明大)

1000①金正淵(明大) 19分50秒4二大会新②矢崎(明大) ③安(明大)

2000リレー①明大(矢崎、金、桂、濱) ②早大③慶大
順位①明大②早大③慶大

Hgure

男子シングル①片山敏一(関学大) ②長谷川(慶大) ③渡辺(慶大)
順位①慶大②関学大⑨明大

1回 戦 大
大
大
大

レ
し

早
東
立
束

0

2

1

1

一
一
一
一

3
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)
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大
大
専医手

明
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慶
岩

準決勝 北 大5 -
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決勝慶大6(…
0北大
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藤
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監
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井
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沢
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城
郭

新
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五十嵐
末 光

青 山

両 角

GK 佐藤正

片山 敏- (関学大OB)

当時インカレは、全日本選手権に匹敵する水準の高い大会で、参加ごとに好成績
を収めることができたということは、私にとって幸せなことでありました。特に、
当時は例年関東の大学が優勝者を出し、また総合優勝をも争うことが多かっただけ
に、関西出身(関学出)の、それもフルエントリーできないような学校から出場し、
優勝することができたということは、意義のあることだったと思います。私にとっ
ては、なんといっても第1上回大会が記憶に残っています。私は、この大会の前より、
ペアの練習を十分しないまま、大会に臨まなければなりませんでした。得意の規定
では、なんとか首位に立つことができましたが、自由で長谷川、渡辺の両君に逆転
を許すことになったのでした。それまでの各大会で順調に好成績を上げてきていた
だけに残念でした。しかし、この失敗をよい経験とすることにより、私は次の全日
本選手権で長谷川君に勝つことができ、オリンピック選手として選ばれる事になっ
たのです。

インカレという大会は、私のように大学から1名しか出場しなかったような者に
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当時のスケート大会としては、やはり独特のものであったと思われます。今後、イ
ンカレという大会が、参加各選手が、より高度の技術を競い合うような、水準の高
い大会へと発展することを希望いたします。

「 矢崎 猶重(明大OB)

第10回大会は昭和9年1月2日より6日まで初めて日光細
尾リンクに於いて開催されました。
我が明大スケート部にとり前回は総合優勝こそ惜しくも逸
したが、ホッケー部は私が昭和4年スピード部に入部以来1
勝も出来なかったのに慶応と決勝を争い2位。スピード部は
第1回大会より連続優勝の早大を52対26の大差で破り待望の
初優勝。フィギュア部は総合優勝がかかり覇権分岐の紛糾審
判まで出来の大接戦の末慶応に敗れ2位の成績をおさめ、 3

部門優勝の希望を与えてくれました。
この大会を最後にフィギュアの小林圧、スピード、ホッケーの倉町両主力選手で

あり好指導者を卒業でお送り致しました後、きたるべき次回の総合優勝はスピード
の連覇とフィギュア、ホッケーの何れかが慶応に勝つ車以外にないとの結論に達し
この事をよく認識自覚し、寺尾主将、難波副主将を中心にそれぞれの任務達成の為
積極的に猛練習を繰り返し、相励み、或る期待をもって大会に臨んだ次第です。
競技第1日の結果、フィギュアの形勢不利、スピード1500‡二1、 2、 4位、 10000

吉元完勝で連覇ほぼ確実。第2日フィギュアは打倒慶応ならず2位。スピード500†元
で1人入賞こそ逸したが1、 2位、 5000、 2000リレー完勝、予想以上の大差62対早

大24で連覇を達成快哉!!反面我がスピード部内の試合観を呈した感じで一抹の淋
しさ虚しさ!!これが強者の悩みというものでしょうか?遂にホッケーの慶応と
の成績如何が総合優勝の鍵となり、第3日早大を3対0で破り第4日準決勝で慶応
と対戦なる事となった。前回の戦いの跡を小出記者(朝日新聞)審笛の一部は醐大
がスピードの好選手をホッケーのラインアップに加えたのが東大や早大を破り慶応
に内港した最大の原因である。この優勝戦の結果2対0は決して明大に得点機会の
絶対になかった事を意味していない。明大が攻めでも攻めでも慶応のGKと塩田、
新城の二人のDF防御が非常に強く得点する好機会を今一歩のところでつぶされた
ものであった(以下略)』と伝えております。試合は好天に恵まれ、事実上の優勝戦と
あって観集多数で応援戦から始まり、第1ラウンドより前回以上の熱戦で、両軍の
猛襲逆襲の連続。第2ラウンド慶応が続けざまに得点。前回の轍を踏んでたまるも
のかと必死の猛追撃も今一歩で効を奏せず。第3ラウンド後半ようやく1点回復し
たものの時すでに遅く2対1で惜敗す。終盤の形勢からこの時程『試合時間に制限
ある』競技の悲哀を痛感した事はなかった。この試合の勝敗を決めたものは試合流
れの機を掴む巧拙にあったと思っており、大試合の経験不足(特に私のホッケー歴
2年)を痛感し、慶応の巧さ、底力の強さを改めて知らされました。又、我が方の
攻撃の都度、慶応応援席から『矢崎をぶっつぶせ』とどなる大声に反撥出来なかっ
た事、奇しくもその大声の主は私の諏中の先輩であり慶応スケート部OB金子諭吉
氏で世にいうご恩返しの出来なかった自分の未熟さ不甲斐なさが印象に残ってお
ります。

ここに故人となられました小出、寺尾、難波、金子各先輩のご冥福をお祈り申し
上げます。
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第1 1回 昭和10年栃木県日光市/東京芝浦

石原(莫)500に日本新
$peed

男子500①石原省三(早大) 45秒0 =日本新②桂(明大) 47秒1③張(明大)

1500①張祐植(明大) 2分39秒1②濱(明大) ③荏(明大)

500①李聖徳(早大) 9分13秒8二参考日本新②金(明大) 9分14秒2③穂口
(早大)

10000①金正淵(明大) 18分46秒3二参考日本新②李(早大) ③穂口(早大)

2000リレー①明大3分16秒0 (矢崎、張、桂、金) ②立大③慶大

得点①明大51②早大40③立大5

※ 参考日本記録はオープンコースのため未公認となったもの。

Hg ure

男子シングル①長谷川次男(慶大)席次数8、得点519. 6②渡辺(慶大) ③片山
(関学大)

順位①慶大②明大③関学大
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石原 省三(早大OB)

昭和10年の学生大会で私は50研㍍45秒0の日本新記録を作ったが、これは私にと

って大きな意義があった。昭和6年の世界選手権(ヘルシンキ)昭和7年の第3回
オリンピック(レークプラシッド)に参加した時、転倒したことと冷え込みが原因
で船中から左脚が座骨神経痛に冒され、帰京と同時に病床に伏してしまった。灸、
針、注射、マッサージ、温灸療養等のと約2カ年の闘病生活を余儀なくされてしましま
った。両親からはスケートは取り上げられてしまったが、 2年間の海外遠征で得た
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ものからなんとか世界新記録に近づけたいと念願し、闘病生活中遠征した時に写し
て来たフイルムや自分のイメージを姿見に写して研究し、又、欧州選手やアメリカ、
カナダ選手等の相違点の分析など2年間研究し、頭の中には一応のフォームが出来
上がって来ていたのであった。徐々に神経痛も回復しつつあった時、昭和9年満州
安東県(鳴緑江リンク)で全日本選手権が開催されることを知った。
私の家が安東県にあったのと、長距離はだめでも短距離なら技術でカバー出来る
と信じ、私の2年間のブランクを試して見たく50研示のみ出場して見た結果は1位
となり、自分の考えにますます自信を深めたのであった。この時の総合優勝者は金
正淵(明大)であった。
身体もなんとか回復出来る見通しもつき、又、闘病生活中色々の方から温情あふ

れる激励やお見舞いの手紙を戴いたうれしさは忘れることが出来ない。その方々の
励ましの言葉に力を得、再びスケートをはくことを決意し、上京して学生生活に入
ったのである。

昭和10年のインカレは2年前に完成した細尾リンク(日本で初めて溜水の正式の
40(珪;リンク)で行われたが、過去のスケート界はインカレでシーズンの開幕で、
学生対抗意識もいやが上にも高まり、海外遠征を経験している私でさえ異常な興奮
をおぼえたものであった。

競技の結果は他を大きく引き離して45秒フラットの日本新を樹立したが、当時の
世界記録は43秒であったので、まだまだの感が強かった。
私は病気を持つ身体なので500メートルを分析し、如何にしたら滑走出来るかが

課題だった。それには50研完を10研二単位に力の配分を研究し、それを基礎に練習
に向かって努力を続けた。
過去を振り返り、学生諸兄に申し上げたいことは、滑って滑って滑り抜くこと
によって身体で滑走技術を獲得出来るのであって、柔軟な身体と強靭な筋力(背筋、
腹筋)を養成することが必須条件なのである。現在50研元の5僕の中に2名の長距
離選手が出ているという事は滑り抜いた賜物であり、オリンピックの入賞も希望が
持てると思う。

第9回大会スピード優勝の明大チーム
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第1 2回 昭和11年栃木県日光市/東京芝浦

短距離桂(莫)の独壇場
Speed

男子500①荏龍振(明大) 46秒9②安(明大) 47秒6③渡辺(早大)

1500①桂龍振(明大) 2分32秒8②杉浦(早大) 2分44秒8③張(明大)

5000(Dデ世相(明大) 9分17秒8②金(明大) 9分18秒0③杉浦(早大)

10000①金永河(明大) 20分58秒0②デ(明大) 20分58秒2③穂口(早大)

2000リレー①早大(柴山、黒田、酒井、渡辺) 3分15秒2二日本新②明大③慶
大

得点(○明大56②早大32③慶大1 1

Hgure

男子シングル①星野正三(慶大)席次数10、得点707(①小林(慶大) ③山本(明大)

得点①慶大25②明大23(り早大15

V
′

捉H
O

1回 戦 立 大 9

早 大15

東 大3
2 回 戦 早 大4

東 大 5

明 大 2

満州医大8
準決勝 早 大20

満州医大 2

決 勝 早大

大
大
大
大
大
大
大
大
大

学

北

慶
関
北
立
東
京
国
東
明

0

0

1

3

3

1

3

0

1

大腰州満

0

0

1

一
一
一

〇

2

0

早 大

小須田

西 堀

富 田

安 部

別 所

平 田

柴 山

松 本

安 田

中 島

中 沢

満医大
西 田

栗 矢

柘 植

石 黒

中 原

小島順
小島緑

堀

壁 龍坂(明大OB)

私は、もと鱒浦国境の町である新義州の生まれで、有名な
鴨緑江では幼少の頃から滑っていた。さて、中学4年のとき
諏訪の頚の海で全日本氷上選手権大会が開催された際、同僚、
李聖徳君(のち早大で大活躍)と2人で参加したが、あいに
く天候の異変で解氷、流会となった為、やむを得ず2、 3日
滞在中、明大の選手、特に矢崎猶重さんに会い、色々と語る
内に、その人柄にすっかり惚れ込み、中学卒業も待たずに4
年で明治の予科1種に入学した。

きっそくスケート部に入部してみると、当時の寺尾主将は全身これファイトの
かたまりで、今年(昭和8年)こそは男の面目にかけてもこれ以上早稲田に(5連勝)
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負ける訳にいかない、なにがなんでもインターカレッジに勝たねばならない、たと
え足が2、 3本折れても断じて勝てと、大変な叱咤激励であったことを未だに忘れ
ることが出来ない。私はこの悲愴な闘志に対して、深い感銘を受け、学校の出席よ
りもインターカレッジの勝敗に全てをかけて精進した結果、 3種目に出場して3種
目とも大会新記録で全勝し、我が明治もチームとして大量得点を勝ち取り、臥薪嘗
胆、 9同大会にして初優勝を飾ったのである。

部内は案外冷静で、むしろ次の対戦準備に真剣で私に対しても日本には勝って
兜の緒を締めると言う諺がある、今後一層努力して卒業するまで6年間を連勝して
こそ初めて王者の資格があると力説しながら、以前にも増しての叱咤激励を受けだ
が、私はその周到なる信念を素直に受け止め、人生においてまたとない血湧き肉躍
る青春の血潮を、あの冷たい氷に再びぶつける決意を新たにすると共に、寺尾主将
が日頃強調しておった指導要綱に、音楽を間いたり喫茶店に出入りすれば闘志がに
ぶると言う徹底したスパルタ式忠告を卒業まで6年間も守り通して、遂にチーム優
勝と共に個人種目に於いても6年連覇を成し遂げたが、このことが後日一つの「や
れば出来る」と言う一生を貫いた心の支えになっている。勿論勝利の陰には倉町太
郎名監督の無限の温情と貴い教えを忘れることが出来ないのである。
韓国の初代李承晩大統領は国策として第7回冬季オリンピック大会へ建国第l回
の選手団を派遣することを決めたが、そのとき私が選手を兼ね(37オ)初代総監督
として選ばれたことは、かつて権威ある日本のインターカレッジ大会で6年連覇し
たその実績が高く評価されたからである。競争の激しかった7名の監督立候補者を
簡単に退けることが出来たのも、ひとえにインターカレッジのお陰であり、またそ
の効用でもある。
我れ後、朝鮮貯蓄銀行の副頭取で退職し、晩年自分なりに感ずるところがあって、
すなわち好きな日本の風土が肌に合うので、明大スケート部出身としてはたった1
人で家族を連れて来日
し、自ら進んで東京入

管へ永住申請をしたと
ころ、幸い学生時代の
スケートの活躍が認め
られて日本永住の許可

を得、爾来日々楽しく
感謝の気特で余生を送
っているが、これもや

はりインターカレッジ
大会のお蔭である。今
般、創立50回大会を迎

えるに当たり、後世に

残る貴重な企画が立て
られたことは、誠に有

意義なことであり、今
後インターカレッジ大
会の発展史に大いなる

導きの光を与えるもの
と確信し、最後に編集
に当たった関係者の貴
い労苦に対し、私は五、
から満腔の敬意と深甚
なる感謝の意を表わし
てやまない。

荏(唄大)のラストスパート
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第13回 昭和12年栃木県日光市

立大、
ホッ

ケーで初優勝
Speed

男子500①石原省三(早大) (①李(早大) 45秒8③荏(明大)

1500①金正淵(明大) 2分27秒1 =大会新②荏(明大) ③張(明大)

5000①荏龍振(明大) 9分16秒0②張(明大) ③金(明大)

10000①李聖徳(早大) 19分37秒0②張(明大) ③南洞(早大)

2000リレー①早大(中村、南洞、石原、李) 3分3秒8②明大(泉山、許、金、

桂) 3分6秒5二以上日本新③慶大
得点①明大50②早大41③慶大8

Hgure

男子シングル①渡辺善次郎(慶大) 1282.8②長谷川(慶大) ③黒田(早大)

得点①慶大25②早大15④明大14

Hocke y

1回 戦 0

0

2

0

一
一
一
一

6

1

6

4

大
大
大
大

レ
し

明
東
京
慶

東 大

京城帝大
同 大

北 大

2 回戦 慶 大7 - 2京 大

明 大11- 0東北大
早 大棄 権岩手医専
立 大棄 権関学大

準決勝 立 大4 -
2 明 大

早 大1 - 0 慶 大

3 位戦 明 大2 - 1慶 大

決 勝 立大 2

大
中
村
田
谷
柳
開
橋

木

谷

立
田
大
砂
金
小
新
大

山

F
W
 
D
F
G
K

〈雷)

太
田
部
鞍
田
堀
川
田
沢

早
安
安
鬼
宮
西
市
平
中

0 早大

砂田 重民(立大OB)

昭和12年、日光で行われたインターカレッジの思い出を書
けとの学連からのご指示を受けた。これは困ったことだ。な
ぜ困るかといえば、 12年のインカレに優勝したとはいえ、私
はホンチャンに登用されたばかりのシーズンで、どの試合も
どの試合もいわゆる「あがって」いた試合ばかり、試合内容
など覚えていない。どうして14、 5年の思い出を書けといっ

てくれないのか、少々うらみながら」一文を。

昭和11年、芝浦リンクでの大学l) -グ戦に立教は初優勝し

た。この時に私ははじめて小柳、田中の両ウイングにセンターとして第1フォワー
ドに起用された。全く無我夢中の各試合で、いずれも大接戦の末全勝して、その次
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の大会が日光でのインカレだったのだ。当時どの大学でもメンバーの殆どの選手は
北海道、満州育ち。私や谷(立大)、堤(慶大)、鬼鞍(早大)といったインドア育
ちの選手が第一線に出始めたのが11年l)-グ戦、 12年インカレだった。そしてこの

頃を境として名門満州医大や実業団より東京の大学チームが優位にたった。
12年のインカレで優勝はできたものの、まだこの年の立教はチームプレーらしいも
のは何もできず、小柳のワンマンプレーを我々が助けるといったチームだった。
しかしリーグ戦、インカレの連続優勝は、もっと高度のプレーをという意識も私

たちにもたせて、バスケットボールの攻撃フォーメーションをとり入れることを手
はじめに、 「華麗な」とさえいわれたパスフォーメーションによるチームプレーを

完成させることができ、その後3年間ばかり立教の黄金時代をうちたてた。 12年イ
ンカレは、そのスタートであって、立教大学スケート部の歴史には大へん重要な大
会であった。

第9回大会スピード1万で高二力走する金㊧矢崎の明大コンビ
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第1 4回 昭和13年青森県八戸市

‡こ早、立で王座争う
Speed

男子500①埋龍振(明大) 45秒9②中村(早大) (り許京口(明大)

1500①桂龍振(明大) 2分33秒2②南洞(早大) ③荘燈(明大)

5000①張柘植(明大) 9分11秒5②南洞(早大) ③デ寛植(明大)

10000①張柘植(明大) 19分14秒5②ヂ寛植(明大) (り安室照(明大)

2000リレー①明大3分11秒7 (泉山、桂夷、許、桂) ②早大③慶大

得点①明大59②早大31③慶大9

Hgure

男子シングル①長谷川i次男(慶大)席次5、得点1336. 75(り片山(関学大) ③渡辺

(慶大)

得点①慶大28②明大16③関学大10

Hockey

1回戦 慶、\大2 - 1京城帝大 明

満州医大9 - 0東北大 束

2 回 戦 立
早
湖
明

大
大
大
大

京
関
慶
東

勝
0
1
1

戦
一
一
一

不
1
5
き
9

大
大
大
大

医

準決勝 立 大8 - 1満州医大

早 大1 - 0 明 大

決 勝 早大3
(昌)

2 立大

大10- 1同

大不戦勝北

早 大

中 川

鬼 鞍

小須田

青 島

左右田
七 田

市 川

安 田

大
大

大
柳

田

藤

立
小

砂

後

中
谷
橋
本

田

大
山

鬼頭 弘起(早大OB)

アイスホッケー界は昭和10年頃を境とし、第二次大戦突入
までヾ各大学が華と咲き隆盛を迎えていた。
昭和10年世界の強豪カナダ・サスカトンチームの来朝と、

Il年ドイツ・ガルミッシュの冬季オリンピック初参加が大き
な契機となったと思う。
カナダの来朝は世界の本場アイスホッケーに接したことで

大きな意義があった。日本は当時攻撃ゾーンはラグビー式の
棟パスだったものが急に今のルールで対戦したのだから、全

日本選抜といえどもたまったものではなかった。

カナダの華麗な個人技と、見たこともない速いテンポのフォーメーションに会読
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合ダブル・スコアで敗れる結果となった。以後日本のアイスホッケーは大きな変革
を遂げたのである。

翌年のオリンピックには慶応、満州医大、王子製紙他各地区の連合チームが参加
した。そして多くの教訓を得て帰ったのは勿論である。

近代アイスホッケーはこの辺からスタートしたといえるのではなかろうか。
新しいホッケーのフォーメーションは早、慶、明、立各大学の努力で早い熟成力
を見せ日本のトップレベルは学生チームが主流を占めるに至って華々しく連続制覇
を唱えることになった。

学生選手権は全日本選手権と全く同じで昭和11年一14年まで早、立、早、立の順
で交互に選手権者となっている。この間、慶、明とまんじどもえ、ときたま王子、
古河や満州勢がその一角を崩すこともあったか、決勝はほとんど早、立の間で争わ
れた。芝浦の室内スケート場は毎回満員の盛況、熱気に溢れていた。
スケート界は満州、北海道出身の選手の多いなかで、私は東京育ちであった。早

稲田に入学当時16才で初めてスティックを手にしたのである。立教の砂田君も同様
だった。インドア育ちはとかく部内でナメられたものである。しかし、早大第一学
院の3年のとき名CF宮田正三氏のRWとして出場する幸運を得た。
その頃は極限とも思えるほど、陸上、氷上練習に打ち込んだものである。のちの
人生に大きな想い出と、かけがえのない経験をもったと考えている。
昭和13年、私が大学一年生になったとき、早稲田は主力選手4人を卒業生で送り、

大幅な新人起用で苦しいシーズンを迎えていた。
さらにインカレに備えた松原湖の練習で、特に青島君など絶好調でチームも明る

い見通しになってきたとき、突然彼は病気になり、急遽大連商業より入学早々の新
人中/l情を第1RWに起用せざるを得ぬアクシデントに見舞われたのである。
しかし、早大は準決勝で明大を破り、立教は満州医大を大差で破って早、立は決

勝に進出した。この模様は次に転載する朝日新聞の名スポーツ記者小出秀世氏の記
事でご想像頂きたい。

『早大闘志に勝つ 追撃戦立教に悲運
◆前日の戦いぶりから見れば立大の快走巧技に対し若手選手揃いの早大に苦戦のも
のと予想させたのであるが、早大は小須田主将を中心として固く結ばれた団結力は
チーム実力を二倍にも三倍にも強化して堂々立大と対等の試合を気概で行ない見事
にこの栄誉を早大のものとした。立教小柳の先取得点にひるまず中盤戦に入った早
大は鬼鞍、中川のパスワークで同点に追いついた直後、小須田の単身ドリブルから
フリーシュートで1点をl)-ドするや全軍にわかに戦意をたぎらしで最終国立大秒
間の得た巧みなゴールも早大は中川のプッシュで酬いて二年振りの制覇となった。
◆技術を補った早大の闘志にも目をみはるものがあったか、立大はFWに代貝なく
対満州医大戦に存分の動きを示した砂田、小柳なども休養を得られぬ欠点が歴然と
立教のプレーに顕われ立大に懸念された唯一の弱点を暴露して敗れたものと云う事
が出来る。

勿論この日の早大が、立大のスティックワーク癖を良く見ぬいて砂田、小柳等の
ドリブルを完全にチェックして味方ゾーンi柄こ寄せつけなかった用意も買うべく、
GK中沢の相も変らぬ好防ぶりが目立ってはいたものの立大が技巧に頼りすぎて体
力の消耗はやがては精神力の衰微、反発力の低下を招来する事を度外視していた点
は見逃せない。

◆ゲームは一進一退、近来にない追撃戦となって全スタンドを湧かせたが、立大の
FWの人員不足が招いた結果を見る時に氷上ホッケーの真価を此処に知るという事
が出来た。』

この年の全日本選手権も早大が優勝した。そして昭和15年中止となり、まほろし
のオリンピックとなった札幌大会代表候補選手は学生が大半を占め、当然主力であ
った。まさに学生ホッケー開花時代だったといえるだろう。
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第1 5回 昭和14年長野県諺の海/東京芝浦

誓慶大11連勝ならず
$peed

男子500①山下勝久(早大) 44秒9②荏(明大) 45秒1③高林(明大) 45秒2

150①安室蝶(明大) 2分33秒9②桂(明大) 2分35秒9③李(明大) 2分
37秒3

5000①張祐植(明大) 9分21秒0②ヂ(明大) 9分22秒9③泉山(明大) 9分
30秒3

1000咋)張柘植(明大) 18分58秒0②デ(明大) 19分16秒4③金(明大) 19分21
秒9

2000リレー①早大(中村、穂口、山下、南洞) 3分3秒5②明大③慶大
得点①明大60②早大32③慶大7

斤gu鳩

男子シングル①長谷川次男(慶大)席次数7、総得点138脱②有坂(明大) ③小林
(明大)

得点(D明大21②慶大12③早大8

Hockey

2

1

0

1

0

一
一
一
一
一

3
1
1
4
4
1
6

大
大
大
穴
大

域

慶
同
早
京
明

戦国

2 回 戦 慶

立

早

明

準決勝 立

早

満州医大
北 大

中 大

法 大

京 大

大
六
大
大

北

城

東
同
東
京

1
4
0
勝

一
一
一
戦

n
1
6
n
不

大
大
穴
大

大9 臆1慶
大6 - 1明

決 勝 立大3

大
大

2 早大

ー30」

立
田
砂
大
後
高
鬼

内
山

大
中
田
村
藤
橋
鞍
谷
藤
本

D
F
G
K

大
島
鞍
川
津
田
西
川
木
田野

早
吉
鬼
中
島
七
川
市
鈴
小

長谷川次男(慶大OB)

昭和10年インターカレッジについては、当時の第1入着の
片山敏一君に勝ったのが想い出として残っています。この年
は翌年のオリンピックをひかえて、その代表選抜大会もあり、
その為一生懸命練習した様に記憶しています。
昭和14年は卒業の年でもあり、片山君はじめ慶応の渡辺、

星野両君も居らず、気楽にやった様な気がします。
私共の時代は日本がフィギュアスケートとして初めてオリ
ンピックに参加した頃であり(1932年初参加)、その後オー

ストリアのフリッチ・ブ)レガー嬢の来日により世界の新しい技術が紹介され、世界
と日本が従来より非常に近くなった時代でありました。また、オリンピックに参加
して世界的選手に接して更に技術をみかくことが出来たのか、その後の日本スケー
ト界のレベル向上に役立ったと思っています。

時代も環境も変わったので、現在の選手の皆さんに対しては、何とも言えません
が、フィギュアスケートは個人競技なので、上手になるのも個人の努力次第である
ということは、今も昔も同じと思います。上手になるには他人の2倍3倍の努力が
必要でしょうし、それがあってこそ、人に抜きんでることが出来ると思います。

第17回大会で明大のスピード9連勝を阻む原動力となった早大の山下
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第16回 昭和15年栃木県日光而

五百山下(芙)の1大舞台
Speed

男子500①山下勝久(早大) 45秒5②阿部46秒2③高林(明大)飾秒4

1500①南洞邦夫(早大) 2分31秒3②李(明大) 2分33秒1③山下(早大) 2

分33秒5

5000①深井恒雄(慶大) 9分7秒1 =大会新②南洞(早大) 9分11秒0③李

(明大) 9分Il秒7

10000①中楠瞭(早大) 18分52秒6②深井(慶大) 18分53秒2③デ(明大) 18分

53秒2

2000リレー①明大(阿部、金、高林、李) 3分6秒0②早大③慶大

得点①明大44②早大37③慶大17

Hgure

男子シングル①有坂隆祐(明大)得点1418. 91(…功、林(明大) ③高山(慶大)

得点①明大45②慶大36③早大26
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雨滴 邦夫(早大OB)

戦前の日本スピード・スケート界の隆昌期は、昭和10年から昭和18年に至る8カ
年の間であった。昭和11年、第4回冬季オリンピック大会がドイツで開催され、 7

人のスピード・スケート選手が参加したし、 4年後の昭和15年には、日本の札幌
で第5回大会が開かれることがすでに決まっていた。従って、これらの時期に日本
のスケート界はあげてこの準備と強化に全力を傾けていた。
当時、言うまでもなく、スケート界の中心をなすものは学生選手であり、なかん

ずく早、明両校のスピードは学生選手権始まって以来、覇権争いを続けた。そして
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多くの記録もこの中から生まれたのであった。特にドイツの第4回オリンピック大
会で早大の石原選手が短距離の50扉完で第4位に入賞したのを出発点として、スピ
ード・スケート短距離界の充実は目を見張るものがあった。
すなわち、この時期の前葉には石原省三、李聖徳、中村礼吉、南洞邦夫の早大勢
と、桂龍振、杏仁源の明大勢とのぶつかりあい、そしてこれらを追うように山下勝
久(早)、高橋三郎、阿部剛(明)、内藤普(日)等の新勢力の台頭がめざましかった。

昭和10年の日光リンクにおける学生選手権大全の石原選手の500信45秒0の日本記
録は、それまでの本人のもつ47秒8を大幅に上回る驚異的なものであり、立ち遅れ
ていた日本のレベルを一挙に北欧の国際レベルに近づけたものであった。
しかしながら、戦争の中国における果てしない拡大で札幌のオリンピックは返上

ときまり、又、昭和16年12月太平洋戦争の勃発で日本スケート界はにわか

るのであるが、それまでのこの時代はまさに日本スケート界の中興の期と
に暗転す

言えるだ

ろう。長距離レーサーとしても、金正淵、張柘植などにつづいて慶応の新人、深井
恒雄はインドア育ちのピッチ走法で5000と10000手元の学生記録と日本言己録を書き換

えたのであった。 (深井選手は昭和20年4月北島にて名誉の戦死を遂げた)

こうした背景のもとに亡き山下勝久選手のことを語らねばならない。
彼は大正10年、満州の(現在の中国東北)大連で生まれた。スポーツ熱心の両親
のもと、特に祖父母の寵愛と励ましの中に育った彼は、小、中学校を通じあらゆるス
ポーツに才能を発揮したが、特に夏はサッカー、冬はスケートの選手として頭角を

現わしてきた。大連一中の年少中学選手時代、すでに全満州のスピードスケート選
手権大会に活躍、大連にこの人ありと将来を嘱望された。昭和13年、早大に入学以
後スピードスケートに全力を打ちこんだのであった。
この年、早大スピードは大量の卒業生を送り出し、宿敵明治との戦いに特ち駒不

足をかこっていたのであるが、南洞、藤原哲夫などの上級生とともに部の中心勢力
となって部の再建に努力したのである。彼の同期生には、中楠際、角本正、市川I健
一などがおり、遅れて彼の弟山下定男や中村栄治も入部してきた。
両親及び祖父母の期待と愛を一身に受けた彼は性格が寮放窺落、明朗で友情に厚
く、後輩の面倒を良くみた。彼と知り合った者は誰でも一度で彼を好きになった。
身長は1缶80、体重75キ。の隆々たる筋肉質で、全身がバネそのものであった。

外見は柔和ながらレースにおいての闘志は激しく、常に相手を圧倒するものがあ
った。氷上ではもとよりオフシーズンにおける訓練にも音を上げたことはなかった。
スピードスケートが本来記録への挑戦であり、孤独と苦しさに耐えしのぶ自分との
戦いであって、従って真の敵も自分の心の中にあることを彼は良く知っていた。戦
いに敗れた時や記録の上がらぬ時は、よく自分の心の弱きを先輩である私に訴えて
いた。オフシーズンの訓練のため部員とともにレース用の自転車にも乗ったが、彼
が作った公式の50保高自転車日本記録は、遂に戦後まで本職の自転車選手でも破る
ことができなかった。

昭和18年学徒動員令が下るとともに、この年の9月、彼は海軍予備学生を志願、
学園と部を後にするのである。彼は三重航空隊に第13期生として入隊、成績優秀に
より恩賜の賞を受けるが、同年12月士官候補生として台湾高雄航空隊に配賦、さら
に九州大村航空隊に転じて士官に任官、戦闘機零戦を操縦して九州及びフィリピン
を基地として数多くの空戦に参加し、米機14機撃墜の武勲を樹てたのであった。し
かし米マッカーサーの太平洋反攻により、戦局は日増し悪化し、昭和20年4月沖縄
上空で敵グラマン数十機の包囲攻撃を受け激しい空中戦の後、散華したのであった。
彼の学生氷上界での華々しい活躍と、空中戦での壮烈な最期を思い合わせれば、

全力を出し切って青春を燃焼しつくした短くはあるが彼らしい、いや彼に相応しい
人生の生き方と死であったのかもしれない。だが一方でもし、戦争がなく、平和の
種に昭和15年と19年のオリンピックが開催され、また何回かの世界選手権大会に参

加のチャンスが彼にあったなら、山下選手が世界スピードスケート界における一つ
の輝ける星となったであろうことを、彼を知るすべての人が疑わないであろう。
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第1 7回 昭和16年青森馬丁戸市/東京芝浦

塁明大9連勝ならず
Speed

男子500①山下勝久(早大) 47秒1②高林(明大) 47秒9③林(明大)蕪秒O

1500①山下勝久(早大) 2分35秒7②李(明大) 2分37秒3③察(明大) 2分

41秒0

5000①深井恒男(慶大) 9分23秒2②中桶(早大) 9分56秒2③金(明大) 9

分58秒8

10000①深井恒男(慶大) 19分7秒5②村上(慶大) 20分5秒3③藤原(早大)

20分18秒9

2000リレー①早大(山下弟、角本、中楠、山下兄) 3分22秒2②明大3分27秒

4③慶大

得点①早大38②明大37③慶大24

Hgure

男子シングル①小林達雄(明大)席次数6、得点894. 34③高山(慶大) ③塩田

(五大)

得点(D慶大31(①明大27③早大16
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星野 正三(慶大OB)

学生水運から原稿をとの電話があって、とんでも無いと思
っていたところ、昭和11年1月10目付けの朝日新聞縮刷版の
コピーが郵送されてきた。 40年前の出来事である。

じっと見ていると、わずかな紙面から、様々な当時の様子
が浮かぶ。

インターカレッジのフィギュア部門は、各校3名ずつの出

場選手の合計点で争われた。当時の慶応は、長谷川、渡辺の
両君はオリンピック出場の為不在で、残った小林勝利、和田

包蔵の両氏と共に諸先輩の残した8年連続優勝の記録を本年もつないで10年目に引
き継がねはならなかった。
粒のそろった明治大学の3君とどう戦うかが焦点となっていた。また関学の倉橋
君に個人優勝をさらわれても勝ち目は薄くなるというような状況下で、当時として
はかなり切羽詰まった思いで出場したことと思う。結果は、慶応25点、明治23点の
僅差で目的を達した事になったが。
スクールフィギュア(コンパルソリー)は、 1位小林、 2位倉橋、 3位星野の順

で、フl)-スケーティングに全てを賭けることになった。 (新聞発表は規定と自由
の点数が逆になっている)。

寒い寒い芝浦スケートリンクの控え室で最終に近い出場順位を待つ間、あがらぬ
様に、また体を冷やさぬ様に心掛けねは承らない。
後輩の最賀君、高山君、中上川君(戦死)、田中君等々が有難いことに、気を紛
らす様に、スケートに無関係の話をしたり、ゲームをやったり、また甘いレモンジ
ュースを作ってくれたり、色々と気をくぼってくれた。
そうしている内に、 l)ンク内で変わったどよめきが聞こえて来た。倉橋君が2度
も転倒したという。 (慶応にとっては良いニュース)。

次は、小林勝利君出場。優秀な出来ばえで、これなら優勝確実と思った瞬間、緊
張しすぎたか小林君も転倒(全く悲観的状況)。和田君もリンクに下りる時にころ
んで調子出ず。これを見ていると先程の落着きはどこへやら、ガタガタのあがりっ
ぱなし。気特の調整も出来ない内に呼び出しが掛かる。万事休す。中上川君等の心
配そうな顔がテラッと掠めたが、もう氷の上。音楽はなり始める、自動的に体は動
き始める、ぎこちない、足がもつれそう。あっ、そうだ、まわりの景色を見なけれ
ば、と思った瞬間、急に落着いてきた。先にあがり過ぎたので、その頂点を通りす
ぎたのか、無事プログラムを終わった。予想より拍手がなりひびいた。
両君不在の留守を守り抜いた。来年はもう安心だ。
芝浦の氷は外気温も低かった為か、その日は特に硬かったと思う。初めに滑った
人はちょっとしたバランスのくずれが転倒につながったのではないか。その点、出
場順位の遅い方が水面の冷たい空気もかきまわされて多少とも有利になったのでは
ないか。倉橋、小林両君の出場時より、終わりの方が氷温にして1、 2度位の差が
あったのではないがと今でも思い返される。
先年、軽井沢の塩壷温泉ホテル・スケートリンクにサイドハウスを新築し、その
ショーウインドウに、当時のメタル、バッジ類を並べて見たが、インカレのメダル
(直径6センチ、厚さ0. 7センチ)の銀と銅が計2個あるだけで、どう捜してみて
も、この時の金色の優勝メダルも無いし、優勝を裳付ける何物も残っていない。
昔の朝日新聞を見なから40年の過去を思い浮かべることはむずかしい。正確には
言えないが、競技会中、親身になって面倒を見てくれだ後輩の諸君に志として差し
上げてしまったのではないか。自分ではまだ何個でももらえると勘違いしていたの
かも。その様な気風は、諸先輩から受け継がれていたのではないか。なぜなら、銀
と銅が手元に残っているのも解せない話である。
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第1 8回 昭和1了年栃木県日光市/東京芝浦

明大、総合で4連勝
Speed

男子500①山下勝久(早大)

(明大) 9分37秒8

1500①山下勝久(早大)

2分33秒4

5000(り深井恒男(慶大)

1000α①深井恒男(慶大)

(明大) 19分33秒5

45秒7②高林(明大) 46秒5③阿部(明大) 46秒8

2分28秒5②高林(明大) 2分31秒2③阿部(明大)

8分57秒0二大会新②中村(早大) 9分27秒8③坂本

18分15秒0 =大会新②中村(早大) 19分20秒7③土橋

2000リレー①明大(安部、坂本、安保、高林) 3分6秒8②早大③慶大

得点①明大44(り早大3唯)慶大19

居gu伯

男子シングル①高山方明(慶大)得点689. 8②神田(京大) ③塩田(立大)

得点(D慶大22②早大17③京大10
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中沢 周平(東大OB)

私が松本高に入学したのは大正12年である。東大の合宿が上諏訪の布半だったの
で、それに便乗しながらアイスホッケーの練習をはじめた。学連の第l回大会は大
正14年であるが、それには前衛戦があり、大正13年の正月に早大と慶大を加えた4

校による日本最初のアイスホッケーの競技会がそれである。 1回戦の松本高対早大
では、早大には当時最高のプレーヤーと言われた柳沢敏文氏(エルさん)、小口孫六

〇36-

氏(マゴさん)かいたので、とても歯がたたず8対2ぐらいの大差で負けた。当時
のルールは7大別でハーフセンター役のロバーなるものがある。早大で柳沢、松本
高では私であった。今のボディチェックなど許されていない幼稚な頃なのだから、
パックを見ずに顔を見ろ、膝をねらえである。何度もエルさんを転ばしてやった。
フェンスぎわの水の中へも。彼の「コラ、中沢」のどなり声が今でも耳の底に残っ
ている。

この競技を契機に学連を作ろうと相談がもたれ、松本高からは平月ト郎氏と私が、
鷺の湯でのその会議に参加し、来シーズンに発足と決まった。松本高がインカレに
参加したのは、今から考えると奇異に思えるかもしれないが、そういう経緯があっ
たのである。来諏された秩父宮殿下に東大と松本高とのホッケーの試合をご覧頂い
たのも、この頃のことである。
さて学連の第1回競技会が大正14年1月に行われることになったのだが、暖冬異

変で氷がない。氷を求めて浅間の裏山を歩きまわり、結局岡田村はずれの六助の池
に堅氷を発見、予定地としなそのリンクの経営者は中村さんという軍医で、六助
の池の大会には、大会のポスターも沢山作ってくれた。 「第1回 インターナショ

ナル カレッヂ ホッケー大会」その「ナショナル」を消して歩いた。決勝の相手
は早大、エルさんは去年通り。 「コラ、中沢」と何度もどなられたのも同じ。当時
は学連規約は文書としてあったとは思えず、後に東大と早稲田の人が中心になって
やったのだと思う。インカレの競技場は暖冬にこりて大正15年からは早大などが合
宿していた松原湖に移され、更に昭和6年からは盛剛こ移された。松本高も本来の
姿に還ってインターハイに移行してゆく。昭和2年は大正天皇がなくなられた翌年
であったので中止。
昭和3年、私は東大の2年としてインカレに参加したが、満州医大が日本へ来て
いたので強力だった。その少し前、東大は満鉄に呼ばれて満州遠征し、滞医大から
飛ぶシュートを教えてもらっていたので、かなり自信があった。慶応には金子君が
いたので負けたかもしれぬか、早稲田には勝てると思っていた。その早稲田に負け
たのは、今考えてもくやしい。早大は、スピード選手が中心で、当時はアイシング
がなかったので、ラッシュ戦法をとったのだが、スラッシングをよくやり、後に満
医大が試合をするのをいやがっているという程であった。しかし、ジャッジが不慣
れな飯島氏(当時東北大)であったので、抗議するのも気の毒に思い、いつか逆転
すると余裕を持っているうちに負けてしまった。当時、東大の学生は、しろこ屋の
女の子たちにもてたので、早大の諸君にはそれをうらやむ気特もあったかもしれな
い。

この大会あたりからOB諸氏との連携がうまくいき、松原湖はOB、学生プレーヤ
ーが協力し合い、たいへんよい場であった。
大会の運営は、現役選手との協力のもとに、うまくとけあい、非常によい場所で
あった。盛岡大会あたりから、地元の方が協力してくれて、現役選手は大会の準備
には関係ないという風潮が出てきた。これには賛否両論あるだろうが、私は初めの
頃の松原湖の大会が懐かしい。
河久保氏の日本スケート協会は、ホッケーはスケートではないという意見を持っ
ていたので、ホッケーは学連でやっていこうという発想が私にはあった。また、当
時の日本スケート協会は、クラブ的なものであったので、 ISU (国際スケート連盟)

に対して日本を代表する組織的なものを作ろうとして、学連のOBたちが全日本氷
上競技連盟を作った。
私は当時、明治の久保君たちと一緒に仕事をしていだが、駿河台の喫茶店に集ま
ったものだ。
最後に今の諸君に一言。学生のカだけでは出来ないのだから、ありがたく先輩諸
氏の援助を頂き、毅然とした態度で大会を運営してゆけばよいと思う。
今では、昔の事を知る人も少なくなり、新しい役員の中には私らの事を知らない
人もふえだ。それはそれでよいと思っている。それらを基礎として、それぞれの人
ががんばってくれればよいと思っている。
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第1 9回 昭和22年長野県松原湖

参加10校で大会復活
Speed

男子50α①高林忠三郎(明大) 49秒2②高林清(明大) 49秒6③久保田(日大) 52
秒4

150α①高林忠三郎(明大) 2分33秒9②高林清(明大) 2分43秒6③井原(慶
大) 2分45秒3

5000①高林忠三郎(明大) 9分50秒7②久保田(日大) 9分59秒5③井原(慶
大) 10分0秒O

1000(XD高林忠三郎(明大) 22分55秒8②高林清(明大) 23分0秒0③井原(慶

大) 23分2秒9

2000リレー①慶大(青山、石川、井原、細川) 3分飾秒2②日大③明大
得点①明大44(①日大27(り慶大26

斤gure

男子シングル①原口(京大)席次数7、得点56. 7②川島(早大) ③渡辺(早大)
得点①早大12(①京大6 ⑧東大2
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矢野 博- (早大OB)

新宿駅の地下道には、長い行列ができていた。大晦日の夜、
この行列に加わって、ぶるえながら改札を待った。たしか、
11時30分発長野行きの列車だった。これに乗って、小渕沢で

小海線に乗り換えたのが元旦の午前5時。松原湖駅に着いた
のは午前9時ごろだった。新宿駅の行列がたたって、着いた
時は39度前後の熱でふらふらだった。当時はバスもなく、駅
から松原湖まで、約1里の山道を歩かなければならない。迎
えに出てくれた後輩たちに、脇を抱えられてこの山道を登っ
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た。 1年前、学連を再興しようとして果たさず、そのまま卒業、かけ出し記者とし
て、学連復活後最初のインカレ取材に向かう私だった。
昭和20年8月、予備士官学校の教官として内地にいた私は、終戦除隊して間もな
く早大へ復学した。大連にいる家族とは連絡がつかず、仕送りも途絶えて、苦しい
学生生活だった。しかし、スケートへの情熱は捨てることができず、何とか学連を
再興できないものかと走り回った。
そのうちどうして連絡がとれたのかおぼえていないが、慶大の小菅、立大の石橋

両君と会って、そんな話を何度か重ねた。だが先輩には未復員者が多く、各大学も
部員が揃わないため、この運動は具体化しなかった。
その後、自ら生計を立てなければならなかった私は、 21年9月の卒業を前にスポ
ーツ記者になった。そして学連復興については、卒業までもう1年あったチームメ
ートの加賀谷君にあとを託した。東京に家があった加賀谷君は、それは熱心に学連
再建のためにかけ回り、立大の村田君ともども各大学に呼びがナて同志を組合した。
機は熟して昭和21年も暮れに迫った11月8日、東京御茶ノ水の岸記念体育会館(東

京オリンピックの際、渋谷区神南へ移転)に早、慶、立、法、日、青学の代表者が
集まって再建委員会が開かれた。この会議で学連の再興が決議され、同時に戦時中
失われた規約の再編、 22年1月上旬長野県松原湖で復活第1回(第19回)全国学生

氷上競技選手権大会の開催などが決まった。
しかし前途は多雑だった。そのころ、木材の公定価格のワクがはずされたため、

アイスホッケーのフェンスに使用する板が、 1リンク分約1000円たったのが3500円

にもはね上がっていた。フェンスといっても、巾30センチぐらいの板で周りを囲っ
た程度のもので、パックがしょっちゅうリンクの外へ飛び出していくような代物だ。
それでさえ、こんな値段では各校それぞれリンクを持つのはむずかしかった。そこ
で早大のように戦前からの古材を現地に持っている学校を中心に、共同使用のリン
クづくりが相談されたりした。
そればかりではなかった。地元旅館組合は宿泊料1等級32円、 2等級30円(ともに

3食付)のほかに、 1人1自分の食糧として4合5勺の米と薪炭の持参を求めてい
た。各人1目2合7勺の配給のほかに1合8勺のヤミ米を都合しなければならない。
これは学生にとって過大な負担だった。そこで学連は加賀谷、村田の両代表を現地
へ派遣して、県や地元旅館組合などと交渉させることになった。その結果、宿泊料
は24円へ28円に、漁業組合が要求していたワカサギ漁保証金は撤回、薪炭は県が公

定価格で00儀を配給してくれることになり、米も安く現地調達の見通しを得て開催
にこぎつけた。最近の学生諸君には見当もつかぬだろうが、当時の㊨でスピード、
フィギュア、ホッケーともエッジが20円、靴40円、ヤミでエッジ200円、靴800円。

大卒の初任給が500円ぐらいの時代だ。

こうして迎えた復活第1回大会は1月4日10校200余人の参加で開幕した。学連
会長はまだ決まっていなかったので、開会式では東大OBの松田忠雄氏が挨拶を述
べ 明大の高林忠三郎主将が宣誓した。 (会長にはこの年の暮れに早大の林信雄部
長が就任した)この第1日は快晴、気温零下6度、氷厚25センチという絶好のコン
ディションに恵まれだが、第2日は気温が上昇したうえ吹雪に見舞われた。このた
めフィギュアのフリーは吹雪がおさまった日没後、月あかりもない暗ヤミで実施さ
れ、ホッケー決勝はついに翌日回しとなり、 2日間の予定だった大会は1日延びて
1月6日に閉幕した。

競技の内容にふれると、スピード競技にホッケーの選手も出場するというインカ
レ初期のようなレースが行われた。そんな中で地元出身の高林兄弟が活躍した明大
がスピードに優勝、フィギュアは個人で原口(京大)が優勝したものの、団体では
川嶋、渡辺、岩崎の戦前派を揃えた早大が優勝、ホッケーも村田、中村の戦前レギ
ュラーを抱えて皇宮な陣容を誇る立大が快勝、当時の大会規程でホッケー優勝の立
大に総合優勝の栄冠が輝いたのだった。
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第20回 昭和23年長野県松原湖

猛吹雪で1日延期
Speed

男子50①高林清高(明大) 48秒1②佐藤忠(日大)鵡秒4③寺島(明大) 50秒3

1500①佐藤恒夫(日大) 2分32秒6②安田(明大) 2分33秒2③佐藤忠(日大)
2分36秒9

500α①菅原和彦(日大) 9分17秒5②佐藤恒(日大) 9分39秒7③寺島俊(明
大) 9分52秒5

10000①菅原和彦(日大) 19分17秒1②安田(明大) 20分12秒9③寺島俊(明大)

20分36秒1

2000リレー①明大(寺島弟、寺島兄、安田、高林) 3分13秒1②日大③慶大
得点①日大75②明大70(①早大10

F幻ure

男子シングル①渡辺須恵雑(早大)得点69. 12②首藤(早大) ③吉I「i (東大)

得点①早大36②関学大24(①立大14

Hocke y
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水 野
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山添 義雄(早大OB)

今から30年も前にさかのぼるが、昭和22年12月も20日過ぎ

の深夜、新宿駅の中央線乗り場に大きか)エツクを背負って
早大スケート部員はプラットホームにならんだ。松原湖が薄
氷したかどうかは判らないが、現地に行ってよその大学より
も1日も早く氷にのり、練習で差をつけようと一番乗りを目
指した。特に前年は立大に1回戦で敗退しているので何とし
ても勝ちたい。
立大には満州出身のベテラン水野、門司、仲田、百東、

佐々木、山田、保本選手達がずらり顔をならべている。早稲田も新人に盛岡から
佐々木、大連出身の藤原、上原、石原、奉天(今の潜陽)出身の荒尾選手、そして
野球部で肩を痛めた川辺選手をスカウトし、初のグローブでパックをつかむゴール
キーパーに仕立て、戦前からの掛尾主将に、大連出身の西村、新京(今の長春)出
身の田島選手を加えて多彩な陣容をととのえた。
当時の日本は廃虚の中に埋もれ、インフレや物資の不足に悩み、いまだ戦争の傷
あとも生々しい灰色の世相を呈していた。軍服で登校している学生も見かける時代
に、せめてスポーツでもして大らかにと校内はさまざまな運動部員募集の貼り紙が
目立っていた。この頃、学生達は夏の間にアルバイトをして冬の貯えをはかり、イ
ンターカレッジに一緒の光明を見出だして己れの情熱を思い切り発散させることに
生き甲斐を感じていた。参加校18校という戦前を上回る学生達がぞくぞく松原湖に
集まってきたが、どの顔も明るく輝いていた。
試合のルールは、現在のようにレッドラインがなく、ブルーラインでゾーンが分
けられ、パスする際も、攻めも守りもそのゾーン内でしか出来なかった0フェンス
も角材がおいてあるだけなのでパックもすぐ外へ出てしまう。ゴールは木枠に金網
が張ってあるため強いシュートがその網目から抜け出して点に結びつかなかったり
したこともあった。
その頃のスタイルといえばレガードは竹製のお粗末なものに短いストッキング、

パンツは小さくももが出て、ポロポロのグローブに新人は軍手を使用し、ユニホー
ムは色槌せて虫が食ってはいたが、いかめしく古風であり、色ちがいも認められた○
スケートのエッジはネモとかサイコとかカナダ製CCMの中古品が幅をきかせ、ス
ティックは折れないようにテープをグルグル巻きつけ、ブリキ板で囲っているもの
もいた。たしかバッティングシュートなどはやらなかったように記憶している○
当時の特色として満州出身の選手を多く抱えている大学が最後まで勝ち残ってい
った。法大の黒崎、山本選手、明大の中山、西村選手、中大の市瀬、渡辺、葛和選
手等々懐かしい面々である。
結局、最終日が猛吹雪で一日延びたが、ホッケーは野永監督采配の早大、フイギ
ュァも戦前からの渡辺、首藤選手を擁する早大、スピードは戦前最高を出した日大
が菅原、佐藤恒選手(共に苫小牧出身)の活躍で優勝、総合優勝は、ホッケー、フ
ィギュアに1位、スピードに3位を占めた早大のものとなって終わった○
こうした時代を華やかにすごした思い出を息子達に得意になって語り伝えてい

る。
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第21回 昭和24年岩手県盛岡市高松池

割れた氷で競技強行
$peed

男子500①佐藤忠(日大) 49秒3②高林(明大) ③工藤(盛岡農専)

1500①佐藤恒夫(日大)安田高男(明大) 2分46秒0③工藤(盛岡農専)

5000①菅原和彦(日大) 10分9秒9②小口(日大) ③飯島(明大)

10000①菅原和彦(日大) 20分41秒4②佐藤恒(日大) ③小泉(明大)

2000リレー①日大(長沼、佐藤恒、菅原、佐藤忠) 3分26秒3②明大③慶大
得点①日大坐. 5②明大33. 5③慶大10

Hgure

男子シングル①渡辺須恵雄(早大) 106. 1〔⑫大矢(関学大) ③神原(関学大)
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佐襲 恒夫(日大OB)

第50回大会記念に際し昭和24年度の第21回大会についてペ

ンのとれることを光栄に思います。
私達の選手時代はパイピングリンクは無く、どの大会も、

天然氷リンクであった。そのため記録も氷の状態で好記録が
出たり、又滑走順位によって連、不運が今より大きく各種目
順位、得点に影響が非常に多かっだ。
特に昭和24年度開催地盛岡市高松池での第21回大会は暖気

のためコンディションが悪く、中止の声も出ていたが、ダブ
ルトラックでのレースは氷の状態から不可能と判断され、 1校3名を2名に制限し、
500明方、 10000諒をシングルトラックで行うと発表された。

リンクに行って氷の状態を見ていた私は、全競技が出来るかと心配だった。試合が
始まってから、心配したように氷が割れて離れ、氷から氷に飛び移って滑ったり、
氷が離れない様に筏で氷を押えたり、運営担当者や競技役員は大変だったろう。競
技内容を変え、大会を無事終了させた審判長の判断に対し頭が下がった。
スピード部門の全種目を4時間たらすで終わってしまったが、現在の様にパイピ
ングリンクを使用しての大会では、これよりも短い時間で競技が終わる様なことは
ないだろう。第21回大会は休む暇のない忙しい大会であった。日本大学が、スピー
ド部門で第20回大会に続き2連勝したが、この大会は私のスケート選手生活で忘れ
る事の出来ない思い出の一つになっている。

レースの思い出では、 500暗示のシングルトラック(オープンレース)で日本大学

から菅原和、小口両選手が出場し、明治大学から飯島、金子両選手が出場した。他
の大学の選手もいたが、スタートしてすぐ小口が氷の割れ目にスケートを入れて転
倒し、 100乍㍍程一団から離れてしまった。たまたまこの種目がシングルトラックだっ

たので、日本大学から菅原和も一緒の組に走っていたので、色々作戦を練り、ゴー
ルした時は1、 2位が日本大学だった。この成績はシングルトラックでのレースの
為になしえた事で、ダブルトラックでは、お互いの力は甲、乙つけがたい接近した
選手だっただけに、この様な結果には終わらなかったと思っている。
現在の選手諸君に良きライバルを持つ様に心掛けてもらいたいと望む。これは、
スポーツだけでなく、学問についても同様である。
私のライバルと言えば菅原和彦君(昭和37年死亡)がすぐ出てくる。小学校から

苫小牧工業学校、日本大学、王子製紙、又、世界スピードスケート選手権(ダボス)
第6回冬季オリンピック(オスロ)も共に一緒であり、勿論、大学時代は下宿も一
緒で、学校に行くのも帰るのも、トレーニングや風呂に行くのも一緒だっだ。
スケートチャンピオンに成る為のライバルとしては菅原和彦君以外の選手を意識
した事がない。私は独白のトレーニングを考え、研究し、隠れでも練習をつんだし、
菅原君とはトレーニング方法や氷上での意見など交換を良くした。知らない人が聞
いたら、喧嘩しているのではないかと勘違いする様な口調で、自分の思っている事
を話し、相手の考えもよく聞いた。

全日本選手権保持者に成る為にも、菅原君に勝たなければチャンピオンになれな
い。大会中に笑顔で作戦を練ったのは、日本学生水上競技選手権大会と国体だけ、
全日本選手権大会の時などは、前日から互いに目と目が会っただけで、顔が赤くな
って来てどうしようもなかった。それでいて困った時や、何かあった時は一番先に
菅原君のところに相談したものだ。本当に良きライバルだったと思っている。
それに比べ、現在の選手は大学が違っても、大会当日でもライバル意識があるの

かないのか、冗談を言って笑っている様に見え、これで良いのかと考えさせられる。
普段までとは言わない。日本代表選手選考競技会や全日本選手権大会のときぐら
いは、もっともっと闘志を燃やさなければならないと思うし、闘志がわかない様で
は、その選手は、記録にも挑戦出来ないのではないだろうか。良きライバルとして
誰にでも胸を張って自慢の出来るライバルをお互いに育ててもらいたいものだ。
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第22回 昭和25年長野県鬱の海/栃木県日光市

女子選手初めて参加
Speed

男子50α①高林済南

150α①佐藤恒夫

2分36秒9

5000①菅原和彦

9分25秒8

10000①菅原和彦

19分33秒6

(明大)佐藤忠(日大) 45秒8③工藤(早大) 47秒3

(日大) 2分28秒5②安田(明大)

(日大) 9分5秒8②小口(日大)

(日大) 18分40秒4②飯島(明大)

2000リレー①日大(長沼、佐藤恒、菅原、佐藤忠)

得点①日大64. 5(り明大63. 5③早大13

Hgu鳩

2分31秒4③高林(明大)

9分24秒2③飯島(明大)

19分26秒6 (①小泉(明大)

3分6秒8②明大③立大

男子シングル(D徳江津(早大) 118. 8②神原(関学大) ③森川(明大)

得点①早大32②関学大3 1③明大25

女子シングル(D加藤礼子(早大) 190. 2②宮川(神戸女大) ③近藤(神戸女大)

得点①神戸女大6(り早大4
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加藤 礼子(早大OG)

第22回大会は、スピード競技が長野県蓼の海、ホッケーと
フィギュア部門が栃木県日光と、会場を二箇所に分けて開催
された。

戦後インドア・リンクが東京や大阪などの大都市に再開さ
れたのか昭和25年末から26年にかけてであるから、それ以前

は、練習をするにも天然氷の鮨氷期を待つ以外に方法はなく、
十分な練習量も無いまま度胸をきめて試合に臨んだと言える
だろう。

インター・カレッジに女子部門があることは、今日ではむしろ当然のこととして
受けとめられている。かつて男子だけに許されていた参加資格が、昭和25年のこの
大会で、初めて女子にも与えられたといった経過については、もはや知る人は少な
い。

伝統を守ろうとする意見や新しい学連の在り方を創ろうとする意見があるなか
で、諸先輩は後者を選ばれ、女子部創設の運びとなったとうかがっている。
ところで、練習する氷が無くでは簡単にフィギュア選手が育つはずも無く、女子

部第1回の大会は、神戸女学院と早稲田の2大学、戦前から滑っていたわずか4名
だけの参加にとどまった。
場所は、東照宮の山内リンク。風が吹くたびに、リンクの周りに林立する杉木立
の枯葉がパラパラと落ちて来たり、粉雪が舞って、描いたばかりのトレースが隠れ
てしまったりした。タイツが入手出来ない物資不足の時代、素肌に吹きつける冷た
い風が刺すように痛く感じたことを覚えているが、コンパルソリーの課題が何であ
ったか、またフリー・スケーティングを何の曲で滑ったか、肝心の試合内容はどう
しても想い出せない。個人1位の賞状を戴いたものの、 2 ・ 3 ・ 4位を神戸女学院

が占め、大学対抗は得点4対6で女学院の勝利。人数さえ揃っていればと残念に思
う気特が先立った。
四半世紀余の年月が流れ、すべてが懐かしい青春の想い出である。

野部 収(立大OB)

我々の合宿所は長野県松原湖にあった。当時は東京、関西
の各大学共この地に12月下句境集まってきた。水遣り、フェ
ンス造りと自分達で行ったのである。暖気のため、朝リンク
に行くと湖上にフェンスが浮かんでいることなどがあり、氷
を求めあちこち歩いたものである。また薄い氷の上を無理し
て滑ったため湖水に落ち、寒中水泳したこともあり、今はよ
きなつかしい思い出の一貫である。
日本学生氷上競技選手権大会が第50回を迎えましたことは

非常に喜ばしいことで、学生の皆さんと共に「おめでとう」のお祝いの言葉を贈り
ます。この輝かしい学連の足跡を振り返り、更に未来を築くためのステップとする
よう皆さんの一そうの努力を望みます。
私としても、ここ数年アイスホッケー審判長として大会に参加していますが、年

年休カ、スピード等の向上に伴い、ややもするとラフプレーに走ることがあるよう
です。今回大会を契機として、伝統ある50回の歩みを十分自覚し認識を新たにして、
ルールにのっとって学生らしいプレーを続けられるよう望み、飛躍的な発展をお願
いいたします。
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第23回 昭和26年北海道副瀬高

総合早大4連覇阻まる
Speed

男子500①高林酒席(明大) 48秒l②竹村(日大) 48秒3③工藤(早大) 49秒1

1500①安田富雄(明大) 2分33秒9(り飯島(明大) 2分34秒3③竹村(日大)

2分37秒1

5000①小口広(日大) 9分35秒3②飯島(明大) 9分37秒2③矢口(日大) 9

分51秒5

10000①小口広(日大) 18分地秒5②矢口(日大) 19分16秒9③安田(明大) 19

分55秒2

2000リレー①明大(寺島硬、寺島俊、飯島、高林) 3分15秒9②日大③早大

得点①明大69②日大56(り早大28

Hgure

男子シングル①小林正水(明大) 197. 30②重野(明大(①徳江(早大)

得点(D明大30②早大24③関学大12

女子シングル①加藤礼子(早大) 207. 82②小林(早大) ③宮川(神戸女大)

得点①早大9 ②神戸女大6
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女子選手として初めてインカ
レに参加した加藤(早大)



第24回 昭和27年長野県鬱稔明/東京新宿・芝・後楽園

早大卒竺二5連勝
Speed

男子500①寺島俊(明大) 47秒6②山田(慶大) 48秒2③寺島碩(明大) 48秒5

1500①安田富男(明大) 2分29秒1②五味(明大) 2分33秒1③山田(慶大)

2分38秒8

5000①細川三男(明大) 9分35秒9②小口(日大) 9分39秒8③矢口(日大)

9分49秒4

1000α①五味信雄(明大) 19分15秒7②小口(日大) ③矢口(日大)

2000リレー①日大(小口、矢口、三宅、佐藤) 3分22秒2②立大③明大

得点①明大52②日大26③慶大14

F/gure

男子シングル①小林正水(明大) 299. 33②重野(明大) ③藤沢(早大)

得点①明大28②早大19③関学大13

女子シングル①小林玲子(早大) 79. 6②宮川(神戸女学院) ③早崎(早大)
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第20回大会総合優勝の早大チーム(昭和23年、松原湖)

メモリアルホール(現在の日大講堂)を満員にした早慶戦(昭和24年)
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第25回 昭和28年長野県蓼科湖・軽井沢/群馬県伊香保

些哩明大完全優勝
Speed

男子50咲壬)竹村晋吉(日大)飾秒8②尾崎(明大) ③吉田(明大)

1500①安田富男(明大) 2分30秒7②細川(明大) ③竹村(日大)

5000(D五味芳保(早大) 9分7秒3②細川(明大) (①浅坂(立大)

10000①五味芳保(早大) 18分25秒2(①五味信(明大) ③矢口(日大)

2000リレー①明大(尾崎、青木、吉田、寺島弟) 3分29秒7②法大③立大

順位①明大②日大③早大
女子500①金原きえ子(明大) 56秒0

1000①金原さえ子(明大) 1分59秒0②小平(明大)

3000①小平千枝子(明大) 6分34秒2

斤gure

男子シングル①小林正水(明大) 182(り重野(明大) ③藤沢(早大)

得点①明大3α②早大27③慶大15
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日本のアイスホッケーチームとして初めて海外遠征した満州医大
(昭和4年、スイスのダボスで)

(こきやかに勢ぞろいした満州医大OBチーム
(昭和50年、品)iIスケートセンターで)
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第26回 昭和29年長野県美鈴胡・星野温泉

男子三イ亨明大が完勝
Speed

男子50咋)竹村晋吉(日大) 45秒8②尾崎(明大) 47秒1③小川(早大) 47秒3

1500①竹村晋吉(日大) 2分27秒4(り浅坂(立大) 2分27秒8③尾崎(明大)

2分30秒1

5000①細川三男(明大) 9分5秒8②浅坂(立大) 9分9秒0③五味芳(早大)

9分11秒1

10000①加藤惣ヱ門(日大) 19分22秒7(①五味芳(早大) 19分26秒8③五味信

(明大) 19分51秒0

2000リレー①明大(能登、山崎、吉田、尾崎) 3分10秒8(り日大③早大

得点①明大89②日大32③早大16

F/g u re

男子シングル①小林正水(明大) 205.85②杉田(明大) ③竹内(明大)

得点①明大57②早大、慶大40

女子シングル①小林玲子(早大) 92.3②早崎(早大) ③美土路(慶大)

得点①早大17②神戸女学院6 ③慶大5
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小林 正水(明大OB)

昭和26年1月の学生選手権大会は、北海道の苫小牧で開催
されましたが、私は自分で商売をしていましたので他の部員
とは一緒に行かず、開会式の前夜、東京から26時間もかかっ

てやっと現地へ到着。だが着いたのが夜中の12時頃。 1時間
以上もあっちこっちうろうろしてやっとのおもいで合宿所に
たどりつきました。
私は在学中に東京後楽園で2回もインカレを開催する役を

致しました。最初は2年生の時で当時学連のフィギュア部の
委員長だった法大の鈴木君が開催場所がわからず、私に相談に来たので、それでは
責任をおって会場を捜してみるからと言って私一人で後楽園に交渉をし、戦後初め
てインドアで大会を開きました。 2度目は4年生の時、伊香保で規定だけ終了した
が暖気の為にその晩から氷が溶けてこれでは明朝のフリーは出来ないことがはっき
りとしてきた。当時私は学連フィギュア部の委員長をしていたので直ちに委員会を
召集、このまま試合を流会にするか、それとも私に案があるので会場を他に移して
競技を続けるか採決したところ、全校が私の意見に賛成してくれたので、審判員、
新聞記者の方にも事情を説明し、夜10時頃後楽園に電話をしたところ、丁度鹿野さ
んがおられてOKとなり、未だかつてない真夜中の試合となり、中一日おいで1時
から始まり、終わったのは朝の5時頃。無事に大会を終了させることが出来ました。
そのおかげで個人4年間連続優勝と、 29年は1校で2位杉田秀男、 3位竹内己善男

の成績で完全優勝という未樹こ破られていない記録を作ることができました。
私が大学に入った動機は、当時自分で商売をし、又二人も子供がいましたが、終

戦後昭和25年初めて浜松町にインドア・リンクが出来ました。年齢も28才。大好き
なこのスポーツにもう一度青春をかけてみたいとその気になって大学に入ったが、
やはり商売と家庭と学校と競技スポーツを四立させるのは大変で、何度かスケート
をやめようと思いました。
又、私はプロコーチに習った事が一度もなく、酒井克巳選手等の動作をみて研究
しながら選手生活を続けたので、技術的な面においては随分と苦労させられました
が、この最後の学生生活の年に全日本選手権、国体、全関東、その他の試合も合わ
せて、全部1位であった事は、本当に運が良かったのだとしみじみ思いました。
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第2了回 昭和30年栃木県日光市

‡こ立大、若手で栄冠
Speed

男子500①尾i崎繁樹(明大) 45秒2②其々田(法大) ③吉田(明大)

1500①浅坂武次(立大) 2分27秒0 =大会新②尾崎(明大) ③小飼(立大)

5000①洩坂武次(立大) 8分56秒6こ大会新②加藤(日大) ③五味(早大)

10000①五味芳保(早大) 18分16秒9②笠原(明大) ③五味僧(明大)

2000リレー①明大(荒井、吉田、山崎、尾崎) 3分9秒6②日大③立大
順位①明大②立大③日大

Hg ure

男子シングル①竹内己吉男(明大)席次数7、得点46.95②杉田(明大) ③呉城
(同大)

順位①明大(①関学大③同大

女子シングル①美土路輝子(慶大) 5、 26,36②西尾(樟蔭女短大) ③桑名(早大)

順位①神戸女学院②早大③慶大
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田名部匡省(立大OB)

23年前の大会ですが、今でもはっきり記憶に残っています。
参加29校と現在のように多くはなかったのですか、好ゲーム
が多く、早、慶、明、立、法の5大学と日大、中大の実力差
が無く、特定の学校がタイトルを独占することがほとんど無
かっだのです。 3年連続入替戦の立教がインカレで優勝した
り、 2部の早大が8大学で優勝するなど、フアンにとってほ、
この頃のアイスホッケーは興味深かったと思います。
立教の主力メンバーが1年、 2年で、出身者の多くは苫小

牧、八戸、盛岡、日光の選手でした。慶応を除くと北海道、束北勢が多く、特に苫
小牧と八戸の選手の集まったところが強かったのも特徴でした。
しかし高校生は氷に乗る期間が少なかったため、インドア育ちの選手が多くなり、

上手な選手が現われたのもこの頃です。東北、北海道の選手達は、陸上トレーニン
グに頼らなければならなかったために足が早く、パワーのある選手が多く、組織的
なアイスホッケーでなかったので、個人技の秀れた選手が多かっだのです。この頃
の選手に近代アイスホッケーを教えたら相当強いチームが出来たかも知れません。
一方、防具やスティックに丈夫なものがなく、スティックに針金を巻いたり、糸
を巻いて割れるのを防いだり、シュートもバッティングシュートはしませんでした。
試合中でも折れたような音がするとプレーをやめてスティックが折れていないかど
うか見たものです。
ところで大会では優勝候補の明治を7対3で破り決勝は法政と対戦しました。楽

なはずの法政に終始リードされ延長戦に持ち込むのかやっとでした。優勝経験の無
いチームの弱きでしょうか。延長戦で法政はすっかりペースをくずして8対5で立
教が優勝を果たしました。
しばらく振りの優勝だったようで、鬼怒川ホテルの金谷先輩に招待された温泉で

の祝賀会、高校時代3年間苫小牧に負け続けた私にとって生まれて初めての優勝経
験を味わった大会でした。
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第28回 昭和31年 長野県諺の海

塁 日大が6年ぶり
$peed

男子50α①御子柴光礼(日大) 46秒0②岡安(明大) 46秒1③長久保(尊大) 46秒
2

1500①堀泰明(立大) 2分26秒0②長久保(尊大) 2分26秒5③白沢(日大)

2分26秒8 =以上大会新

5000①笠原稔(明大) 9分0秒0②加藤(日大) 9分8秒9③松井(日大) 9
分14秒O

10000①加藤惣ヱ門(日大) 18分24秒9②笠原(明大) 18分33秒0③星野(立大)

18分35秒8

2000リレー①尊大(鈴木、池上、長久保文、長久保忠) 3分4秒7②明大③日
大

順位①日大②明大⑧立大

Hgure

男子シングル①杉田秀男(明大)得点271.82(り大橋(立大) ③呉城(同大)

順位①明大②立大③慶大
女子シングル①美土路輝子(慶大) 206.0②桑名(早大) ③石野(中大)

順位①早大②慶大③神戸女学院

Hocke y

暖 気 の た め 中 止

加藤惣ヱ門(日大OB)

私は当時4年生で、最後の学生生活であり、伝統ある部の
総合主将の重任を担い、必勝の夢を蔚ち、春から一糸乱れぬ
統制下で計画的練習を積み重ね、打倒明治大学を合言葉に猛
練習を続けた。日本大学の氷上合宿は例年北海道苫小牧が根
拠地で11月下旬寒波来襲の第1報を受け合宿入りをしたが、
到着2日日より連日暖気が続き氷は溶け、陸上練習が続き、
氷を求め氷上練習を期待して来た部員達にも焦りが見え、信
州白樺湖での他校の合宿報告が入り、我々としても信州白樺

湖に移動することを決定した。

白樺湖は学生大会を目指す各校の練習地であり、専用リンクを持たぬ我々は10日
間程度の氷上練習で大会に臨んだ記憶が残っている。
大会当日は暖気に災いされ、 3日間中断して、競技が開始されたが、氷質は関係
者の徹夜の整備、努力もむなしく最悪のリンク・コンディションだった。
第1白目、御子柴君が500訪こ優勝、幸先の良いスタートを切った。リンク・コ
ンディションも日増しに良くなり、最終日には水質、気温も最適、無風で記録的に
も当時としては満足の記録の様に記憶している。 1年生部員もよく健闘し、明治大
学の6連勝を阻み、日大が6年ぶりの優勝が出来、個人的な種目別優勝よりも今も

葛56-

心に残る蓼の海での感激であった。
栄冠のかけに涙あり、努力こそ栄冠への道であり、努力なき者は進歩も発展もな
い。私の好きな言葉です。
現在の選手にひと言。あまりにも環境に恵まれ、努力することを忘れている様に

思う。我々の時代から見ると、体格的にも外国選手に比べて劣ることもなく、氷上
練習も充分過ぎるほど滑っているのになぜ勝てないのか?私感だが計画的な基礎
体力の訓練が充分に積まれてないのではないか。科学的、医学的練習方法も結構だ
が、鍛えぬかれた基礎体力が出来ていない者には、科学的練習方法など通用しない。
また出来ない。すべてのスポーツは走る事が基本であり、スケートは特に高度な技
術を必要とするだけに、基礎体力の養成と、たゆまぬ研究・努力が必要だ。選手た
る者は、酒、たばこ、不摂生な生活をやめること。実行できない者は愛好者になれ。

1万メートルに優勝した加藤(日大)の力走
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第29回 昭和32年長野県鬱の海

五百、三千とも高見沢
$peed

男子50α①長久保文雄(尊大) 42秒9②長久保忠(尊大) ③御子柴(日大)

1500①溝尾武夫(明大) 2分23秒5②長久保(尊大) ③山崎(日大)

5000①松本充雄(明大) 8分39秒7②星野(立大) ③土屋(日大)

10000①松本充雄(明大) 17分11秒4二日本新②土屋(日大) ③星野(立大)

2000リレー①尊大(鈴木、池上、長久保文、長久保忠) 3分7秒3②明大3分
8秒2③日大3分9秒4

得点①日大30.5②明大28③尊大24.5

女子500①高見沢初枝(尊大) 50秒8 =大会新②小平(日女体大) ③会田(大阪学
芸大)

100①宮坂和栄(尊大) 1分55秒3②小平(日女体大) ③会田(大阪学芸大)

150(XD宮坂和栄(尊大) 2分53秒8②平島(日女体大)

3000①高見沢初枝(専大) 5分36秒7 =日本新②平島(日女体大)

F/gure

男子シングル①村上弘(関学大)席次数6、得点139.64②道家(明大) ③朽木(明
大)

得点(①明大66③慶大46③関学大40

女子シングル①美土路輝子(慶大) 3、 92.74②石野(中大) ③朝田(神戸女学院)

得点①慶大13②神戸女学院9 ③中大7

Hockey

1回戦 成城大不戦勝東北大
関東学大7 - 4青学大
慶 大24」 0都立大
横浜市大20- 2京 大

学習院大8 - 2大阪工大
大阪府大6 「 5明学大
同 大12- 0東 大

関 大15- 4大阪商大
近 大7 - 3早 大

立命大25- 1大阪市大
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長久保初枝(旧姓高見沢、専大OG)

学生氷上競技選手権第50回記念大会おめでとうございます。今から20年も昔の学
生時代を思い返して、つたない筆を取って見ました。
当時、私達の冬季練習は氷を求めて各地を転々と歩きまわりました。なにしろ「)

ンクは寒くなるのを待つよりはかなく、必然的にシーズンも限定されます。 11月下
旬より2月下句境までしか氷がないため、練習、試合はすべてこの3カ月が勝負。
現在か
と言っ

ら見ますと大会数も少なく、全国的な大会はインカレ、全日本選手権、国体
た所。この他に地方大会が2競技会位のもの。どの大会も記録をおろそかに

することは出来ず、唯自分の記録を少しでも更新しなければと必死でした。
従って大会は1月に入ってのインカレが初競技会と言う状態でした。 1年間夢中
になって練習して来た成果がどう出るか期待と不安で一杯、真剣そのものでした。
天然リンクでしたので、湖に自分達の大学が自由に練習出来るリンクを作れたの
は良かったのですが、除雪から整備管理まで自分達でしなければなりません。練習
時間も計画通りには行きません。除雪、リンク作りで2へ3日が過ぎ去ってしまう
ことも珍しくはありませんでした。はいでもはいても雪が降り、とうとう私達の力
ではどうしようもなく、リンクを見離してしまわなければならない羽目に何回かあ
いました。大みそかの夜から元日まで雪かきをして過ごした事も忘れられない思い
出です。予定の練習を半分も消化出来ずに競技会にのぞまなければならない有様で
した。又、競技会も暖気のため延期、途中中止などやむない事態も再三でした。
今思い出すと自然との戦いであり、人工リンクの現在とでは比較する事は出来な
い事と思います。こんな時代に過ごした私の選手生活でしたが、それなりに充実し
ており、夢があり、希望があり、こよなくスケートを愛することが出来ました。
大学生活初めてのシーズン合宿中での練習記録会では、自分の記録はもとより、
日本記録更新も何回かあり、インカレには大きな希望を持って臨みましな果たせ
るかな長距離には新記録更新を達成し、ますますスケートへの情熱を燃やし、以後
幾多の日本新記録を書きかえると同時に、夢としか思っておりませんでした世界選
手権、が)ンピックの出場を果たしました。 (当時、日本の女子は海外遠征には参
加しておらず、オリンピックも第8回大会が女子の初参加と言うような状態でした)
大学時代以後の私にはスケートの敵は自分であり記録でありました。自分に勝つ

事がすなわち相手にも勝つ事であり、記録の更新にもつながる事でした。当時を振
り返って見ますと、皆なつかしい良き思い出として残っておりますが、現在の私に
2度とあのような苦しく、幸い選手生活をする勇気があるだろうか、と静かに思い
起こして見る有様です。私の力の限界まで挑戦した、自然とも戦ったその成果が
私の選手時代の全てを表わして来たのでした。尊い青春時代を私はスケートによっ
て教えられ成長しました。私に与えられたすぼらしい時代でした。
私達のこの良き時代には日本を代表する選手は学生にあったように思います。現

在は如何でしょうか?現在は現在なりに苦しみ悩みも多いことと思いますが、目
指して来たスケート選手としての自覚をしっかり持って、学生として悔いない選手
生活を過ごされますよう、祈ってやみません。
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第30回 昭和33年青森勢ヽ戸市

17年ぶり八戸開催
Speed

男子50α①白沢清治(日大) 46秒8②大久保(明大) (①鈴木(尊大)

150唯)溝尾武夫(明大) 2分28秒5(①大久保(明大) ③白沢(日大)

500咲壬)榛葉重吉(日大) 9分2秒3②溝尾(明大) ③土屋(日大)

1000α壬)松本充雄(明大) 18分36秒②榛葉(日大) ③村井(日大)

2000リレー①日大(矢崎、富岡、土屋、乗越) 3分9秒8(り明大(①立大

順位①日大②明大③専大
女子1500①宮坂和栄(尊大) 3分9秒9②会田(大阪学芸大)

Hgure

男子シングル①西倉幸男(立大)席次数3、得点186.98(①朽木(明大) (り道家

(明大)

順位①明大53②立大45③慶大44

女子シングル①高橋和枝(立大)席次数3、得点95.1α亘)篠江(尊大) ③山内(立
大)

順位①神戸女大23(砂立大22③同女大1 2

Hocke y

1回戦 明学大3 臆

関 大10-

同 大13臆

関東学大3 -

日 大12臆

2 回戦 明 大17-

同 大4 -

中 大19臆

日 大9 -

早 大8 一

立 大17-
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一
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早 大33- 0東北大
立命大10- 3東 大
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第7回大会、高松池。雪中のホッケー決勝
早大一塵大戦。 ㊦はスピードの得点掲示板
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第31回 昭和34年長野県馨の海/栃木県白油青森県八戸

明大ヱ子音単三ヱ9連勝
Speed

男子500①長久保文雄(尊大) 43秒2②鈴木(尊大)坐秒1③富岡(日大) 44秒9

1500①溝尾武夫(明大) 2分17秒0 =日本新②長久保(尊大) 2分23秒5 =大

会タイ③井上(明大)

5000①溝尾武夫(明大) 8分31秒9②榛葉(日大) 8分33秒4③松本(明大)

8分36秒7 =以上大会新

10000①松本充雄(明大) 17分24秒0②小林(明大) 17分40秒3③榛葉(日大)

17分54秒6

2000リレー①尊大(鈴木、井出、長久保、宮沢) 3分0秒3二日本新②明大③
日大

得点①明大37②尊大28③日大25

女子500①高見沢貞子(日体大) 56秒2②会田(大阪学芸大) 57秒8⑧福井(事大)
1分9秒5

3000①高見沢貞子(日体大) 6分55秒3②会田(大阪学芸大)57秒8③福井(尊
大) 7分25秒2

Hgure

男子シングル①西倉幸男(立大)席次数5 、得点307.48②道家(明大) ③佐々木(同

大)

得点①明大23②同大18③立大16

女子シングル①本多久子(慶大)席次数3、得点142.52②大岩(立大) ③山内(立
大)

得点①慶大21②立大21③神戸女学院大15 ( 1 、 2位は上位者による)

Hockey

1回戦 学習院大9 - 6京 大

大阪萌大 6
-

2 近 大

横浜市大14- 3東北大
同 大49- 0 都立大
明学大11- 0横浜国大
成城大5 - 3東 大

2 回 戦 明 大20書

法 大32一

立 大26-

慶 大 8 「

準々決勝 明 大8 -
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第32回 昭和35年北海道帯広市

フィギュア

男 子 同大が制す
$peed

男子500①鷹野春雄(日大) 45秒6②加藤清(立大) 45秒8③森越(日大)斎藤(日

大)沖(慶大) 46秒3

1500①大久保次朗(明大) 2分27秒6②井上(明大) 2分28秒3③鷹野(日大)

2分28秒4

5000①井上歳広(明大) 8分46秒3②橋本(日大) 8分55秒4③下河原(日大)

9分0秒5

10000①町田隆夫(立大) 18分23秒3②井出(尊大) 18分23秒8(り柳沢(立大)

18分24秒0

2000リレー①明大(狩野、口田、井上、大久保) 3分4秒1②日大③立大

得点①日大31②明大23③立大22

女子500①門倉文子(専大) 54秒9②河合(日体大) 1分0秒8③和田(日体大)

1分5秒8

3000①門倉文子(尊大) 6分12秒8②和田(日体大) 6分20秒9(○河合(日体

大) 7分1秒8

Hgure

男子シングル①西倉幸男(立大)席次数3、得点180.7②道家(明大) ③佐々木(同

大)

得点①同大70②明大68③立大67

女子シングル①吉原とき子(武庫川女大) 3、 145.15②村上(慶大) (①大岩(立大)

得点①立大44②慶大32③同大31

Hocke y

1回 戦 法 大
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関学大

2 回戦

一
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決勝立大6(詰〉2明大

禰津 秀則(立大OB)

インターカレッジも50回目を迎えましたが、この輝かしい
伝統ある大会に私も名を連ねていることは大変光栄に思うと
同時に心からお祝い申し上げる次第です。
最近の開催地は日光に固定したかのように、ここ数年連続

〈

して行われていますが、私は勤務の関係で現在日光在住であ
るため、かかさずインカレを見ている1人です。ここで当時
を想い出しなから後輩に感想を述べてみようと思います。
第31回大会のアイスホッケー部門は青森県の八戸市で行わ

れましたが、我々に与えられた課題は優勝しかなく、優勝はインカレにおける使命
感でもありました。それというのも昭和33へ34年のシーズンで残された選手権はイ
ンカレしかなく、そのシーズンの大会は全て優勝と言う実績を残していたからです。
大会前の釧路合宿では五、 ・技・体をチームが一丸となって鍛えました。当時の冬
の地方合宿といえばリンクは我々の手作りで、しかも管理までしなければならず
これがまた大変な仕事の一つでありました。釧路は厳寒地で、氷点下25、 26度の夜

に明日に備えて氷作りをしましたが、体についた水しぶきが凍って真っ白になりな
がらも誰1大不満も言わず、ただ自分達の為に氷を作っているのだという自覚から
練習以外の厳しい任務にも耐えた点が、選手1人1人の精神力、チームワークの強
化にも重要な役割りを果たしたと思います。冬合宿を無事終了すると、何か人間が
一回り大きくなったような気がして、合宿地を後にした時のあのさわやかな気特が
今日の自分を築き上げてくれたのだと確信します。
八戸に乗り込み、目標の決勝戦に近づいたとき、はやる気特を押えながらも小さ
な不安が一つ心の隅にあったことを今でも思い出します。それはシーズン中コンビ
を組んでいた同僚の岡本君(現在、日光で自営)が釧路合宿で練習中、氷の割れ目
に入って転倒し(当時、ヘルメットは付けていなかった)軽い脳内出血のため絶対
安静の診断を受け、練習は勿論、決勝戦出場も不可能に近かったからです。
ところが決勝戦の朝、それまで安静を続けていた本人が、回りの止めるのも聞か

ず、キャプテンの長江さん(福徳相互銀行大阪勤務)にぜひ出場させて欲しいとせ
がんだのです。キャプテンとしても、まかり間違えば命を落とすか片輪になるかと
いう危険な状態であった岡本君を出場させていいものかどうか判断に苦しんでいた
様子でしたが、本人の強い意思に負け、とうとう出場させることに決まりました。
こんなことから、周囲は、試合の心配よりも彼の体に不安を抱きながら決勝戦に

臨んだ訳ですが、試合は我々の予想に反して、彼の超人的な活躍と見事なチームワ
ークで目標の優勝を遂げることができました。

次元の違いから、今の現役にあまりきつい要求は出来ませんが、最近の大会の雰
囲気を見ていると、勝負魂と気力が全く欠けています。それは現在の恵まれた世の
中がそうさせるのかも知れませんが、決してそれだけではないはずです。君達は他
人は勿論、自分に対する甘えの意識が強過ぎるのです。この伝統ある大会を、名ば
かりの大会にしないように、現役が大切に受け継ぎ、内容のある大会、人格を築き
上げる組織にするよう、切に願います。
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第33回 昭和36年青森県八戸市/京都而

佐藤(芙)関東勢を卸す
$peed

男子500①加藤清人(立大) 46秒3②鷹野(日大) 46秒6(り森越(日大)森(明大)

46秒8

1500①鷹野春雄(日大) 2分25秒9②加藤(立大) 2分28秒1⑧斎藤(日大)

2分29秒7

5000①小林秀司(明大) 9分11秒6②鷹野(明大) 9分12秒8⑧襲島(日大)

9分16秒5

10000①小林秀司(明大) 18分4秒2②石幡(早大) 18分8秒2⑧加藤(明大)

18分30秒5

2000リレー①明大(蔦森、小林、森、狩野) 3分6秒6②日大(り立大

得点(①明大33.5②日大27. 5③立大16

Hgure

男子シングル①佐藤信夫(関大)席次数5 、得点348.58②西倉(立大) ③佐々木(同

大) 1

得点①立大63②明大63⑧同大53 (1 、 2位は上位者による)

女子シングル①大岩美恵子(立大) 5、 255.77(①本多(慶大) ③吉原(武庫川女大)

得点①慶大2蛇)立大27③同大24

Hocke y

1回戦 同 大17」 1都立大

2 回戦 早 大24- 0大阪府大
横浜市大9 - 8大阪市大
中 大39- 1北海学園

日 大17- 5 関 大

明 大23臆 3 成城大
立 大18- 4 同 大

関学大17- 0神奈川大
中京大14- 3帯広畜大
法 大棄 権東北大
学習院大7 - 4立命大
静岡大5 臆

2 明学大

3 回戦 中 大14「 1関東学大
立 大18- 0東 大

早 大17臆 8 関学大
明 大15- 2学習院大
慶 大20臆 0青学大
法 大6 - 3福岡大
横浜市大6 - 1上智大
日 大12- 5 中京大
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佐藤 信夫(関大OB)

私がインカレに出場した当時は、ちょうどフィギュア選手
の質の転換期でありました。それまでの大学のクラブ内で先
輩後輩の関係できたえられた選手が優勝していた時代から、
私のようなプロのインストラクターにコーチを受けた選手が
活躍する時代へと移りつつあったのでした。
今は、ほとんどの選手がインストラクターにコーチを受け
ていますが、当時、大学(関大)から1人しか出場していな
かった私にとっては、大学のクラブのまとまりというものが

印象に残っています。
現在のインカレは、年にl度全国のスケート仲間が一堂に集う大会として意義が
あるものと思います。また、そういう意味でアウトドアのリンクで競技が行われる
こともやむを得ないと思いますが、大会の条件を良いものにして、学生選手がベス
トをつくせるようにしていただきたいと思います。
現在の学生選手に関していえば基礎を大切にしな流行を追わない自分の個性
を大切にした演技を心かけてほしいと思います。それが上達への最善の道と考えま
す。そして、学生という立場の中でスケートに全精力をうちこんでいるような選手
になっていただきたいと思っています。

鷹野 香椎(日大OB)

スポーツの試合は、自己の試練の場であるといわれます。
レースによって己れの力を試し、練習の経過を省みて足らざ
るを認め、それを次の練習によって磨き鍛える努力と、全精
力を注ぎこみ新たな情熱を燃やし続ける。自己の能力は、こ
のようにして高めていくことができます。
苦しい練習の途中で、ともすれば安楽を求めようとする気

特から練習を放棄することもあるでしょう。 「科学的練習法
によって・ii…」という抜け道を選んで苦しみを乗り越えよう

とすることもiii…。

科学的、合理的な練習とは、決して練習の量を軽くしようとか、安易に練習効果
を挙げようとするものではなく、あくまでも練習上の原理や法則に照らしてそれぞ
れの条件の下で理にかなった方法で練習を進めていくことであります。
時勢はまさに激動を続け、スポーツは寸時も休みなく発展を続けています。 ●’常
に擬まず厳しいトレーニングにうち勝つ者のみが最後の栄光に輝くことができるの
六㌢ ということを忘れないでください。そして選手の皆さんの大いなる活躍が日本
スケート界の輝ける実績に新たな足跡を残し、更にはスポーツ界の活動全体の力強
い牽引力となってくれることを心から期待します。
最後に、スケーターとしての誇りに生きる皆さんのご健闘を切に祈るとともに、

50園をめでたく迎えたインターカレッジを、かくも盛大に盛り上げていただいた地
元関係者の皆様、大会役員の皆様、学遵委員の皆様に心から敬意を表します。
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第34回 昭和37年長野県軽井沢

塁3種目に日本新
Speed

男子500①鷹野春雄(日大) 43秒9②加藤位大)宮沢(尊大) 44秒6

1500①鷹野春雄(日大) 2分15秒9 =日本新②柳沢(立大) 2分20秒1③加藤
(立大) 2分20秒7

5000①石崎忠雄(早大) 8分17秒2 =日本新②新保(明大) 8分29秒2 =大会
新③鷹野(明大) 8分37秒1

10000①前島孝(尊大) 17分4秒7 =日本新②新保(明大) 17分15秒0③石幡(早
大) 17分29秒0

2000リレー①立大(北沢、柳沢、有賀、加藤) 2分58秒2②日大③明大
得点①立大28②明大22③日大18.5

女子500①鷹野淑子(尊大) 52秒9②加藤(日体大) 53秒8③守屋(尊大) 54秒8

3000①鷹野淑子(尊大) 5分28秒3二大会新②加藤(日体大) 5分55秒0③三
城(専大) 5分55秒2

Hgu 「e

男子シングル①佐藤信夫(関大)席次数5、得点456.05②佐々木(同大) ③今野
(明大)

得点①明大75②同大66③立大51

女子シングル①上野純子(関学大) 3、 312.52②吉原(関学大) ③大岩実(立大)
得点①関学大43②慶大39③同大28

Hocke y

l 回戦 成城大12
大阪府大9
大阪市大5

大
大
快

立
澤
創

部
東
神

0

2

4

2 回戦 明 大27- 0北海学園
日 大7 - 2学習院大
法 大7 -

0 中京大
関 大8 - 5成城大
早 大13臆 7近 大

横浜市大11 - 5大阪府大

3 回戦 1

2
-
」
し

O

一
一
一
一

9

9

6

1

大
大
大
大

明
立
法
中

関 大

日 大

大阪商大
横浜市大

準々決勝 明 大11- 3京
早 大7 - 6法

準決勝 立 大8 葛 3中

大
大

大

ー68

早 大22臆1福岡大
同 大20- 4 甲南大

中 大31」

大阪南天8 -

青学大8 臆

明学大15-
東 大19臆

慶 大20-

京
早
慶
束

中
立

一
一
一

〇

n
1
4
8
1
0

大
大
大
大

大阪工大
大阪市大
関東学大
上智大
桃山学大
同 大

立
開
明
青

大18- 0東
大8 - 1慶

明 大6 - 1早

大
大
大
大

大
大

大

命
学
学
学

3 位戦 中 大7 - 5早 大

決 勝 明大5 4 立大

PAG 明 大

012 久保田
020 山 田

003 岸

000 加藤哲
000 松 田

000 大 西

010 井 上

100 丸 井

000 浅 井

000 小野寺

P
 
O
 
O
 
O
1
0
0
0

A
 
O
 
O
 
O
 
O
1
0
0

G
 
O
 
O
 
l
1
0
2
0

大
勝
島
津
島
井

寺
桶
野

立
近
間
稲
高
塀

小

平松 純子(旧姓上野、関学大OG)

私達関学女子は昭和37年、 38年に学生選手権で団体優勝しました。もうはるか昔、

十数年も前の事となりましたが、初優勝した軽井沢の大会は特に懐かしく思い出さ
れます。

10才からフィギュアを始め、すでに全日本選手権者となり、世界選手権、オリン
ピックの出場経験も持っていた私でしたが、大学生の仲間入りをして初めてその出
場が可能となる学生選手権には、早くから一種の憧れを掃っていました。それまで
も私個人として良い成績を残すべく努力を重ねて来たのですか、学生大会は個人の
他に団体としてもその王座が競われることを知り、母校の栄誉の為、部員一同が力
を合わせ目標達成の為に努力したことば個人競技としてのフィギュアを続けた11
年の間でも得難い経験だったと思います。
37年の大会の女子フィギュアは、早くから関学と慶応の首位争いが予想されてい
ました。慶応にはベテランの本多さん、村上さんなどがおられ、こちら関学は堺井
さん、吉原さん、私のメンバーでした。 1位の差が団体優勝に影響するとあって、
両校共に激しい火花を散らしました。結局、 1位、 3位、 5位を占めた私達関学が

初の全国優勝を勝ち得たのですが、それは大変接近した試合でした。軽井沢の試合
に使用したリンクは、建物の半分がオープンされた半アウトドア式リンクで、屋外
リンクでの練習や試合経験の少ない我々には、大分勝手が違いました。
技術には関係なく、下級生は下級牛として上級生や先輩に接し、部のルールに従
いながらの合格生活。朝の雪道を、澄み切った冬空に輝く星座の下を皆と校歌を歌
いながら歩いた事。天然水での試合等々……、懐かしい青春のひとコマとして思い
出されます。

軽井沢大会後、スイスのピラースで行われた、世界の学生のオリンピックといわ
れるユニバーシアード大会で優勝した事も、関学の団体優勝と共に忘れ難い学生時
代の大切な思い出です。
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第35回 昭和38年長野県蓼翻胡

夢二早大9年ぶりの優勝
Speed

男子500①鈴木恵一(明大) 42秒9こ大会タイ②鷹野(日大) 43秒1③関口(尊大)
43秒6

1500①鈴木恵一(明大) 2分20秒0②鷹野(日大) 2分20秒5③富原(明大)
2分21秒2

5000①田町義明(日大) 8分27秒4②新保(明大) 8分35秒9③河野(立大)
8分40秒1

10000①田町寿明(日大) 17分21秒9②河野(立大) 17分22秒1③石幡(早大)
17分24秒6

2000リレー①日大(力石、鷹野幾、鴫野春、高村) 3分2秒8②明大③尊大
得点①日大57.33②明大42. 33③立大39

女子500①鷹野靖子(尊大) 50秒5 =大会新②高村(事大) 52秒2③三城(事大)
53秒2

3000①鷹野靖子(尊大) 5分53秒1②高村(尊大) 6分15秒5③三城(尊大)
6分41秒1

Ffgure

男子シングル①佐藤信夫(関大)席次数5、得点453.16②小泉(明大) ③寺野(明
大)

得点①明大88②同大83③日大56

女子シングル①上野純子(関学大) 5、 399.35②吉原(関学大) ③大岩(慶大)

得点①関学大52②日大39⑧慶大27

Ho cke y

1回戦 大阪工大 4
-

中京大4 -

近 大 4
-

大
大
大

等
北

愛
東
束

2 回戦 関学大7 - 1大阪府大
横浜市大2 臆 0東 大

同 大11- 0関東学大
慶 大7 臆 2成城大
京 大3 - 2青学大
北 大6 - 2明学大

3 回戦

準々決勝

大
大
大
大

学

市
工

山

渓
阪

桃
同
棲
大

0
5
6
権

一
一
一

1
9
6
8
棄

大
大
大
大

慶
京
近
中

大
大

明
法

2

1

一
一

4

2

大
大

慶
中

北 大7 葛 3神奈川大
福同大5 - 1北海学園

4

0

3

2

2

0

一
一
一
一
一
一

5
1
8
1
3
1
 
6
3

大
大
大
大
大
大

京

間

中
明
中
近
立
福

日 大

立命大
学習院大
大阪南天
関 大

上智大

大
大
大
大

京
学
問

北
中
開
福

2

0

2

3

一
一
一
一

°
0

6

3
⊂
J

大
大
大
大

早
法
明
立

大
大

近
京

4
権

1
4
葉

大
大

立
早

準決勝 中 大3 - 0立 大

早 大7 - 4慶 大

3 位戦 立 入10- 6慶 大

決勝早大8(告)5中大

PAG 早 大

01 1福 田

001金人見
002 升 井

001黒 滝

020 塚 本

002 安 保

000 下 館

000 浦 島

001江 田

000 木 村
100 全入弟
010 森
000 平 出

000 有 賀

000 杉 山

中 大

星 野

門 馬

i珊†孫

堀 井

真 山

山 崎

根 城

赤 松

中 里

楠 田

P
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O

A
 
O
 
O
 
O
 
l
1
0
0
0
0
0

G
 
l
 
O
 
O
 
O
 
O
3
0
0
0
1

佐 藤 000

ニッ塚 000

計 520

前島 轄子(旧性鷹野、尊大OG)

第35回インターカレッジは、私が大学1年生で初めての選手権でした。また蓼科
湖で行われたこの大会は、天然リンクでの競技会として末期の頃だったと思います。
役員の方々が雪をかいたり、雪と水を合わせて亀裂を直したりしてリンク作りをし
ている姿、また試合中は各校の選手がそれぞれほうきでノンクを整備したこと等が
思い出されます。
大会当日、あちらこちらで各校の選手が校歌や応援歌をうたい、校旗を高々と掲
げている様子を見まして驚くとともに、入学以来打倒○○大学、インカレ必勝の合
言葉の中でトレーニングをしてきまし
たが、大会に参加してこの大会が学生
にとってまさに最後の目標大会である
ことを感じました。また単に大学間の
対抗という活気だけでなく、記録的に
も充実しており、学生が日本スケート
界をl)-ドしているのだという実感も
ありました。
しかし、この感覚を肌で感じていた

のは男子選手だけだったように思いま
す。当時女子の参加者は少なく、専修
大学の3名で大会参加もオープンとい
う形でした。男子の活気の中にあって、
女子は一抹の淋しさを感じたもので
す。現在では各大学に女子選手も増え、
女子の大学対抗もできるようになった
ことをとても羨ましく思っています。

女子5百に大会新で優勝の鷹野(尊大)

臆71



第37回 昭和40年 山梨県富士五湖国際・富士高原

明大諾完全優勝
Speed

男子500①鈴木恵一(明大) 41秒3 =大会新②渡辺(尊大) 43秒0③肥田(尊大)
43秒1

1500①鈴木恵- (明大) 2分17秒6②有賀(立大) 2分18秒3③富原(明大)
2分18秒5

500①河野義博(立大) 8分10秒4(り新保(明大)菊池(日大) 8分12秒9

④田町(日大) 8分13秒6=以上大会新

10000①新保鋭(明大) 16分56秒4②有賀(立大) 16分56秒8③菊池(口大) 17

分1秒9二以上大会新

2000リレー①尊大(長久保、矢島、渡辺、肥田) 2分57秒7二日本新②明大③
早大

得点①明大5l. 5②日大44. 5③立大32

女子50α①鷹野嫡子(尊大) 49秒7 =大会新②有賀(東洋大) 51秒2③森(専大)
52秒3

3000①鷹野晴子(尊大) 5分34秒4②有賀(東洋大) 5分55秒8③清水(尊大)
5分58秒4

F/gure

男子シングル①服部義明(同大)席次数7、得点坐3. 4②守永(明大) ③松本(明
大)

得点①明大63(り日大51③立大49

女子シングル①福原美和(早大) 5、 43l. 1②大月I (関大) ③石田(同大)

得点①慶大61(り同大52③関学大51

Hocke y

1回戦 愛知学大6 - 0学習院大
同 大8 臆 3神奈川大
青学大10- 2愛知大
立命大5 臆 2関東学大

2 回戦 早 大14- 0 甲南大
立 大25臆 0大阪府大
上智大8 - 2京 大

日 大17臆 0 大阪工大
東洋大6 臆 2中京大
中 大8 -

4 同 大

横浜市大5 臆
2 関学大

大阪商大3 -
2名 大

3 回 戦 2
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∪

一
一
一
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大
大
大
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大
大
大
大
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束
東
棟
青

1

0

0

1

一
一
一
一

1
8
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1
4

大
夫
大
大
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立
慶
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慶
上
福
立

6

2

1

3

一
一
一
一

8
2
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大
大
大
大

明
早
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法

法
早

3

2

一
一

6

3

大
大

日
明

1

2

1

0

一
一
一

9

3

2

4

大

9大

早

明

天
六
大
大

人
大

智
岡

3 日 大

P G 明 大

01荒 城

02 中 塚

02 大 島

02 小 林

00 高 木

02 富 岡

00 中村保
00 木 村

00 中村息
10 葛 西

00 浅 井

00 青 島

D
F
 
G
K

P
 
O
 
O

1

0

G
1

0

1

0

大
島

山

川

野

目
前
音
源

萱

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

藤

井
地
岡
村
背

近

石
菊
鶴
木
小

福原 美和(早大OG)

インカレは学生としての解放感にひたれる楽しい場でした。他の試合では、緊
張の連続ですし、またコーチと既がいつも付き添っていたのですが、インカレで
はスケート部の友達と一緒に、スピードやアイスホッケーを応援しにいってギヤ
アキヤア騒いだことなどを憶えています。

自分の成績の方といえば富士での第37回大会では優勝しましたが、富士))」Iが

青空に浮かび上がって見える屋外リンクでしたので、思い切った演技が出来まし
た。その結果の優勝でしたから、気分爽快でした。
蓼科での第39回大会では大
川久美子さんに優勝を譲る結
果となりましたが、私のフリ
ーの得点が思ったほど伸びず
にがっかりしたのを覚えてい
ます。この大会は早稲田とし
ても総合優勝を日ざしていた
のですか、スピードで得点出
来ず負けてしまいました。そ
の夜のコンパでは、男子部貝
が酔って荒れていたもので
す。

その当時は大学同士がライ
バル意識をもち、皆のくやし
さも大きかったようです。
とにかく、インカレは学生

時代のよい思い出です。選手
の皆さんも悔いのないよう頑
張って下さい。

福原(早大)の華やかな演技
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第38回 昭和41年北海道帯広市

明大、総合で14連勝
Speed

刀子500①鈴木恵一(明大) 42秒2②肥田(事大) 43秒1③長久保(尊大)坐秒4

1500①出島民雄(立大) 2分23秒2②小器(日大) 2分23秒7③長久保(尊大)

塚本(日体大) 2分25秒4

3000①河野義博(立大) 4分57秒7②荒井(明大) 5分5秒2③小諸(日大)
5分7秒7

5000①安田善孝(中京大) 8分31秒1②河野(立大) 8分35秒6③荒井(明大) 8

分43秒1

2000リレー①日大(樋口、白沢、新井、武田) 2分57秒6こ日本新、大会新②
尊大(り立大

得点①日大4也②立大39③明大26

女子500①鷹野嬬子(事大) 50秒8②有賀(東洋大) 51秒6③高村(日体大)清水
(尊大) 52秒9

300α①三野宮則子(東洋大) 5分56秒3②長田(東洋大) 5分57秒6③清水(尊
大) 6分4秒7

斤gure

男子シングル①小探聞彦(早大)席次数5、得点462.4②田村(早大) ③守永(明
大)

得点①早大65(り明大53③日大51

女子シングル①田島蓉子(大阪大) 7、 381.1③田上(慶大) ③峰松(桃山学院大)

得点①日大74②関学大56③立大53

Hocke y

1回戦

2 回戦

権
権
権
3

棄
葉
菜
5
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大
大
大
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湖
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立
克
明
福
申
早
慶

六
大
大
大
大
大

葉
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3
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1
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7
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大2 -
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中塚 嗣彦(早大OB)

早大フィギュア部は、私の他に田村君と高橋さん、女子で
は、福原さんがいた。男子は3名出場枯来れば優勝出来る
と思っていたが、当時世界選手樵の代表選手に選ばれていた
ので、その練習と重なり日程的に大変苦しかった。しかし、
学生の最終日標はインカレで勝つことだと思っていたので、

なんとか出場すべく強化合宿先の箱根仙石原の山の中から東
京へ下り、空路帯広へ飛んで、やっと試合に間に合わせ、規
走の課題は試合当日知るというあわただしさだった。はじめ

てインターハイに出場したのも帯広だったし、帯広は、私にとって、なつかしい場
所だ○以上は38回大会の思い出だが、 39回大会にはくやしい思い出があり、よく覚

えている。早大はフィギュアとホッケーに優勝し、スピードが上位へ入れば総合優
勝のはずであった。ところが、男子1500宣言で、我々の全く知らなかった埼玉大の平
という選手が優勝してしまい、九分九厘確実と思っていた20年ぶりの総合優勝をの
がした。この時は、部員全員で平選手をうらんだものだ。当時は、大学間で険悪な
空気が流れる程、気合が入っていた。現役諸君も張り切って頑張ってほしい。
現在、なんとかこの時の借りを返すべく、総合優勝をと思っているのだが……。

第
3
8
回
に
次
ぎ
4
1
回
大
会
に
も
優
勝

し
た
中
塚
(
早
大
)
の
ジ
ャ
ン
プ

75「



第39回 昭和42年長野県謬翻胡

日大、少差で初栄冠
Speed

男子500①樋口維夫(日大) 43秒0②肥田(尊大) 43秒2③武田(日大) 43秒4

1500①平智次(埼玉大) 2分19秒8②前田(明大) 2分20秒0③樋口(「十大)

2分20秒3

5000①鮎沢正弘(立大) 8分21秒2②大塚(尊大) 8分22秒0③平原(日大)

8分24秒9

10000①鮎沢正弘(立大) 17分24秒7②松岡(明大) 17分24秒9③三田村(日大)

17分25秒0

2000リレー①東洋大(小川、市川、関、佐々木) 2分57秒8②立大3分1秒2

(①日大3分2秒6

得点①日大43②明大27(①尊大26. 5

女子500①斎藤幸子(東洋大) 48秒2 =大会新②児玉(東洋大) 51秒1③栃原(日

体大) 52秒4

1000①有賀秋子(東洋大) 1分40秒1②児玉(東洋大) 1分48秒8③栃原(日

体大) 1分50秒2

1500①斎藤真理(東洋大) 2分伽秒2②三野宮(東洋大) 2分他秒6③福岡(日

体大) 2分49秒9

3000①長田良子(東洋大) 5分43秒4②斎藤真(東洋大) 5分47秒1③福岡(日

体大) 6分6秒8

2000リレー①東洋大(斎藤幸、児玉、有賀、斎藤真) 3分22秒5②日体大3分

50秒8

Hgure

男子シングル①田村正人(早大)席次数7、得点468.7②中塚(早大) ③道家(明

大)

得点①早大71②日大62③明大61

女子シングル①大川久美子(関大) 7、 439.03②福原(早大) ③石田(同大)

得点①玉川学園43②同大36③同女大31

Hocke y
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佐藤久美子(旧姓大川、関大OG)

第39回大会は私のスケート生活において想い出多い年でありました。単に試合に
勝てたというだけでなく大変充実してすごせたと思っています。私の場合は、常に
福原さんという技術的に接近した好ライバルの存在もあったでしょう。私はその年
の前半を足のケガで棒にぶり苦しみましたが、回復後の1ヵ月間猛練習を積み全日
本とインカレに優勝することができました。世界選手権も間近のインカレでは十分
な練習はできませんでしたが優勝できて幸運だったと思っています。
インカレという大会は、参加する選手たちは全日本と変わらないのですが、その

雰囲気が、他の大会ではあじわえないようなもので、クラブや他のスケート仲間と
親しくつきあいができるという親しみやすい大会でした。他の大会では勝負にやっ
きになっている選手たちも、インカレではなごやかに話すことができました。そん
な大会に参加できて、ほんとうによかったと思っています。
フィギュアスケートというスポーツは、幼い時からの訓練が大切なので、大学か
ら始めた選手が技術的におとろということはやむを得ない事だと私は思っています。
しかし、そういう人もまた練習を積む事によって、大学生として立派な選手になれ
ると思いますので、努力をおこたらす練習に励んでいただきたいと思っています。
また、小さい頃からやっている選手も、大学生選手のまじめな態度から学べる点も
多いと思います。互いによい影響を及ぼしあって、上達してほしいと思います。

㊨
佐
藤
㊨
大
川
(
と
も
に
関
大
)
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第40回 昭和43年北海道苫′」取高

芋こ明大、苦戦の栄冠
Speed

男子500①出島民雄(立大) 42秒7②進藤(日大) 42秒9③首藤(明大) 43秒4

1500①合路孝夫(東洋大) 2分14秒5 =大会新②土橋(明大) 2分18秒2③佐々

木(早大) 2分18秒4

5000①三田村清(日大) 8分18秒5②鮎沢(立大) 8分20秒4③松岡(明大)

8分21秒2

10000①三田村清(日大) 16分51秒l =大会新②松岡(明大) 17分3秒3③鮎沢

(立大) 17分5秒5

2000リレー①日大(樋口、竹内、進藤、武田) 2分52秒6②明大2分53秒1③

尊大2分53秒7 ④東洋大=以上大会新

得点①日大56②明大35③立大28

女子500①鈴木あや子(東女体大) 50秒7②児玉(東洋大) 51秒0③畠山(中京短

大) 51秒6

1000①有賀秋子(東洋大) l分36秒3 =大会新②児玉(東洋大) 1,分42秒0③

進藤1(日体大) 1分43秒1

1500①有賀秋子(東洋大) 2分33秒9こ大会新②斎藤(東洋大) 2分45秒0③

鈴木(東女体大) 2分46秒6

3000①長田良子(東洋大) 5分35秒5③山岸(中京短大) 5分47秒5③斎藤真

(東洋大) 5分50秒5

2000リレー①東洋大(有賀、斎藤真、児玉、斎藤春) 3分23秒6②日体大3分

27秒9 ③束女体大3分45秒4

得点①東洋大60②日体大40③束女体大23

Ffgure

男子シングル①田村正人(早大)席次数7、得点47l,l②道家(明大) ③長久保(日
大)

得点①明大63②日大57③早大46

女子シングル①宮川恵子(相愛女人) 5、 391.99②田上(慶大) ③石川(日大)

得点①日大37②尊大37③慶大35
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佐藤 一彦(東洋大OB)

当時の東洋大学は部創立7年目で1部に昇格を決め、部内
は最高の状態であった。

合宿所内はチームの和を強調し打倒明大を目標に練習練習
の毎日に明け暮れていた。

学生選手権を目標に、 12月の強化合宿は青梅リンクでlヵ

月間と言うロングランで基本練習を中心に元旦も返上して大
会にそなえていた。そしてインカレ直前に苫小牧入りする強
行スケジュールだった。

試合の方は1回戦はなく2回戦、準々決勝、準決勝と勝ち進み、初めてのベスト
2に勝ち残った。

試合前夜のミーティングはなこやかでチーム状態はベストに近かった。各々が部
屋に戻り雑談していても明るく、 3年生を中心としたチームとは思えなかった。決
勝戦も最初のうちは東洋大のぺ葛スで出来たが、終生から明大の伝統の強さに負け
てしまった。

学生スポーツと言う事を忘れず、何事も自分から進んでやってほしい。今考えて
みると、チームの和が、最高のチームにするのではないか。

鶉
癌
襲
嘉
難
聖



第41回 昭和44年長野県軽井沢・星野温泉

前田(芙)1500に日本新

Speed

男子500①進藤聖一(日大) 42秒0②出島(立大) 42秒8③佐々木(東洋大) 43秒0

1500①前田瞳彦(明大) 2分8秒2=日本新②米倉(日大) 2分15秒0③合路

(東洋大)土橋(明大) 2分15秒5

5000①前田睦彦(明大) 7分48秒2②大塚(尊大) 7分56秒6③鮎沢(立大)

7分59秒7④内藤(日大) 8分2秒0こ以上大会新

10000①内藤修(日大) 16分26秒6②大塚(尊大) 16分38秒6③三田村(日大)

16分36秒5④伊藤(日大) 16分坐秒2⑤鮎沢(立大) 16分49秒二以上大会新

2000リレー①東洋大(市川、伴野、関、佐々木) 2分48秒3②日大2分50秒9

=以上日本新③尊大
得点①日大40②尊大30.5(り立大20

女子500①斎藤幸子(東洋大) 48秒7②鷹野(尊大) 49秒2③畠山(中京短大) 53

秒8

1000①鈴木アヤコ(束女体大) 1分41秒3③鷹野(尊大) 1分42秒3③斎藤春

(東洋大) 1分42秒5

1500①斎藤春江(東洋大) 2分36秒0②北沢(束女体大) 2分38秒9③山岸(中

京短大) 2分39秒6

3000①斎藤幸子(東洋大) 5分38秒3②浅川(日体大) 5分51秒5⑤山川(中

京短大) 5分52秒7

2000リレー①束女体大(畑、三宅、北川、鈴木) 3分38秒6 (独走)

得点①東洋大29②東女体大25③中京短大18

Hg ure

男子シングル①小塚嗣彦(早大)席次数6、得点613,3②吉沢(明大) ③田村(早大)

得点①早大82②明大81③日大67

女子シングル①福井真理子(横浜国大) 6、 453.8②小林(尊大) ③北野(青学大)

得点①尊大48②青学大45③同女大29
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前田 陸彦(明大OB)

第41回インカレ(軽井沢)は私にとって、全てが忘れられ
ない大会でした。当時、私は前年の外国遠征で外国選手のフ
ォームを研究し、自分なりのフォームを作り出し、それに加
え鈴木恵一先輩の教えにもより、シーズン当初から調子にの
りこの大会では1500七㍍の日本記録樹立に狙いを定め、激しい

練習を消化、日本人初の2分10秒の壁を破ることに全力を傾
けました。

初日の5000誌では日本記録にはわずかに及ばなかったが、

2位を大きく引き離して優勝。そして最終日の150併記では2位に7秒の差をつけ、

2分8秒2の日本新記録で優勝する事ができました。しかし総合優勝はスピード部
門の4位がたたり日大にさらわれました。そのため日本記録樹立の喜びは半減し、
悔し涙を流したものでした。

しかし、この大会が私のスケート生活において、大きな自信を生み出し、 1973年

に引退するまで数々の日本記録樹立と5度の海外遠征ができるような一人前の選手
にさせてくれました。そして青春の思い出としていつまでも私の心に残ることと思
います。

これからの学生諸君も、スケートをやめた時に後悔しないような努力と、若き良
き時代の思い出となるような、すぼらしい活躍を期待しています。
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第42回 昭和45年長野県蓼都制

日大竺二三5連勝
Speed

男子50α①進藤聖一(日大) 43秒0②佐々木(東洋大) 43秒2③金子(東洋大) 43

秒3

1500①前田睦彦(明大) 2分14秒1②田中(法大) 2分18秒1③内藤(日大)

2分17秒3

5000①小林茂樹(尊大) 8分29秒6②伊藤(日大) 8分29秒9③三田村(日大)

8分32秒3

1000α①内藤修(日大) 16分39秒3②伊藤(日大) 16分48秒l③小林(尊大) 16

分49秒0

2000リレー①日大(米倉、田中、小笠原、進藤) 2分53秒7②専大③明大

得点①日大61. 5②尊大28③明大21.5

女子500①小野沢良子(束女体大) 49秒4②高橋(尊大) 49秒5③土屋(中京短大)

51秒3

1000①高橋京子(専大) 1分39秒7②鷹野(尊大) 1分39秒8③小野沢(束女

体大) 1分41秒4

1500①鷹野妙子(尊大) 2分38秒8②小池(中京短大) 2分46秒0③田中(中

京短大) 2分47秒8

3000①小池もと子(中京短大) 5分57砂5②北沢(束女体大) 6分0秒5③遠

藤(尊大) 6分10秒4

2000リレー①尊大(岩立、遠藤、高橋、鷹野) 8分21秒4 =大会新②東女体大

得点①束女体大57③尊大53③中京短大32

Hgure

男子シングル①道家敏充(明大)席次数4、得点352.7②吉沢(明大) ③佐藤(法
大)

得点①明大80②尊大59③日大53

女子シングル①山下一美(関学大) 3、 290.3②福井(横浜国大) ③藤本(武庫川

女大)

得点①関学大38②尊大37③青学大36
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大西 一美(旧姓山下、関学大OG)

当時の大会は、のんびりした学生同士の試合であったよう
に思います。またリンク状態は、屋外であるため直射日光を
受けたり、室内リンクでは考えられない条件があり、自然と
の戦いという感じでした。時には向かい風のためにスタート
に戻れないようなこともありました。課題そのものは難しく
はなかったので完壁を期すように努力しましたが、まわりか
らは優勝が当然と決めつけられていましたし、自分でも優勝
しなければと思っていましたので、精神的にはかなり重荷で

した。優勝した時は、うれしいというより、ほっとしました。でもやはり新しいタ
イトルを手に入れて満足でした。
後輩の皆さんに何か言葉を、というご要望ですので一言。
フィギュアは個人種目ではあっても、やはりスポーツなのですから、いつの時代

でもスポーツマンシップを忘れずに。また最近の学生は上下のけじめとか尊敬とい
うものに欠けているきらいがあると思います。スケートというスポーツを通じて学
生の本分というものを理解し、人間関係を通して精神的に向上してほしいと考えま
す。

大正14年の諏訪湖風景。対戦するのは東大と松本高
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第43回 昭和46年長野県美鈴胡・浅間国際

三イ亨吉沢兄妹で独占
Speed

男子500①進藤聖一(日大) 41秒2こ大会新②金子(東洋大) 41秒5③長岡(明大)

42秒2

1500①田中信明(法大) 2分10秒2②辻(尊大) 2分10秒3③河西(尊大) 2

分12秒0

5000①伊藤清美(日大) 8分6秒7②内藤(日大) 8分6秒9③小林(尊大)

8分12秒7

10000①内藤修(日大) 15分39秒9②伊藤(日大) 15分47秒5③小林(尊大) 15

分54秒2(①小笠原(尊大) 16分19秒8(り佐藤(明大) 16分23秒0 =以上大

会新

2000リレー①日大(島貫、小笠原、佐々木、進藤) 2分50秒3②明大③法大

得点①日大54.5②尊大40.5③明大24.5

女子500①高橋京子(尊大)小野沢良子(東女体大) 47秒1 =大会新③斎藤(尊大)

48秒4

1000①高橋京子(事大) 1分36秒0二大会新②斎藤(尊大) 1分38秒1③小野

沢(束女体大) 1分39秒9

1500①鷹野妙子(尊大) 2分31秒2②大出(尊大) 2分32秒2こ以上大会新③

高村(中京短大) 2分34秒0

3000①鷹野妙子(専大) 5分36秒3②大出(事大) 5分38秒2③佐藤(尊大)

5分43秒4

2000リレー①中京短大(土屋、丸山、小池、高村) 3分16秒6二大会新②束女

体大⑤尊大
得点①尊大76.5②中京短大40③束女体大39. 5

Figu re

男子シングル①吉沢昭(明大)席次数5、得点578.8②佐藤(法大) ③酒井(愛知学

大)

得点①明大8α②日大73③専大68

女子シングル①吉沢春水(明大) 5、 475.8②原田(専大) ③小林(尊大)

得点①専大5 1②富士短大45③青学大38
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この度、日本学生氷上競技大会が第50回記念を迎えられた

事に心からお喜び申し上げます。昭和43年から4年間、私も
学生達盟の選手として頑張って参りました。ごく短い期間の
中にも有意義かつ生き甲斐のあった時ではなかったかと思い
ます。先頃まで現役選手だった私ですが、いざ立場が変わり
ますと、選手時代も一瞬に感じられます。
特に、学生時代の私のスケートは、試練の多い豊富な経験
が出来ました。国外へもスケートの視野を向ける事が出来た

のもその-つです。私自身一番の成長期だった時期に、この様な経験を積めた事が
一層、私のスケートに幸いしました。
最もスケートを研究し、自分を試せる時期が学生時代ではないかと思います。長

距離を主体としてきた私の場合、インターカレッジでは5千、 1万に出場してきま
したが、 1万に於いて15分台に突入する事が私の大きな課題でした。 45年の世界選

手権壮行競技会(浅間国際スケートセンター)で初めて16分の壁を破り15分台を記
録した時は、私自身にある1つの区切りを与えました。その年のインターカレッジ
に2度目の15分合を記録して、区切りから自信へと変わりました。その後は、 15分

合の中の1周のラップタイムの割合とスケーティングリズム等々で左右する記録を
最も平均させ、ベストに近づける為にトレーニングと実践で私なりの試みもしたも
のです。その時私は、自信から生まれる力の大きさを身をもって体得しました。自
信を持てるまでになる長い時間と努力とが個人差になり、また記録となって表われ
るものだと確信します。これは単にスケートに限らず全ての日常の生活にも通じる
事と思います。学生選手時代の4年間はスケート生活の中での一片でしたが、一筋
に没頭でき、またその後のスケートへの意欲へと駆り立てられました。
今年もまたインターカレッジを目指す皆さんの氷上の勇姿が見られます。私には

見るだけとなってしまいましたが、二度とない現在に少しでも自分自身のスケート
となる様、明日への力の糧にして頂きたい心境です。
最後に、日本学生氷上競技連盟が今後増々発展されます事と、選手諸君の精進さ
れる事を心から望みます。
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第44回 昭和48年12月 山梨県富士スバルランド

茅二法大36年目の栄冠
Speed

男子500①金子篤博(東洋大) 41秒4②湯本(大束大)長岡(明大) 42秒3

1500①田中信明(法大) 2分11秒3②篠原(明大) 2分12秒8③辻(尊大) 2

分12秒9

5000①内藤修(日大) 7分46秒4②佐藤(明大) 7分47秒0こ以上大会新③伊

藤(日大) 7分49秒1

10000①伊藤清美(日大) 15分56秒1②内藤(日大) 16分3秒2③石山(明大)

16分14秒8

2000リレー①東洋大(井出、門倉、中川、金子) 2分46秒9こ大会新②尊大③
日大

得点①日大41②明大32.5③尊大29

女子500①高橋京子(尊大)飾秒2 =大会新②斎藤(尊大) 47秒6③高村(中京短

大) 48秒1

1000①斎藤恵理子(尊大) 1分35秒4②高橋(尊大) 1分35秒7 =以上大会新

③丸山(中京短大) 1分40秒2

1500①高橋豊子(中京増大) 2分29秒6二大会新②大出(尊大) 2分32秒8③

鷹野妙(尊大) 2分35秒2

3000①鷹野啓子(事大) 5分29秒0②新津(束女体大) 5分33秒6③大出(尊

大) 5分42秒0

2000リレー①事大(斎藤、大出、鷹野妙、高橋) 3分14秒0こ日本新③中京短

大3分15秒8二大会新③東女体大

順位①尊大③東女体大(り中京短大

Hgure

男子シングル①佐藤友美(法大)席次数5、得点588.6②酒井(愛知学大) ③渡辺
(明大)

得点①明大71②日大70③尊大41

女子シングル①湯沢恵子(法大) 6、 489.7②吉沢(明大) ③藤本(武庫川女大)

得点①富士短大42②青学大38③関学大33
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飯田 広文(法大OB)

第44回大会は、母校法政大学スケート部アイスホッケー部
門の初優勝という記念すべき大会であった。
昭和10年部創立以来、 36年目にして、 OB、現役並びに父

兄の念願であった全国制覇を達成することが出来、我々選手
一同感無量であった事を忘れない。前年度に引き続き、 5大
学、 8大学リーグで宿敵明治を倒しては来たものの、前回の
インターカレッジにおいて苦杯を喫しており、しかも私個人
としては学生最後の年に果たすことのできた初優勝なので、

喜びもひとしおであった。そして、この年初の“三冠王●’を飾ることができたので
ある。これは、私の生涯忘れることのできない歴史のひとコマである。
試合終了後、リンクの中央で円陣を組み校歌を歌う仲間達の瀕には、苦しい練習
の末にやっと栄冠をかちえた新鮮な輝きがあった。

※ 札幌オリンピック開催の年(昭和47年2月)に当たった44同大会は、 46年12

月に繰り上げて行われた。

認
謙
練
鷲
津
㌔

87



第45回 昭和48年栃木県日光而

日大オイ臆音字王子初連勝

Speed

男子50α①生田武士(明大) 41秒3②東田(日大) 41秒5③長岡(明大) 41秒6

1500①佐藤尚二(明大) 2分9秒3②越智(尊大) 2分12秒9③佐々木(日大)

2分13秒0

5000①根岸次郎(東洋大) 7分47秒5②佐藤(明大) 7分郎秒5③狩野(日大)

7分52秒7

10000①根岸次郎(東洋大) 16分11秒0②石山(明大) 16分12秒4③干葉(日大)

16分15秒6

得点①明大48②日大34.5③東洋大33.5

女子500①高橋京子(尊大) 46秒3②加膜(日体大) 46秒9③石川(中京短大)低

秒9

1000①斎藤恵理子(尊大) 1分35秒4②加藤(日体大) 1分36秒8③篠原(日

体大) 1分37秒4

1500①斎藤恵理子(尊大) 2分30秒5②大出(尊大) 2分32秒9③鷹野(尊大)

2分34秒5

3000①篠原たか子(日体大) 5分19秒0②加藤(日体大) 5分23秒5 =以上大

会新③新津(束女体大) 5分29秒2

2000リレー①尊大(鷹野、大出、高橋、斎藤) 3分12秒6二大会新②日体大③

東女体大
得点①尊大66②日体大40⑨東女体大26

Hg ure

男子シングル①佐藤友美(法大)席次数5、得点588.7②酒井(愛知学大) ③菊地
(明大)

得点①日大64②明大43③関学大39

女子シングル①深沢涼江(日大) 6、 480.9②湯沢(法大) ③剛奇(中京女大)

得点①日大54②富士短大49③関学大31
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39 計 53

星野仁十郎(日光市長)

昭和47年、東京において当時のスケート連盟代表委員会が
開催され、諸問題の討議が終了したあと、学生氷上連盟学生
委員長から、第45回インカレの開催地引受け方について請願
があったが、各代表委員からは色よい返事が得られず、シヨ
ンポリとしており、本当に気の毒であった。私もこの件につ
いては、それまで44回も続いた大会であり、この大会の存続
にも影響するので、どこも引受け地がない場合は引き受けて
もよいと考えたが、開催については種々の問題があり、その

場は何も申し上げずに帰路についたのである。しかし帰路、東武鉄道にゆられなが
ら、それまでの学生大会のこと、今後の大会のことなど考えていたが、どうしても
この伝統ある大会を続けなければならないとの観点から日光市において大会開催地
引受けを決意した次第である。ちなみに日光開催は18年ぶりである。このことは後
日、学生委員長に連絡すると共に、種々大会開催の打合せをする為来訪するよう要
請した。各県が引き受けを渋った要因としては、大会予算の問題及び学生の風評等
もあったと思う。日光市としては引き受ける以上は、日光市の条件を提示し、それ
を守ってもらうことである。条件としては、学生としての自覚のもとに運営を行う
こと、及び学生諸君の大会中の規律等について責任ある行動をすること、また、市
としては大会開催経費については補助金として -定額を差しあげることにし、不足

する経費については学連自体で調達するという事で話がまとまったのである。
第45国後、毎年日光市において開催しているが、当初の約束を学生諸君が守って、

市内の評判もよく、市の年中行事の一つとして現在定着している次第である。
現在の学生大会が何の問題もなく開催できることの裏には、先輩諸君の多大なる
苦労があったからであり、このことを知っていただくことも必要であろうと思うの
で、あえてここに記した次第である。
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第46回 昭和49年栃木県日光市

明大、総合5連勝
Speed

男子500①青田正己(日大)石上輝昭(日大) 41秒5③越智(事大)老月(日体大)

菅原(明大) 41秒6

1500①越智加津別(尊大) 2分9秒1②佐藤(明大) 2分9秒9③石上(日大)

2分10秒6

5000①千葉真次(日大) 7分49秒9②佐藤(明大) 7分59秒4③大貫(尊大)

8分0秒4

10000①千葉英次(日大) 16分11秒4②大貫(尊大) 16分32秒7③佐藤政(法人)

16分36秒8

2000リレー①明大(隼田、野村、佐藤、菅原) 2分48秒2②日大③日体大

得点①日大51尊大34③明大29

女子500①斎藤恵理子(尊大) 47秒3②加藤(日体大) 48秒6③高見沢(大束大)

49秒2

1000①斎藤恵理子(尊大) 1分34秒7 =大会新②篠原(日体大) 1分39秒1③

高見沢(大束大) 1分39秒9

150α①篠原たか子(日体大) 2分30秒4②今村(日体大) 2分30秒7③鷹野(事

大) 2分33秒8

3000①今村恵美子(日体大) 5分18秒6②鷹野(尊大) 5分26秒6⑨新津(東

女体大) 5分30秒3

2000リレー①専大(大出、中村、鷹野、斎藤) 3分19秒5②日体大③中京短大

得点①日体大50②尊大48③中京短大20

斤gure

男子シングル①大西勝敏(法大)席次数5、得点95.45②酒井(愛知学大) ③菊池

(明大)

得点①明大77②日大77③尊大64 ( 1 、 2位は上位入賞による)

女子シングル①深沢涼江(日大) 8、 89.務②上田(明大) ③岡崎(中京女大)

得点①日大67②明大61③富士短大61 ( 2 、 3位は上位入賞による)
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第47回 昭和50年栃木県日光布

㌃ギュ享佐野〈臭)が楽勝

Speed

男子500①野村幸司(明大) 40秒5②福田(日大) 40秒9③鈴木(明大) 41秒O

1500①越智加津別(尊大) 2分9秒6②柳沢(法大) 2分10秒5⑧菱田(東洋

大) 2分11秒0

5000①千葉真次(日大) 7分50秒8②佐藤(法大) 7分地秒8③大向(日大)

7分59秒3

10000①千葉真次(日大) 16分15秒8②大貫(尊大) 16分18秒5③束(明大) 16

分44秒8

2000リレー①明大(牛田、鈴木、野村、菅原) 2分44秒3=日本新②尊大③日

体大

得点①明大47②法大30⑨日大29. 5

女子500①加藤妙子(日体大) 46秒8②北本(日体大) 47秒7③高見沢(大東大)

48秒3

1000①加藤妙子(日体大) 1分31秒9こ大会新③御子見(中京短大) 1分38秒

6③中村(中京短大) 1分40秒2

1500①今村恵美子(日体大) 2分31秒l②鷹野(尊大) 2分35秒4③野原(中

京短大) 2分35秒5

3000①松沢弥端子(日体大) 5分30秒4②今村(日体大) 5分31秒2③野原

(中京短大) 5分33秒8

得点①日体大60. 5②中京短大45③大東大18. 5

F/g u re

男子シングル①佐野稔(日大)席次5、得点98.68②大西(法大) ③籠本(法大)

得点①明大101②日大92③富士短大81

女子シングル①武山修子(法大) 5、 90.39②李貿珠(尊大) ③岡崎(富士短大)

得点①尊大77②富士短大77③明大69
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佐野 稔(日大在学)

昭和的年のインカレは、僕にとって最初で最後の大学生だ
けの試合でした。
今思うに、昭和50年という年は、いい思い出というものが
少なく、あまりピンとこないような気がします。ですが、イ
ンカレに出場してよがったなと思うことが一つだけあるよう
です。それは、 3部門が一緒になってスケートというものを
競いあうということです。僕はフィギュアをやっていて、ど
うしても朝早く氷の上に乗らなければならない都合上、合宿

所に入ることはできませんでした。それで)ンクの近くに下宿してやっていたわけ
でしたが、そうなると、学校でもあまり同じ部の人と顔を合わせることもないので、
どうしてもクラブと遠ざかってしまいます。まあとマな時に、合宿所に行って皆と
つきあえばよかったのですか、僕にはそういった時間もあまりなかったのです。
そのような状態でインカレに行った僕は、最初かなりとまどいました。誰が先輩
だか同輩だかわからず、とても苦労しました。しかし、それも最初のうちで だん

だん慣れてくるうちにおもしろくなってきました。フィギュアの世界にはないもの
が、あの場にはあったように思われます。大学のクラブというものはこういうもの
なのかなと、わかったようを気もしました。試合にいって、そんなことを思ってい
るのは、ちょっとおかしいかもしれませんが、僕にとっては、滑ったことより、そ
のような思い出の方が、はるかに多いようです。
さて、そんなアマチュア生活を終わり、今はプロのスケーターとしてやらせてい

ただいております。
日本にはないアイスショーというものをつくろうと奮闘中です。一日も早くこし
らえて幕を開けたいと思っております。
皆様、どうぞよろしく。
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第48回 昭和51年栃木県日光布

芳二法大、余裕の5連勝
Speed

男子500①植田燕(日大) 40秒0(①鈴木勝(明大) 40秒2 =以上大会新③野村(明

大) 40秒7

1500①三樹清一(日大) 2分8秒1二大会新②菱田(東洋大) 2分10秒2③大

向(日体大) 2分10秒5

5000①本橋努(東洋大) 7分42秒1②三樹(日大) 7分43秒7③乗出(法大)

7分45秒8二以上大会新

1000α①本橋努(東洋大) 15分54秒3②乗出(法大) 15分59秒3③萩原(大束大)

16分12秒9

2000リレー①明大(生田、鈴木、野村、菅原) 2分43秒1二日本新②日大③東

洋大

得点(D日大50. 5②明大36③東洋大26

女子500①鈴木みゆき(尊大)加藤妙子(日体大) 46秒2③北本(日体大) 46秒8

1000①加藤炒子(日体大) 1分36秒8②北本(日体大) 1分37秒1③鈴木(尊

大) 1〇分37秒8

1500①青木典子(中京短大) 2分28秒6こ大会新②野原(中京短大) 2分32秒

5③松沢(日体大) 2分37秒7

3000①松沢弥端子(日体大) 5分11秒0二大会新②青木(中京短大) 5分20秒

3③野原(中京短大) 5分22秒2

2000リレー①日体大(松沢、和田、北本、加藤) 3分12秒6②中京短大③大束

大

得点①日体大58.5②中京短大47③大束大28、5

F/gure

男子シングル①大西勝敏(法大)席次数6、得点98.7②清川(明大) ③木村(京都

産大)

得点①明大101②法大98③富士短大70

女子シングル①奉賛珠(専大) 5、 97.7②武山(法大) ③剛奇(富士短大)

得点①富士短大110②尊大92③帝塚山学大82
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410 計

川村 克俊(法大OB)

僕には、 45回、 48回大会を忘れることは出来ません。そし

てこの大会前の二度の敗戦が、現在のインカレ6連勝につな
がっていると思います。

45回大会の戦力を振り返ってみると、星野さん中心の明治
が強く、大会前のl)-グ戦で敗れました。その後、打倒明治
を目指し猛練習をして大会に臨み、決勝戦で明治を接戦の末
破り、 2年連続優勝することが出来ました。この時、僕達は
練習に勝るものはないことを知ったのです。

48回大会の行われたシーズンは、戦力的にはどこのチームよりも勝っていたので
すが、大会前のリーグ戦で敗れ、精神面の重要さを教えられました。同じ失敗を繰
り返さないよう個々の力を出し、納得のゆく試合をしようということで 全員が-一

丸となって決勝戦の明治に当たり10対1というスコアで圧勝することが出来たので
す。

卒業後もプレーを続けている僕には、忘れてはいけないことであり、二度と同じ
失敗を繰り返すことのないよう努力しなければならないことです。
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第49回 昭和52年栃木県日光市

法大、初の総合優勝
Speed

男子500(D福田蕪(日大) 40秒3②野村(明大)紺屋(日体大) 41秒2

1500①菱田泰志(東洋大)三樹滞、一(日大) 2分9秒5③市村(明大) 2分10

秒7

5000①乗出俊一(法大) 7分45秒8②田名部(日大) 7分49秒4③三樹(日大)

7分49秒8

10000①東田俊一(法大) 15分43秒7②柵(日大) 16分2秒0③田名部(日大)
16分5秒0

2000リレー①明大(市村、鈴木、斎藤、野村) 2分43秒5②東洋大2分47秒1

③日体大2分48秒0

得点①日大53. 5②明大43③東洋大21. 5

女子500①鈴木みゆき(事大) 46秒9②藤森(日体大) 47秒5③高見沢(大東大)

47秒7

1000①鈴木みゆき(専大) 1分36秒5②小林(日体大) 1分37秒2③高見沢(大

東大) 1分38秒0

1500①松沢弥端子(日体大) 2分約秒0②小林(日体大) 2分33秒6③岩松(大

東大) 2分33秒9

3000①松沢弥端子(日体大) 5分11秒3②和田(日体大) 5分怨秒2③岩松(大束

大) 5分23秒7

得点①日体大59②中京短大33③専大24

Figure

男子シングル①大西勝敬(法大)席次数8、得点96.9②清川(明大) ③木村(京都
産大)

得点①法大81②明大80③日大45

女子シングル①李富蓉(専大) 5、 89.7②高木(富士短大) ③浅香(帝塚山学大)

得点①富士短大76②尊大73③帝塚山学大65
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米倉 幸子(旧姓斎藤、東洋大OG)

ここ2、 3年インカレを見て物足りなさを感じて帰ってく
るのは、迫力に欠けるせいかもしれない。簡単にいえば、記
録が出ないということ。記録に挑戦すべき世界で、記録の出
ないことほど、つまらないことはない。

そうした年が何年か続いて、今では新聞を開いても、よほ
ど注意しなければインカレの結果を見逃してしまう。学生が
もっと奮起して盛り上がりある大会にしなければなるまい。

想い出してみると私が1年生の時、日中大会が行われたが、その招待にきずかっ
た選手の社会人と学生の割合は半々だったし、その年の世界選手権代表は3人とも
学生だった。
この時の世界選手権は私にとって初めての経験で、時差狂いと乾燥した寒さにす

っかりまいり、ソ連のステニナが一歩一歩踏みおさえる様な特徴あるスケーティン
グで北鱒のキムを逆転し選手権を獲得したのを、遠い気指で見ていた。札幌オリン
ピックで150保証こ優勝したダイアナ・ホルムも初出場で16オ、その時も父親と一緒

に来ていた。私のスケーティングは、 Ⅹ脚というハンデからかなり屈折したものだ
ったが、その時のダイアナも決してはめたスケーティングではなく、私の500の記
録が46秒台と知ると、ひどく(アメリカ的に)おどろいて見せた。
しかし翌年は私がダイアナ以上におどろく番だった。ソッ歯の矯正を終えて笑っ

ても人並みの歯を見せる様になったダイアナは、世界選手権の前の大会で同僚のメ
アリーと共に45秒3などという好記録を出したのだ。 (当時の世界記録はポロニナ

の44秒9)

彼女ら白身、思いもよらぬ結果に氷をたたいて喜んでいたが、結局彼女らはその
まま突っ走り、選手権の500でも46秒と46秒1で1、 2位を独占し、ダイアナは総

合で3位に入った。私は46秒9で7位に入るのが精一杯だった。
その後、短距離王国アメリカらしくメアリーの後にはへこンク、ヤングなど次々
と若手が現われ、ダイアナが国内でも500を独占するのは難しくなったためだろうか、
グルノープル以後、 5("一本ではなくなり札幌では1500の王者になってしまった。

私も国内記録はかなり更新したつもりだが、出しでも出しでも世界との差は1秒
から1.5秒。その間隔を短縮することは出来なかった。

世界には、このダイアナのように、みるみるうちに成長してゆく選手が沢山いる。
足踏み状態を続けてはならないのた。
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第50回
昭和53年1月5日(日)一8日(水)

栃木県日光而

フィギュア

男子①専修大学 ②日本大学 ③明治大学

女子①割珍大学 ②富士短期大学 ⑨明治大学

アイスホッケー

①法政大学 ②明治大学 ⑨東洋大学 ④専修大学

スピード

男子1部500m

①市村 和昭(明治大学) 3 9.6

②福田 薫(日本大学) 39、8

③佐藤 憎義(明治大学) 4 0.2

④斉藤 恒存(明治大学) ⑤紺屋 裕司(日本体育大学)

⑤菱田 素志(東洋大学) ⑦千葉 浩次(早潤]大学)

⑦羽賀 勝雄(大東文化大学)

男子1部1500m

①三相 清- (日本大学) 02.06.8

②菱田 素志(東洋大学) 02.0 7.9

③佐藤 情義(明治大学) 02.08.2

④斉藤恒存(明治大学) ⑤市村 棚召(明治大学)

⑥千葉浩二(早藤田大学) ⑦板橋博三(東洋大)

⑥福田 寅(日本大学)

男子1部 5000m

①依田 清(明治大学〉 07.37.8

②篠原 弘(明治大学) 07.39.4

③東田 俊- (法政大学) 07.40.6

④榊 稔(日本大学) ⑤田名部幸夫伯本大学)

⑥東 徹(明治大学) ⑦田近 次郎(日榔育大学)

⑥清水 腸(日本大学)

男子1部10000m

①榊 稔(日本大学) 1 5.57.3

②東田 俊- (法政大学〉 1 6.0上9

③篠原 弘(明治大学) 16.06.1

④創部 善基棚治大学) ⑤木偏 努(東洋大学)

⑥依田 活(明治大学) ⑦渡辺武久(大東文化大学)

③田名部正人(日本体育大学)

男子1部2000mリレー

①明治大学

(市村 斉酵 佐藤∴鈴木)

②日本大学

③日本体育大学

女子500m

①島 かおる(中京大学〉

②和田 あや子(日本体育大学)

③藤森 香代子(日本体育大学)

⑤立教大学/大東文化大学/中央大学/早稲田大学

④耐= 敬子(潮㈱ ⑤鈴木みゆき侍修大学)

⑥関 多栄子仲京短期大学)

女子1 000m

①有賀ますみ(大東文化大学) O l.3 6.8

②宮子 正子(日本体育大学) 0上37.0

③小林 明子(日本体育大学) 0上37.2

④島 かおる(中京短期大学) ⑤鈴木みゆき侍侮大学)

⑥佐藤 博子(中京短期大学)

女子1 500m

①岩松 亮子(大東文化大学) 02、30.3

②松沢弥端子(日本体育大学) 0 2.3 0.6

③黒岩 寺子(専修大学) 02.3上2

④小林 明子(日本体歌学) ⑤有賀ますみ(大敗化大学)

⑥畑 早苗(中親潮大学)

女子3000軸

①岩松 亮子(大東文化大学) 0 5.1 2.5

④松沢弥端子(日本体育大学) 0 5.1 2.8

③和田あや子(日本体育大学) 05.1 9.1

④黒岩恵子(専修大学) ⑤畑 早苗仲京短期大学)

⑥篠原 久子(専修大学)

女子2000m i)レー

①日本体育大学

(藤森 宮子 小林 和田)

②専修大学

③中京短期大学

03.09\.2

03.1上6

03,23.5

02.38.7

02,43.3

02.45.7

04.6,9

0信7.0

04.7.5

-100

フィギュア

男子シングル1帥

①松村 充(専修大学) ④木村(京都産業大学)

③瀞ii (堀台大学)

女子シングル1部

①高木智恵子(富士短期大学) ③李(専修大学)

③松尾(帝塚山学園大学)

アイスホッケー

1回戦

札幌大学 5-3

北海道大学 4臆1

立教大学 1 3-2

専修大学 5臆0

愛知学院大学 7 - 1

福岡大学 1 4臆1

同志社大学 7 - 3

早稲田大学 1 1臆0

中央大学 1 0-4

青山学院大学 4-3

日本大学 1 0臆0

北海学院大学 3 - 3

(PS l-0)

2回戦

法政大学 1 3-1

立教大学 3」2

専修大学 1 0-3

中央大学 8-1

東洋大学 1 6臆1

大東文化大学 7-1

早楠田大学 9臆1

明治大学 1 7-0

準々決勝戦

法政大学 1 9-1

専修大学 5臆1

東洋大学 1 3-5

明治大学 1 0臆1

準決勝戟

法政大学 =臆0

明治大学 5-2

3位決定戦

東洋大学 7-5

中京大学

関東学院大学

神奈川大学

慶應義塾大学

関西大学

都立大学

国士舘大学

駒沢大学

大阪商科大学

東北学院大学

近畿大学

東海大学

札幌大学

北海道大学

愛知学院大学

福岡大学

同志社大学

青山学院大学

日本大学

北海学園大学

立教大学

大東文化大学

中央大学

早稲田大学

割慶大学

東洋大学

専修大学

決勝戦

法政大学 1 3臆1

法政大学

鈴木 一広 DF

藤岡 昭宏 DF

菅井 裕二 DF

東 修司 FW

関川 道昭 FW

種沢 省ニ DF

村岡 亨 FW

三沢 忍 FW

桑田 充 FW

河渕 聴 FW

沢田 透 FW

安田 将人 DF

佐藤 正義 DF

伊藤 信之 FW

日野 正樹 GK

森谷 直樹 DF

倉田 和明 FW

鈴木 博明 FW

今泉 芳幸 DF

後藤 明史 FW

河渕 勅 DF

岩花 離- FW

田中誠二郎 FW

村岡 知 FW

エ彊 英樹 FW

高橋 司 DF

小川 裕二 FW

川村 宏 FW

蛭田 望 DF

村木 幸- FW

野村 聡 FW

山本 書之 GK

田中 昭弘 DF

菅原 硲 DF

運上 一美 FW

倉田 幹也 FW

鈴木 清二 DF

尾形 優 FW

高久 嘉秀 FW

101 -

明治大学

明治大学

FW 柿沼 久雄

GK 大竹 友司

FW 鹿問 酎ニ

FW 小西 勇二

FW 中村 匠彦

FW 官本 和克

GK 神官巨 弘忠

FW 佐藤 茂

DF 尾形 利男

DF 今村 一敏

DF 上面 英樹

DF 菊池 厳弘

DF 大島 政幸

FW 西田中書徳

DF 荒牧 勉

FW 樋宮 信也

DF 岩佐 洋娃

DF 単 組樹

FW 峯 宏樹

FW 猪狩 章博

FW 福田 敏行

DF 星野 利明

GK 神山 修

FW 亀永 博之

FW 金沢 政明

DF 成田 真琴

FW 柳原 尚司

FW 渡辺 雅弘

DF 大黒 素質

DF 宇野沢宮規

FW 田名部膏司治

GK 宮崎 昌広

FW 三崎 籠



風吹く中のコンパルソリー

村松 充(専修大OB)

インターカレッジは、全日本選手権大会終了後、そして世界選手権大会の強化合

宿前ということで、シーズンの中でも体調やコンディションを整えることが自分に

とってもっとも難かしい時期にありました。ピークを世界選手権やオリンピックに

合わせる為、年間の練習計画を作ります。当時の大会は、コンパルソリーの課題等

が、世界選手権と異なって練習時間が、更に増えてしまいメニューを消化させるの

に苦労したものです。試合では、アウトリンクで風の吹く中コンパルソリー競技を

したり、太陽の光がジャンプを跳ぶ方向と重なり平行間隔が無くなる等、普段と違

ったアウトリンクで滑べる難かしさを経験しました。現在は施設や課題等も含め高

記録が出るよう工夫され環境が整ってますが、どれを取り上げても時代の流れと技

術の進歩を感じます。またインカレは、個人で戦いながらも大学単位で争う面白さ

と協調性や他の学生達とも交流があり、他のスポーツを知る上でも特別なイベント

でもあります。今振り返れば、難しい試合でしたが沢山の感動や友人、先輩等貫重

な体験をさせて頂き参加出来たことを心より感謝いたします。

`’スーパースター達とチームワーク’

鈴木 一広(法大OB)

私にとって、節目の大会になった50回記念大会は今となっても遠さ良き想い出と

して残っております。

当時の法政アイスホッケー部は春・秋のリーグ戦及びインカレで破竹の連勝記録

をつくっており、向かうところ敵無しの状況でした。同級生では日本リーグでも活

躍した菅井君、関川君、下級生では倉田兄弟等々がおり勝つ事が義務付けられてい

る様な雰囲気を憶えております。

しかし、そんな集団にあってもチーム内の競争は厳しく、約40名の部員が日々、

各人が自分の利点を更に高め、又欠点を修正すべく努力しておりました。この様な

虎視眈眈としたレギュラー争いがあり、この50同大会に望みました。

当然のごとく全ての部員が出場する事はできず幸い恩をした部員もおりました

が、 “`全員一丸’’となり各試合に臨んだ事が無事に、優勝できたものと常々考えて

おります。

現在もこれからも、一人一人を活かすチームワークを日々の教訓として生活した

いと思う次第であります。

良き想い出をありがとう。

臆102臆

第51回
昭和54年1月7日(日)-11日(木)

栃木県日光市 日光スケートセンター

スピード

男子①明治大学 ②日本体育大学 ③法政大学

女子①日本体育大学 ②大東文化大学 ③専修大学

フィギュア

男子①専修大学 ②明治大学 ③法政大学

女子①日本大学 ②上智大学 ③専修大学

アイスホッケー

①法政大学 ②明治大学 ③東洋大学 ④専修大学 ⑤日本大学/大東文化大学/昭和大学/早稲田大学

スピード

男子1郎500m

①市村 和昭(明治大学) 3 9.28

②ワシコフ ウラジヌラフ(ソ連) 39.47

③斎藤 恒存(明治大学) 3 9.48

④佐藤情義(明治大学) ⑤千葉 造治(早稲田大学)

⑥コシエリラフ ウラジミール〈ソ連)

⑦アンドリアノブ イワシ(ソ連) ㊥西村康弘(法政大学)

男子1部1 500m

①アンドリアノブ(ソ連) 02.Ol.19

②モジェロブ (ソ連) 02.03.26

③東出 俊- (法政大学) 02.03.82

④斎藤 恒存(明治大学) ⑤依田 清朋治大学)

⑥斎藤 孝司(東洋大学) αニ科 恭典(日本体育大学)

⑨千葉 浩次(早詞田大学)

男子1部 5000m

①戸田 博司仲京大学) 07.1 5.33

②アンドiノアノフ イワシ(ソ連〉 07言7.37

③篠原 弘(明治大学) 07.2上47

④田名部正人(日本体育大学) ⑤チモフエフ(ソ連)

⑥モジエロフ(ソ連) ⑦東田 俊- (法政大学)

⑨依田 清朋治大学)

男子1部10000m

①田名部正人(日本体育大学) 1 5.05.53

②チモフ工エフ(ソ連) 1 5.20.92

③篠原 弘(明治大学) 15.24.24

④戸田 博司仲京大学) ⑤榊∴∴稔〈日本大学)

⑥ポルコフ(ソ連) ⑦本橋 努〈東洋大学)

⑧渡辺 竹久(大東文化大学)

男子1部2000mリレー

①明治大学

(市村 斎藤 佐藤 依田)

④法政大学

③日本体育大学

02.38.94

02.42.51

02.43.58

女子500m

①チヤソスキフ ナジ工ンダ(ソ連) 43.64

②加藤 美佳(中京大学) 45.06

③ワシーリエフ ナシ工ンダ〈ソ連) 45.07

④エゴ叶ワナジュンダ(ソ適⑤加藤美晴(日本鯖大学〉

⑥山本美智子(大敗化大学) ⑥森千津子(日本鯖大学)

⑥鈴木みゆき博修大学)

女子1 000m

①ワシエリ-エフ(ソ連) 0上29.42

③チャンスキフ(ソ連) 0上30.64

③加藤 美佳 (中京大学) 0上3l.77

④和田あや子(日本鯖大学) ⑤有賀ますみ(大東文化大学)

⑥宮子正子(日本体育大学) ⑦鈴木み朕(朝寝大学)

⑥I囲 紀子〈中京短期大学)

女子1 500m

①エゴローワ (ソ連) 02.19.45

⑧ワシノーエフ(ソ連) 02.20.34

③チヤソスキフ ナジ工ンダ(ソ連) 02.24.62

④鹿野貴子(日本体育大学) ⑤小林 明子(日本鯖大学)

⑥塔噸亮子(大敗化大学) ⑦桑原美奈子(剛理科大学)

③村騰ひとみ(中京短期大学)

女子3000m

①エゴローワ(ソ連〉 05.0信1 5

②鷹野 貴子(日本体育大学) 05.15.55

③小林 明子(日本体育大学) 05.15.96

④栗原美奈子(岡理大学) ⑤村崎ひとみ(中京短期大学)

(り畑 早苗仲京短期大学〉 ⑦黒岩 恵子(専駄学〉

(り岩松亮子(大東文化大学〉

女子2000mリレー

①日本体育大学 03、09.48

(森 宮子 和田 鷹野)

②専修大学

③大東文化大学
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03.1 1.77

03.1 4.27



フィギュア

男子シングル1部

①中島 自責(法政大学) ④石沢 洋(専修大学)

③近藤 市朗(大阪経済大学)

女子シングル1部

①灘弧 絵美(上智大学) ⑧居士 英子(法政大学)

③竹崎 睦(日本大学〉

アイスホッケー

1回戦

東海大学

国士舘大学

北海道大学

愛知学院大学

日本大学

大東文化大学

立教大学

早稲田大学

3臆3 近畿大学

7臆6 八戸工業大学

4 - 0 拓殖大学

8臆1 神奈川大学

5-3 中央大学

4臆1 帯広畜産大学

6-2 同志社大学

1 0臆0 関西大学

昭和大学 5 - 1 慶應義塾大学

青山学院大学 9 - 0 大阪大学

札幌大学 1 2臆0 関西学院大学

福岡大学 6 - 2 駒沢大学

2回戦

法政大学

東洋大学

日本大学

大東文化大学

昭和大学

早稲田大学

専修大学

明治大学

準々決勝戦

8易1 東海大学

2臆0 国士舘大学

5臆1 北海道大学

6-0“愛知学院大学

6臆1 立教大学

6-5 青山学院大学

0臆0 札幌大学

7臆1 福岡大学

法政大学 1 2臆1 日本大学

東洋大学 8臆6

専修大学 1 4-0

明治大学 1 0臆4

準決勝戟

法政大学 1 3臆1

明治大学 7-2

3位決定戦

東洋大学 1 0-5

決勝戦

法政大学 7臆2

男子10,000mで15分5秒53の日本新を出した田名部正人(日体大)
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大東文化大学

昭和大学

早稲田大学

専修大学

東洋大学

到底大学

明治大学

女子フィギュアフリー 余裕ある演技で優勝した渡部絵美(上智大)
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第52回
昭和55年1月8日(日)-11日(水)

栃木県日光南 日光スケートセンター

総合

①明治大学 ②法政大学 ③日本大学 ④専修大学 ⑥東洋大学

スピード

男子①明治大学 ②日本体育大学 ③日本大学

女子①日本体育大学 ②中京短期大学 ③大東文化大学

フィギュア

男子①法政大学 ②専修大学 ③日本大学

女子①日本大学 ④法政大学 ③同志社大学

アイスホッケー

①法政大学 ②東洋大学 ③明治大学 ④日本大学 ⑤早稲田大学/大東文化大学/専修大学/駒沢大学

スピード ③法政大学 02.43.34

男子1部500調 女子500m

①千葉 浩次(早稲田大学) 39.62 ①浅井 登喜江(中京短期大学) 4 5.7 1

②佐藤 情義(明治大学) 39.77 ②加藤 美佳(中京大学) 4 6.78

③西村 康弘(法政大学) 39.8 1

④斎藤恒存(明治大学) ⑥深井 落士(早稲田大学)

⑥加部族(茄大学) ⑦斎蕊 孝司(京淋学)

⑧橋本 裕治(日本大学)

男子1部1500m

①戸田 博司(中京大学) 02.04.99

②田近 次郎(日本体育大学) 02.07.83

③竹下 正純(専修大学) 02.07.88

④千葉浩次(早稲田大学) ⑤俵田 清(明治大学)

⑥深井 蒲士(早稲田大学) ⑦堆積 情義(明治大学)

⑧槌屋 偉- (法政大学)

男子1部 5000m

①菅原 秀- (日本大学) 07.31.44

②田名部正人(日本体育大学) 07.32.54

③榊 稔(日本大学) 07.37.61

④羽多野純司(割駄学) ⑤黒岩葡男朋治大学)

⑥竹下 正徳(専修大学) ⑦宮崎 奉文棚治大学)

⑧工藤 忠彦(専修大学)

男子1部10000m

①田名部正人(日本体育大学) 1 5.07.42

②戸田 博司仲京大学) 15.15、91

③榊 稔(日本大学) 1 5.2信24

④菅原秀- (日本大学) ⑤田近 次郎(日本体育大学)

⑥羽多野純司(専修大学) ⑦黒岩 菊男(明治大学)

⑧前野 浩二仲京大学)

男子1部2000mリレー

①明治大学 02、4上8 3

(高藤 俵田 佐藤 小金沢)

②専修大学 02.4 3.=

③十日市順子(日本体育大学) 4 7.6 3

④山本美智江伏穀1㈱ ⑤宮子正子(日本体育大学)

⑥井出のぞみ仲京短期大学) ⑦市川 敬子(専修大学)

⑥山本 晴美(東京女子体育大学)

女子1 000m

①鷹野 貴子〈日本体育大学) 0上33.94

②浅井登富江〈中京短期大学) ol.34.44

③加藤 美住仲京大学) 01.35.39

④宮子正子(日本鯖大学) ⑤内韻のり子(大敗化大学)

⑥山本美智江(大東文化大学) ⑦今野いずみ(中京馴大学)

⑥篠原 久子(専修大学)

女子1 500m

①松本 優子(日本体育大学) 02.23.15

②鷹野 貴子(日本体育大学) 02.23.7早

③有賀ますみ(大東文化大学) 02.2生28

④長田みのり(中京短駄学〉 ⑤内藤のり子(大赦化大学〉

⑥中村治美(中経駄学) ⑦栗原美奈子(剛理科大学)

⑥黒岩恵子(専修大学)

女子3000m

①松本 優子(日本体育大学) 05.0信23

②長田みのり(中京短期大学) 05.07,54

③坂口 路代(日本体育大学) 05.07.86

④中村治美(中京短期大学〉 ⑤桑原美奈子(剛理科大学〉

⑥有賀ますみ(頬文化大学) (∋殺田美子代願☆珊歌学)

⑧井上 薫(大東文化大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 03.04.04

(十日市 宮子 腫野 松本)

②大東文化大学 03.09.1 5

106臆

③中京短期大学 03.1 0、1 9 決勝戦

法政大学

フィギュア

男子シングル1部

①無良 隆志(日本大学)

③中島 由貴(法政大学)

⑨潮谷 真(専修大学)

女子シンのレ1部

学
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①小林れい子(同志社大学) ⑧吉田万里子

⑤竹節 陸(日本大学) ④足土 英子

⑤井口 えり(早稲田大学)⑥優 美栄
諾

アイスホッケー

1回戦

慶應義塾大学 4臆1 北海道大学

関西大学 3 - 2 神奈川大学

中央大学 8臆0 愛知学院大学

青山学院大学1 2-1

札幌大学 1 9臆2

駒沢大学 6臆5

関西学院大学 6 - 2

東北学院大学 7臆1

2回戦

法政大学 1 7臆1

東洋大学 1 3-1

早藤田大学 2臆2

(PS 4-2)

大東文化大学 8-1

日本大学 1 4臆3

駒沢大学 7 - 3

専修大学 1 5臆0

明治大学 2 1-0

準々決勝戟

法政大学 1 2-0

東洋大学 7-2

日本大学 6臆4

明治大学 1 9-0

準決勝戦

法政大学 1 2-0

東洋大学 4臆2

3位決定戦

明治大学 6臆5

近畿大学

福岡大学

同志社大学

立教大学

横浜国立大学

慶應義塾大学

関西大学

中央大学

青山学院大学

札幌大学

昭和大学

関西学院大学

東北学院大学

早稲田大学

大東文化大学

専修大学

駒沢大学

日本大学

明治大学

日本大学

法政大学

岩花 雄- FW

田中誠二郎 FW

河渕 刺 DF

今泉 善幸 DF

後藤 明史 FW

村岡 知 FW

工藤 英樹 FW

高橋 司 DF

小川 裕二 FW

村木 幸- FW

li閤 宏 FW

蛭田 望 DF

田中 昭弘 DF

山本 菖之 GK

野村 聡 FW

菅原 裕 DF

倉田 幹也 FW

運上 一美 FW

尾形 優 FW

高久 嘉秀 FW

渡辺 利行 FW

金野 隆史 FW

八反田孝行 DF

鹿野 文書 FW

菅原 聡 FW

青木 素意 GK

紙西 匡哉 DF

加藤 憲章 FW

藤田 付利 DF

東洋大学

東洋大学

FW 近惣 志伸

FW 松原 良尚

DF 北沢 弘之

FW 千葉 法文

FW 酒井 憎

GK 遠藤 貞芳

GK 村田 佳明

DF 古木 和裕

FW 寺坂 伸也

FW 鈴木 実

FW 蒸 散-

DF 黒木 清

FW 吉江 広志

FW 広瀬 晃二

FW 相澤∴∴誠

DF 村田 典也

GK∴村井 一美

DF 鈴木 雅人

DF 六郷 宗平

FW 江崎 吉彦

FW 土岐 雅亜

FW 渡辺 祐次

FW 小山内茂仁

FW 熊沢 書信

DF 谷頭 敏雄
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インカレは責重な経験の場

無良 隆志(日大OB)

私の想い捕ま、 2度の総合優勝が出来たことと、インカレを通じて、最後にユニ

バーシアードで優勝出来たことです。

フィギュアスケートは、個人の採点競技で 団体で争うことは、国体などで経験

はありました。がしかし、アイスホッケー、スピードスケート、フィギュアスケー

トの3競技で、大学同志が力を合わせて競うインカレは、又、燃えるものがありま

した。当時、バランス良く強い大学は決っていましたので、インカレ総合優勝は、

責任感とプレッシャーを学び、大串の中でも賞重な経験となりました。良い結果が

残せるだけの練習は積み重ねてはいました。

いざ本番が寒さや風、天気に左右されるアウトドアリンクでのFreeスケ‾テイ

ングは、思い描いた演技をさせてくれませんでした。経験不足と、まだ成熟してい

なかった精神力不足が、この原因であり、心残りでした。

その4年後に、私のスケート人生で最高のユニバーシアードに望み、幸いにも優

勝することが出来ました。いまふりかえれば インカレを始め多くの試合経験の後

の優勝は、私にとって忘れられない想い出でした。

私はインストラクターを仕事としています。今後も学生スポーツをかげながら応

援していきます。

男フィギュア健勝の無良選手(左錆)
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第53回
昭和56年1月6日(日)-9日(水)

栃木県日光而 日光スケートセンター

総合

①日本大学/法政大学 ③専修大学 ④明治大学 ⑤中京大学 ⑥日本体育大学/東洋大学

スピード

男子①専修大学 ②日本大学 ③日本体育大学

女子①日本体育大学 ②中京短期大学 ③大東文化大学

フィギュア

男子①日本大学 ②法政大学 ⑨専修大学

女子①法政大学 ④同志社大学 ③専修大学

アイスホッケー

①法政大学 ②明治大学 ③東洋大学 ④日本大学 ⑤北海学園大学/早礪田大学/専修大学/大東文化大学

スピード ③法政大学 02、4 3、2 2

男子1部500m 女子500m

①黒岩 彰(専修大学) 39.1 5 ①石井 知恵(専修大学) 44.46

②松本 修(専修大学〉 40.1 1 ②渡辺 優子(中京短期大学) 45・21

③西村 康弘(法政大学) 40.「 8 ③十日市順子(日本体育大学) 45、38

④中村裕信(法政大学) ⑤沼田鵬(専修大学)

⑥戸田 博司(中京大学) ⑦新井 貢(日本大学)

⑤遠藤正和(日本体育大学)

男子1部1500m

①黒岩 彰(専修大学〉 02.00.85

④深井 靖士(早稲田大学) 02.03、31

③戸田 博司(中京大学) 02.03.68

④菅原 和彦(日本大学) ⑤小野寺正昭(日本大学)

⑥田近 次郎(日本体育大学) ⑦中村 硲信(法政大学)

⑪本間 康彦(早稲田大学)

男子1部 5000m

①田名部正人(日本体育大学) 07.23、49

②羽多野純司(専修大学) 07.23.82

③南 泰典(日本大学) 07.30.64

④竹下正範(専修大学) ⑤菅原 秀- (日本大学)

⑥宮崎 奉文(明治大学) ⑦菅原 和彦(日本大学)

⑧井出 敏彦(日本体育大学)

男子1部10000m

①菅原 秀-(日本大学) 15.13.38

②田名部正人(日本体育大学) 1 5.1 4.65

③羽多野純司(専修大学) 1 5.2 3.05

④竹下 正範博修大学) ⑤橋本 椿朗(日本大学)

⑤南 秦典(日本大学〉 ⑦宮崎敦(明治大学)

③井出 敏彦(日本体育大学)

男子1部2000mリレー

①専修大学 02、38.5 1

(松本 竹下 四十物 黒岩)

②日本体育大学 02.4上95

④加藤 美佳(中京大学) ⑤天野久美子(日本体育大学)

⑥浅井登春江(輔醐大学) ⑦山本美智江(大東靴大学)

⑧宮沢 二葉(大東文化大学)

女子1000m

①石井 知恵(専修大学〉 0上29言8

②渡辺 優子(中京短期大学〉 01.30.52

⑨松本 優子(日本体育大学) 01.31.31

④天野久美子(日榔育大学〉 ⑤浅井登春江(中京潮大学)

⑥内藤のり子(大東文化大学) ⑦加藤 美佳(中京大学)

⑨山本美智江(大東文化大学)

女子1 500m

①鷹野 貴子(日本体育大学) 02.2生25

②松本 優子(日本体育大学) 02、24.30

③猪熊∴裕子(中京短期大学) 02,2生8 0

④田村 洋子(大敗化大学) ⑤長田みのり仲京鮒大学)

⑥中島 芳子(中京大学) ⑦内藤のり子(大東文化大学)

⑨羽田 太美(東京女子体育大学)

女子3000m

①田村 洋子(大東文化大学) 04、57.44

②伊東 千晶(日本体育大学) 04.59,51

③鷹野 貴子(日本体育大学) 05.03、84

④猶熊 裕子仲京醐大学) ⑤鷹山雪江悌好鯖脚

⑥羽田 太美陳好楠大学) ⑦長田みのり(中京短期大学)

⑤中島 芳子(中京大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 03、01.33

(天野 十日市 鷹野 松本)

②中京短期大学 03.04.「 8
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⑨大東文化大学 0 3.0 6.8 9 ∴∴決勝戦

法政大学 1 1臆2 明治大学

フィギュア

男子シングル1部

①無良 隆志(日本大学)

⑤小林∴永大悟修大学)

⑤中塚 猛仁仲京大学)

)
増
子
単
丁

謹
眠

性
離
艦

∴
∵

女子シングル1部

①吉田万里子(法政大学) ⑧竹崎 陸(日本大学)

⑤足土 英子(法政大学) ⑭真 美栄(同志社大学)

⑤井口 えり(早稲田大学) ⑥野口喜久子(富士短期大学)

アイスホッケー

1回戦

中央大学

立教大学

横浜国立大学

青山学院大学

福岡大学

神奈川大学

札幌大学

慶應義塾大学

2回戦

法政大学、

明治大学

8臆1 愛知学院大学

3-1 近畿大学

5臆3 関西学院大学

7-0 関西大学

7臆1 上智大学

7臆2 東北学院大学

6 - 3 同志社大学

6臆4 名古屋大学

8臆1 中央大学

1 5-0 立教大学

北海学園大学1 3臆2 横浜国立大学

早蔽田大学 8 - 2 青山学院大学

専修大学 1 3-1 福岡大学

大東文化大学1 5「1 神奈川大学

日本大学 1 5臆2 札幌大学

東洋大学

準々決勝戦

法政大学

明治大学

日本大学

東洋大学

準決勝戦

法政大学

明治大学

3位決定戦

東洋大学

8 - 2 慶應義塾大学

4 2臆0 北海学園大学

7-2 早稲田大学

3臆2 専修大学

5 - 4 大東文化大学

1 6-1 日本大学

1 2臆5 東洋大学

=臆7 日本大学
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法敵大学 明治大学

尾形 優 FW DF 大黒∴秀賞

田中 昭弘 DF FW 三崎 龍

山本 宮之 GK FW 渡辺 雅弘

野村 聡 FW FW 柳原 尚司

菅原 硲 DF DF 宇野沢宮規

倉田 幹也 FW FW 田名部喜司治

運上 一美 FW GK 宮崎 昌広

高久 嘉秀 FW FW 大越 忠

渡辺 利行 FW DF 井上 一也

金野 隆史 FW FW 長江 肇

八反田孝行 DF FW 中質坂 康

鹿野 文言 FW FW 山形 真二

菅原 聡 FW GK 加藤 茂

青木 泰薫 GK DF 志水 博行

加藤 嘉孝 FW FW 荒尾 剛志

藤田 竹利 DF DF 田辺 正人

金 波人 FW FW 倉田 一郎

Il止 雅樹 DF DF 梶川 文彦

漬谷 匡晃 FW DF 細井 尚也

河原 英博 DF FW 高橋 保博

塚本 正人 DF FW 中村 匠樹

守屋 英樹 戸W FW 渡辺 正雄

二本木康弘 GK FW 大藤 浩司

神山 博 GK FW 畠館 庸乗

積川 村也 FW GK 仁和 裕昭

鈴木 直広 FW

学生時代の思い出

竹下 正範(専修大OB)

私は、専修大学に入学(昭和54年度)するときに、前場孝監督から「大学4年間

で日本学生水上競技選手権大会(以下「学生選手権」という。)で優勝する」とい

う目標で入学を決めました。

入学後数か月はスケートの練習ではなく身体づくりを行なっていました。その後、

組織作りの研究者による「勝つためにはどうするか」について、昼夜を問わず部員

全員で議論し、無言になるときや、口角泡を飛ばすとき、あるいは話合いを中止せ

ざる得ないときがありました。結果として「勝つために練習をする、学生選手権優

勝を目指す」であり、その為には生活環境や上下関係を見直し、厳しい練習時間以

外は自由な時間とすることでした。これは、自ら規律をつくることでもありました。

この結果に基づき、部活動を再開していくなかで、今までの部の慣習を継承する

上級生と、勝つために練習をする下級生との間に溝ができスケート部は二つに分か

れてしまいました。下級生の私達は、分裂によって何としても勝ちたいという恩い

がより強くなり、共に厳しい練習を行い、その甲斐あって第53回学生選手権男子ス

ピード部門4位、翌年には新たな部員が入学し、第54回大会では男子スピード部門

で優勝することができました。入学当初の目標は2年目で達成することができ、陰

で支えて下さった関係者に感謝いたします。

卒業後20年が経ち、目標が問われることがありますが、その都度大学4年間で学

ばせてもらった貴重な体験を思い出すことがあります。

全日本学生選手権 初優勝 56工9
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第54回
昭和56年12月22日(日)-25日(水)

栃木県日光布 日光スケートセンター

スピード

男子①専修大学 ②日本大学 ③明治大学

女子①日本体育大学 ⑧中京短期大学 ③大東文化大学

フィギュア

男子①日本大学 ②法政大学 ③明治大学

女子①同志社大学 ②日本大学 ③専修大学

アイスホッケー

①法政大学 ②明治大学 ③東洋大学 ④日本大学

スピード

男子1部500m

①黒岩 彰(専修大学〉 37.86

②北沢 欣浩(法政大学) 38.72

③戸田 全作(専修大学) 38.80

④深井 指士(早藤田大学) ⑤新井 貢(日本大学)

⑥丸山 一夫(朝日大学) ⑦小金沢秀男〈明治大学)

⑥中村 裕信(法政大学)

男子1部1500m

①黒岩 彰〈専修大学) 02.01.59

②渓谷∴公宏(専修大学) 0 2.0生3 0

③鹿島 彰(明治大学) 02.05.83

④杓崎 利桂(日本体育大学) ⑤深井 清士(早稲田大学)

⑥北沢 敬治(法政大学) ⑦丸山 一夫(専修大学)

⑥井出 敏彦(日本体育大学)

男子1部 5000m

①今村 俊明(日本大学) 07.27.89

②宮崎 春文(明治大学) 07.29.55

③羽多野純司(専修大学) 07.37.1 4

④菅原 秀「 (日本大学) ⑤藤村∴発意(明治大学)

⑥竹下 正範(専修大学) ⑦黒岩 栄治(専修大学)

⑧橋本 祐閉(日本大学)

男子1部10000m

①今村 俊明(日本大学) 1 5.20.09

②羽多野細司(専修大学) 1 5.35.30

③井出 敏彦(日本体育大学) 15.35.48

④菅原秀- (日本大学) ⑤竹下正範(専修大学)

⑥宮崎 奉文(明治大学) ⑦酎寸 秀患(明治大学)

⑥後藤 誠(明治大学)

男子1部2000同i)レー

①専修大学

(松本 戸田 四十物 黒岩)

②明治大学

③日本大学

⑤大東文化大学/早霜田大学/札幌大学/専修大学

女子500m

①石井 和恵(専修大学) 43.46

②渡辺 優子(中京短期大学) 44,37

③粥川千恵子(中京短期大学) 4 5,4 6

④天野久美子(日本体育大学) ⑤加藤 美佳(中京大学)

⑥井出 敬子(日本体育大学) ⑦飯島 圭子(鯖好鯖矧

㊥山本美智江(大東文化大学)

女子1 000m

①渡辺 優子仲京短期大学) 0上31.03

②天野久美子(日本体育大学) 0上3上80

③加藤 美佳(中京大学) 0上32.66

④別居恵子伸輔駄学) ⑤十日市順子(日本体育大学)

⑥高見沢裕子(大赦化大学) ⑦山本美智江(大敗化大学)

⑧福田久美子(東京女子体育大学)

女子1 500m

①田村 洋子(大東文化大学) 02.19.92

②土屋 一子(専修大学) 02.20.02

③松本 優子(日本体育大学) 02.20,92

α手原千晶(日本鯖大学) ⑤長崎みゆき(中京短駄学〉

⑥猪熊裕子(中京潮大学) ⑦猿谷千恵美(鰯珊歌学〉

⑥羽田 太美(東京女子体育大学)

女子3000m

①田村 洋子〈大東文化大学) 04.54.04

②松本 優子(日本体育大学) 04.56.56

③土屋 一子(専修大学) 05.0上25

④伊東 千晶(日本体育大学) ⑤猪熊∴裕子(中京短期大学)

⑥猿谷千恵美(赫妊腑矧⑦エ諌 恵子(中京醐大学)

③羽田 太美(東京女子体育大学)

女子2000mリレー

①大東文化大学 03.1 0.67

02.36.79 (山本 高見沢 谷津 田村)

②東京女子体育大学 0 3.1 3.7 1

02.39.97

02.40.38
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フィギュア

男子シングル1部

①五十嵐文男(慶應大学)

⑤染矢 慎二(法政大学)

⑥田仲 憲治(日本大学)

女子シングル1部

①吉田万里子(法政大学)

③瀬野 浩子(専修大学)

⑥竹崎 陛(日本大学)

アイスホッケー

1回戦

北海道大学

愛知大学

福岡大学

蛍
で
尚
で
肖
ナ

+
八
十
八
上
人

帥
弼
鵬

醒
族
難

綜
鵬

③l欄れい子(同志社大学)

④青谷めぐみ(東洋大学)

⑥頓 英米(同志社大学)

6臆2 同志社大学

8-4 青山学院大学

5臆1 明治学院大学

慶應義塾大学1 7-2 名古屋大学

札幌大学

神奈川大学

関西大学

中央大学

2回戦

法政大学

東洋大学

大東文化大学

早禰田大学

札幌大学

専修大学

日本大学

明治大学

準々決勝戟

法政大学

東洋大学

日本大学

明治大学

準決勝戟

法政大学

明治大学

3位決定戦

東洋大学

4臆2 桟浜国立大学

4 - 3 関西学院大学

4臆4 東京大学

1 0臆1 近畿大学

2 l-0 北海道大学

1 5-1 愛知大学

7-0 福岡大学

5臆2 慶應義塾大学

6 - 2 東北学院大学

1 3臆1 神奈川大学

1 4臆0 関西大学

7 - 2 中央大学

1 3-2 大東文化大学

7臆1 早蒲田大学

1 8-3 ∴∴札幌大学

9臆4 専修大学

8臆5 日本大学

8-4 東洋大学

1 0-5 日本大学

細島群3(計醒大学
法散大学 明治大学

金野 隆史 戸W FW 長江 肇

鹿野 文言 FW FW 大越 忠

菅原 聡 FW DF 井上 一也

渡辺 利行 FW FW 山形 真二

八反日孝行 DF GK 加藤 茂

加藤 嘉孝 FW FW 中質坂 康

青木 家憲 GK FW 荒尾 剛志

藤田 竹利 DF DF 志水 博行

仝 滋人 FW DF 田辺 正人

川上 雅樹 DF DF 梶川 文彦

渓谷 匡晃 FW DF 畑井 尚也

河原 英博 DF FW 高橋 保博

守屋 英樹 FW FW 中村 匠樹

塚本 正人 DF FW #辺 正接

二本木康弘 GK FW 大旗 浩司

神山 博 GK DF 中西 重大

横川 将也 FW FW 更谷∴泰宣

岩花三八維 DF FW 磯部∴城司

田中 健二 FW FW 高橋 健次

鈴木 司 FW FW 北田 良宣

鈴木 堅- D戸 DF 田名部勝敏

滴下 忠男 FW FW 兼村 仁

石井 澄 FW GK 電滝 良之

中浜 年秋 D戸 FW 西脇 正治

阿部 康伯 FW GK 臭澤 公明

田口 昭吾 FW DF 三浦 康次

吉本 潤司 FD FW 畠舘 鹿妻

原 澤一郎 DF FW 倉田 一郎

GK 仁和 裕昭

DF 高木 邦男

FW 佐藤 雅俊
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第55回
昭和57年12月21日(日)-24日(水)

栃木県日光市 日光スケートセンター

男子フユギュア初出場で優勝した五十嵐文男(慶大)

「雪中戦」

運上 一美(法大OB)

インカレには、 50回一53同大会に参加させていただきました。常勝法政大学に入

部していた私が唯一もしかしてと思った試合が4年生(53回大会)の時の2回戦の

中央大学との試合でした。当日の試合会場は屋外の細尾リンクで朝から雪が降って

いる状態での最悪のコンディションになり実力以外の不安を抱えた試合となりまし

た。案の定ラインは見えなくなってくるし数分後にはパックも埋まってくるまさに

雪との格闘になりました。

いらだちの中同僚、後輩たちと冷静さを取り戻しチームー一丸となって勝利を手に

したことを今でも思い出します。

1年生の時には古河電工リンクが最後の屋外リンクとして、そして今は無き古河

電工リンクですべてのインカレで優勝できたことインカレと言えば日光、日光と言

えば古河電工リンクと私のアイスホッケー人生の中では欠かせない1ページとなっ

ています。
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スピード

男子①専修大学 ②日本大学 ③日本体育大学

女子①専修大学 ②日本体育大学 ③中京短期大学

フィギュア

男子①明治大学 ②日本大学 ③法政大学

女子①専修大学 ②同志社大学 ③富士短期大学

アイスホッケー

①法政大学 ②明治大学 ③東洋大学 ④専修大学 ⑤大東文化大学/日本大学/札幌大学/早稲田大学

スピード 女子500m

男子1部500m ①渡辺 優子(中京短期大学) 4 2.5 7

①黒岩 彰(専修大学〉 38、40 ④石井 和恵(専修大学) 43,98

②深井 錆士(早藤田大学) 3 8.7 9 ③中島由美子(専修大学) 4生3 5

②丸山 一夫(専修大学) 38.79

④戸田 金作(割疹大学) ④北沢欣浩(法政大学)

⑥中村硲信(法政大学〉 ⑦遠酵 圧宏(明治大学)

⑧林 徹裁(日本大学)

男子1部1500m

①渓谷 公安(専修大学) 02.00.85

③黒岩 彰(専修大学) 02.Ol.23

③林 彼我(日本大学) 02.02.47

④玉垣南天(法政大学) ⑤佐醇英樹(日本体育大学)

⑥菅原 和彦(日本大学) ⑦対幅 利雄(日本体育大学)

③鹿島 彰(明治大学)

男子1部 5000m

①竹下 正範(専修大学) 07.21.88

②今村 俊明(日本大学) 07.22.79

⑨井出 敏疹(日本体育大学) 07、25.19

④橋本 祐嗣(日本大学) ⑤羽多野純司(専修大学)

⑥梅本 覚(東洋大学) (∋沖原信男(専修大学)

⑥藤村秀慧(明治大学)

男子1部10000m

①樽本 覚〈東洋大学) 15.28.53

②井出 敏彦(日本体育大学) 15.28,61

③今村 俊明(日本大学) 1 5.39.85

④竹下正範(専修大学) ⑤僑本枕詞〈日本大学)

⑥離寸秀憲(明治大学) ⑦羽多野純司(専修大学)

⑧篠原 務(日本体育大学)

男子1部2000mリレー

①専修大学 02.36.09

(松本 戸田 丸山 黒岩)

②日本体育大学大学 02.44.53

③早稲田大学 02.45.98

④洞田子韓子(日本体育大学) ⑤宮路 典子仲京短期大学)

⑥井出 敬子(日榔育大学) ⑦宮沢 二葉(大敗化大学)

⑧福田久美子(東京女子体育大学)

女子1 000m

①渡辺 優子(中京短期大学) 0上28.21

②石井 和恵(専修大学) 0上29.96

⑨平 智聡(専修大学) 0工30.66

④洞田千鶴子(日本鯖大学) ⑤宮原静子(日本鯖大学)

⑥宮路典子(申雑駄学) ⑦福田久美子陳好腑矧

③羽田 太美(東萩子鯖大学)

女子1 500m

①土屋 一子(専修大学) 02.1 9.1 2

②伊東 千晶(日本体育大学) 02.19.18

③平 智聡(専修大学) 02.19,72

④松本優子(日本鯖大学) ⑤長駒駆(中京短期大学)

⑥田村 洋子(椋文化大学) ⑦石田 寿子(大敗化大学)

⑧工藤 恵子(中細朋大学)

女子3000m

①土屋 一子(専修大学) 04.53.74

⑦松本 優子(日本体育大学) 04.54、30

③伊東 千晶(日本体育大学) 04.57,32

④田村 洋子(頬文化大学) ⑤渡辺 良子陳好鯖矧

⑥長崎烏時き(塙短期大学) ⑦エ蕗 恵子(中京短期大学)

⑥飯島佐紀子(東京女子体育大学)

女子2000mリレー

①専修大学

(中島 土屋 平 石井)

②日本体育大学

③中京短期大学

03.00.66

03,04∵51

03.07.86
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フィギュア

男子シングル1部

①染谷慎二(法政大学) ④無良 隆志(日本大学)

③小林 永夫(専修大学)

女子シングル1部

①青谷めぐみ(東洋大学) ④坂野浩子(専修大学)

③高山 登美(同志社大学)

アイスホッケー

1回戦

慶應義塾大学 9 「 2 近畿大学

明治学院大学1 3-3 九州大学

東海大学 9臆2 同志社大学

大阪商科大学 4 - 2 東京大学

札幌大学 9臆2 福岡大学

専修大学 1 0-0 関西大学

中京大学 4臆1 横浜国立大学

中央大学 1 3-1 愛知学院大学

東北学院大学 棄権 関西学院大学

北海道大学 5臆1 明星大学

2回戦

明治大学 1 0臆0 慶應義塾大学

日本大学 6 - 1 明治学院大学

大東文化大学1 3臆3 東海大学

専修大学 1 2-1 大阪商科大学

札幌大学 8臆4 中京大学

芋礪田大学 7 - 0 中央大学

東洋大学 1 0臆1 東北学院大学

法政大学 1 8-1 北海道大学

津々決勝戦

明治大学

専修大学

東洋大学

法政大学

準決勝戦

明治大学

法政大学

3位決定戦

東洋大学

8 - 5 大東文化大学

1 0臆6 日本大学

1 4-1 札幌大学

1 5臆2 早稲田大学

4臆0 東洋大学

I l臆7 専修大学

8-7 専修大学
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決勝戦

法政大学

6(割
2 明治大学

法政大学
“

明治大学

青木 素案 GK GK 加藤 茂

金 滋人 FW FW 中質坂 康

Il止 雅樹 DF FW 山形 真二

湊谷 匡晃 FW FW 荒尾 剛志

河原 英憎 DF DF 志水 博行

塚本 正人 DF FW 大藤 浩司

守屋 英樹 FW FW 渡辺 正雄

二本木康弘 GK FW 高橋 保博

神山 博 GK FW 畑井 尚也

横川 将也 FW 畠館 唐黍

岩花三八碓 DF FW 中村 匠樹

田中 健二 FW FW 倉田 一郎

鈴木 司 FW DF 梶川 文彦

吉本 潤司 FW DF 田辺 正人

原 澤一郎 DF GK 仁和 硲昭

瀬下 忠男 FW DF 高木 邦男

鈴木 堅- FW DF 田名部勝敏

石井 澄 FW DF 中西 重大

中浜 年秋 DF DF 三浦 席次

阿部 康伯 FW FW 磯部 城司

田口 昭吉 FW FW 佐藤 雅俊

伊藤 理 DF FW 更谷∴泰宣

菊池 秀之 FW FW 高橋 健次

笹森 裕史 GK 戸W 北田 良宣

大頭 健 FW FW 兼村 仁

千葉 恒哉 FW FW 西脇 正治

吉田 隆介 FW GK 竜滝 良之

藤原 修士 FW GK 奥津 公明

外久保利光 FW DF 平野 利明

DF 工藤 雅人

FW 阪 和憲

FW 福田 昭仁

FW 佐々木 清

FW 鳥海 誠吾

GK 鎌田 司

GK 高橋 徹

インカレと大学4年間

黒岩 彰(専修大OB)

今でこそ、スケートといえばイベントがあるたびにマスコミに大きく扱われる

様になって来たが、私が大学に入学した年、全日本スゲ)ント選手権大会で初めて

総合優勝した時、翌日の新聞記革を期待していたものの、予想外の小さな記事掲載

にがノが)した記憶がある。これがスケートに対する社会的評価なのか、新聞で一

面はどうすれば取れるか考え、世界で勝って認めてもらうしかない、という答えを

出したものだった。世界を目指す者として絶対不可欠と言われたインカレだったが、

我々の専修大学は当時短距離の層が厚く、世界スプリントに出場するより、インカ

レの500Mのレギュラーになるほうが難しい状況の中で個々が努力を惜しまない

チームになっていた。 55同大会で3連覇、最終的には4連覇出来た訳だが、インカ

レでの優勝、世界スプリント選手権の総合優勝、卒業後のカルか)-五輪での銅メ

ダルと、タイトルを取る事が出来たが、私にとっては、一つ一つの通過点としか受

け止めていなかった。大学時代の生活そして、インカレの存在は現在の私の生活を

支える価値のある4年間であったことは間違いない。

当時我々の合言葉で「インカレを制するものは世界を刺す」と言う言葉を今でも

思い出す。

アイスホッケー決勝戦(法一明)

第2ピリオド13分38秒、ゴール前混戦で法政大頭(左) 4点目を入れ、ガッツポーズ
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第56回
昭和58年12月19日(日)-23日(木)

栃木県日光布 日光スケートセンター

スピード

男子①専修大学 ②日本大学 ③法政大学 ④日本体育大学 ⑤東洋大学 ⑥明治大学

⑦大東文化大学 ⑨早稲田大学

女子①日本体育大学②専修大学③中京短期大学④大東文化大学⑨東京女子大学 ⑥八戸大学
フィギュア

男子①明治大学 ④日本大学 ③専修大学

女子①日本大学 ②同志社大学 ③専修大学

アイスホッケー

①明治大学 ②法政大学 ③東洋大学 ④専修大学

スピード

男子1部500m

①黒岩 彰(専修大学) 37.87

②北沢 欣浩(法政大学) 3 8.1 2

③新井 貢(日本大学) 38.48

④戸田 金作〈専修大学) ⑤丸山 一夫(専修大学)

⑥新保 哲(日本大学) ⑦中村硲信(法政大学〉

⑨土屋 幸彦(日本体育大学)

男子1部1500m l

①金浜 康光(専修大学) 02.00.8 7

②渓谷 公宏(専修大学) 02.Ol.96

③土屋 幸彦(日本体育大学) 02.02.13

④惟々木陰(法政大学) ⑤黒岩 彰(専修大学)

⑥玉垣徳夫(法政大学) ⑦林∴徹哉(日本大学)

⑥上田 佳秋棚治大学)

男子1部 5000m

①今村 俊明(日本大学) 07.24.98

②竹原 信男(専修大学) 07.26.96

③樽本 党(東洋大学〉 07.31.95

④石川善文(日本体育大学) ⑤僑本祐聞(日本大学)

⑥菅井栄一郎〈大東文化大学) ⑦上田性秋(明治大学)

⑧井出 敏彦(日本体育大学)

男子1部1 0000m

①今村 俊明〈日本大学) 1 4.57、39

②竹原 信男(専修大学) 1 5.1 8.32

③梅本 覚(東洋大学) 15、23.40

④橋本祐蹴〈日本大学) ⑤石川 芸文(日本体育大学)

⑥井出敏彦(日本体育大学) ⑦蹴寸鶏(明治大学)

⑨篠原 兢(日本体育大学)

男子1部2000m iルー

①専修大学

(加部 戸田 丸山 金浜)

②法政大学

③日本大学

02.35.08

02.36.23

02.38.98

⑤日本大学/早瀬田大学/中央大学/大東文化大学

女子500m

①渡辺 佳子(中京短期大学) 4 2.9 8

②宮路 典子(中京短期大学) 4 3.87

③平 智聡(専修大学) 44.02

④中島由美子(専修大学) ⑤佐醇弘子(日本体育大学)

⑥大石好美陳女珊秋草) ⑦星野公美子鶴好鮪矧

⑥板橋江里子〈八戸大学)

女子1 000m

①中島由美子(専修大学) 0上2 8.9 7

②宮路 典子(中京短期大学) 0上29.10

③油田千鶴子(日本体育大学〉 0上29.91

④平 智騰(専修大学〉 ⑤渡辺優子仲京短期大学)

⑥天野久美子(日榔訳筆〉 ⑦大石好美(煎女珊歌学)

⑧星野公美子(東京女子体育大学)

女子1 500m

①洞田千鶴子(日本体育大学) 02.1 7、44

⑧土屋 一子(専修大学〉 02.1 8.58

③辻 ゆかり(日本体育大学) 02言9.59

④内藤 良子(中経駄学) ⑤石田 寿子(大赦化大学)

⑥長久保鈴子(中京鯛大学) ⑦醐洋子(大敵化大学)

⑥飯島佐紀子(東京女子体育大学)

女子3000m

①土屋 一子(専修大学) 04.55.94

②伊東 千晶(日本体育大学) 04.58.15

③辻 ゆが) (日本体育大学) 04.58.95

④嫡良子(哺短駄学) ⑤田村洋子(大敗化大学)

⑥石田 寿子(大敗化大学) ⑦渡辺 良子(賄女珊歌学〉

⑥渡辺まつみ(中京短期大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学

(佐藤 花谷 天野 洞田)

②専修大学

③中京短期大学
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02.57.60

02.57.64

03.00.42

フィギュア

男子シングル1部

①大池弘之棚治大学) ②田仲寛治(日本大学)

③伊東 秀仁(明治大学〉

女子シンのレ1部

①吉盛ゆかり(日本大学) ②柳原 恵伯本大学)

③青谷めぐみ(東洋大学)

アイスホッケー

1回戦

愛知学院大学 不戦勝

関西大学 5-2

日本大学 6臆1

慶應義塾大学

横浜国立大学

北海道大学

早稲田大学 1 5-1 大阪商科大学

東海大学 5臆1 福岡大学

明星大学 5-3

中京大学 6臆2

立教大学 7 - 5

中央大学 I l-0

大東文化大学 21臆1

北海学園大学1 3-5

日本体育大学 =臆3

2回戦

同志社大学

東北学院大学

九州大学

札幌大学

京都大学

近畿大学

立命館大学

法政大学 34臆0 愛知学院大学

日本大学 8 - 0 関西大学

早稲田大学 8臆3 東海大学

専修大学 1 l臆0 明星大学

東洋大学 8 -0 中京大学

決勝戦

明治大学

明治大学

梶川 文彦 DF

高橋 保博 FW

畑井 尚也 FW

大酵 浩司 FW

渡辺 正椎 FW

倉田 一郎 FW

田辺 正人 DF

仁和 裕昭 GK

中村 匠樹 FW

畠舘 唐黍 FW

高木 邦男 DF

田名部勝敏 DF

佐藤 雅俊 FW

中西 重大 FW

更合 奏宣 FW

磯部 職司 FW

高橋 健次 FW

北田 良宣 FW

蕪村 仁 FW

西脇 正治 FW

龍瀧 良之 GK

奥津 公明 GK

三浦 廣次 DF

鋭田 司 GK

中央大学 19臆0 立教大学 工藤 雅人 DF

大東文化大学1 1-4

明治大学 1 2臆3

準々決勝戦

法政大学 1 4臆0

専修大学 9- 6

東洋大学 6 - 4

明治大学 1 1鵜1

準決勝戟

法政大学 9臆1

明治大学 1 4-4

3位決定戦

東洋大学 1 0」2

北海学園大学 阪 和憲 FW

日本体育大学 平野 利明 DF

福田 昭仁 FW

日本大学 佐々木 清 FW

早稲田大学 鳥海 誠吾 FW

中央大学 高橋∴∴徹 GK

大東文化大学 坂井 寿如 FW

工藤∴篤緒 ロF

専修大学 中谷 仲- DF

東洋大学 建部 影弘 DF

高木 実見 DF

専修大学 進藤∴久明 FW

橋本 雅志 FW

斉藤 毅 FW

宮崎 秀彦 FW

佐藤 弘- FW

ー119

6臆5 法政大学

法政大学

FW 金 波人

FW 湊谷 匡晃

DF 河原 英博

DF 塚本 正人

FW 守屋 英樹

GK 二本木康弘

GK 神山 博

FW 横I= 将也

FW 鈴木 司

FW 吉本 潤司

FW 滴下 忠男

FW 石井 澄

DF 中浜 年秋

FW 田口 昭吉

FW 阿部 康伯

DF 伊醇 理

FW 菊池 秀之

FW 大頭 健

DF 千葉 恒哉

FW 外久保利光

FW 藤原 偏士

FW 吉田 隆介

GK 笹森 硲史

FW 斉藤 高志

ロF 山口 透

FW 田中 康朝

FW 下谷内英樹

FW 庄司 久永

FW 松田 進

FW 丹山 敬三

DF 新町 皇



大きな財産 インカレ目指した4年間

今村 俊明(日大OB)

現在とは異なり、当時のインカレは毎年栃木県日光市で開催されていた。現在の

“アーデル霧降’’リンクとは違う場所で今市市よりに位置していた。定かではない

が20年近く日光で固定開催されていたと思う。私のような関東地区の学生にとって

は、近隣地区での開催であるため何かと都合がよかった。また東京から駆けつけ

てくれたチームメイト以外の学友たちの応援もあった。

スピードスケートは個人競技でありながら、このインカレだけは大学対抗で競わ

れるためチームが一丸となって参加したことが何よりの思い出である。当時、チー

ムの長距離のエースであった私は毎年5000mと10000mで2冠達成を期待されてい

た。

1年目は怖いもの知らずで無我夢中でひたすらがんばって目標を達成した。 3年

目はサラエボオリンピックの選考会後のインカレで、学生の長距離では唯一人オリ

ンピック代表に選考された私は勝つのか当たり前と周囲から見られていた。日本記

録を狙った10000mでは僅かに及ばなかったものの国内初となる15分の壁を破り2

冠を達成した。途中まで日本記録を上回るぺ-スで滑走していたとき、チームを超

えて他の大学の先輩方が送ってくださった大声援が昨日のことのように思い出され

る。主将として臨んだ4年目はチームの得点に有利と考え、最初の種目5000mで後

輩に第1、第2シードを譲り、第3シードで出場した。第1シードに起用された後

輩が逆に責任を感じ、力んだ滑りで力を発揮できなかったものの、結果はこの年も

2冠達成を果たすことができた。しかし、学校対抗が2位に甘んじたため、喜びは

ほとんどなかった。

自分の4年連続2冠の夢は上述していない2年の時の5000m2位と10000m3位で

経たれた。 5000メートルは僅差の敗退だったが完敗だった。 10000mは優勝、準優

勝の方には惑いがリンク条件の差は明らかだったと思う。私は4組で、 5000mの優

勝者は前の3組で滑走したが、 2人とも1組滑走の優勝、準優勝のタイムにはは’る

かに及ばなかった。第3シードの9組からはもう水浸しの中を滑走していた。条件

の差は競技特性上仕方がないことかもしれないがこの2年のときだけが勝てなかっ

たので本音を言えばちょっぴり残念である。

しかし、なんといっても大学4年間で同じ寮生活を送った仲間と苦労をともにし

たことが、そして良き先輩後輩と出会えたことがインカレでの個人記録よりも何倍

もすぼらしい思い出に、そして今でも私を支えてくれている大きな財産になってい

ると確信している。
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第57回
昭和59年12月17日(日)-21日(木)

栃木県日光市 日光スケートセンター

スピード

男子①専修大学②日本大学③明治大学④法政大学⑨日本体育大学⑥大東文化大学

⑦東洋大学 ⑧山梨学院大学

女子①日本体育大学④中京短期大学③割疹大学④大東文化大学⑤東京女子体育大学

フィギュア

男子①明治大学 ②日本大学 ③中京大学

女子①日本大学 ①専修大学 ③同志社大学

アイスホッケー

①明治大学②東洋大学③法政大学④中央大学

スピード

男子1部500m

①北沢 欣浩(法政大学) 38・62

②戸田 金作(専修大学) 39・04

③黒岩 康志(専修大学) 39・08

④渓谷館(専修大学) ⑤虞崎克己(淑大学)

⑥テ揃祐二(日林学) ⑦平田博之(明治大学)

⑨林 観戦(明治大学)

男子1部1 500m

①金浜 康光(専修大学) 02・00・1 3

②林 徹哉(日本大学) 02・00・24

③上田 佳秋(明治大学) 02・00i72

④渓谷蝕(専修大学) ⑤佐々木陸(法駄学)

⑥玉垣錬(法秋草〉 ⑦上田臥(日林学)

⑥加部裕昭(専修大学)

男子1部 5000m

①今村 俊明〈日本大学) 07i3上1 1

②油島 誠- (明治大学) 07・33・25

③上田 佳秋(明治大学) 07、33i36

④竹原信男(専修大学〉 ⑤石川善文(日本鯖大学)

⑥湘献(日本鯖矧⑦末永達彦(大敗化大学)

⑥本間 直樹(日本大学)

男子1部10000m

①今村 俊明(日本大学) 1 5iO上1 5

②河島 誠- (明治大学) 1 5・29i30

③石川 善文(日本体育大学) 15・30・99

④竹原信男(専快挙) ⑤末永達彦(大東文化大学)

⑥欄直樹(日本大学)⑦篠原 務(日本鯖大学)

⑥抗 議- (専修大学)

男子1部2000m i)レー

①専修大学 02i33・1 7

(広瀬誠 戸田全作 丸山一夫 黒岩康志)

②法政大学 02・35・78

③明治大学 02.37、57

⑤早都田大学/日本大学/専修大学/大東文化大学

女子500m

①石川さおり(日本体育大学) 4 4・0 0

②中島由美子(専修大学) 4 4i2 0

③徳橋 深雪(大東文化大学) 45・40

④宮路典子(中舶駄学) ⑤大石好美(親輔矧

⑥市沢千賀子仲京醐大学) ⑦官舶紀子(大敗化大学)

佐酵弘子(日本体育大学)失格

女子1 000m

①洞田千鶴子(日本体育大学) Oli27・97

②中島由美子(専修大学) 0 1 ,3 0・9 3

③宮路 典子(中京短期大学) 0上3l.22

④繊喬深雪(大東文化大学) ⑤黒岩良子(専修大学)

⑥望月 剃仲京醐大学) ⑦花谷修子(日榔歌学〉

⑧大石好美(東京女子体育大学)

女子1 500m

①洞田千鶴子(日本体育大学) 02・1 8iO9

②辻 ゆかり(日本体育大学) 02.18・11

③野上 真理子(中京短期大学) 02・1 9・2 5

④土屋一子(専修大学) ⑤構良子(中京短期大学)

⑥佐々木寿子(大敗駄学) ⑦石田寿子(棟文化大学)

⑤黒岩 良子(専修大学)

女子3000m

①野上真理子(中京短期大学) 04・54・44

③土屋 一子〈専修大学) 04.56.1 4

③伏見 克代(日本体育大学) 04.59i72

④石田寿子(大赦化大学) ⑤内藤良子(哺駒大学)

⑥佐々柚子(頬文化大学) ⑦吉原映子(日榔歌学)

女子2000爪リレー

①日本体育大学 02,55.60

(佐藤弘子花谷修子 洞田子鵠子 石川さか))

②専修大学 02・56・64

③中京短期大学 03.0上7 6
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フィギュア

男子シングル1部

①藤井辰哉(明治大学) ⑨大鳥 淳(中京大学)

⑥佐々木敬祐(日本大学)

女子シングル1部

①吉盛ゆかり旧本体育大学) ②小沢樹里(専修大学)

③柳原 恵(日本大学)

アイスホッケー

1回戦

立教大学 4-2 立命館大学

東海大学 6 - 3 関西大学

明治学院大学10臆0 鹿児島大学

青山学院大学 5-3 京都大学

早稲田大学 14臆2 東北学院大学

日本大学 9-2 中京大学

中央大学 14臆0 同志社大学

大東文化大学17-2 成躁大学

愛知学院大学 7臆6 北海学園大学

札幌大学 = 「0 九州大学

帯広畜産大学 3」0 福岡大学

日本体育大学 8葛3 大阪商科大学

2回戦

明治大学 2 4-1 立教大学

東洋大学1 9臆2 東海大学

早稲田大学 I l-1 明治学院大学

日本大学 22臆3 青山学院大学

中央大学 23臆2 愛知学院大学

大東文化大学14-2 札幌大学

専修大学 1 0臆1 帯広畜産大学

法政大学 1 2-1 日本体育大学

準々決勝戦

明治大学 18-5 早稲田大学

東洋大学

中央大学

法政大学

準決勝戦

明治大学

東洋大学

3位決定戦

法政大学

3臆0 日本大学

7葛5 専修大学

2 0臆4 大東文化大学

1 4臆1 中央大学

5 - 4 法政大学

1 5葛4 中央大学

鵬鵬惜)2束湘
反PAG 明治大学

1000鳥海 請書

01 10佐藤 雅俊

0000佐々木 清

221 1阪 和憲

021 1坂井 寿如

1 1 01宮崎∴秀彦

0101磯部 城司

0101高橋 健次

01 10西脇 正治

0000佐藤 弘-

0000更谷 泰宣

0000本間 康弘

0000平野 利明

01 10工藤 篤緒

01 10高木 英克

0000田名部勝敏

0000建部 彰弘

0000三浦 席次

東洋大学 GA P反
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式部 睦二011 1

小笠原慎吾01 10

熊木 和彦0000

新 一元0000

山崎 隆志0000

田中 義仁0001

0000龍滝 良之 GK 間野 直樹0001

41165 計
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「勝って兜の緒を締める」

北澤 欣浩(法大OB)

私は54回大会から4年間インカレに出場しておりますが、中でも生涯忘れられぬ

思い出となったのは、 4年時の57回大会の開会式において、この年から前シーズン

の国内外で行なわれた大会で優秀な成績を収めた者を顕彰するため、新たに設けら

れた特別表彰を受けたことであります。

壇上で橋本会長から表彰状を頂いた後に、総裁の寛仁親王殿下から純銀製の御紋

入りの一輪挿しを賜り、続いて江守後援会長から純銀製の兜の置物を頂き、大変感

激したことが今でも思い出として残っています。

さらに、当日は荒天に悩まされ、降り続く雪のため、競技開始が5時間半遅れて

の実施となり、顔面は硬直し、地に足がつかず、まるでロボットのような状態でス

タートラインに立ち、とにかく上体を浮かせないように氷を押さえ、ゴールライン

を切ったあのサラエボオリンピック500mでの銀メダル獲得のシーンが、脳裏をか

すめ、感慨を新たにしたものでした。

その開会式の翌日、 500mが行なわれましたが、学生生活4年間の集大成として、

初優勝を飾ることができ、まさに「勝って兜の緒を締める」でありました。

総裁殿下より表彰を受ける北沢選手
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第58回
昭和6〇年12月16日(日)-2〇日(木)

栃木県日光而 日光スケートセンター

スピード

男子①専修大学 ②明治大学 ③法政大学 ④日本大学 ⑤日本体育大学 ⑥大東文化大学

⑦東洋大学

女子①日本体育大学 ②中京短期大学 ③専修大学 ④大東文化大学 ⑤東京女子体育大学

⑥東洋大学

フィギュア

男子①明治大学 ④日本大学 ③専修大学

女子①専修大学 ⑨明治大学 ③日本大学

アイスホッケー

①明治大学 ②東洋大学 ③早稲田大学 ④法政大学 ⑤日本大学/東海大学/中央大学/専修大学

スピード

男子1甜500m

①黒岩 康志(専修大学) 3 8,0

②広瀬 誠(専修大学) 38.2

②金浜 康光(専修大学) 38.2

④三谷 幸宏(法政大学) ⑤土屋 幸彦(日本体育大学)

⑥新保 哲(日本大学)⑦鎌倉友樹(日本体育大学)

⑦長崎 克己(法政大学)

男子1部1500m

①境 義-(専修大学) 02.0上4

②金浜 康光(専修大学) 02.0 1.7

③林 徹哉(日本大学〉 02.02.6

④黒岩康志(専修大学) ⑤梅本 覚(東洋大学)

⑥上田 住秋(明治大学) ⑦三谷 幸宏(法政大学)

⑧志田 恒美(日本体育大学)

男子1部 5000m

①黒岩 宗久(専修大学) 07.24.3

②河島 識- (明治大学) 07.30.3

③加藤 和彦(明治大学) 07.3 1.4

④塊∴義- (専修大学) ⑤上田 佳激励治大学)

⑥佐々木 陰(法政大学) ⑦番境新一郎(日本大学)

⑨末永 達彦(大京文化大学)

男子1部10000m

①黒岩 宗久(専修大学〉 1 5.1 5.7

②加藤 和彦(明治大学) 1 5.25.4

③番場新一郎〈日本大学) 1 5.3上3

④末永 達彦(大東文化大学) ⑤小金沢 栄(法政大学)

⑥河島誠- (明治大学) ⑦佐藤良治(日本体育大学)

③松田 伸二(日本体育大学)

男子1部2000mリレー

①法政大学 02.3 3.70

(長崎克己 朝田志朗 玉垣節夫 三谷幸宏)

②日本大学 02.35,75

③日本体育大学 02.36.6 4

女子500m

①石川さおり(日本体育大学) 4 3.6

②中島由美子(専修大学〉 4 4,0

③黒岩 良子(専修大学) 4信4

④山村 頼子(東洋大学) ④大岡 鈴子(日本体育大学)

⑥徳僑深雪(棟文化梢) ⑦細田 ユカ(中京短期大学〉

⑥高橋 直美(中京短期大学)

女子1 000m

①黒岩 良子(専修大学) 0上30.1 2

②中島由美子(専修大学) 0上3上5 0

③辻 ゆかり(日本体育大学〉 Ol.31.95

④嘱僑 深雪(大東文化大学〉 ⑤石川さかl (日本体育大学)

⑥山村順子(東洋大学) ⑦平林勝代(中京短期大学〉

⑥最上 裕美(大東文化大学)

女子1500m

①洞田千鶴子(日本体育大学) 0 2.1 5.0

②野上真理子(中京短期大学) 0 2・ 1 7∴3

③辻 ゆかり(日本体育大学〉 02.1 9,8

④望月 剃0 (中京短駅学) ⑤長岡紀美子倣好隅矧

⑥宮崎由紀子(大赦化大学) ⑦飯島佐紀子僻好鯖贈)

⑥丸茂みち代(大東文化大学)

女子3000m

①野上真理子仲京短期大学) 04.52.1 5

②洞田子種子(日本体育大学) 04.53.66

③望月 美加(中京姪朋大学〉 05.09.36

④花谷修子(日本l嫡大学) ⑤長岡紀美子焼好鮪〕㈲

⑥宮崎由紀子(大敗化大学) ⑦石田 寿子(大赦化大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02、52.59

(辻ゆが)大岡鈴子 油田千鶴子 石川さか))

②中京短期大学 02.56.34

③大東文化大学 03、05.63
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フィギュア

男子シングル1部

①彊井 辰哉棚治大学) ⑨宮手 浩(明治大学)

③佐々木敬祐(日本大学)

女子シングル1部

①小沢 樹里(専修大学) ④加藤 雅子(明治大学)

③三輪貞佐江(明治大学)

アイスホッケー

1回戦

福岡大学 5 - 2 明星大学

日本体育大学1 9-0 関西大学

北海道大学 6 - 1 同志社大学

東海大学 6 - 1 関西学院大学

日本大学 8臆5 札幌大学

大東文化大学1 3-0 上智大学

早禰田大学 3 4-0 九州大学

専修大学

帯広畜産大学

中京大学

慶應義塾大学

東北大学

中央大学

2回戦

明治大学

法政大学

日本大学

東海大学

早稲田大学

専修大学

中央大学

東洋大学

準々決勝戟

明治大学

法政大学

早稲田大学

東洋大学

準決閣戦

明治大学

東洋大学

3位決定戦

早稲田大学

6 - 3 愛知学院大学

6 -0 大阪商科大学

7臆4 横浜国立大学

5臆3 立命館大学

8臆0 広道修道大学

1 3-1 国士舘大学

2 4-0 福岡大学

I l臆2 日本体育大学

1 4-4 北海道大学

7 - 4 大東文化大学

1 9-2 帯広畜産大学

1 6-4 中京大学

4 - 0 慶應義塾大学

2 3-0 東北大学

1 7-1 日本大学

1 4-0 東海大学

1 0-3 中央大学

8臆3 専修大学

1 7-3 早藤田大学

5-3 法政大学

= -7 法政大学

ー125

鵬鵬大学惜)2東鵬
反PAG 明治大学 東洋大学 GAP反

0000佐藤 弘-

1615坂井 寿如

0440阪 和恵

0000田沢 欣也

0110加藤 哲也

1 101宮崎 秀彦

1000鳥海 誠吾

1000福田 仁志

0000斉藤 殻

0000福田 昭仁

0000臼井 貴-

0000藁澤 智之

0220工藤 篤諾

0211高木 実売

0211本間 康弘

0000平野 利明

0000建部 彰弘

0000中谷 伸-

0000木村 拓也

0000引木 修也

石頭 克也01 11

谷間 敬-0000

伊藤 彰1010

佐藤 嘉晃0002

石浦 裕仁0000

秋山 豊0000

山崎 隆志0000

藤井 雑則0000

刊= 雅博1010

野田 雅章0000

犠部 義治0000

内 和人0000

式部 睦二0001

小笠原慎悟000 1

熊木 和彦0000

新 一之0000

田中 劃ニ0112

横江 哲也0000

0000飯田 司 GK 間野 直樹0000

418108 計 2247



男女ともV5達成

全潰 康光(専修大OB)

昭和60年第58回大会、我々は先輩方が築いてくれた連続優勝を継承するべく競技

に挑んだ。

当時、専修大学の部員は男子10名、女子4名、少数ではあるが全員が日本トップ

レベルの選手であった。明けても暮れても苦しい練習に励んだ日々、 17年前のこと

ではあるが昨日のように一人一人のなつかしい笑顔と涙が次々に脳裏を駆け巡る。

お互いがライバルではあったが、それぞれが認め合い更には励まし合い、 100分の

1秒のために切磋琢磨する。そんなすぼらしい環境の中、前場監督の下で部員たち

は伸び伸びと練習、競技に励んだ。インカレはそんな雰囲気が生かされる最たるも

のであった。自分だけではなく、他の部員のために心かぢ協力、応援をした。それ

が専修大学スケート部の自然な姿でもあった。結果、皆がペストを尽くし殆んどの

種目を制覇、男女共に`’v5’’を達成することが出来た。

主将として素晴らしい仲間に支えられ、そして出会えたことに感謝したい。現在

頑張っている選手たちが、悔いの無い、そしてこの様な競技者人生を送れることを

心からお祈りする。

アイスホッケー決勝戦(明治一束洋)
第3ピリオド3分16秒、東洋大ゴールを攻める明大の阪和憲選手(有識)
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第59回
昭和61年12月22日(日)一26日(木)

栃木県日光布 日光スケートセンター

スピード

男子①専修大学②法政大学③日本大学④日本体育大学 ⑤明治大学⑥大東文化大学
⑦山梨学院大学 ⑨東洋大学

女子①日本体育大学②中京短期大学③大東文化大学④東洋大学⑤筑波大学⑥帯広短期大学
⑦東京女子体育大学 ⑤群馬大学

フィギュア

男子①明治大学 ②日本大学 ⑤近畿大学

女子①明治大学 ③専修大学 ③帝塚山学園大学

アイスホッケー

①東洋大学②明治大学③法政大学④専修大学⑤東海大学/日本体育大学/日本大学/中央大学

スピード

男子1部500m

①三谷 幸宏(法政大学) 3 7、87

②河瀬 祐二(日本大学) 38.04

③黒岩 康志(専修大学) 38言2

④広瀬 誠(専修大学) ⑤黒岩 悟(専修大学)

⑥森山秀美(日本大学) (り長崎克己(法政大学〉

⑪朝田 志朗怯政大学)

男子1部1500m

①中村 卓也(法政大学) 0上59.93

②三谷 幸宏(法政大学) Ol.59.95

⑨黒岩 康志(専修大学) 02.00.30

④奥原親娃(日本大学) ⑤原 義-(専修大学)

⑥森山 秀美伯本大学) ⑦上田佳秋(明治大学)

⑧佐々木 陰(法政大学)

男子1部 5000m

①黒岩 宗久(専修大学) 07.24.36

②中村 卓也(法政大学) 07.26.57

③石川 着丈(日本体育大学) 07.30.95

④佐藤和弘(専修大学) ⑤油島誠- (明治大学)

⑥加醸和彦棚治大学) ⑦訓音 英彦(日本体育大学)

⑧末永 達彦(大東文化大学)

男子1部10000m

①黒岩 宗久(専修大学) 1 5.03、31

②佐藤 和弘(専修大学) 1 5.1 7.74

③石川 着丈(日本体育大学) 15.18.62

④市川英彦(日櫛育大学) ⑤平間茂美〈日本大学)

⑥小金沢栄(法政大学) ⑦末永達彦〈大東文化大学)

⑧椿 央(日本大学)

男子1部2000mリレー

①日本大学 02.33.39

(河瀬祐二 黒岩畜生 奥原親雄∴森山秀美)

②専修大学 02、34.04
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③法政大学 02.35.4 4

女子500m

①石Iilさおり(日本体育大学) 4 2、8 6

③山村 順子(東洋大学) 4 3、06

③大岡 鈴子(日本体育大学) 4 3.3 1

④星野淳子(群馬大学) ⑤久保恵美(帯広短期大学)

⑥徳橋深雪(大敗化大学) ⑦細ユカ(中経駄学)

⑥小池加奈子(中京短期大学)

女子1 000m

①山村 順子(東洋大学) 0↑.29.1 0

④石川さおり(日本体育大学) 0上29.18

③辻 ゆかり(日本体育大学) 0上29.53

④小鮒奈子(中経駄学) ⑤久保恵美(帯舶期大学)

⑥徳橋深雪(大敗化大学) ⑦星野淳子僻駄学)

⑥徳僑 優備広短期大学)

女子1 500m

①野上真理子(中京短期大学) 02.1 5.32

②吉原 映子(日本体育大学) 02.18.10

③依田智恵子(筑波大学) 02.1 8.70

④辻 ゆかり(日本鯖薙) ⑤最上裕美(大敗化大学〉

⑥長岡紀美子〈嫉妬鯖桐⑦布野 宝(操翻桐

釧海淵(赫好は秋草〉

女子3000軸

①野上真理子(中京短期大学) 04.43.71

(享)依田智恵子(筑波大学) 0 4、5 3.0 3

③吉原 映子(日本体育大学〉 04.54.93

④最上裕美(椋文化大学) ⑤長岡紀美子(熟知鯛大学)

⑥花谷修子(日榔歌学) ⑦宮崎由紀子(大敵化大学)

⑧黒田 真理仲京短期大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02.56.82

(辻ゆが)倉内留美 大岡鈴子 石I腫おり)



②中京短期大学

③大東文化大学

03.0上03 決勝戦

03.07.23

フィギュア

男子シングル1部

①薩井 辰哉(明治大学) ④谷内 紀友(近畿大学)

⑨山崎羊- (明治大学)

女子シングル1郡

①加藤雅子(明治大学) ④小沢樹里(専修大学)

③鮭城 幸枝朋治大学)

アイスホッケー

1回戦

愛知学院大学17-0 狽協大学

日本体育大学 5臆1 関西学院大学

札幌大学 1 0-0 名古屋大学

立命館大学 10臆0 成城大学

東海大学 5 - 4 中京大学

専修大学 2 4-0 香川大学

日本大学 2 5臆0 関西大学

中央大学 2 3臆1 同志社大学

北海学園大学 4臆2 福岡大学

北海道大学 10-2 大阪商科大学

慶應義塾大学 5臆0 立教大学

大東文化大学1 3臆4 東北大学

法政大学 3 1-1 鹿児島大学

2回戦

明治大学 2 l臆1 愛知学院大学

日本体育大学 5-2 早涌田大学

東海大学 7臆1 札幌大学

専修大学 7 - 1 立命館大学

日本大学 6臆2 北海学園大学

中央大学 11-2 北海道大学

法政大学 1 2臆1 慶應義塾大学

東洋大学

準々決勝戦

明治大学

専修大学

法政大学

東洋大学

準決勝戟

明治大学

東洋大学

3位決定戦

法政大学

4臆0 大東文化大学

1 7「0 東海大学

6臆3 日本体育大学

7臆2 日本大学

1 1臆5 中央大学

1 2臆4 法政大学

9臆2 専修大学

9臆2 専修大学
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東洋大学

東洋大学

石藤 寿也 FW

石浦 裕二 FW

中村 仁 GK

藤原 正則 FW

城内 和人 DF

開封 直樹 GK

藤井 雑則 FW

山崎 隆志 FW

伊藤 彰 FW

熊木 和彦 DF

小笠原慎悟 DF

田中 義仁 DF

磯江 哲也 DF

佐藤 明紀 DF

平内 浩行 DF

中岡 裕二 FW

古村 道昭 GK

門間 賢 DF

江波 賀慈 DF

大久保昭二 FW

加藤 仲- FW

吉江 正盛 FW

村田 光成 FW

小野 格 DF

ミ∴」 明治大学

明治大学

口F 工藤 篤緒

DF 建部 彰弘

FW 坂井 寿如

DF 中谷 伸-

DF 高木 英克

FW 斉藤 毅

FW 佐藤 弘-

FW 造藤 久明

FW 橋本 雄志

FW 宮崎 秀彦

FW 臼井 貴-

FW 加藤 哲也

GK 金子 麟蔵

FW 田沢 欣也

FW 永田 大介

DF 引木 修也

DF 本間 康弘

FW 井下 孝典

DF 成田 務

DF 長谷I旧口広

FW 福田 仁志

DF 木村 拓也

FW 山下 一浩

GK 湯沢 政典

FW 藁沢 智之

DF 池田 智明

DF 伊東 淳-

FW 小野 哲

FW 日下部克弥

GK 笹田 啓開

FW 鄭 東民

FW 藤井 匡智

DF 松橋 徹

強豪を倒し初優勝

石藤∴膏也(東洋大OB)

私は、 57回・ 58回・59同大会の3大会に出場しました。その中でも59回大会が忘

れられません。これまで大学リーグでも優勝に縁がなく、この大会でも2年連続し

て決勝に進出しながら明治大学の厚い選手層に屈していました。しかし、この大会

で創部28年目にしての初優勝と私自身初めての日本一だったからです。

私達は大会前の大学リーグで、明治大学・法政大学に負け、日本大学に引き分け

てやっと3位という成績でした。その後のミーティングで、インカレをどのように

戦うか話し合いました。そこで出されたのは、決勝戦の最後まで戦える脚力をつけ

る。相手のよい所を出させずに嫌がられるプレーをする。チームのためになるプレ

ーをする。レフェリーとは戦わない。そして、どの試合が終った時でも「みんなと

・一緒にやれてよかった。」と、思えるように一生懸命プレーしようと決めました。

この59回大会は、日本代表3名を擁する明治大学が実力ナンバーワンで、 3年連

続の同一カードの決勝戦となりました。スコアは、 5対4で試合終了2秒前に決勝

点が決まる劇的な優勝体験をすることが出来ました。

アイスホッケー決勝戦(東洋一明治)
試合終了2秒前に決勝点を入れ、大喜びの東洋大チーム
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第60回
昭和62年12月21日(日)̃25日(木)

栃木県日光市 日光スケートセンター

スピード

男子①専修大学②日本大学③日本体育大学 ④法政大学 ⑤明治大学⑥大東文化大学

⑦筑波大学 ⑥山梨学院大学

女子①日本体育大学④中京短期大学 ③東洋大学④筑波大学⑤早稲田大学⑥大東文化大学

⑦山梨学院大学 ③東京女子体育大学

フィギュア

男子①明治大学 ②日本大学 ③近畿大学

女子①明治大学 ②専修大学 ③富士短期大学

アイスホッケー

①明治大学②東洋大学③法政大学④日本体育大学⑤中央大学/東海大学/専修大学/日本大学

スピード ③専修大学 02.34.59

男子1部500m 女子500m

①河瀬 祐二(日本大学) 37.75 ①石川さおり〈日本体育大学) 4 2・6 2

②結城 匡哲(筑波大学) 37、9 1 ②山村 順子(東洋大学〉 4 3i1 5

③森山 秀美(日本大学) 38.01

④広満 載(雪駄学) ⑤三谷幸宏(法政大学)

⑥黒岩鯨(専修大学) ⑦黒岩 悟(専修大学)

⑨藤本 亮(日本体育大学)

男子1部1500調

①森山 秀美(日本大学) 01、58.55

②黒岩 康志(専修大学) 02.00.77

③中村 卓也(法政大学) 02.00.82

④両鰯一郎(明治大学) ⑤奥原親磁(日本大学)

⑥末永達彦(大東文化大学) ⑦黒岩敏幸(日本大学)

⑨境 義- (専修大学)

男子1部 5000m

①青柳 徹(日本体育大学) 07、15.81

②佐藤 和弘(専修大学) 07.21.47

③末永 達彦(大東文化大学) 07.2上75

④黒岩宗久(専修大学) ⑤市川英彦(日本体育大学)

⑥加藤和彦(明治大学) ⑦中村卓也(法政大学)

③平間 茂美(日本大学)

男子1郎10000m

①青柳 徹(日本体育大学)15.04.92

②加蕗 和彦(明治大学) 1 5.1 2.78

⑤市川 英彦(日本体育大学) 15.2上00

④黒岩宗久(専修大学) ⑤小金沢栄(法政大学)

⑥佐藤和弘(専修大学) ⑦平間茂美(日本大学)

⑨坂口 陽- (大東文化大学)

男子1部2000mリレー

①日本大学 02.32,1 1

(河瀬祐二 黒岩育生 奥原親碓 森山秀芙)

②日本体育大学 0 2,34.54

③大岡 鈴子(日本体育大学) 43.76

④小滝加奈子(中京短期大学) ⑤星野淳子(群馬大学)

⑤甑谷三奈傭純駄学) ⑦青木美奈子(大敗化梢)

⑧久保 恵美備広短期大学)

女子1 000m

①石川さあv) (日本体育大学) 01.28.1 1

②倉内 留美(日本体育大学) 0上28、81

③山村 順子(東洋大学〉 0上29.55

④小潮奈子(中京短駄学〉 ⑤山田恵理子(中京鯛大学〉

⑥青木美奈子(大敗化大学) ⑦山村公乃晒蝉歌学)

⑧星野 淳子(群馬大学)

女子1 500m

①野上真理子(中京短期大学) 02.23.20

②小軽米智子(早稲田大学) 0 2.2 6.2 8

③依田智恵子(筑波大学) 0 2.2 6.4 5

④吉原映子(日椰歌学) ⑤黒田真理(哺短駄学)

⑥平塚麻起(日本鯖大学) ⑦小林砂織(輔女都歌学)

⑧最上裕美(大東文化大学)

女子3000爪

①野上真理子(中京短期大学) 04.48.05

②依田智恵子(筑波大学) 0 4.5 2.9 4

③小軽米智子〈早稲田大学) 0生5 3.2 1

④吉原映子(日本楠大学) ⑤黒田真理(中京潮大学)

⑥I欄砂織(蘇好鯖矧⑦久保田圭子仙籍歌学)

⑧最上裕美(大東文化大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02,56.1 8

(大岡鈴子 平塚麻起 高橋昭子 石川さおり)

②中京短期大学 03.0 1工4
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③山梨学院大学 0 3.07.1 8 決臨戦

明治大学

フィギュア

男子シングル1部

①蕗井 辰哉(明治大学)

③工藤 満治(日本大学)

⑤阿部 鉄雄(日本大学)

議
聯

上
皮
一
二

紀
七
千
古
刀

縦
的

女子シングル1部

①綜域幸械(堀台大学) ④小沢樹里(専修大学)

③青谷いずみ(明治大学) ④松茸 尚美(鰯山輔大学〉

⑤網井みちる(法政大学) ⑥伊藤 俊美(専修大学)

アイスホッケー

1回戦

関西学院大学

北海道大学

立命館大学

東北学院大学

中央大学

東海大学

8臆5 立教大学

6-4 ∴∴愛知学院大学

4臆4 札幌大学

(PS l-0)

5臆3 同志社大学

8臆5 早稲田大学

9 - 2 東北大学

日本体育大学I l臆1 福岡大学

日本大学

大東文化大学

青山学院大学

慶應義塾大学

明治学院大学

専修大学

2回戦

東洋大学

法政大学

中央大学

東海大学

日本体育大学

日本大学

専修大学

明治大学

津々決勝戦

東洋大学

法政大学

日本体育大学

明治大学

準決勝戦

東洋大学

明治大学

3位決定戦

法政大学

2 0-0 関西大学

8臆2 中京大学

1 4-2 鹿児島大学

6臆4 大阪商科大学

9-3 広島修道大学

1 4臆0 北海学園大学

=臆4 関西学院大学

9 - 0 北海道大学

9臆2 立命館大学

1 3-1 東北学院大学

5臆2 大東文化大学

1 3-2 青山学院大学

6臆1 慶應義塾大学

2 2-0 明治学院大学

8-3 中央大学

=臆3 東海大学

4-3 割慶大学

5臆1 日本大学

1 0臆0 日本体育大学

5 - 1 法政大学

= -2 日本体育大学

反PAG 明治大学 東洋大学GAP反

0303藤井 匡智

1000松浦 浩史

1000福田 仁恵

0000臼井 貢-

0000小野 哲

1000藁沢 智之

0000田沢 欣也

0000加藤 哲也

2000白鳥 昭仁

0000山下 一浩

0000井下 孝典

0000永田 大介

0000日下部克弥

021 1本間 康弘

0000高松 一弘

2000本村 拓也

1000成田 務

0000伊東 淳-

0000長谷川和広

0000引木 修也

0000岩崎 伸-

0000金子 麟蔵

佐藤 明紀0000

藤井 離別0000

伊藤 彰0000

加藤 伯-0000

瀬尾 邦治0000

石藤 秀満0000

中岡 裕二0000

柄トーホプキンス000 1

千里 俊之0000

長谷川 原0000

大久保昭二0000

村田 光成0000

小笠原傾悟1010

小野 格0001

熊木 和彦0000

田中 義仁1012

山崎 隆志0000

谷津 英幸0000

磯江 哲也0000

江波 賀慈0000

間野 直樹0000

柳山 亨0000

8514 計 2024

フィギュア男子 優勝した薩井選手(明大)
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「本気でぶつかる」ということ

藤井 辰哉(明大OB)

「本気でぶつかっていくこと」

言葉は簡単ですが、本格的にスポーツを志す者には生易しい行為ではないと思い

ます。アスl)喜トとしての生活と共に大学での生活も維持する。このような環境の

中で、逃げずに挑戦していくには、常識的な考え方では通用は可能です。更なる強

靭な心と体を、自らの力と工夫によって養っていかなくてはなりません。

私の考える真のアスリートというのは、日常的な世界から自分を遠ざけてスキル

アップを追求すればするほど自分と向き合う時間が多くなり、それが強烈な個性に

なります。だからこそ、一般の人はそんなアスリートの迫真のプレーの中に彼らが

自分と向き合ってきた時間の多きと密度を察知し、心を揺り動かされるのではない

でしょうか。

大学進学校全日本選手権3位が4度。悪くない実績であるものの打破できない何

か重いものをしょっていた私自身が「本気でぶつかる」ことの本当の意味を理解で

きたのは、引退する最後のシーズンでした。

現役アスリートの皆さん、一瞬のきらめく宝石のような青春の時間の中で、これ

からも私達の心を凄い勢いで揺さぶるような、迫真のプレーを見せてくれることを

期待していますb

「点の重みを知った昭和62年大会

臼井 貴- (明大OB)

ここ数年続く、明治、東洋、法政の3強時代は、この年も例外ではありませんで

した。

前年のインカレ大会では東洋に、この年の東京でのリーグ戦では法政に、いずれ

も僅差での敗北を喫していました。勝つことの難しさを味わい、そして勝つために

何が足りなかったかを反省することとなりました。

決勝での東洋戦は第3ピリオドまで1点を追う苦しい展開が続いたものの、最後

は3臆1での逆転勝利を収めることができました。今振り返ると、 1点を取ること

への集中と1点を与えないことへの徹底を、一つの試合のなかでうまくコ

ントロールできたその年の明治らしいケール展開であったと思います。

試合中、 1点のビハインドが長く続いたときも第3ピリオドの終盤に明治がリー

ドを奪ったときでも、ゲームを動かす次の1点を大切にしていたことを思い出しま

す。
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第61回
昭和63年12月19日(日)青23日(木)

栃木県日光市 日光スケートセンター

スピード

男子①専修大学 ②日本大学 ⑨日本体育大学 ④法政大学 ⑤明治大学 ⑥東洋大学 ⑦筑波大学

③大東文化大学

女子①中京短期大学 ②日本体育大学 ③筑波大学 ④専修大学 ⑤東洋大学 ⑥早禰田大学

⑦大東文化大学 ⑧中京大学

フィギュア

男子①明治大学 ②日本大学 ③近畿大学

女子①明治大学 ②専修大学 ③日本大学

アイスホッケー

①明治大学 ②法政大学 ③日本大学 ④東洋大学 ⑤東海大学/早瀬田大学/日本体育大学/専修大学

スピード ③日本体育大学 02.35.59

男子1部500m 女子500m

①黒岩 菅生(日本大学) 38.1 3 ①大月 利恵(専修大学) 42,93

②森山 秀美(日本大学) 38.30 ②山村 順子(東洋大学) 43・03

③三谷 幸宏(法政大学) 3 8.3 1 ③小野田由美(中京短期大学) 4 3・9 2

④黒岩 悟(専修大学) ⑤奥原 親遊(日本大学)

⑥井出 一彦侍傷大学) ⑦中村卓也(淑大学)

⑧本間 章(日本体育大学)

男子1部1 500m

①黒岩 宗久(専修大学) 0上58.20

②森山 秀実(日本大学) 02,00.36

③中村 卓也(法政大学) 02.00.69

④関田 武具(東洋大学) ⑤佐々木俊行(東洋大学)

⑥両角陽一郎(明治大学) ⑦小平 寛(法政大学)

⑧奥原 親挫(日本大学)

男子1部 5000m

①黒岩 宗久(専修大学) 07.18.22

②佐藤 和宏(専修大学) 07、2上59

③青柳 徹(日本体育大学)07.2上82

④情水祥之(日本大学) ⑤加藤和彦(明治大学)

⑥大村正彦(専修大学) ⑦市川 英彦(日本体育大学)

⑤小平 寛怯政大学)

男子1部10000m

①青柳 徹(日本体育大学〉 14.55.26

(動左藤 和宏(専修大学) 1 4.55.70

③清水 祥之(日本大学) 1 5.09.21

④大村 正彦(専修大学) ⑤加薩 和弘(明治大学)

⑥市川英彦(日本体育大学) ⑦小鴨刷志(日本大学)

③岩下 清人(割駄学)

男子1部2000mリレー

①日本大学 02.32.70

〈黒岩畜生 梶原斉 奥原親椎 森山秀美〉

②法政大学 02.3生2与

④措∴文子(中京醐大学) ⑤平塚 麻起(日棚育大学)

⑥川渕 美事(大東文化大学) ⑦星野 淳子僧馬大学)

⑧勝田麻美衣(東京女子体育大学)

女子1 000m

①大月 利恵(専修大学)) 0上27.71

②平塚 麻起(日本体育大学) 01.27,78

③小野田由美(中京短期大学) 0上28.52

④山村順子は洋大学) ⑤飯島恵美子(筑波大学)

⑥椿 文子(中擢駄学) ⑦l咽 美挙(大敗化大学)

⑧倉内 留美(日本体育大学)

女子1 500m

①楠瀬 志保(日本体育大学) 02.15.17

②依田智恵子〈筑波大学) 0 2.1 5.2 6

③田中 恵美〈中京短期大学) 02.16.00

④飯島恵美子(筑波大学) ⑤薫擦香苗(専修大学)

⑥小軽米智子(早藤田大学) ⑦目黒ひとみ伸京冠状学)

⑨麻生和代(日本体育大学)

女子3000m

①依田智恵子(筑波大学) 0 4.4 4.0 4

②楠瀬 志保(日本体育大学) 04,50.12

⑨田中 恵美(中京短期大学) 0信50.53

④小轄米智子(早稲田大学) ⑤浅井 景子(中京大学)

⑥目黒ひとみ(中京短期大学) ⑦斎藤香西(事跡学)

⑤軽口 元子(筑波大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02.5 6.1 9

(平塚麻起 倉内留美 高橋昭子 橋渡志保)

②中京短期大学 02.5 6.5 1
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⑨大東文化大学

フィギュア

男子シングル1部

①竹内 光明(明治大学)

③阿部鉄雄(日本大学)

⑤西川 大祐〈同志社大学)

⑦山崎 羊一朋治大学)

女子シングル1部

①青谷いずみ伸治大学)

③阿部 京子(専修大学)

⑥樋口美穂子(中京大学)

⑦村岡 直美(盛岡大学)

025958鵬醒大字音-5(割2鵬
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アイスホッケー

1回戦

同志社大学 4 - 3

関西学院大学 7臆4

北海学園大学 6 - 5

早藤田大学 1 5-5

東海大学 1 3臆0

中央大学 6-2

日本大学 1 0-1

専修大学 4 - 0

慶應義塾大学 2「1

福岡大学 7」2

中京大学 3臆2

関西大学 9-0

日本体育大学 22臆0

2回戦

明治大学 1 1臆0

法政大学 1 7-0

東海大学 6臆3

早禰田大学 4-2

日本大学 1 5-1

専修大学 1 5-0

日本体育大学 8臆2

東洋大学 1 9-0

準々決勝戦

明治大学 8-2

法政大学 6臆4

日本大学 1 6-2

東洋大学 5-3

準決勝戦

明治大学 7」2

法政大学 4「1

3位決定戦

日本大学 4-3

東北大学

北海道大学

大阪商科大学

愛知学院大学

熊本大学

大東文化大学

札幌大学

立命館大学

広島大学

青山学院大学

成蹟大学

学習院大学

九州大学

同志社大学

関西学院大学

北海学園大学

中央大学

慶應義塾大学

福岡大学

中京大学

関西大学

東海大学

早稲田大学

日本体育大学

専修大学

日本大学

東洋大学

東洋大学

反PAG 明治大学

1000福田 仁志

0220小野 哲

221 1養沢 智之

0110藤井 匡智

0000西島 貴硲

1303松浦 浩史

0000白鳥 昭仁

0000井下 事典

0000小野 修

0000山下 一道

0000太田 憲介

01 01佐久慎太郎

2000本村 拓也

01 10日下部克弥

0000平沢 利秀

0000矢野 文頭

0000伊藤 淳-

1000本郷 尚司

0000成田 務

0000長谷川和宏

〇〇〇〇湯沢 政典

0000岩崎 仲-

法政大学 GAP反

佐藤 篤司1011

外久保栄次0001

楢山 娃-0111

坂尻 賢-1010

勝田 紳嗣0001

高橋 淳-0000

杉浦 正0000

入江 孝明0001

小平 忠0000

杉田 直也0000

富樫 智輝0000

山崎 学0000

吉田 準0002

山田 智昭0000

奥山 竹彦0001

小林∴∴秀01 1 0

川村 一彦0000

坪井 博二0002

田名部光弘0000

宮原 宏行0000

大高 辰也0000

浅坂 正広0000

71055
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あの朝いつもの日光で

宮部 保範(慶大OB)

冬の合宿はいつも日光。日光でのインカレに4年間2部で出場した。 88年カルガ

リーを境に有力処が去り日本代表の多くは学生で、インカレ1部は賎烈を極めた。

だが2部には派手さもなく、朝早い試合に人影は疎らだった。当時トレーニングを

していてデビューの予感はあった。ただ それまでの選抜大会では歯車がかみ合わ

ず、空回りした未熟な体が出しうる結果に、試合のたびに首を傾けた。

あの2部の500mの朝、正直必要以上の欲はなかった。そこは日々仲間と周回を

重ねたリンク、アップを淡々とこなし、念入りにスケートを磨きスタートに向う。

号砲とともに体は自ずと動く。密かな予感が初めて手応えとなった。記録は37秒98。

歓ばなかった。続く1部の面々もこれを上回ることはなかった。しかし2部だ。そ

の日、日光で500mを一番速く滑った。インカレ61回大会500m優勝ではない。どう

すれば、予感を現実に変えられるか、あのインカレ2部のレースを通して、実感す

ることができた。あの日が私にとっての、デビューの時だ。張りつめたレースでは

得ることのなかったチャンスを、私はあの朝、 2部のレースでものにした。

※宮部選手(慶大)は、男子2部500mに出場し、 37秒98で優勝した。これは、 1部優勝タ

イムより0,15秒速いタイムであった。 1、 2都制を発足させてから17シーズン日の快挙で、

幻のチャンピオンと言われた。

フエキュア女子優勝の青谷いずみ(明大)の華麗な演技
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第62回
平成元年12月21日(日)一24日(水)

苫小牧ハイランドスポーツセンター

スピード

男子①日本大学 ②専修大学 ③日本体育大学 ④法政大学 ⑤山梨学院大学 ⑥東洋大学

⑦明治大学 ⑥筑波大学

女子①中京短期大学 ②日本体育大学 ③専修大学 ④大東文化大学 ⑤山梨学院大学 ⑥筑波大学

⑦早稲田大学

フィギュア

男子①明治大学 ②日本大学 ③同志社大学

女子①明治大学 ①日本大学 ③法政大学

アイスホッケー

①法政大学 ②明治大学 ③東洋大学 ④専修大学

スピード

男子1部500m

①黒岩 畜生(日本大学) 38.00

②黒岩 悟(専修大学) 38、35

⑤森山 秀実(日本大学) 38.89

④駄祐司侍修大学) ⑤近藤広輝(山梨学院大学)

⑤井出 一彦博修大学) ⑦道下隆宏(法政大学)

⑧奥原 親雄(日本大学)

男子1部1500m

①青柳 徹〈日本体育大学) 02.02.50

②黒岩 敏幸(日本大学) 02.02.82

③森山 秀美(日本大学) 02.03.1 6

④慈本祐司(専修大学) ⑤清水 祥之(日本大学)

⑥松井欽(日本体育大学) ⑦唯々木俊行(東洋大学)

⑨土屋 純二(明治大学)

男子1部 5000m

①大村 正彦(専修大学) 07.35.97

②清水 祥之(日本大学) 07.40.24

③市Ill 英彦(日本体育大学) 07.41.08

④佐藤発給(日本大学) ⑤‡欄憲章(法政大学)

⑥松井鍬(日本体育大学) ⑦岩瀬秀男(法政大学)

⑧石原宏希(日本体育大学)

男子1部1 0000m

①佐掠 和弘(専修大学) 1 5.06.08

②大村 正彦(専修大学) 1 5.26.66

③青柳 徹(日本体育大学) 15.34.92

④中破則和仙鮮歌学〉 ⑤市川i英彦(日本鯖大学〉

⑥佐藤 充裕(日本大学) ⑦三宅 貿- (日本体育大学)

⑥新川 典央(専修大学〉

男子1部2000mリレー

①日本大学 02.32.76

(黒岩畜生 黒岩敏幸 奥原親碓 森山秀美)

②東洋大学 02.35.85

⑤早稲田大学/日本大学/日本体育大学/東海大学

③法政大学 02、35.8 8

女子500m

①椿 文子仲京短期大学) 44,44

②山北しのぶ(大東文化大学) 4 4.5 0

③大月 利恵(専修大学) 44.51

④小笠原治子(日本体歌学) ⑤小野田由美(中京醐大学)

⑥高橋昭子(日本鯖大学) ⑦出羽清美仙鱒歌学)

⑨山本絵里子仙梨学院大学)

女子1000m

①楠瀬 志保(日本体育大学) 01.28.14

②小野田由美(中京短期大学) 0上30,71

③大月 利恵(専修大学) 01.3十00

④小笠原治子(日榔歌学) ⑤椿 文子(中京醐大学)

⑥出羽清美仙購駄学) ⑦山北しのぶ(大敗化大学)

⑤l圃美挙(大東文化大学)

女子1 500m

①輔瀬 志保(日本体育大学) 02言3.71

②依田智恵子〈筑波大学) 0 2.1 6互6

③大沢 和世仙梨学院大学) 02.19.14

④田中恵美(中藤淵大学) ⑤堀内佳子(大敗化大学)

⑥菊池美千子(専修大学) ⑦害蕗香苗(専修大学)

⑥目黒ひとみ(中京短期大学)

女子3000m

①田中 恵美(中京短期大学) 04.46.23

②依田智恵子(筑波大学) 0生4 7.9 0

③堀内 佳子(大東文化大学) 04.52.47

④大沢和せ仙梨学駄学) ⑤小軽精子(早稲田大学)

⑥菊池美千子(専修大学) ⑦哲蕊香萬(専修大学)

③土屋富根(日本体育大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02.56.34

(小笠原治子麻生和代高橋昭子楠瀬志保)

②中京短期大学 02.57.07
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③山梨学院大学

フィギュア

男子シングル1部

①竹内 光明(明治大学)

③西」= 大祐(同志社大学)

⑤菊池 大介(専修大学)

⑦薄田 隆哉朋治大学)
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女子シングル1部

①青谷いずみ(明治大学) ④弼由香子(剛球綱大学)

③西田美和(明治大学) ④柏木深手(関西大学)

⑤村岡直美(盛岡大学) ⑥佐藤享子(日本大学)

⑦重野富士子(法政大学) ⑨結城幸枝(明治大学)

アイスホッケー

1回戟

中央大学 2 9-1 熊本大学

東北大学 4臆1 広島修道大学

立命館大学 1 5-2 成蹟大学

大東文化大学 4-4 福岡大学

(PS 3臆2)

早藤田大学 1 3-1

日本体育大学1 5臆2

専修大学 8 - 0

札幌大学 1 4臆0

東海大学 2 -0

関西大学 2臆0

同志社大学 7臆1

東洋大学 1 3-1

慶應義塾大学 7 「4

2回戦

東洋大学 5臆3

日本大学 1 0-0

早稲田大学 1 0-2

専修大学 4「1

日本体育大学 6 - 3

東海大学 6葛1

東洋大学 1 4-2

法政大学 1 2臆1

草々決勝戦

明治大学 9- 5

専修大学 8- 4

東洋大学 1 3-0

法政大学 1 2-1

準決勝戦

明治大学 2 - 2

(PS 3-2)

法政大学 5 - 1

3位決定戦

東洋大学 6 - 4

北海道工業大学

大阪商科大学

愛知学院大学

名古屋大学

北海学園大学

楼浜国立大学

明治学院大学

札幌医科大学

関西学院大学

中央大学

東北大学

立命館大学

大東文化大学

札幌大学

同志社大学

関西大学

慶應義塾大学

早稲田大学

日本大学

日本体育大学

東海大学

東洋大学

専修大学

専修大学

反PAG 法政大学

0000入江 聡

0000外久保栄次

0303高橋 淳-

0101坂尻 賢-

0312入江 孝明

0220勝田 紳嗣

0000杉浦 正

0000富樫 智輝

0000小平 忠

0000高橋 英児

0000嘉悦 一寿

0000松田 満

0000川村 一彦

1110奥山 竹彦

1 101山田 智昭

0110小林 秀

0000大山 貴広

0000田名部光弘

0000佐々木 崇

0000岸 耕太朗

0000鈴木 秀之

〇〇〇〇溝板 正広

明治大学 GAP反

小野 修0000

小野 哲0000

藤井 匡智1010

松浦 浩史1121

引木 達也0110

西島 貴裕2020

田町 大輔0000

村上 裕幸101 1

佐久慎太郎0000

大田 憲介0000

永田圭之進0000

葛西 弘和0000

高松 一弘0001

本間 靖之0000

矢野 文姑0000

伊東 淳-0000

平沢 利発0000

本郷 尚司0000

鄭 東尾0000

村田 覚0000

岩崎 佃-0000

笹田 啓明-〇〇〇

21257
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「 7年ぶりのインカレ優勝」

岡本 季充(法大OB)

62回大会は18年ぶりに日光を離れ苫小牧での開催となりました。

私が入部する以前の56回大会から61回大会までの6年間、裁板はインカレ優勝か

ら遠ざかっており、 4年生にとって最後になるこの大会こそはと、日々の練習に励

みベストコンディションで大会に臨みました。

直前の関東大学アイスホッケーリーグで優勝し、チームのモチべ葛ションは最高

でしたし、外久保主将以下、チームの一体感も最高の状態でした。

大会がはじまり、順調にトーナメントを勝ち進み、 12月24日強豪明治大学との決

勝戦を迎えました。

フェイスオフから試合終了までの間、一進一退の攻防の中高橋のハットトリック

や、鈴木の好守で接戦を卸し、悲願の7年ぶりの優勝を飾る事が出来ました。

日々の努力が結果につながると言うことをこのときほど感じたことはありません

でした。

ヽ」二も〇一、`○○音臆面喜一

7年ぶりの健勝を決め喜ぶ法大チーム
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第63回
平成2年12月21日(日)-24日(水)

青森県八戸市長根公園スケートセンター

スピード

男子①日本大学 ②専修大学 ③日本体育大学 ④山梨学院大学 ⑤明治大学 ⑥東洋大学

⑦法政大学 ③大東文化大学

女子①日本体育大学 ②山梨学院大学 ③中京短期大学 ④大東文化大学 ⑤専修大学 ⑥筑波大学

⑦秋田大学 ③山形女子短期大学

フィギュア

男子①日本大学 ②明治大学 ③専修大学

女子①日本大学 ②明治大学 ③専修大学

アイスホッケー

①早稲田大学 ②明治大学 ③日本大学 ④東洋大学 ⑤法政大学/日本体育大学/中央大学/慶應義塾大学

スピード

男子1部500m

①黒岩 敏幸(日本大学) 37.55

②井上 約〇 (日本大学) 37、74

③藤本 祐司(専修大学〉 38.08

④浜道 隆寛(日本大学) ⑤井出 一彦(専修大学)

⑥菊池由昌男仙梨学院大学) ⑦堀井 学(専修大学)

⑨対幅 匡裕(東洋大学)

男子1部1500m

①青柳 徹(日本体育大学) 02.0上04

④黒岩 敏幸(日本大学) 02.Ol.08

③松井 錦次(日本体育大学) 02.02.39

④清水 祥之(日本大学) ⑤小原 聡(専修大学)

⑥荒井 律生(明治大学) ⑦松坂 直樹仙梨学院大学)

⑤菊地 清司(日本体育大学)

男子1部 5000m

①黒岩 正行(日本大学) 07.1 7.58

②岩下 清人(専修大学) 07.20.44

③松井 錦次(日本体育大学) 07.2上34

④澤ロ ー樹(日本大学) ⑤大村 正彦(専修大学)

⑥黒沢 政弘仙梨学院大学) ⑦新川 典央(専修大学)

⑤清水 祥之(日本大学)

男子1部10000m

①黒岩 正行(日本大学) 1 5.42.49

②青柳 徹〈日本体育大学) 15.45.65

③遠藤 完治(日本体育大学) 15、59.21

④大村 正彦(専修大学) ⑥高村 竜司(日本大学)

⑥三宅 貿- (日本体育大学) ⑦大山 祥輔(明治大学)

⑨佐藤 剃」朋治大学)

男子1部2000m i)レー

①日本大学 02.3l.23

(井上純一 塚原倫朗 浜道隆寛 黒岩敏幸)

②専修大学 02.32.88

③東洋大学 02、3 3,35

女子500m

①門田 千代(日本体育大学) 42.82

②山本絵里子(山梨学院大学) 4 3.3 5

③山北しのぶ(大東文化大学) 4 3.4 3

④大月 利恵(専修大学) ⑤出羽 清美(山梨学院大学)

⑥山本 尚子(日榔育大学〉 ⑦五十嵐 環(秋田大学〉

③紙谷 三奈(中京短期大学)

女子1 000爪

①楠瀬 志保(日本体育大学) 0上27.43

②大月 利恵(専修大学) 01.28.22

(∋紙谷 三奈(中京短期大学) 0上29.33

④門田千代(日榔育大学) ⑥山本絵里子(山梨輔大学)

⑥五十嵐環(秋田大学) ⑦坂下 香里(中京短駄学〉

⑥三野宮 環(山形女子短期大学)

女子1 500爪

①楠瀬 志保(日本体育大学〉 02.14.74

②堀内 佳子(大東文化大学) 02.16.33

③上原 三枝(日本体育大学〉 02.16.35

④田中 恵美(中京鯛大学) ⑤飯島恵美子(筑波大学)

⑥三野宮 詣(山轍干潮矧⑦小軽米智子(早稲田大学)

③大沢 和せ(山梨学院大学〉

女子3000m

①上原 三校(日本体育大学) 04.47.07

②堀内 佳子(大東文化大学) 0生48.40

⑨飯島恵美子(筑波大学〉 0 4.4 9.0 7

④大沢和世仙鱒歌学) ⑤田中 恵美(塙短駄学)

⑥酉藤 香苗(専修大学) ⑦l」憧米智子(早稲田大学)

③高橋真理子(日本体育大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02.55.95

(門田千代 上原三枝 山本尚子 楠瀬志保)

②山梨学院大学 02.57.87
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③中京短期大学 0 2.5 9.4 4 3位決定戦

日本大学 5臆3 東洋大学

フィギュア

男子シングル1部

①l川 棚昭(日本大学)

③菊池 大介(専修大学)

⑤岩崎 努(法政大学〉

⑦中村∴∴和(日本大学)

醐
諾

現
駅
潤
職

課
鋤
鍋

女子シングル1部

①青谷いずみ(明治大学) ①須田 敦子(明治大学)

③西 信子(日本大学) ④坂槙眞三子(日本大学)

⑤白戸 陽子〈蘇好鯖大学〉⑥荻野由香子(馴鱒歌学〉

⑦柏木 深幸(関西大学) ⑥梅原 律子(青山学院大学)

アイスホッケー

1回戦

国士舘大学 9- 2

大東文化大学 3臆3

九州産業大学

同志社大学

(PS 3-2)

横浜国立大学 8 - 0 島板大学

早藤田大学 1 2臆2 北海学園大学

福岡大学 9- 7 八戸大学

日本大学 1 9臆1 京都産業大学

日本体育大学 8-6 東北学院大学

北海道工業大学1 7臆2 愛媛大学

立命館大学 1 0-4 東海大学

札幌大学 1 2-3 名古屋大学

慶應義塾大学1 3臆0 中京大学

中央大学 5-4 専修大学

青山学院大学 4臆4 関西学院大学

(PS 2-1)

東洋大学 1 2臆1 関西大学

2回戦

法政大学 1 3臆0 国士舘大学

東洋大学 5臆2 大東文化大学

早都田大学 1 6-3 ∴ 音憤浜国立大学

日本体育大学 5臆3 ∴ 福岡大学

日本大学 2 0 -0 北海道工業大学

慶應義塾大学 9臆3 立命館大学

中央大学

明治大学

津々決勝戦

宇和田大学

東洋大学

日本大学

明治大学

準激励戟

早都田大学

明治大学

6-0 札幌大学

2 0「1 青山学院大学

4-1 法政大学

1 0-0 日本体育大学

8-2 中央大学

= 「0 慶應義塾大学

7「2 日本大学

7」1 東洋大学

鵬軸大学4(計鵬大学

反PAG早稲田大学

1211林 雅隆

1202芳沢 義寛

0000雨宮 義昭

2000小笠原光則

2000助川 淳二

0000斉藤 出

0000雨宮 発売

0000棚= 浩司

0000橋本 達朋

0000児玉知三郎

0000岡田 光雄

0000手賀 義孝

01 10小堀 恭之

1000岡崎 達也

0000土田 健-

0321岡田 直人

0000小村 肇

0000割= 健次

0000島田 基行

0000赤羽 弘明

0000内藤 正樹

0000仲兄 真樹

明治大学 GAP反

戸部 政人0000

西島 貴裕0001

白鳥 昭仁0001

小野 修0001

引木 達也0221

松浦 浩史2131

出町 敦輔0000

村上 裕幸1011

佐久慎太郎0000

田町 大輔0000

永田主之進0000

栗橋 淳0000

高松 一弘0000

平沢 利秀0000

高橋 哲之0110

矢野 文靖0000

本間 姑之0001

大田 憲介0000

岡田 一美0000

村田 覚0000

岩崎 伸-0000

山田 雅之0000

7844 計 3477
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仲間との楽しい時

森野 志保(日体大OB)

一年生のインカレ、開会式で4道場を達成した先輩の表彰式を見て「すごい人も

居るものだな」と心から拍手を送った。 1500mでの思いがけない優勝に、このまま

4年間勝ち続けられたらと少し夢を見た。その翌年も勝ち、迎えた63回八戸大会・・・。

気合の入る大会前は無性に髪の毛を切りたくなる私、この時もがっちり切った。

正直言ってレースの記憶はゼロ。しかし、思い出深い大会だった事は間違いなく、

絶対勝てないと思っていた1500mで3連覇を果たした時は心底ほっとした。又、全

日本の大会と違い、インカレだけは部員が勢揃いするので嬉しかった。後輩が彼へ

のクリスマスプレゼント用のセーターが縮み上がらずに困っていたのを手伝った

り、大部屋でがやがや過ごした時間が懐かしい。大会後、 4年生と女子を食事に連

れて行ってくれた田中先生。みんながウニだ海老だと調子づいて頼むものだから、

請求額が二十万円超…渋々カードを出す困り果てた顔は、語り草となっており今ま

で思い出すたびに笑いがこみあげる。ご馳走様でした。

どちらかと言うとスケートに集中しきれてなかったけど、 「仲間との楽しい時」

が凝縮された4年間をずっと愛しく思っている。

氷上で歌う「都の西北」

林 雅隆(早大OB)

第63回大会の戦力を振り返ってみると、インカレ前の秋季l)-グ戦を圧倒的な力

で卸した明治が優勝の大本命であった。松浦、岩崎、西島、引木、村上等々鐸々た

る顔ぶれで早稲田は三年の小堀、荒澤、梯川の三羽烏がチームの中心であった。

リーグ戦終了後、インカレに向け「しっかり守ってから攻める」というテーマの

もと盛岡にて事前合宿を行い、八戸入りした。そして大会が始まり、順調に勝ち上

がり、決勝で明治と戦うことになった。ここまで、早稲田は地元八戸出身の助川、

小笠原、斉藤の奮闘とGK内藤の堅守など、四年の活躍が目を引いた。

決勝戦、八戸新井田リンクは超満員で両校OBのエー)レ交換など、盛り上がりは

最高潮。中野監督はチームの中心である三羽烏を試合状況によって組み替え、明治

の意表を突いた。そして、少ないチャンスを確実に決め、 4対3で勝利することが

出来た。チーム全員が体を張って守り、一丸となれたのは当時、病を患い、病床に

いた前監督の青島さんに「優勝報告をするぞ」という想いだった。試合後、氷上で

歌った校歌は今でも最高の思い出だ。
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第64回
平成3年12月21日(日)一24日(水)

北海道帯広市 帯広の森スピードスケート場

スピード

男子①日本大学 ②到底大学 ③日本体育大学 ④山梨学院大学 ⑤明治大学 ⑥東洋大学

⑦法政大学 ③関東学院大学

女子①日本体育大学 ②山梨学院大学 ③大東文化大学 ④秋田大学 ⑤専修大学

⑥山形女子短期大学 ⑦中京矩糊大学 ⑧東京女子体育大学

フィギュア

男子①明治大学 ④日本大学 ③同志社大学

女子①日本大学 ④東洋大学 ③同志社大学

アイスホッケー

①明治大学 ②早藤田大学 ⑨東洋大学 ④日本大学 ⑤慶應義塾大学/立命館大学/中央大学/法政大学

スピード ③東洋大学 02.3 4.84

男子1部500m 女子500調

①堀井 学(専修大学〉 38.22 ①野村 和代(日本体育大学) 43.56

④涙道 隆寛(日本大学〉 38.26 ②門田 千代(日本体育大学) 4 3.77

③菊池由雪男(山梨学院大学) 38.4 7 ③出羽 清美仙梨学院大学) 4 3.8 5

④後村文範(日本大学) ⑤藤本祐司(専修大学)

⑥井上純- 〈日本大学) ⑦鶴掠席減(朝練学)

⑧加藤 将司(東洋大学)

男子1部1500m

①清水 祥之(日本大学〉 02.00.66

②鈴木幸太郎(専修大学) 0 2.0上5 0

③松井 錦次(日本体育大学) 02.02.00

④′購買∴聡(専修大学) ⑤荒井律生(明治大学)

⑥澤口 一視〈日本大学) ⑦鷹泊 清司(日本体育大学)

⑧荒木徳彦(専修大学)

男子1部 5000m

①黒岩 正行(日本大学) 07、25.81

②高村 竜司(日本大学) 07.27.72

③清水 祥之(日本大学) 07.28.23

④山下 洋明(専修大学) ⑤松井 錦次(日本体育大学)

⑥大村 正彦(専修大学) ⑦遠藤 完治(日本体育大学)

⑥大山 祥輔(明治大学)

男子1部1 0000m

①黒岩 正行(日本大学〉 1 5.1上75

②大村 正彦(専修大学) 1 5.1 8.45

③大山 祥輔 (明治大学) 15.22.66

④岩下 清人侍修大学) ⑤高村 竜司(日本大学)

⑥三宅 英美(専修大学) ⑦惟蕗充硲(日本大学)

⑥板東 力(日本櫛大学)

男子1部2000mリレー

①日本大学 02.33.46

(涙道隆寛 後村文範 塚原倫朗 井上純-)

②山梨学院大学 02.34.24
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④大月 利恵(専修大学) ⑤山北しのぶ(大敗化大学)

⑥小池 好美(賄好鯖贈) ⑦佐藤千栄子(中経男駄学)

⑧相坂美香子(東京女子体育大学)

女子1 000m

①楠瀬 志保(筑波大学) 0上26.1 7

④山本絵里子(山梨学院大学) 0上29.29

③出羽 清美(山梨学院大学) 0↑.30.61

④山本 尚子(日本体育大学) ⑤山北しのぶ(大敗化大学)

⑥佐藤千栄子仲京短駄学〉 ⑦相坂美香子鵬好鯛矧

⑧佐々木直子(中京短期大学)

女子1 500爪

①上原 三枝(日本体育大学〉 02.14.91

④楠瀬 志保(日本体育大学) 02.15.97:

③堀内 佳子(大東文化大学) 02.20.Ol

④三野官 環仙形女子鯛大学) ⑤若宮 育子(秋田大学)

⑥菊池美千子(専修大学) ⑦飯島恵美子(筑波大学)

⑧鈴木聡子仙梨学院大学)

女子3000m

①上原 三枝(日本体育大学) 04.44.43

②堀内 佳子(大東文化大学) 04、46、66

③若林 育子(秋田大学) 04、53.08

④大沢 和世仙梨学院大学) ⑤土屋 雪枝(日本体育大学)

⑥三野宮 環仙瞭子細大学〉 ⑦菊池美千子(専修大学)

⑨飯島恵美子(筑波大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02.5 1.03

(野村和代 門田千代 山本尚子 楠瀬志保)

②山梨学院大学 02.53.84

③大東文化大学 0 3.0 0.9 0 決閑談

明治大学

フィギュア

男子シングル1部

①村田 光弘棚治大学) ②竹内 光明(明治大学) 反PAG 明治大学

惜)

③岩崎 努(法政大学) ④谷内 博史(近戴大学) 121 1村上 雅章

⑨白井常人(日本大学) ⑥西川 大祐(同志社大学) 03 1 2村上 裕之

⑦塩谷 藤棚治大学) ⑨小山 朋昭(日本大学) 2 1 1 0平田 耕司

女子シングル1部

①今川 知子(甲南女子大学) ③須田 敦子〈明治大学)

③坂槙眞三子(日本大学) ④西 佳子(日本大学)

⑤酒井亜由美(同志社大学) ⑥山本 雅江〈東洋大学)

⑦吉田 了英(日本大学) ⑨白戸 陽子(籍女子鯛大学〉

アイスホッケー

1回戦

京都大学 2-1

日本大学 2 3臆0

札幌大学 1 3-2

大東文化大学1 5-2

慶應義塾大学 5臆1

立命館大学 9 - 1

中央大学 1 1臆1

日本体育大学 8-1

北海道工業大学 5臆1

法政大学 2 6-0

福岡大学 2臆0

北海道大学 5 - 1

東洋大学 7臆1

国士舘大学 3 -0

2回戦

早稲田大学 1 9-0

日本大学 1 3臆2

慶應義塾大学 8 - 6

立命館大学 6 -2

中央大学 = -0

法政大学 1 6臆0

東洋大学 8-0

明治大学 2 4-2

準々決勝戦

早藤田大学 1 2臆1

日本大学 6-2

東洋大学 3-2

明治大学 = -7

準決勝戦

早稲田大学 8臆2

明治大学 5 - 3

3位決定戦

東洋大学 4臆3

粥
学
禅
学
学
学
禅
学
学
諾
粥
学
学

課
諜
誤
聞
蒜
諾
諜
棚

京都大学

大東文化大学

札幌大学

日本体育大学

北海道工業大学

北海道大学

福岡大学

国士舘大学

慶應義塾大学

立命館大学

中央大学

法政大学

東洋大学

日本大学

日本大学

021 1戸部 政人

1321引木 達也

121 1田町 教師

0101小林 智館

2000井原 将

01 10中村 直樹

0000熊谷 和哉

0000田村 鋲宏

0000大田 憲介

0000高橋 哲之

0000矢野 文詰

0000本間 靖之

11 10平沢 利秀

0000金田 覚行

1000松本 誠

0000岡田 一美

0000本郷 尚司

0000山田 雅之

0000佳良土雅久

4 早稲田大学

早稲田大学GAP反

根本 博士0000

捌= 裕司2241

上山 黄道0000

手賀 義孝0000

荒沢 義寛0116

雨宮 隆昭0000

児玉知三郎0000

岡崎 達也0000

雨宮 秀寿0000

田島 淳-0000

小中 真0000

松谷 憲章0000

小堀 恭之1 121

沢口 誠介0000

土田 健-1010

岡田 直人0000

島田 基行0000

小村∴∴肇0000

木村 真意0000

坂上 傑0000

柴田 浩伯0000

仲兄 真樹0000

91697 計
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5,000m、 10,000mを制覇した黒岩正行選手(日大)

「個々の技術とチームの結束力」

矢野 文語(明大OB)

大学生活において私が身を持って体験したのが、 「チームとして結束していなけ

れば、いかに個々が優れた技術を持っていても勝利には結びつかない」ということ

です。

チームの結束力の大切さは、幾度となく聞き教えられてきた訳ですが、身を持っ

て体験したのは、大学4年のインカレの時でした。

当時明治大学は、他校を寄せ付けない戦力を誇り、秋のリーグ戦の予選では、全

勝で1位通過。しかし、決勝トーナメント初戦でこれまで一度も破れた事のない中

央大学に破れ姿を消す事となってしまいました。

このl)-グ戦敗退後、コーチ宅にて話し合いがもたれました。意気揚がる学生が

自分を抑えることなく正直な気持ちを、仲間・コーチにぶつけた訳ですから、途中

一触即発の雰囲気にもなりました。個々の「がむしゃらに勝ちたい」という気持だ

けでは「チームの勝利へは結びつかない」、勝つためには何が必要なのか、何が欠

落していたのか…最終的な答えは、 「チームの結束力」、誰もが知っているチームワ

ークたったのです。当たり前といえば当たり前すぎる結論でしたが、その認識は私

達の力をより一層発揮させてくれるものとなりました。

本当の意味で一つの目標を理解し臨んだインカレは圧倒的な強さで、優勝という

最高の形で終えることができました。その時味わった喜びと感動、またそれを味わ

うための過程は、今も忘れることのできない最高の思い出であり財産となっており

ます。
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第65回
平成4年12月20日(日) -23日(水)

アーデル霧降スポーツパレイ

スピード

男子①日本大学 ②専修大学 ③山梨学院大学 ④日本体育大学 ⑥東洋大学 ⑥法政大学

⑦大東文化大学 ⑨明治大学

女子①日本体育大学 ②山梨学院大学 ③大東文化大学 ④東京女子体育大学 ⑤早稲田大学

⑥中京短期大学 ⑦秋田大学 ③埼玉大学

フィギュア

男子①日本大学 ②明治大学 ③法政大学

女子①日本大学 ②同志社大学 ③東洋大学

アイスホッケー

①明治大学 ②東洋大学 ③早稲田大学 ④中央大学 ⑤専修大学/法政大学/日本大学/慶應義塾大学

スピード ④遠藤完治(日本僻梢) ⑤篠原淳晃(日本鯖大学)

男子1部500m ⑥黒岩正行(日本大学) ⑦澤ロー樹(日本大学)

①堀井 学(専修大学) 37.1 9 ⑧川原木徳友(法政大学)

④浜道 隆寛(日本大学) 3 7.3 6 男子1部2000mリレー

③井上 純- (日本大学) 3 7、45 ①専修大学 02、3 0.6 8

④駄欄(割珍大学〉 ⑤出羽秀敏仙梨学院大学) (堀井学 佐藤康成 債尾光博 藤本祐司)

⑥衡寸文範(日本大学) ⑦佳麗康成(専修大学) ②山梨学院大学 0 2,3 3.1 7

⑨訓i佳奈己(東洋大学) ③東洋大学 02、34.1 0

男子1部1 000m 女子500m

①清水 宏保(日本大学) 0上1 4.87 ①門田 千代(日本体育大学) 42.42

②井上 純- (日本大学) 0上1 4、99 ②山本絵里子(山梨学院大学〉 4 2、5 1

③堀井 学(専修大学) 01.1 5.32 ③野村 和代(日本体育大学) 42.90

④藤本祐司博修大学) ⑤脚秀敏仙梨学院大学) ④訓もとよ仙群歌学) ⑤五味利恵(大敗化大学)

⑥黒沢 誠(日本鯖大学〉 ⑦堆積康成(割彦大学) ⑥帥千景〈熱好鯖矧⑦山北しのぶ(大綱鵬〉
⑧涙道醍(日本大学) ⑨小池好美(兢女子体育大学〉

男子1部1500m 女子1000m

①清水 宏保(日本大学) 0上59.44 ①門田 千代(日本体育大学〉 Ol.26.56

②村中 賢治(山梨学院大学) 0上59.69 ②小林 和代(大東文化大学) 0上26.67

③松井 錦次(日本体育大学) Ol.59.94 ③山本絵里子(山梨学院大学) 01.26、97

④黒岩 哲(日本大学) ⑤黒沢識(白描育大学) ④田中千景慨好鯖梢〉 ⑤長岡弥生(早軸娼)

⑥折川典央(専修大学) ⑦搬直樹〈山梨学院大学) ⑥五味利恵(大赦化大学) ⑦捌刺青(日棚歌学)

⑧三宅貿- (日本体育大学) ⑥市川とは仙梨学院大学)

男子1郎 5000m 女子1500m

①澤ロ ー樹(日本大学) 07,27.04 ①上原 三枝(日本体育大学〉 02.08.61

②高村 竜司(日本大学) 07.28.00 ④長岡 弥生(早稲田大学) 02.1 5、52

③篠原 淳晃(日本体育大学) 07.28.71 ③大沢 和世(山梨学院大学) 02.16.05

④白幡圭史侍修大学) ⑨小原 聡(雪駄学) ④I博和代(大赦化大学) ⑤佐々木清美(中新潮大学)

⑥大槻 嘉仙鮮歌学) ⑦桝賢治仙鱒歌学) ⑥小林栄子仙籍院大学) ⑦若林許倣田大学)

⑥黒岩正行〈日本大学) ⑧名取美香伯本体育大学)

男子1部1 0000m 女子3000m

①白幡 圭史(専修大学) 1 5.03.57 ①上原 三枝(日本体育大学) 04.36.29

②高村 竜司(日本大学) 15.30.46 ②堀内 佳子〈大東文化大学) 04.5上18

③大槻 嘉(山梨学院大学) 15.32.41 ③大沢 和世(山梨学院大学) 04.52.76
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④土屋 雪枝(日本体育大学) ⑤小海 栄子仙鱒院大学)

⑥若林育子(秋田大学) ⑦佐々木清美〈中京短駄学)

⑥黒沢 円(東京女子体育大学)

女子2000mリレー

①山梨学院大学 02.5上3 1

(山本絵里子 大貫真希 小野寺郁子 市川ともよ)

②大東文化大学 02.5 6.75

③東京女子体育大学 0 2.5 7,1 1

フィギュア

男子シングル1部

①小山 朋昭(日本大学) ④岩崎 努(法政大学)

③竹内 義明朋治大学) ④谷内 悟史(近畿大学)

⑤白井 将人(日本大学) ⑥天野 真(明治大学)

⑦別ii史弘(早稲田大学) ⑥浅井健太郎(明治大学)

女子シングル1部

①涜溜 まり(同志社大学) ④今川 知子(甲南女子大学)

③山本 推江(東洋大学) ④西 優子(日本大学)

⑤坂槙眞二子(日本大学) ⑥奥山 容子(同志社大学)

⑦須田 敦子(明治大学) ③吉田 了英(日本大学)

アイスホッケー

1回戦

東海大学、

東北学院大学

同志社大学

日本体育大学

専修大学

法政大学

中央大学

慶應義塾大学

国士舘大学

札幌大学

3 -0 関西学院大学

9臆2 京都大学

1 5-1 北海道大学

4-3 関西大学

4 - 3 立命館大学

8臆0 福岡大学

1 6-0 久留米大学

7臆1 上智大学

1 6-1 名古屋大学

1 0臆1 岡山大学

大東文化大学1 6-0 中京大学

愛知学院大学1 0-3 北海道工業大学

日本大学 =臆0 八戸大学

2回戦

明治大学

東洋大学

専修大学

法政大学

中央大学

慶應義塾大学

日本大学

早藤田大学

準や決闘載

明治大学

東洋大学

中央大学

早稲田大学

1 5臆2 東海大学

2 0-2 東北学院大学

7-1 同志社大学

8臆0 日本体育大学

7- 2 国士舘大学

6-1 札幌大学

6臆3 大東文化大学

1 4-1 愛知学院大学

1 5-1 専修大学

7 「 4 法政大学

4」3 日本大学

1 0鵜2 慶應義塾大学

準決勝戦

明治大学

東洋大学

3位決定戦

早礪田大学

決勝戦

明治大学10

= -1 中央大学

3臆2 早禰田大学

4-2 “中央大学

(岩)
2 東洋大学

反PAG 明治大学 東洋大学 GAP反

1000高橋 智之

1000煤孫 泰司

1 1 10金田 篤行

1000引木 雅章

0000本間 靖之

0000松本 誠

01 10狩野 豊

0000林 誠司

1220平田 耕司

1202村上 裕幸

2321村上 雅章

0413戸部 政人

0110中村 直樹

021 1小林 智紀

0422田町 教輔

021 1井原 将

0220井原 朗

1000木立 重義

0000熊谷 和哉

1000板橋 伸-

0000山田 雅之

0000佳良土雅久

宮嶋∴∴譲0000

山野 剛0110

南條 直樹0110

松浦 智哉0000

マイク・ラローズ 0002

梶川 貴之0000

前島 臣政0000

高橋 勝則0000

川瀬 哲哉1010

久保 英樹0001

梁瀬 研-0000

佐藤 情人0000

鼓野 営史1010

谷 一将0000

遠藤 順司0000

森 離間0000

山崎 宏ニ0000

中村 追考0001

石山 雅啓0000

成田 智0000

石原 寛0000

黒川 修平0000

10241410 計 2 2 4 4
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プレッシャーとの戦い

上原 三枝(日体大OB)

「上原さん、 3000M終わりました。」後輩が私のもとに走ってくる。どうやら朝寝す

ごし、自分のレースに遅れたようだ。 「そんな…4連覇かかってだのに…」がっく

りと肩を落とした瞬間に日が覚める。四年生になってから何度も何度もこの夢を見

ました。

一年生で幸運にも3000Mで優勝できてからそのプレッシャーと付き合うことにな

りました。なんだかよくわからず滑った一年。二年の時にはレース直前、一五分前

に靴の紐が切れ、慌てて先輩の紐を借りて出場。三年では女子の総合得点争いを考

えると絶対に負けられない状況。四年の時には例の悪夢が本当に承るのではないか

と前日なかなか寝付くことができなかった。連覇が重なる度、自分が自分にかける

プレッシャーはどんどん膨みました。 4回という限られたチャンスを全て生かすと

いうのは何かの条件が一つでもずれていたら、叶わなかったことだと思います。そ

んな中で少しだけの強運と周りの皆さんの温かい支えのおかげで四連覇を成しとげ

られました。四年の時は一年間ずいぶん悩まされましたが、今考えると、学生にし

か作ることができないよい思い出ができました。

自分を育てたインカレ

白幡 圭史(専修大OB)

初めてのインカレ、インターハイとは違い異様なまでの雰囲気だった。この時、

初めて滑るのか恐く感じた時だった。個人の戦いとは違い、自分のカだけでもなく

部全員の力がひとつになって滑る緊張感があった。 10000M、 25周ではあるが、 100

分の1秒まで大切に滑り切った。

栃木県日光市、当日の気温も上がり10000Mのレースとしてはかなりきついレー

スだった。滑っている時も汗がふき出て、氷の状態もやわらかかった。ただ一歩ず

つしっかりと前に進むことしか考えていなかった。途中とても苦しく何度もくじけ

そうになったが、リンクサイドで真剣に応援してくれる先輩たちを見て死にものぐ

るいで滑りきった。けっして一人で滑ったのではなく、皆で滑りきった充実感があ

った。結果は15分1秒と自己記録にはおよはなかったものの、当時のリンクレコー

ドで優勝することができた。個人スポーツでありながら、チームの大切さを知った

大会でもあった。とくに今大会は、今後の自分を大きく飛躍させた大会であった。
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第66回
平成6年1月6臼(日)-9日(水)

長野県軽井沢南 軽井沢スケートセンター

スピード

男子①日本大学 ④専修大学 ③日本体育大学 ④山梨学院大学 ⑤東洋大学 ⑥法政大学

⑦筑波大学 ⑧大東文化大学

女子①日本体育大学 ②山梨学院大学 ③大東文化大学 ④早稲田大学 ⑤信州大学

⑤東京女子体育大学 ⑦秋田大学 ⑥中京短期大学

フィギュア

男子①明治大学 ②早稲田大学 ③法政大学

女子①明治大学 ②専修大学 ③立命館大学

アイスホッケー

①明治大学 ②東洋大学 ③早禰田大学 ④中央大学

スピード

男子1部500m

①堀井 学(専修大学) 37.05

②清水 宏保(日本大学) 37.08

③浜道 隆寛(日本大学) 37.32

④加藤∴将司(東洋大学〉 ⑤井上 約〇 (日本大学)

⑥千葉 良範(専修大学) ⑦湯田 淳〈筑波大学)

⑧佐藤 意表(法政大学)

男子1部1000m

①堀井 学(専修大学) 0上15.91

②井上 純- (日本大学) 01.1 5.98

③山影 博明(日本大学) 0上1 6、64

④黒沢∴誠(日本体育大学) ⑤村中 賢治(山梨学歌学)

⑥涙道 隆寛(日本大学) ⑦中葉 貞節(専修大学)

⑧高橋廣樹(日本体育大学)

男子1部1500m

①白幡 圭司(専修大学) 0上54.67

②野明 弘幸(日本体育大学) 0上55.72

③黒沢 誠(日本体育大学) Ol.56.63

④石岡 寺(日本大学) ⑤山口 秀人〈専修大学)

⑥I屈薫∴聡(専修大学) ⑦村中 賢治仙梨学院大学)

⑥松坂 直樹(山梨学院大学)

男子1部 5000m

①糸川 敏彦(専修大学) 07.1 6.75

②篠原 淳晃(日本体育大学) 07.19.65

③野崎 貴裕(日本大学) 07.1 9.75

④野明 弘享(日本体育大学) ⑤丸山秀義(日本体育大学)

⑥山口 秀人(専修大学) ⑦高村 竜司(日本大学)

③小原 聡(専修大学)

男子1部1 0000m

①野崎 貴硲(日本大学) 1 4.45.Ol

②糸川 敏彦(専修大学) 1生49.40

③篠原 淳晃(日本体育大学) 14.49.72

⑤立命館大学/法政大学/日本大学/同志社大学

④白描 圭司(専修大学) ⑤高村 竜司(日本大学)

⑥大槻 嘉仙梨学院大学) ⑦川原木徳友(法政大学)

⑥渾ロ ー樹(日本大学)

男子1部2000mリレー

①日本大学 02.27、57

(涙道隆寛 後神文範 清水宏保 井上約〇)

②専修大学 02.29.02

③山梨学院大学 02.3 0.2 1

女子500m

①『拍 千代(日本体育大学) 4 2.4 8

②野村 和代(日本体育大学) 4 2.60

③市川ともよ仙梨学院大学) 4 3.1 0

④描崎由紀子(山梨学院大学) ⑤五味 利恵(大東文化大学)

⑥金井 悦子(大敗化大学) ⑦田中千景憐好鯖矧

⑤小池 好美(東京女子体育大学)

女子1 000m

①門田千代(日本体育大学) 0上2与・39
②長岡 弥生(早稲田大学) 0上27.09

③訓lともよ(山梨学院大学) 01.27.57

④野村 和代(日榔育大学) ⑤五味 利恵(大東文化大学)

⑥田中 千景鵬好鵬矧⑦大貫 貴需仙贈院梢)

⑥小林和代(大東文化大学)

女子1 500m

①上原 三校(日本体育大学) 02.09.42

②清水 美映(信州大学) 02.09.76

③長岡 弥生(早稲田大学) 02.1 1.99

④小林 栄子(山梨輔大学) ⑤降鎮 克子(日本鯖大学〉

⑥小林 和代(頬文化大学) ⑦I順 貴校(嫉妬楠梢)

⑧小野寺郁子(山梨学院大学)

女子3000m

①上原 三枝(日本体育大学) 04.37.47

②陸続 克子(日本体育大学) 04.47.91

③若林 育子(秋田大学) 04、53、79
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④清水美映(信州大学) ⑤小林栄子仙梨学院大学)

⑥小池真奈美〈椋文化大学〉 ⑦佐口 和江(大敗化大学〉

④野口 宮子(東京女子体育大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02.46.72

(野村和代 山本尚子 門田千代 上原三枝)

②山梨学院大学 02.52.1 5

③大東文化大学 02.5 2、44

フィギュア

男子シングル1部

①竹内義明(明治大学) ⑪天野貴(明治大学)

③重松宗陸(明治大学) ④杉踏晴通(専修大学)

⑤水本邑也煙知学院大学) ⑥岡崎央(広鳥鰯大学)

⑦曹 望(早稲田大学) ⑨細井真人(京都大学)

男子シングル2部

①鈴木環輝は京大学) ④大久保呂- (近歌学)

③山北弼(愛知大学) ④浅野由揮(愛知学院大学)

㊥高水裕文(横浜国立大学) ⑥江崎康治(千歌学)

⑦藤井 康(大阪大学)

女子シングル1部

①惟野松見(明治大学) ⑨須田敦子(明治大学)

③柏木真幸(立舗大学) ④円域亜貴子〈富士短駄学)

⑤小林真理旧志社大学) ⑥本郷裕子(東北福祉大学)

⑦吉川陽子(福岡大学) ⑥宮崎 郁(淑徳短期大学)

女子シングル2部

①北原千種〈白百合女子大学) ④徳田美篤子(香I恢学〉

③吉田絵里(回報大学) ④西村由美伯弥鯛大学)

⑤今井洋子〈柄好薫淋学) ⑥堵下麻美(熊髄膜学)

⑦馴久子〈大政子脚矧⑤本田牧子(潮大学)

アイスホッケー

1回戦

八戸大学 4 - 1 横浜国立大学

青山学院大学1 l-0

立命館大学 7臆4

関西大学 1 2-1

慶應義塾大学 9臆1

法政大学 1 0-0

日本大学 1 0葛0

専修大学 1 6-0

国士舘大学 3 「 2

同志社大学 4 - 0

東海大学 6臆1

日本体育大学 7 - 3

中央大学 1 0臆1

2回戦

岡山大学

大東文化大学

新潟大学

北海道工業大学

東北学院大学

関西学院大学

福岡工業大学

札幌学院大学

上智大学

札幌大学

愛知学院大学

福岡大学

法政大学

日本大学

同志社大学

中央大学

東洋大学

準々決勝戦

明治大学

早稲田大学

中央大学

東洋大学

準決勝戦

明治大学

東洋大学

3位決定戦

早涌田大学

1 3臆2 関西大学

9 - 1 国士舘大学

5臆2 専修大学

6臆2 東海大学

6-0 日本体育大学

1 1-1 立命館大学

5臆1 法政大学

6-2 日本大学

9 - 3 同志社大学

7-4 中央大学

2-2 早桶田大学

(PS 2-1)

3-0 中央大学

鵬鵬大学3(計東洋大学

反PAG 明治大学 東洋大学 GAP反

諾藩土龍)
0000引木 雅章

1000煤孫 泰司

0000会田 党行

1000狩野 豊

0000林 誠司

0000高橋 智之

0000山岸 大樹

0000荒城 道幅

0220村上 雅章

0101中村 直樹

0101平田 耕司

0110小林 智紀

1000井原 穏

0101熊谷 和哉

0000板橋 仲-

0000井原 朗

0000荒城 啓介

0000監物 大吉

0000伊部 尚宏

0000大畠 端史

GK(景品藍浩
南條 直樹0000

江畑 豊0000

松浦 智哉0000

古川 秀樹0001

楓= 貴之0000

前島 臣政0000

小林 乙哉0000

沖 縄行0000

佐藤 博大0000

久保 英樹0000

井上晋一郎0000

川瀬 哲哉0001

薮野 営史0000

川瀬 伸也0000

遠藤 憤治0000

蒸 雅明0000

成田 智0000

呼子 誠0000

荒田 貴充0000

下瀬 硲明0000

3633 計 0002

明治大学 18臆0 八戸大学

早稲田大学 10-3 青山学院大学

立命館大学 7臆0 慶應義塾大学
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充足した4年間

堀井 学(専修大OB)

専修大学4年主将として、このインカレでの私の思いは、特別なものでありまし

た。個人での目標、そしてなによりも、チームの総合優勝という大きな目標を掲げ

て望んだ大会でありました。夏期の練習から、チームとして主将として、何度も口

に出した目標でありました。 「インカレで優勝する」

その士気は、チーム全体の底上げとなり、また私個人の自己誓約となりました。

主将として何をすべきか、もちろん個人二種目の優勝であり、チームメイトのモテ

ィベ‾ションを引き上げることでした。練習は4年間で一番充実した内容となり、

チームとしては最高のメンバーで望むことが出来ました。総合の結果は、日大と一

点差で負けを味わいましたが、私自身、チームの主将としてあの1993年専修大学ス

ケート部は、持てる力を最大限発揮し、全力で戦った勝ちに等しい負けではなかっ

たのでないかと、今でも記憶に残っています。大会終了後、黒岩彰監督を前にし、

全員が晦し涙を流した時、私の主将としての役割を終えました。一致団結し望んだ

インカレ、目標を一つに幸い事を乗り越えた練習、世界を目指し共に学んだ大学で

の生活は、私の今の人生の糧となり、今でも胸に深く切り刻まれています。

常勝明治復活

4〇年ぶりにlへ3位独占

竹内 義明(明大OB)

総合優勝!それはスケート部員として駿河台の門をくぐる者の運命である。

第65回日本学生氷上競技選手権大会(日光)はそれを胸に深く刻んだ大会となっ

た。少なくても、フィギュア部門は連覇するはずだった。ところが、宿敵日本大学

に接戦の末敗れた。スピード部門も奮わず、アイスホッケー部門が唯一名門の意地

を見せて連覇したが、総合優勝には届かなかった。納会では、ただひたすら泣き、

皆に詫び、ミスした自分を恥じた。

以来、 「常勝明治復活」を合言葉に伊東監督の指導のもと練習を重ね、第66回軽

井沢大会に臨んだ。オリンピック代表候補選手をズラl)と揃えた明治大学は出場選

手3人でlへ3位を独占し優勝した。 40年ぶりの快挙だった。女子の部でも出場選

手2名が1へ2位を独占し、優勝に華を添えた。ここに「常勝明治復活」の狼煙が

あがった。続いてスピード部門が健闘、アイスホッケー部門が貫腺で3連覇を果た

し、悲願の総合優勝を飾っな祝勝会は歓喜に湧き、この時全員で歌った校歌は今

でも最高の思い出である。なお、余談だが私の父も40年前のメンバーであり、親子

2代にわたってこの記録に関わったことは、なんとも感慨深いものである。

-150臆

左より 3位 重松(当時1年) 優勝 竹内(当時4年) 2位 天野(当時2年)
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第6了回
平成了年1月6日(日) -9日(水)

北海道苫小牧商 苫小牧ハイランドスポーツセンター

スピード

男子①日本大学 ②専修大学 ③日本体育大学 ④山梨学院大学 ⑤東洋大学 ⑥法政大学

⑦筑波大学 ⑨明治大学

女子①日本体育大学 ②大東文化大学 ③山梨学院大学 ④早禰田大学 ⑤東京女子体育大学

⑥秋田大学 ⑦信州大学 ⑧中京短期大学/慶應義塾大学/都留文科大学

フィギュア

男子①明治大学 ②日本大学 ③早稲田大学

女子①同志社大学 ②東洋大学 ③明治大学

アイスホッケー

①明治大学 ②東洋大学 ③法政大学 ④中央大学

スピード

男子1部500m

①清水 宏保(日本大学) 37.6 6

②山影 博明(日本大学) 38.02

③加藤 将司(東洋大学) 38.20

④湯田 淳〈筑波大学) (亘瀬尾 光博(専修大学〉

⑱樅疎 隔(日本鯖大学)⑦耕龍平(専修大学)

③加藤∴勝広(山梨学院大学)

男子1部1000m

①清水 宏保(日本大学〉 0上1 7.09

②山影 博明(日本大学〉 01.18.22

③後村 文範(日本大学〉 0上1 8.71

④矢崎 文也(法政大学) ⑤田中 憤也(専修大学)

⑥カ幡 将司(籍大学) ⑦加藤勝広仙梨学院大学)

③佐藤∴尊(日本体育大学)

男子1郎1500m

①野明 弘幸(日本体育大学) 02.02.70

②白幡 圭史(専修大学) 02.03.50

③石岡 寺(日本大学) 02.05.42

④赤沼 健- (日本大学) ⑤田中 傾也(専修大学)

⑥井出 和友(法政大学) ⑦日向 功朋冶大学)

⑥山口 秀人(専修大学)

男子1郎 5000m

①野崎 貴硲(日本大学) 07.09.75

②糸川 敏彦〈専修大学) 07.1 0.1 9

③野明 弘幸(日本体育大学) 07.17,18

④篠原淳晃(日本鯖大学) ⑤大塩正樹仙贈歌学)

⑥丸子 秀義(日榔育大学) ⑦石岡 守(日本大学〉

⑤吉田 大介〈明治大学)

男子1部10000m

①野崎 貴裕(日本大学〉 1 4.48.07

②白幡 圭史(専修大学) 1 4.5上56

③糸川 敏彦(専修大学) 1 4.04.30

⑤日本大学/早稲田大学/慶應義塾大学/東海大学

④瞭原澤晃(白桃育大学) ⑤大場正樹仙梨学歌学〉

⑥丸子秀義(日本鯖大学) ⑦高見違敬二仙梨学歌学〉

⑥宮木大吉(日本鯖大学)

男子1部2000mリレー

①日本大学 02.33.93

(羽石国臣 高橋進 湯浅儀紀 山影博明)

②日本体育大学 02.3 4.62

③専修大学 02.3 7.6 3

女子500調

①野村 和代(日本体育大学) 4 2.23

④大竹口 綾(早稲田大学) 4 3,4 3

③市川もとよ(山梨学院大学) 4 3.5 9

④土屋和花子(信州大学) ⑤柿崎由紀子仙梨学院大学)

⑥五味利恵(大敗化大学〉 ⑦鈴木敬子(大東文化大学)

⑥荒勝 江美(日本体育大学)

女子1 000m

①小林 和代(大東文化大学) 0主26.73

②長岡 弥生(早稲田大学) 0上27,54

③荒崎江美(日本体育大学) 01.28.1気

④大竹口 殺(早稲田大学) ⑥野村 和代(日本鯖大学)

⑥市川ともよ仙難悦大学) ⑦土屋和花子(信州大学)

⑥五味 利恵(大東文化大学)

女子1 500調

①長岡 弥生(早稲田大学) 02.23.22

②小林 和代(大東文化大学) 02.24.60

③田中 千景(東京女子体育大学) 02.25.6 8

④若林育子(秋田大学) ⑥青山 美思(大東文化大学)

⑥佐藤由美子仙鮮歌学) ⑦五十醐美(日榔歌学〉

⑧小林 栄子仙梨学院大学)

女子3000m

①略綬 克子(日本体育大学)

①田中 千景〈姉婿輔大学〉

③井神さおり 仙梨学院大学)
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④山本和恵仙梨学院大学) ⑤若林育子(秋田大学)

⑥中腰奈美(大敗化杷) ⑦′順直子(熟女珊歌学)

⑧名取美香(日本体育大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 03.O l.57

(野村和代中村純子原田希世子荒崎江美)

②大東文化大学 03.03.22

③山梨学院大学 03.04.98

フィギュア

男子シングル1部

①租古 学〈明治大学) ④垂松宗隆(明治大学)

③天野 真(鵬大学) ④水本量也〈愛知学院大学)

⑤軸 和(日本大学) ⑥棉下敏之(大駄学〉

⑦渡辺憲司(成城大学) ⑨杉崎晴追悼修大学)

男子シングル2部

①山北敏男(愛知大学) ④飯塚 崇(学習歌学)

③清水硲文(横浜国立大学) ④森久保哲也(中央大学)

⑤江尻貴行(東京大学) ⑥小笠厚真仙梨学院大学)

⑦里見 誠(悶学院大学) ⑤中村成忘(名古屋大学)

女子シングル1部

①山本雅江煉洋大学) ④佐野裕見朋治大学)

③酒井亜朕(同志社大学) ④森 真澄(同志社大学)

⑤′購真理(同志社大学) ⑥奥山 麻(明治大学)

⑦柏木兵事(立命館大学) ⑨′彫陽子(慶應義塾大学)

女子シングル2部

①白川晴美(学習院大学) ②中山亜里(捕女子大学)

③吉田総理(国軍院大学) ④馴賎(甲南女子大学)

⑤新開さやか(立命館大学) ⑥小泉泰子(軸短駅学)

⑦日高浦佐樹(上智大学) ⑥鈴木直子(好期施駄学)

アイスホッケー

1回戦

関西大学 3-1

京都産業大学 6臆0

東北学院大学 5臆0

専修大学 4 - 2

日本大学 6臆0

法政大学 7-1

慶應義塾大学 6臆4

東海大学 3-1

愛知学院大学 20「1

札幌学院大学1 3「0

大東文化大学 9 - 2

日本体育大学 6 - 2

2回戦

札幌大学

金沢大学

福岡工業大学

関西学院大学

青山学院大学

八戸大学

同志社大学

立命館大学

新潟大学

岡山大学

京都大学

福岡大学

中央大学 1 5- 1 北海道工業大学

明治大学 1 0-1 関西大学

早稲田大学 24「0 京都産業大学

日本大学 1 0-4 東北学院大学

法政大学

慶應義塾大学

東海大学

中央大学

東洋大学

準々決勝戦

明治大学

法政大学

中央大学

東洋大学

準決勝戦

明治大学

東洋大学

3位決定戦

法政大学

決勝戦

明治大学

明治大学

中村 直樹

荒城 近時

井原 将

金田 覚行

狩野 豊

北村 栄基

熊谷 和戟

小林 智紀

佐良土雅久

徳弘 篤俊

村上 雅章

板橋 伸一

井原 朗

煤孫 泰司

羽毛田昌覚

引木 雅章

村上 望

森谷 宏亘

小林 幸樹

山岸 大樹

伊部 尚宏

佐藤 篤史

大畠 靖史

荒城 啓介

監物 大吉

高橋 朋成

大田 俊吉

大野 直人

経塚 剛之

柴田 大

戸成 悦典

西島 克成

脇本 崇矢

波還 康広

153-

7臆3

8-7

6臆4

10臆2

6-3

9-2

う∴き

6-2

∵∴こ

8-2

7「1

4-1

専修大学

愛知学院大学

札幌学院大学

大東文化大学

日本体育大学

日本大学

早稲田大学

慶應大学

東海大学

中央大学

法政大学

学i大央中

贈洋東
一
一
一

恥
D
F
剛
D
F
D
F
折
剛
剛
G
K
G
K
恥
珊
瑚
D
F
剛
昨
珊
瑚
D
F
D
F
剛
G
K
恥
剛
珊
瑚
D
F
恥
G
K
D
F
D
F
恥
剛
剛

態
鶉
灘
擬
韓
鐸
羅
擬

剛
詳
説
剛
詳
請
嵩
剛
F
W
詳
恥
剛
剛
呂
言
誤
剛
珊
瑚
剛
毅
恥
詳
F
W
豊
蒜
詐
F
W
蒜
剛
豊
恥



生涯の思い出

男子1 500mで初優勝した

野明弘幸選手(日大)

男子500mで初健勝した

清水宏保選手(日大)
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中村 直樹(明大OB)

一九九五年一月九日、私のアイスホッケー人生の中でこれほど記憶に残る試合は

ありません。

常勝軍団と言われ、タレントぞろいの我が明治大学は私が入学してからインカレ

では一度も負けた事がなく、しかも地元である苫小牧での開催、卒業後に王子製紙

入社も決まっており、色々を意味でプレッシャーがありました。

決勝戦の相手は東洋大学、現在コクドの鈴木貴人が一年生で点取り屋として活躍

し、簡単に勝てるチームではなく、インカレ前に一度、負けており嫌な相手であっ

た。

試合が始まり、先制したのは東洋、第三ピリオド11分まで3対0で東洋のl)」ド

だった。この時だれもが東洋の勝利を確信していただろう。

しかし、 3点差がつき守りに入った東洋は足の動きが止まりペナルティーが多く

なり、 12分に明治がパワープレーで得点し、 15秒後に得点そしてもう1点を入れ同

点となる。

こうなると我が明治の底力はすごく、 19分58秒に決勝ゴールを入れ、インカレ4

連覇を達成した。

私は主将として何も出来なかったが、このチーム、この大学でプレー出来た事を

誇りに思い。生涯この試合の事は忘れる事はありません。

アイスホッケー決勝戦(明治一東洋)

試合終了2秒前、劇的な勝ち越しゴールを決め喜ぶ明大井原朗選手(左端)
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第68回
平成8年1月6日(日)一9日(水)

北海道釧路高 柳町スピードスケート場

スピード

男子①日本大学 ②専修大学 ③日本体育大学 ④山梨学院大学 ⑤大東文化大学 ⑥東洋大学

⑦法政大学 ⑥筑波大学

女却)大東文化大学 ③山梨学院大学 ③日本体育大学 ④信州大学 ⑥束京子体育大学

⑥早潮田大学 ⑦中京短期大学 ③日本女子体育大学

フィギュア

男子①明治大学 ②専修大学 ⑨福岡大学 ④近畿大学 ⑨千葉工業大学 ⑥早稲田大学 ⑦岩手大学

⑧法政大学

女子①愛知学院大学 ②同志社大学 ③龍谷大学 ④明治大学 ⑤東洋大学 ⑥日本大学

⑦東京女子体育大学 ⑧京都産業大学

アイスホッケー

①東洋大学 ②明治大学 ③法政大学 ④大東文化大学 ⑤早稲田大学/東海大学/慶應義塾大学/日本大学

スピード ②糸用 敏彦(専修大学) 1 5.07.63

男子1部500m ⑪根本 茂- (日本大学) 1 5.1上30

①清水 宏保(日本大学) 37.65 ④宮本 大吉(日本体育大学)⑤野崎貴硲(日本大学)

②山影 博明〈日本大学) 38.1 7

③田口 僅(大東文化大学) 38.32

④後藤∴∴臨(日本体育大学) ⑤羽石 国臣(日本大学)

⑥加護∴勝広仙梨学院大学) ⑦吉井 龍平(専修大学)

⑧高橋 廣樹(日本体育大学)

男子1郎1000m

①野明 弘幸(日本体育大学) 0上17.23

②清水 宏保(日本大学) Ol.1 7.59

③山影 博明(日本大学) 0上1 8.59

④田中 候也(専修大学) ⑤篠原松太郎(専修大学)

⑥加藤 勝広仙梨学院大学) ⑦笹淵 惇尚(日本大学)

⑧村中 賢治仙梨学院大学)

男子1都1500m

①野明 弘幸(日本体育大学) 0上58.14

②田中 慎也(専修大学) 02.00.52

③赤沼 健- (日本大学) 02.0上68

④石岡 寺(日本大学) ⑤-之瀬竜也(専修大学〉

⑥村中 賢治仙梨学院大学) ⑦山口 秀人(専修大学)

⑨丸子 秀義(日本体育大学)

男子1部 5000m

①白幡 圭史(専修大学〉 07.1 7.94

②根本 茂- (日本大学〉 07.1 8.1 2

③糸川 敏彦(専修大学) 07.20.23

④篠原 淳晃(日本体育大学) ⑤野崎 貴裕(日本大学)

⑥石岡 守(日本大学)⑦宮木 大害(日本体育大学)

⑤大塩 正樹(山梨学院大学)

男子1部10000m

①白幡 圭吏(専修大学) 1 5.04.92

⑥篠原 淳晃(日本鯖大学) ⑦高見沢敬二仙縛歌学)

⑧大境 正樹仙梨学院大学)

男子1部2000mリレー

①日本大学 02.31.69

(高橋進 湯浅儀紀 山影博明 清水宏保)

④日本体育大学 02.35.23

③専修大学 02.3 5.3 1

女子500m

①五味 利恵(大東文化大学) 4 2,6 1

②土屋和花子(信州大学) 4 3.7 6

③柿崎由紀子(山梨学院大学) 4 3.8 1

④訓iもとよ仙籍歌学) ⑤原田希世子(白桃育大学)

⑥大久保醗(日榔歌学) ⑦鈴木敬子糠文化柚

⑥浅野克恵(東京女子体育大学)

女子1 000m

①清水 美映(信州大学) 01.27.47

②長岡 弥生(早蒲田大学) 01.28.48

⑨五味 利恵(大東文化大学) 01.29、05

④小林 和代(大敗化大学) ⑤柿崎由紀子仙梨学院大学)

⑥荒崎江美(日本鯖大学) ⑦訓iともよ仙梨学駄学)

⑥土屋和花子(信州大学)

女子1 500m

①清水 美映(信州大学) 02.1 2.36

②井神さおり(山梨学院大学) 02.1 6.34

③五十即月美(日本体育大学) 02.1 6.66

④l幽和代(大敗化大学〉 ⑤佐藤由美子仙鮮歌学)

⑥青山 美穂(大敗化大学) ⑦黒羽絵美鶴女祁歌学)

⑧長岡 弥生(早稲田大学)
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女子3000m

①井神さかl (山梨学院大学) 04、45.94

②略綬 克子(日本体育大学) 04.5上70

③鹿野 里美(賄好鯖大学) 04.54.87

④田中 千景鵬好体歌学) ⑤青山美馬(大赦化大学〉

⑥小林 栄子仙鱒歌学) ⑦白川さゆ凧大敗化大学〉

⑤名取 美香(日本体育大学)

女子2000mリレー

①大東文化大学 0 2.5 5.9 0

(鈴木敬子 五味幸恵 小林和代 五味利恵〉

②東京女子体育大学 0 3,0 0,=

③日本体育大学 03.04.75

フィギュア

男子シングル1部

①杉崎 晴通博修大学) ②鈴木誠- (明治大学)

③岡崎 真(福岡大学) ④相吉

⑤天野 貴(明治大学) ⑥松浦

⑦高儀 貴則(千葉工業大学) ⑨菅

男子シングル2部

①江尻貴行(東京大学) ①三島

③石原 淳(大阪経済大学) ④飯塚

⑤川漣 責宏(京都大学) ⑤福家

⑦江崎 康治(千葉大学) ⑧西村

女子シングル1部

①佐野 硲見朋治大学) ㊥辻

③奥山 容子(同志社大学) ④奥山

学(明治大学)

功(近畿大学)

望〈早浦田大学)

隆仲(岡山大学)

崇(学習院大学)

正輝(大阪経済大学)

捌(京都大学)

美恵(同志社大学)

麻(明治大学)

⑤宇多村真理(横谷大学) ⑥新野 陽子(鵡川好大学)

⑦山田 真実(日榔歌学) ⑨小杉 陽子〈庭脇歌学)

女子シングル2部

①伊酵∴綾子(敬愛大学) ㊥広田 晶子(日枝子体歌学)

③ジ工二ファーロー(上智大学) ④松本早苗(盛岡大学)

⑤荻野 まゆ脂山女学園大学)⑥戸谷 香(近畿大学)

⑦吉田 絵理(国軍現大学) ⑥小泉 泰子(富士短期大学)

アイスホッケー

1回戦

室蘭工業大学1 2-3

法政大学 1 7-0

日本体育大学 4臆1

同志社大学 9 - 5

早稲田大学 6臆4

八戸大学 4-2

慶應義塾大学 5臆2

東海大学 1 3-0

国士舘大学 5臆4

日本大学 1 4臆1

大東文化大学 8 - 1

武蔵工業大学 3臆1

中央大学 6-1

上智大学 5臆1

2回戦

明治大学

法政大学

早稲田大学

東海大学

慶應義塾大学

日本大学

大東文化大学

東洋大学

準々決勝戟

明治大学

法政大学

大東文化大学

東洋大学

準決勝戦

明治大学

東洋大学

3位決定戦

法政大学

欝
欝
欝

1 3臆2 室蘭工業大学

8-1 同志社大学

1 2-2 日本体育大学

6臆2 八戸大学

8 - 2 国士舘大学

1 9臆0 武蔵工業大学

4-2 中央大学

2 1臆1 上智大学

3-2 早稲田大学

6臆3 東海大学

9 - 1 慶應義塾大学

9臆0 日本大学

5臆4 大東文化大学

7 - 1 法政大学

7臆4 大東文化大学
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脚東洋大学一一4(計鵬
反PAG 東洋大学 明治大学 GAP反

品濃宏罵〉
0000江畑 豊

21 10内山 正浩

1000村井 忠寛

21 1 0大久保智仁

0000石沢 賢司

2000南條 直樹

0000高嶋 大輔

0000橋本 修

1000呼子 誠

0303荻野 哲史

01 10川瀬 伸也

11 10鈴木 貴人

1000豊田 和典

0000滝沢 賢-

1 101井上晋一郎

01 10薮野 伯季

0000御影 明宏

0000佐藤 博大

0000富沢 責徳

0000近藤 充

GK悔黙諾3
戸成 悦典0000

煤孫 泰司0002

引木 雅章1012

山岸 大樹0002

大津 一郎0000

小林 幸樹0000

太田 侵害0000

柴田 大0000

渡辺 康広0000

板橋 仲-1010

竹原 洋-0000

井原 朗1121

大野 直人01 13

高橋 朋成0000

荒城 啓介0000

伊部 尚宏0000

監物 大吉0000

西島 克成0000

八戸 利彦0000

大畠 嬉史0000

11954 計

アイスホッケー決勝戦(東洋一明治) 明大陣へ攻め込む薮野哲史選手(東洋大)
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1 〇〇〇mで初優勝

野明 弘幸(日体大OB)

私にとってインカレの一番の思い出は大学3年生の時です。全日本選手権が終り

翌日という大変な目程でしたが1000mと1500mに出場しました。得意の1500Mに比

べて1000Mでの得点する自信はなりませんでした。しかし、朝起きてみたところ天

候は雪。私にもチャンスが到来しました。短距離選手中心のこの種目において、長

距離選手としてほ持久力で勝負したいところでした。悪天候となると残り一周の勝

負になります。残りの一周で勝負しようとスタートラインにつきました。最初から

全力で飛ばし残り一周になりました。ここから気持ちを切り換え気持ちだけは負け

ないようにしました。その結果短距離選手を抑え優勝することができました。 「学

生」という限られた4年間の中で1000Mという種目で優勝できたことがとても私の

スケート人生において転換期になったと思います。私の競技人生の中でいい思い出

になりました。

「4度目の正直」

薮野 暫史(東洋大OB)

昨季まで3年連続で決勝に進みながら、 3度とも明治大の壁にはね返されていた。

とくに、昨年、第3ピリオド序盤で3点リードを奪いながら、明治大にまさかの逆

転負けを喫している。また、終了2秒前に奪われた勝ち越しゴールの場面は、 1年

間、頭の中から消えることがなかった。その敗戦の経験が9牢ぶり2度目の優勝に

つながったと思います。

試合を振り返ってみると、もちろん明治大も王者の名にふさわしいプレーを随所

に見せシーソーゲームとなったが、気迫と精神力で勝った、わが東洋大が大学日本

一の座を奪い取ることができた。

また、私自身も、決勝の明治大戦で3得点し、主将としてプレーでチームを引っ

張ることができ、最高な大学ラストゲームでしな
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第69回
平成9年1月6日(日)-9日(水)

青森県八戸市 長根公園パイピングスケート場

スピード

男子①日本大学 ②専修大学 ③日本体育大学 ④法政大学 ⑤明治大学 ⑤山梨学院大学

⑦東洋大学

女子①日本体育大学 ④山梨学院大学 ③東京女子体育大学 ④大東文化大学 ⑨日本女子体育大学

⑥都留文科大学

フィギュア

男子①明治大学 ②日本大学 ③慶應義塾大学

女子①同志社大学 ②東洋大学 ③法政大学

アイスホッケー

①東洋大学 ②明治大学 ③法政大学 ④大東文化大学 ⑤早稲田大学/専修大学/東海大学/仙台大学

スピード

男子1部500m

①西岡 和裁(割慶大学) 40.1 5

②羽石 国臣(日本大学) 40.33

③小須田典之〈専修大学) 4 0.8 3

④天野 正也(日本体育大学) ⑤高橋 進(日本大学)

⑥市村∴耀(法政大学) ⑦湯浅億紀(日本大学)

⑧加輯∴勝広仙梨学院大学)

男子1部1000m

①西岡 和裁(専修大学) 0上1 9.1 1

②石岡 守(日本大学) 0上19.12

③田中 慎也(専修大学) 01.1 9.76

④馴 洋平(専修大学) ⑤矢崎文也(法政大学)

⑥赤沼健-(日本大学) ⑦日向 功(明治大学)

⑨松坂 和久仙梨学院大学)

男子1部1500m

①石岡 専(日本大学) 02.01.97

②赤沼 健- (日本大学) 02,03.1 5

③高橋 壮-(日本体育大学〉 02.03.37

④宮川 洋平(専修大学) ⑤長岡 淳- (専修大学)

⑥官本 信唯(専修大学〉 ⑦糎薩 大理(明治大学)

㊥丸子 完売(日本体育大学)

男子1部 5000m

①糸川 敏彦〈専修大学) 07.28.23

②野崎 貢裕(日本大学) 07,33、94

③山口 秀人(専修大学〉 07.36.70

④高橋∴壮- (日本体育大学) ⑤版本 茂- (日本大学)

⑥大場 正樹仙梨学院大学) ⑦波透∴充(専修大学)

⑥丸子 秀義(日本体育大学)

男子1部10000m

①根本 茂- (日本大学〉 1 6.07.1 9

②野崎 貴裕(日本大学) 1 6、08,80

③山口 秀人(専修大学) 1 6.1 2、1 4

④米倉 大介(明治大学) ⑤高村 洋平〈日本大学)

⑥林∴∴秀智(東洋大学) ⑦長岡 淳- (専修大学)

⑥中嶋昇秀(法政大学)

男子1部2000m i)レー

①日本大学 02.3l.38

(高橋進 湯浅儀紀 羽石国巨 石同寺)

②専修大学 02.32.57

③法政大学 02.35.75

女子500m

①荒崎 江美(日本体育大学) 4 8.47

②原田季世子〈日本体育大学) 4 9.1 7

③浅野 克恵(東京女子体育大学) 4 9、9 4

④宮川真紀子傭姉腕7㈲ ⑤田谷 直子(大敗化大学)

⑥今井沙衣子(山弾院大学) ⑦柿崎由紀子仙梨学歌学)

⑧小林 美恵(大東文化大学)

女子1 000m

①莞崎 江美(日本体育大学〉 01.29.67

②林 志帆子(日本体育大学) 01.31.3う

③今井沙衣子(山梨学院大学) 01.32.35

④柿崎由紀子仙鮮歌学) ⑤井内美奈子(棟靴大学〉

⑥小林 美恵(大敗化大学〉 ⑦深雪しのぶ(親好鯖矧

⑧鎌田由起子(東京女子体育大学)

女子1 500m

①黒羽 絵美(東京女子体育大学〉 02.1 3.82

②岡田奈緒子(日本体育大学〉 02.1 4.51

③林 志帆子(日本体育大学) 02.17.38

④鹿野里美傭女珊育矧⑨小澤 幸仙鮮歌学)

⑥井内美奈子〈大敗厭学〉 ⑦佐口 和江〈大敗化大学)

⑧l順木美恵子(都留文科大学)

女子3000m

①黒羽 絵美(東京女子体育大学)

②隆鎮 克子(日本体育大学)

③土橋 貴子(山梨学院大学)
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④佐藤由美子仙梨輔大学) ⑤吉山 美穂(大敗化大学)

㊤准口和江(大敗快挙〉 ⑦岡田奈緒子(日本鯖大学〉

⑤l順木恵美子(都留文科大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02.5 4.3 1

(神戸さち子 大久保歌澄 原田季世子 荒崎江美)

⑨山梨学院大学 02.5 6.58

③東京女子体育大学 0 2.5 9.0 6

フィギュア

男子シングル1部

①鈴木誠- (明治大学) ③重松 直樹(日本大学)

③重松宗隆(明治大学) ④柏古 学(明治大学)

⑨永田集平(同志社大学) ⑥山本高士(慶應義塾大学)

⑦濠辺大介(日本大学)軌、笠原健抜(日本大学)

男子シングル2部

①立石 敏隆(大阪大学)

③西垣嘉史(関西学院大学)

⑤三浦 赦史(大阪経済大学)

⑦小笠原 莫仙梨学院大学)

欝
㈱

糊
珊
粕
剛

謀
議

女子シングル1部

①辻 美恵(同志社大学) ④小林 真理(同志社大学)

③藤野 有夫は政大学) ④輌莱 裕子(東北学院大学)

①山室慶子(法政大学) ⑥今井恵子(雛噌鴇大学)

⑦車重村真理傭谷大学) ㊥奥山 麻(明治大学)

女子シングル2部

①板野 晴奈(翻輔矧①三浦 舞子〈輔弼☆碓訳筆)

③豊田 玲子(同志社大学) ④中山 亜里〈甲敬子梢)

⑤赤塚真弓〈訓学歌学) ⑥荻野 まゆ(刷韓国大学)

釧哺殺子(敬蜜大学) ⑥後諒貴子(名古敬子大学)

アイスホッケー

護
護
議

載

戟

回

回

東洋大学

法政大学

9臆4 札幌学院大学

1 3臆1 札幌大学

1 2-1 室蘭工業大学

8葛1 久留米大学

2臆0 関西大学

3-1 北陸大学

1 9臆1 東北学院大学

8-0 岡山大学

1 3臆0 帝京大学

4臆1 日本大学

6-3 神奈川大学

1 3臆1 武蔵工業大学

1 0」4 京都産業大学

7臆1 同志社大学

2 0-3 龍谷大学

2 8臆1 立教大学

早稲田大学 6臆1

専修大学 4-1

東海大学 2葛1

仙台大学 1 6-2

大東文化大学 6 - 0

明治大学 5-2

準々決勝戦

青山学院大学

慶應義塾大学

立命館大学

愛知学院大学

八戸大学

中央大学

東洋大学 9 - 1 早禰田大学

法政大学 1 3臆0

大東文化大学 4 - 4

(PS 2臆1)

明治大学 7臆2

導決勝戦

東洋大学 7臆3

明治大学 5-2

3位決定戦

法政大学 4-3

専修大学

東海大学

仙台大学

大東文化大学

法政大学

大東文化大学

搬東鵜l(計醒大学
(延長0臆0)

(PS 2葛0)

反PAG 東洋大学 明治大学GAP反

0000天板 智徳

0000高橋 宏和

0000村井 忠駕

0000大久保智仁

1000江細 萱

0000酒井 雅樹

1000内山 正浩

0101右派 寛司

0000橋本 修

0000藤田 成則

1000川瀬 伸也

0000豊田 和典

0000萩野 伸季

0000坪子 誠

0000秋田 純

1000宮沢 貴徳

0000辻 健治郎

1 000佐富谷亮平

3000田中 貴幸

0000近藤 充

0000荒田 貴充

0000滝沢 賢-

経塚 剛之0000

佐藤∴篤史0000

山岸 大樹0000

臼井 -0000

戸成 悦典0000

大田 俊斉0000

石岡 仁0000

賀田

小林

韓

荒城

大野

竹原

高橋

八戸

伊部

大畠

脇本

渡辺

監物

小平

西島

康
幸
聖
啓
直
洋
朋
和
尚
錆
崇
康
大
患
克

樽0000

樹0000

賛0000

介0001

人1010

0

0

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

∩
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
成
彦
宏
史
上
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広
言
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戌
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第70回
平成10年1月4日(日)̃7日(水)

北海道苫小牧市 苫小牧ハイランドスポーツセンター

スピード

男子①専修大学 ②日本大学 ③明治大学 ④山梨学院大学 ⑤日本体育大学 ⑥法政大学

⑦東洋大学

女子①日本体育大学 ②山梨学院大学 ③東京女子体育大学 ④大東文化大学

フィギュア

男子①日本大学 ②明治大学 ③慶應義塾大学

女子①愛知学院大学 ②東北学院大学 ③東洋大学

アイスホッケー

①東洋大学 ②法政大学 ③明治大学 ④同志社大学

スピード

男子1部500m

①湯浅∴儀紀(日本大学) 3 7.5 9

②西岡 和裁〈専修大学) 37、82

③笹渕 蜂尚(日本大学) 37.85

④加藤 勝広仙梨学院大学) ④l順田臭之(専修大学)

⑥高原 進(日本大学) ⑦山崎裕哉(専修大学)

⑥美馬 成仁仙梨学院大学)

男子1部1000m

①西岡 和裁(専修大学) 01.1 5.80

②割ii 洋平(専修大学) 01.1 6.1 2

③笹渕 峰尚(日本大学) 01工6.24

④田中 慎也侍修大学) ⑤加藤勝広胴鱒院大学〉

⑥高橋∴進(日本大学) ⑦要請真幸(明治大学)

⑥矢崎 文也(法政大学)

男子1部1500m

①宮川 洋平(専修大学) Ol.59.97

④田中 憤也(専修大学) 0上59.98

③伊藤 大理(明治大学) 02.00.85

④平田 浩- (日本大学) ⑤長岡 涼- (専修大学)

⑥高橋壮- (日本体育大学〉 ⑦中島 昇秀(法政大学)

③井出 良直(法政大学)

男子1部 5000m

①根本 茂- (日本大学〉 07.1 7.62

②吉田 大介(明治大学) 07.1 8.68

③平田 浩- (日本大学) 07.1 8.76

④高見沢敬二(山梨学院大学) ⑤大里 崇(明駄学)

⑥渡辺 充(専修大学) ⑦米倉 大介(明治大学)

⑧小林 武広仙梨学院大学)

男子1部1 0000m

①吉田 大介(明治大学) 1 4.39.79

②張本 茂- 〈日本大学) 1 4.49.29

③渡辺 充 (専修大学) 14.55.84

④米倉 大介(明治大学) ⑤高見沢敬二(山梨学院大学)

⑤中央大学/日本大学/大東文化大学/早稲田大学

⑥幅田 津司(専修大学) ⑦大里 黒鯛治大学)

⑥仰勢僚- (専修大学)

男子1部2000m i)レー

①専修大学 02、32.23

(小須田典之 篠原裕太曲 山崎硲哉 西岡和裁)

②日本体育大学 02.40.22

③法政大学 02.4上82

女子500m

①原田 季世子(日本体育大学〉 4 2.98

②憩田 由美子(山梨学院大学) 4 3.1 5

③今井 沙衣子(山梨学院大学) 4 3.2 0

④深萱 佳永(日本僻大学〉 ⑤石母田真弓焼女輔矧

⑥上原 千里仙熱学歌学) ⑦神戸さち子(日榔育大学)

③吉井 真琴(東京女子体育大学)

女子1 000m

①惣田由美子(山梨学院大学) 0上25.79

②今井沙衣子(山梨学院大学) 0 1,26,63

③深重 任永(日本体育大学) 01・26・71

④原田季世子(日本鯖大学) ⑤井内美奈子(大東文化大学)

⑤遠藤 弘恵(日棚育大学) ⑦深重しのぷ〈鯨女珊歌学〉

③吉田美穂子仙梨学院大学)

女子1 500請

①安田 有希(日本体育大学) 02.12.36

②井内美奈子(大東文化大学) 02.1 6.42

③鹿野 里美〈東京女子体育大学)02.1 9.3 3

④岡田奈絹子(日本体育大学) ⑤林志帆子佃本鯖大学)

⑥青山 美穂(大敗化大学) ⑦吉田美穂子(山弾歌学)

⑥高儀さ印)仙梨学院大学)

女子3000m

①安田 有希(日本体育大学) 04.36,84

②高橋さゆり 仙梨学院大学) 04.47.53

③岡田奈緒子(日本体育大学) 04.48」 7

④青山 美穂(大敗化大学) ⑤小坂 直子僻女珊歌学〉

⑥林 志帆子(白桃育大学) ⑦鹿野 里美憐好腑籾
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⑧菅野奈緒子仙梨学院大学)

女子2000mリレー

①山梨学院大学 02.55.49

(飽田由美子上原千聖吉田美穂子今井沙衣子〉

②日本体育大学 02,55.75

③東京女子体育大学 0 3,0 2,5 8

フィギュア

男子シングル1部

①重松 直樹(日本大学) ⑧平池 大人(近鎧大学)

③鈴木誠-(明治大学) ④相古 学朋治大学)

⑤高木正志(棚学駄学〉 ⑥山本 高士(康勝歌学〉

⑦永田 象平(同志社大学) ⑨森山 直樹(愛知学院大学)

男子シングル2部

①寺脇 洋介(法政大学) ⑪長田 械(東海大学)

③三浦 敦史(棚輔大学) ④吉成 建ニ〈蜘工歌学)

⑤安藤大樹(秋田大学) ⑥甲斐糊口近強大学)

⑦立石 敏隆(大阪大学) ㊥大西 公一郎(京都大学)

女子シングル1部

①全潰 由香㈲靴学歌学) ④井上怜奈(早楠田大学)

③水桶 紘子(荊爛歌学)④辻 美恵(同志社大学)

⑤大石 昌代(近畿大学) ⑥川崎由紀子僻遠大学)

⑦須山 愛子(醐学歌学) ⑤若松 史子(克鵬歌学)

女子シングル2部

①後藤貴子(名古屋新大学) ①豊田 玲子(同志社大学)

③田中身和子(白桃歌学) ④中山 亜里(甲敬子大学)

⑤中川 級子(同志社大学) ⑥鈴木 直子(女子美術駄学)

⑦甜ii麗実(甲敬子大学) ⑤加治屋陽子(神刹i大学〉

アイスホッケー

1回戦

立命館大学 4臆2

慶應義塾大学1 7-1

中央大学 2-1

札幌学院大学 2- 1

専修大学 1 6臆0

日本大学 1 1-1

東海大学 5臆1

早稲田大学 6-0

同志社大学 5臆2

龍谷大学 1 1-0

八戸大学 5-0

明治学院大学 2- 1

大東文化大学 5臆0

2回戦

東洋大学 1 6臆1

法政大学 4-2

中央大学 8臆0

日本大学 9-0

同志社大学 4臆1

早稲田大学 9臆2

大東文化大学 4 - 2

明治大学 3 9臆0

準々決勝戦

東洋大学 6-2

法政大学 7臆1

同志社大学 4-4

(PS l「0)

明治大学 3-3

(PS 2臆0)

準決勝戦

龍谷大学

八戸大学

明治学院大学

中央大学

日本大学

大東文化大学

早禰田大学

東洋大学 9臆4 同志社大学

法政大学 l 「 0 明治大学

3位決定戦

明治大学 6 - 3 同志社大学

批難大学惜)2法政大学

反PAG 東洋大学

昔結語護)

北陸大学

九州国際大学

愛知学院大学

明星大学

久留米大学

関西大学

札幌大学

仙台大学

日本体育大学

横浜国立大学

国士舘大学

岡山大学

京都産業大学

立命館大学

慶應義塾大学

専修大学

札幌学院大学

東海大学
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11 10村井 忠寛

0000大久保智仁

1000内山 正浩

2101右派 貴司

0000山口 和良

1000大澤 秀之

0000橋本 修

0000酒井 雅樹

1101薮野 伸季

0000豊田 和典

0000宮沢 貴徳

1 101鈴木 貴人

0000佐菅谷亮平

1211滝沢 賢-

1000伊藤 雅俊

0000束 克彦

0000田中 貴章

0000近藤 充

0000秋田 純

0000辻 健治郎

GK

法政大学 GA P反

駕黙諾3
星野 祥陸0000

斎藤 太樹0001

辻本 拓磨1010

丸橋 真樹0000

I」山 辰也0001

本間 欠品0001

小西 健二0000

木村 一里0000

千葉 広樹0002

唐本 昌幸0000

北川 聡1 120

大北 照彦0000

三浦 智博0000

澤口 祥0000

新里 智樹01 10

山口 鉄平0000

山下 泰崇0000

森 邦文0000

茅森 健-0000

村井 啓太0001

9624 計



インカレは素惜しい経験をくれた

重松 直樹(日大OB)

私は、第69回大会から第72回大会の4回の大会に出場し、そのうち、第70へ72回

大会において、部門別優勝(フィギュア部門)をすることが出来ました。これは、

監督をはじめ、様々な方の協力や大会に出場した部員全員が優勝という目標に向か

って持てる力を出し切った結果だと思います。フィギュアスケートというのは、主

に個人競技なので、このように同じ目標に向かって力を合わせるという経験があま

りなく、大変貫重な経験をすることが出来ました。

こうして今振り返ってみると、シーズン中はインカレだけではなく、全日本選手

権やユニバーシアードなどの国際大会もあり、コンディションを維持していくこと

にずいぶん苦労しましたが、こういった経験も現在指導する立場である自分にとっ

て大きなプラスになっていると思います。

インカレは私にとって素晴しい経験を積ませてくれた大会であり、忘れることの

出来ない思い出です。今後も選手にとって素暗い、大会であり続けてほしいと願っ

ています。

フエキュア男子1部で優勝した重松直樹選手(日大)の演技

-164-

アイスホッケー決勝戦(東洋一法政) 鈴木(東洋)のシュート決る。

アイスホッケー3連覇を果して喜ぶ東洋大チーム
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第了1回
平成11年1月6日(日)-9日(水)

栃木県日光南 日光霧降スケートセンター

スピード

男子①専修大学 ②日本大学 ⑨明治大学

女子①日本体育大学 ②山梨学院大学 ⑨東京女子体育大学
フィギュア

男子1部①日本大学 ②近畿大学 ③慶應義塾大学/法政大学 ⑤東北学院大学

⑤福岡大学/東北福祉大学 ⑤同志社大学

男子2部①東京大学②大阪大学③関西学院大学④近畿大学⑤関西大学⑥京都大学
⑦神戸大学 ⑤法政大学

女子1部①愛知学院大学②東洋大学③法政大学④東北学院大学⑥専修大学⑥東北福祉大学
⑦中京女子大学 ③東京女子体育大学

女子2部①東京女子体育大学②共立大学③相愛大学④実践福祉⑤同志社大学/京都大学
⑦名古屋女子大学 ⑥甲子園大学

アイスホッケー

①東洋大学②早蒲田大学③法政大学④日本大学⑤中央大学/早稲田大学/両親大学/大敗化大学

スピード

男子1部500m

①笹渕 峰尚(日本大学) 36.1 1

②西岡 知識(喜修大学) 36.27

③小須田典之(専修大学) 3 6.4 0

④篠原硲太郎(専修大学) ⑤停頓和幸仙梨学駄学)

⑥井出英博(法政大学) ⑦笠原健司(東洋大学)

⑦清水亮平(日本大学)

男子1部1000m

①唾渕 峰尚(日本大学) Ol.12.15

②西岡 和裁(専修大学) 0上1 3.53

③篠原裕太郎(専修大学) 0上1 3.7 0

④井出期(法政大学) ⑤宮川洋平(専修大学)

⑥笠原健司(東洋大学) ⑦田辺呂利(法政大学)

㊥柳平一寿(東洋大学)

男子1部1500m

①根本 茂- (日本大学) 0上55.54

②今井 硲介(山梨学院大学) 0上55.56

⑪長岡 淳- (専修大学) 0上56.1 7

④高橋壮- (白桃歌学〉 ⑤篠原寮洋仙裏腹献学)

⑥中島昇秀(法政大学) ⑦伊藤大理(明治大学)

⑧宮川 洋平(専修大学)

男子1郎5000m

①徳杓 光晃(明治大学) 06.59.1 0

②米倉 大介(明治大学) 07.00.08

③渡辺 充(専修大学〉 07.05.55

④平田浩- (日本大学) ⑤小湊果樹(日本大学)

⑥大里 崇(明治大学) ⑦中島昇秀(法政大学)

㊥伊勢秀- (割塵大学)

男子1部10000m

①徳村 光晃(明治大学) =.26.5 2

④半崎 寮生〈明治大学) 1生38.99

③根本 茂- (日本大学) 1 4.40.1 0

④米倉大介(明治大学)⑤渡辺 充(専修大学)

⑥小湊難=日本大学) ⑦伊勢俊- (専修大学)

⑨平田 浩- (日本大学)

男子1部2000mリレー

①専修大学 02.25,1 7

仙崎硲哉 小須田典之篠原裕太郎 西岡和裁)

②山梨学院大学 02.27.28

③日本大学 02.27.61

女子500m

①飽田由美子仙梨学院大学) 4 0.2

②新谷志保美(筑波大学) 4 0. 4

③茂木美保子(日本体育大学) 4上1 6

④上原千里仙鱒歌学) ⑨神戸さち子伯柵歌学)

⑥遥瀬弘志(日本鯖大学) ⑦今井沙衣子仙鮮歌学)

⑥宮崎佳奈(大東文化大学)

女子1 000m

①惣田由美子(山梨学院大学) 0上23.04

④遠藤 弘恵(日本体育大学) 0上24.07

③茂木美保子(日本体育大学) 0上24.2 3

④深蔓性永〈日本鯖矧⑤今井沙衣子(山鮮歌学〉

⑥宮崎佳奈傭離婚〉 ⑦儲石綿世(北髄女子大学〉

⑥米森此早子〈東京女子体育大学)

女子1 500m

①安田 有希(日本体育大学) 02.07、55

⑨竹ノ内由香(日本体育大学) 02.1 0.02
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③岡田奈緒子(日本体育大学) 02.1 0.32

④鹿野 里美(姉婿楠矧⑤小澤 幸仙熱学駄学)

⑥中村 由美陳好体歌学) ⑦木原さとみ仙鮮歌学〉

⑨未森此早子(東京女子体育大学)

女子3000m

①安田 有希(日本体育大学〉 04.27.42

②竹ノ内由香(日本体育大学〉 04.28.62

③小澤 幸(山梨学院大学) 04.33、93

④山本 絵美(日棚育大学) ⑤鹿野 里美慨好鯖う㈲

⑥木原さとみ仙梨輔大学) ⑦中村 由美鶴好個直樹

㊥井内美奈子(大東文化大学)

女子2000mリレー

①山梨学院大学 02.4 7.9 9

(今井沙衣子 三浦知子 上原千聖 惣田由美子)

②日本体育大学 02.4 9、09

③大東文化大学 02.52.1 7

フィギュア

男子シングル1部

①田村 岳斗(東北学院大学) ④重松 直樹(日本大学)

③岡崎 真(福岡大学) ④竹内 洋鞘(法政大学)

⑤永田 象平(同志社大学) ⑥山本 高士(慶應義塾大学)

⑦渡辺 大介〈日本大学) ③高木 正志(札幌学院大学)

男子シングル2部

①立石 敏陸(大阪大学)

③寺脇 洋介(法政大学)

⑤長瀬 患(京都大学)

⑦内田 勇輔(東京大学)

諾
競

馳
測
地
髄

∴
∴

女子シングル1部

①金澤 由香(東北学院大学) ③横谷 花絵(淑徳大学)

③藤野 有夫(法政大学) ④高橋香奈子侍修大学)

⑤永桶 紘子(兢外国歌学) ⑥大石 昌代(近畿大学〉

⑦木下 紀子(中京女子大学) ㊥山室 慶子(法政大学)

女子シングル2部

①中川 紙子(前紬大学〉 ②唐田 憲子(兢女子体育大学)

③後藤 貴子(納屋好大学) ④正木 彩香(甲子園大学)

⑤佐々木美姫子仲京大学〉 ⑥重岡 倫代傭好鯖大学〉

⑦河辺 郁予(藤女子鯖大学) ⑧松下 真理(額協大学)

アイスホッケー

1回戦

仙台大学

東海大学

専修大学

北陸大学

中央大学

早楠田大学

日本大学

大東文化大学

武蔵工業大学

龍谷大学

青山学院大学

慶應義塾大学

同志社大学

2回戦

東洋大学

明治大学

中央大学

早瀧田大学

日本大学

1 8臆0 愛媛大学

1 2臆1 関西大学

4 - 3 京都産業大学

5臆0 帝京大学

2 -0 立命館大学

6 -0 愛知学院大学

8臆0 札幌学院大学

9臆1 札幌大学

4 - 2 九州産業大学

8臆0 明治学院大学

与葛3 八戸大学

6臆3 福岡大学

2 8-0 広島修道大学

1 1-1 仙台大学

7臆1 東海大学

8-1 専修大学

1 8-1 北陸大学

2 4臆0 武蔵工業大学

大東文化大学1 0-3 龍谷大学

同志社大学

法政大学

準々決勝載

東洋大学

明治大学

日本大学

法政大学

準決勝戦

東洋大学

早稲田大学

3位決定戦

法政大学
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4臆1 青山学院大学

1 0-3 慶應義塾大学

8-0 中央大学

4臆5 早稲田大学

4臆3 同志社大学

7 - 4 大東文化大学

6-1 日本大学

7臆4 法政大学

5臆3 日本大学

M V P 大久保智仁(東洋大学)

得 点 王 高橋 秀幸(日本大学)

アシスト王 三浦 智博(法政大学)



糊東岸大学畳〉
2 早稲田大学

反AG 東洋大学 早溜田大学GA反

3昔諾篇†
0 0 0大久保智仁

010高嶋 大輔

201山口 和良

000大澤 秀之

100」i慌 正樹

110住田 大桑

110滝沢 賢-

000豊田 和典

000束 克彦

000伊藤 雅俊

000今 津祢

0 1 1佐曽谷亮平

000金子 正憲

000阿部 明

001辻 健治郎

000大運 洋介

0 0 0高木慎太郎

000春日 剛史

0 0 0野津手康弘

000酒井 友和

GK
和多田朋宏001

星野 太志000

RD 山崎 清市000

」D 増子 洋平000

RD ll旧 栄000

」D 萩原 詣也001

RD 瀬口 剛聞000

」D 山下 猛000

RW 畠山 貴宏000

C 北村 学000

しW 小林 硲樹002

RW 高橋 一馬001

C 澤口 維次001

しW 赤川 勇二000

RW 酒井 隆行100

C 北側∴張哉0 0 1

しW 神野 徹100

RW 畑山 買掛000

C 全入 常郎001

」W 高見 和利000

RD 林 巧000

」D 遠藤 麿至000

543 訂 208
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インカレを目指すなかで得た感謝の気持ち

金澤 由香(東北学院大OB)

私の15年間のフィギュアスケート人生の中で、インカレでの優勝は引退した今で

も決して忘れることができません。

練習の時にはできていても、本番ではどうしても失敗してしまい悔し涙を流すこ

とが多かったあの頃。本番で成功して笑顔で滑り切ることができた時、嬉しさと充

実感でいっぱいでした。そして、あらためて今までフィギュアスケートを続けてき

て良かったと感じました。

ですが、それまで楽しいことばかりではありませんでした。やはり、一番大変だ

ったのは、学業との両立だったかもしれません。大会に出場する時は、授業を欠席

しなくてはならずとても不安でした。ですが、そんな時には友人や学校の先生、い

ろいろな方々に助けていただいて本当に励みになりました。迷ったり、悩んだりし

ましたが、私がやってきたことは間違っていなかったんだと今は自信を持ってそう

言うことができます。辛くて苦しくて、何度もやめようと思いましたが、最後まで

続けてこれたのは、やっぱりスケートが好きだったからかもしれません。そして、

それは自分の力だけではなくいろいろな方々に支えられてきたからなのだと思いま

す。

感謝の気持ちは言葉にできないほどですがこのような気持ちを忘れずにこれから

の人生も頑張っていきたいと思います。
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第72回
平成12年1月6日(日)一9日(水)

北海道帯広布 帯広の森スピードスケート場

スピード

男子①明治大学 ②専修大学 ③日本大学

女子①日本体育大学 ②大東文化大学 ③山梨学院大学

フィギュア

男子①日本大学 ②明治大学 ③慶應義塾大学/法政大学 ⑤近畿大学⑥東洋大学⑦同志社大学
⑤関西学院大学

女子①東洋大学 ②専修大学 ③京都産業大学 ④東北学院大学 ⑤東京女子体育大学 ⑥近畿大学

⑦富士短期大学 ③麗澤学院大学/愛知学院大学

アイスホッケー

①東洋大学②法政大学⑨早禰田大学④同志社大学 ⑤明治大学/日本大学/大敗化大学/中央大学

スピード ④小湊勇樹(日本大学) ⑤半崎雑(明治大学)

男子1部500m ⑥武田敏之(東洋大学) ⑦鷹田患司(専修大学)

①西岡 和談(専修大学) 3 7.0 9 ⑥伊勢俊- (専修大学)

②笠原 健司(東洋大学〉 37.1 4

③清水 亮平(日本大学〉 37.26

④択∴友和(専修大学) ⑤山手新大朗(日本体育大学)

⑥l旧 知範(日本体歌学) ⑦藤ケ森誠司仙弾院大学)

③田辺 昌利(法政大学)

男子1部1000m

①今井 裕介〈山梨学院大学) 0上13,42

②西岡 和裁(専修大学) 01.1 5.09

③小林 正暢(明治大学) 01.1 5.1 8

④山手新太助(日本体育大学) ⑤沢 友和倒駄学)

⑥田辺 昌利(法政大学) ⑦小佐野俊之(日本大学)

⑥清水亮平(日本大学)

男子1部1500m

①今井 裕介(山梨学院大学) 0上54.98

②小林 正揚(明治大学〉 0上56.91

③渡辺 充(専修大学〉 0上57.72

④菱沼雅仁(明治大学) ⑤伊勢秀一侍修大学)

⑤井出 良直〈法政大学) ⑦篠原 秦洋仙梨学院大学)

⑧野本 熱(日本体育大学)

男子1部 5000m

①米倉 大介〈明治大学) 07.04.06

②渡辺 充(専修大学) 07.06.10

③菱沼 雅仁(明治大学) 07.1 0.43

動、澄男録〈日本大学) ⑥徳村光晃朋治大学)

⑥平田 浩- (日本大学) ⑦中産 晴樹(東洋大学)

⑥黒岩雅昭(日本大学)

男子1部10000m

①米倉 大介(明治大学) 1 4.33.55

②徳村 光男(明治大学) 1 4.42.06

③平田 浩- (日本大学) 1 4.50.88

男子1部2000mリレー

①専修大学 02.26.7 1

(沢友和 川村久洋 小須田典之 西岡和裁)

②山梨学院大学 02.27.90

③日本体育大学 02、2 8.49

女子500m

①新谷 志保美(筑波大学) 4上27

②飽田 由美子(山梨学院大学) 4 2.1 4

③栗林 美奈子(大東文化大学) 4 3.34

④藤井有加(日本鯖大学)⑤田谷直子(大敗化大学)

⑥角谷絵美(日本鯖大学) ⑦今井沙衣子(山贈歌学)

㊥石母田真弓(東京女子体育大学)

女子1 000m

①新谷志保美(筑波大学) 0上2 4.2 7

②飽田由美子(山梨学院大学〉 Ol.25.88

③遠藤 弘志(日本体育大学) 0上25.99

④諒井棚(日本鯖大学) ⑤栗林美奈子(大敗化大学)

⑤今井沙衣子(山梨輔大学) ⑦深萱佳永(日棚歌学)

⑧井内美奈子(大東文化大学)

女子1 500m

①安田 有希(日本体育大学) 02.=.02

②大木 房美(大東文化大学〉 02.12、31

③竹ノ内白書(日本体育大学) 02.1 2.69

④燈藤弘恵(日本鯖大学) ⑤井内美奈子(棟文化大学)

⑥米森比早子(煎好鯛籾⑦高橋さゆり仙貯歌学)

③道政直美仙梨学院大学)

女子3000m

①竹ノ内由香(日本体育大学) 04.32、79

④安田 有希(日本体育大学) 04.35.12

③大木 房美(大東文化大学) 04.36.02
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④山本 絵美(日本鯖大学) ⑤米森比早子傭好鯛柏)

⑥木原さとみ仙鱒歌学) ⑦宮崎美代子(大敗化大学〉

⑧-ノ瀬智恵子(大東文化大学)

女子2000mリレー

①山梨学院大学 02.50.75

(今井沙衣子三浦知子高橋さゆり 飽田由美子)

②大東文化大学 02.5 1.33

③東京女子体育大学 0 2.5与.3 3

フィギュア

男子シングル1部

①重松 直樹(日本大学) ④竹内 洋輔(法政大学)

③岩本 美観(日本大学) ④渡辺 大介(日本大学)

⑤永田 急平(同志社大学)⑥岡本 晃(明治大学)

⑦祭壇 茂也(関西学院大学) ⑧上野 貴史(明治大学)

男子シングル2部

①小北 和也(近畿大学) ②内田 勇輔(東京大学)

③中村 有也(東京大学) ④太田 太- (京都大学)

⑤小森∴敏史(京都大学) ⑥阿部 論(岡山理科大学)

⑦今川 正継(青山学院大学) ⑧赤羽 準治(晒う鴨大学〉

女子シングル1部

①月音崎由紀子(麗澤大学) ②金澤 日吉(東北学院大学)

③大塚 路子(東洋大学) ④大石 昌代(近畿大学)

⑤水桶 紘子(東耕国歌学) ⑥佐醸佳奈子(朝練学)

⑦高橋 恵(日本大学) ㊥関田 祐子(甲南女子大学)

女子シングル2部

①後藤 貴子(名古屋好大学) ②村上芙美子(龍谷大学)

⑨鈴木里菜(共立好大学) ④唐田 憲子(茄好鯖:樽)

⑤中川 紘子(聴社梢) ⑥三輪久美子(賄好鯖弾)

⑦日向 恵慨女祁歌学)⑨浅川よるか(四搬鯛駒矧

アイスホッケー

1回戦

北陸大学

日本体育大学

明治大学

同志社大学

立命館大学

札幌大学

日本大学

東海大学

青山学院大学

大東文化大学

中央大学

京都産業大学

国士舘大学

2回戦

東洋大学

明治大学

同志社大学

5臆1 関西学院大学

6臆2 神戸大学

6 - 0 愛知学院大学

3臆2 八戸大学

3 - 2 専修大学

4臆1 神奈川大学

1 9-1 福岡大学

2 7臆0 広島大学

4-3 仙台大学

2 4-0 久留米大学

1 0臆0 北海学園大学

5 - 4 千葉工業大学

4臆1 関西大学

2 0臆0 北陸大学

2 0-1 日本体育大学

8臆4 立命館大学

日本大学

法政大学

大東文化大学

中央大学

早稲田大学

準々決勝戟

東洋大学

同志社大学

法政大学

早稲田大学

準決闘戦

東洋大学

法政大学

3位決定戦

早稲田大学

7-2
’

3

8-2

晴幽一竃

20臆1

う∴う

5-3

1 0臆0

4-3

5臆1

5-2

1 l-2

札幌大学

東海大学

青山学院大学

京都産業大学

国士舘大学

明治大学

日本大学

大東文化大学

中央大学

同志社大学

早禰田大学

同志社大学

徳
樹
博

智
智
智

坂
里
満

天
新
二

P
王
王

∨
点
スシ

M
得
ア

(東洋大学)

(法政大学)

(法政大学)



繊東洋大学一一2(罰2鵬
(PS l臆0)

反AG 東洋大学 法政大学GA反

3昔譜諾l
「O O住田 大乗

000大澤 秀之

000藤田 戌則

100山口 和良

000佐々木啓之

100酒井 友和

000石山 菅平

0001i慌 正樹

30 1佐富谷寛平

101今 津祐

000東 克彦

200金子 正憲

011田中 貴幸

010伊藤 雅俊

000森田 大介

100阿部 明

000辻 健治郎

000佐々木仲吾

000荒木 卓三

000大澤 洋介

GK

荻野 順二000

尾野 晶亮000

RD 園田 智弘000

」D 河村 正博001

RD 松本 拓也000

」D 中田 圭亮001

RD 斎藤 大樹000

」D 莞井 亮太000

RW 星野 則康000

C 末松 大-000

」W 澤口 祥000

RW 茅森 健-000

C 波多野苦行0 0 0

」W 千葉 広樹000

RW 伊藤 悟201

C 茅森 庸二001

しW 新里 智樹000

RW 番澤真一郎001

C 三浦 智博010

」W 山下 泰崇000

RD 酒井 大輔000

」ロ 渋谷 一樹001

計
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2〇年ぶりの優勝

米倉 大介(明大OB)

72回大会は、明治大学スピード部門にとっても、僕にとっても心に残る大会でし

た。それは、 20季ぶりのスピード部門優勝と、僕自身が大学時代通しての初優勝が

重なったからです。

会場の帯広では珍しく大雪になり、その為タイムテーブルの大幅な変更等があり、

条件の良い大会とはいえませんでした。でも、最後のインカレ、しかも主将となる

とそんな事を気にしていられません。後からビデオで観る自分の自分らしくないレ

ース。本当に必死だったなと思います。だからこそ余計に、個人優勝ができた事は

印象深く残っています。でも、それ以上に部門優勝した嬉しさは格別でした。部員

全員が、 1日が終わる度に得点を計算しながら優勝を意識していったと思います。

それが最後の1500mが終わって現実のものになった時、全員凄く興奮しながら喜ん

だことを覚えています。

20季ぶりの優勝になるということは後から知り、もちろん意識もしていませんで

した。でも、その時のメンバーでしかも主将であった事は、誇りに思うと同時に僕

の自慢です。

:∴∴ 

∴∴∴∴∴ 

や 

20季ぶり健勝の明大スピード随
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第了3回
平成13年1月6日(日)-9日(水)

北海道釧路高 柳町スピードスケート場

総合

男子①日本大学 ②東洋大学 ③明治大学 ④法政大学 ⑤専修大学 ⑥中央大学

女子①日本体育大学/東北福祉大学 ③山梨学院大学/東洋大学 ⑤大東文化大学/専修大学

スピード

男子1部①明治大学 ②日本大学 ③専修大学 ④日本体育大学 ⑨東洋大学 ⑥山梨学院大学

⑦法政大学 ③大東文化大学

男子2部①関東学院大学 ②仙台大学 ③神奈Ii快学 ④国士舘大学/京都産業大学 ⑥信州大学

⑦早稲田大学 ⑧立命館大学

女子①日本体育大学 ②山梨学院大学 ⑨大東文化大学 ④筑波大学 ⑤東京女子体育大学

⑥関東学院大学 ⑦信州大学 ⑥都留文科大学

フィギュア

男子1部①日本大学 ②法政大学 ③明治大学 ④東洋大学 ⑤札幌学院大学/近畿大学

⑦慶應義塾大学 ⑧関西学院大学

男子2部①東京大学 ②京都大学 ③岡山大学 ④蜜知大学 ⑤近畿大学 ⑥信州大学/名古屋大学

⑧昭和大学

女子1部①東北福祉大学 ②東洋大学 ③専修大学 ④京都産業大学 ⑤近畿大学 ⑥龍谷大学

⑦同志社大学 ⑥東京女子体育大学

女子2部①東京女子体育大学 ③共立女子大学 ③慶應義塾大学 ④近戦大学 ⑤日本女子体育大学

⑥神奈Ii「大学 ⑦中京大学 ⑧寛一樫済大学

アイスホッケー

①東洋大学 ②法政大学 ⑤日本大学 ④中央大学 ⑤明治大学/同志社大学/早稲田大学/立命館大学

スピード

男子1部500m

①川田 知範(日本体育大学) 00.37.77

②渡辺壮一郎(日本大学) 0 0.3 7.8 3

③沢 友和(専修大学) 00.37,93

④小林 正腸(明治大学) ⑤清水 亮平(日本大学)

⑥植津∴説典(日本大学) ⑦寺島賀寿生(日本体育大学)

⑦山崎 総裁(専修大学)

男子1部1000m

①沢 友和(専修大学) 01.16、62

②小林 正暢(明治大学) 01.1 6.62

③小佐野俊之(日本大学) 0上1 6.80

④柳平 一寿(東洋大学) ⑤小澤 晴樹(東洋大学)

⑥山手新太郎(日本体育大学) ⑦I間欠洋(専修大学)

⑦治水 寛平(日本大学)

男子1部1500m

(D牛山 貴広(明治大学) 0上56.52

②菱沼 雅仁(明治大学) 01.58.08

⑨小海 暗樹(東洋大学) 0上58.1 6

④篠原 東洋仙梨学院大学) ⑤小林 和朗(明治大学)

⑥伊勢秀- 〈専修大学〉 ⑦小佐野俊之(日本大学)

⑧幅田 澤司働彦大学)

男子1部 5000m

①宮崎今佳人(明治大学) 0 7.0 7.5 2

②牛山 貴広(明治大学) 07.08.38

③徳村 光男(明治大学) 07.1 4.52

④菊地 千年侍修大学) ⑤平田 浩- (日本大学)

⑥袴田 憲司(専修大学) ⑦野本∴繁(日本鯖大学)

⑧遠張幸太郎(日本大学)

男子1部1 0000m

①宮崎今佳人(明治大学〉 1 4.49、59

②徳村 光晃(明治大学〉 1 4.58.38

③小原 英志(日本大学) 1 5.1上85

④遠藤幸太郎〈日本大学〉 ⑤平田 浩- 〈日本大学〉

⑥村崎高夫(東洋大学) ⑦併営俊- (専修大学)

⑥袴田 憲司(専修大学)

男子1部2000mリレー

①日本大学 02.27.88

(清水亮平 植満悦典 渡辺壮一郎 柿沢与一郎)

②日本体育大学 02.28.1 4

③専修大学 02、28.47

男子2郁500m

①土屋 清貴(関東学院大学) 39.1 9

②斉藤 仁(仙台大学) 39、53
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③本田 浩史(仙台大学) 3 9.90

④立田章二(京都産業大学) ⑤市村充(関東学院大学)

⑥三戸伸崇(立命館大学) ⑦松田 理個士舘大学)

⑨外山 健(東北大学)

男子2部1 500m

①大内 智則(関東学院大学) 02.05.94

②芹田 亮(関東学院大学) 02.06、86

③須藤 勇気(信州大学) 02.08.36

④立田 章二(京都産窯大学) ⑨上原 啓- (仙台大学)

⑥林 仲裁(国士舘大学) ⑦柳町博行(仙台大学)

⑥三戸仲崇(立命館大学〉

男子2部3000m

①高橋 秀明(神奈川大学) 04.29.1 2

②小鳩 直也(関東学院大学) 04,34、90

③黒岩 史倫(関東学院大学) 04.36.14

④林 仲裁(国士舘大学) ⑤柳町†師(仙台大学)

⑥上原啓- (仙台大学〉 ⑦雛勇気(信州大学)

⑧高野 正樹悍稲田大学)

男子2部5000m

①高橋 秀明(神奈川大学) 07.34.47

②小嶋 直也〈関東学院大学) 08.03.34

③土居 隼人(関東学院大学) 08.20.23

④高野正樹(早稲田大学) ⑤本田 浩史(仙台大学)

男子2部2000mリレー

①関東学院大学 02.37.28

(土屋清吉 長田学 市村充 西尾直話)

②仙台大学 02.39.65

女子500m

①新谷志保美(筑波大学) 4 0.4 9

④飽田由美子(山梨学院大学) 4 2.4 6

③三浦 理香(日本体育大学) 4 3.0 1

④栗林美奈子(大敗化大学) ⑤谷地田美花(日本館大学〉

⑥宮崎佳奈(大敗化大学) ⑦深重 任永(日本館大学)

⑧三浦 知子(山梨学院大学)

女子1 000m

①新谷志保美(筑波大学) 0上23.1 0

②飽田由美子仙梨学院大学) Ol.26.64

③栗林美奈子(大東文化大学) 0上28.8 1

④角谷絵美(日本傭大学) ⑤遠藤弘志(日本鯖大学)

⑥谷地田美花伯本鯖大学〉 ⑦山本早里(敗鯖大学)

⑨三浦 知子(山梨学院大学)

女子1 500m

①竹ノ内由香(日本体育大学) 02.12.09

②大木 房実(大東文化大学) 02.14.72

③高橋さゆり(山梨学院大学) 02.1 5.73

④山本絵美(日榔歌学) ⑤道政直美(山鱒駄学)

⑥嫌弘恵(日榔歌学) ⑦木原さとみ仙鱒猷学)

⑧未森此早子(東京女子体育大学)

女子3000m

①竹ノ内由香(日本体育大学) 04.36.7l
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④大木 房実〈大東文化大学) 04.44,49

③高橋さゆり(山梨学院大学) 0生45,74

①木原さとみ仙籍歌学) ⑤栗林しのぶ(白桃歌学)

⑥-ノ瀬智恵子(大敗化大学) ⑦高見澤理恵仙梨学歌学)

⑥八木 由紀(関東学院大学)

女子2000mリレー

①日本体育大学 02.5上36

(三浦理香 深萱佳永 遠藤弘恵 台地日栄花)

②山梨学院大学 02.52.50

③東京女子体育大学 0 2.5 6.4 9

フィギュア

男子シングル1部

①田村岳斗(日本大学) ③竹内洋輔(法政大学)

③堵本葉嗣(日本大学) ④高木正志(札梶学歌学)

⑤竹村約〇 (法政大学) ⑥小川秦夫〈慶應義塾大学)

⑦上野 貴史(明治大学)㊥岡本 晃(明治大学〉

男子シングル2部

①小北 知也(近畿大学) ④大谷康椎(信州大学)

③浜崎祐紀僚京大学) ④山田哲也(昭和大学〉

⑤中川鹿- (東京大学) ⑥鳥居誠司(常磐会学園大学)

⑦大口惣司(岡山大学)⑤渡辺 潤(京都大学)

女子シングル1部

①若松善子(東北福祉大学) ③大石 昌代(近歌学)

③竹内理恵〈同志社大学) ④佐藤佳奈子(専修大学)

⑤高橋香奈子(専駄学) ⑥荒井万里絵(東北福祉大学)

⑦鍵田祐子(甲南女子大学) ⑧伊沢摩衣(東洋大学)

女子シングル2部

①唐田憲子(耗好楠大学〉 ③坂口悦子(襟順学〉

@准々木美頼子仲就学〉 ④鈴木里奈(粒好大学〉

⑤武智一美(寛一鯛大学) ⑥船木絵美(名古曲醐大学)

⑦三輪久美子〈蘇女祁育矧⑤金子由佳〈日本鯖桐

アイスホッケー

1回戦

苫小牧駒沢大学

帝京大学

明治大学

日本大学

大東文化大学

専修大学

5臆0 関西学院大学

7 - 2 広島修道大学

1 0臆0 愛知学院大学

1 4-0 削\牧駒沢大学

6臆4 東北福祉大学

1 3-1 愛知大学

慶應義塾大学15臆0 関西大学

同志社大学

早藤田大学

日本体育大学

札幌大学

中央大学

大東文化大学

立命館大学

京都産業大学

8 「 0 八戸工業大学

5臆0 北陸大学

7臆0 福岡大学

6鵜5 国士舘大学

1 6-0 九州国際大学

1 3臆1 釧路公立大学

2-1 東海大学

3臆2 青山学院大学



2回戦

東洋大学 2 8-0

明治大学 2 6臆0

日本大学 8臆1

同志社大学 4-3

早禰田大学 2 2臆1

中央大学 1 2-1

立命館大学 5臆4

法政大学 1 2-1

準々決勝戦

東洋大学 7-3

日本大学 6臆3

中央大学 4臆3

法政大学 8 - 1

準決勝戟

東洋大学 5臆3

法政大学 3-0

3位決定戦

日本大学 1 0臆2

鵠鵬鵬東洋大学し∴5(計鵬
専修大学

慶應義塾大学 反AG 東洋大学 法政大学GA反

誤喜大学 諾器弘奈)
大東文化大学 2 0 0佐々木啓之

京都産業大学 0 0 0五十嵐貴志

110大澤 秀之

明治大学 001任日 大泰

同志社大学 0 1 0Ii慌 正樹

早稲田大学 000酒井 友和

立命館大学 000石山 晋平

000大久 一海

日本大学 001今 政則

中央大学 300今 津祐

000森田 大介

中央大学 001伊藤 雅俊

之
聖
堂

秀
日
昌
星

型
困
惑

P
王
王

V
点
スシ

M
得
ア

030瀬高 哲夫

101東 克彦

020金子 正憲

100阿部 明

(東洋大学) 1 0 1大澤 洋介

(日本大学) 1 0 0佐々木伸吾

(日本大学〉 000荒木 卓三

000辻 康治郎

GK 窪講諾3
RD 斉藤 大樹000

しD 園田 智弘000

RD 河村 正博01 1

」D 松田 圭介1 10

RD 中田 圭亮010

」D 松本 拓也011

RD 荒井 亮太000

しD 萩原 億吾000

RW 千葉 良平011

C 衣笠 伸正010

」W 山下 泰崇000

RW 干葉 広樹000

C 伊藤 悟001

しW 茅森 庸二102

RW 波多野誉行102

C 薫蒸 健一001

」W 渋谷 一樹101

RW 酒井 大輔000

〇 番澤真一朗0 0 0

」W 末松 大-010

計 4710

ァイスホッケー決勝戦(東洋一法政) 試合終了ブザーの瞬間、小躍りしてよるこぶ東洋大チーム
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50○○mで「、と、 3位独占

宮崎 今佐人(明大OB)

凍えるような冷さの中、第73回インカレが北海道釧路市で開催された。群馬県出

身の私はインターハイや国体などで北海道には行った事がありませんでした。その

ため釧路のリンクで滑るのは2回目でした。初めて滑ったのは前年度の全日本選手

権の時でした。その時に5000mで3位に入り、私にとって思い出深く相性の良いリ

ンクに感じました。当時、一年生だった私は初めてのインカレという事もありとて

も緊張していました。そして私は5000m、 10000m共に第3シードで滑る事になり

ました。 5000mでは私が滑べる事には同期の牛山がトッズ 3年生の徳村さんが2

位と明治大学の選手がl、 2位に居ました。そこで私が3位以内に入れば1、 2、

3位が独占できると思いトップの牛山のタイムを追って行きました。釧路のリンク

はとても風が強く、ラップをキープするのがとても大変でした。そして牛山をギl)

ギリでかわし、優勝、そして5000mでl、 2、 3位を独占する事ができました。 3部

門総合では優勝できなかったですが、スピード部門では優勝する事ができました。

今年は75回という記念すべき大会なので、 3部門優勝を目指して、頑張りたいと思

います。

最後に大切なもの

大澤 秀之(東洋大OB)

私達がインカレに望むにあたって2つの大きなタイトルがかかっていました。春、

秋、インカレの3冠とインカレ6連覇です。当時の東洋大のメンバーはインカレに

おいて1度も負けた事がありません。インカレのトーナメントを勝ち抜く辛さ、意

味、価値を今までの経験の中で各個人が自然に頭と身体で理解していたように思い

ます。そういう意識が合宿や大会の中であます事なく出ていたと思います。合宿で

は私が「こうしよう」というような事は一度もなく、誰が何を言わなくても4年生

を中心にチーム全体が、何をやらなきゃならないのかを理解していました。そうい

う姿勢がチームの力になっていきました。

決勝ではシーソーゲームになり、どちらが勝ってもおかしくか、試合になりまし

た。勝負を分けたのは勝ちたいという強い気持ちとどれだけチームメイトを信頼し

ていたかだと思います。その部分で少し勝っていた結果が優勝だと思います。イン

カレでの優勝の最後のブザーは今でも忘れえぬ瞬間です。最後にこのチームでプレ

ー出来た事を誇りに思います。
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第74回
平成14年1月6日(日)-9日(水)

群馬県総合スポーツセンター 伊香保リンク

総合

男子①明治大学 ②法政大学 ③日本大学 ④東洋大学 ⑤早輌田大学 ⑥日本体育大学

女子①山梨学院大学/日本体育大学/東北福祉大学 ④専修大学 ⑤信州大学/東洋大学

スピード

男子1部①明治大学 ②日本大学 ③日本体育大学 ④専修大学 ⑥東洋大学 ⑥山梨学院大学

⑦法政大学 ⑧関東学院大学

男子2郎①大東文化大学 α小台大学 ③筑波大学 ④都留文科大学 ⑤信州大学 ⑥京都産業大学

⑦早稲田大学 ⑤東北大学/国士舘大学

女子①山梨学院大学 ②日本体育大学 ③信州大学 ④筑波大学 ⑤東京女子体育大学

⑥大東文化大学 ⑦関東学院大学 ⑥都留文科大学

フィギュア

男子①日本大学 ②法政大学 ③明治大学 ④東洋大学 ⑤福岡大学 ⑥立命館大学

⑦慶應義塾大学 ⑤早桶田大学

女子①東北福祉大学 ②専修大学 ③東洋大学 ④京都産業大学 ⑤同志社大学 ⑥愛知学院大学

⑦甲南女子大学 ⑥日本体育大学

アイスホッケー

①明治大学 ⑦法政大学 ③早稲田大学 ④青山学院大学 ⑤東洋大学/中央大学/札幌大学/東北福祉大学

スピード

男子1部500m

①川田 知徳(日本体育大学) 3 6.50

②長島圭一郎(日本大学) 3 6.7 2

③沢 友和(専修大学) 36.77

④清水 亮平(日本大学) ⑤′欄 正晴(晰台大学)

⑥山手新太郎(日本鮪大学) ⑦今野真太郎仙贈歌学)

⑧清水 悠紀(日本大学)

男子1部1000m

①篠原 泰洋仙梨学院大学) 0上13.99

②小林 正暢(明治大学〉 Ol.1 5,36

③小佐野俊之(日本大学) 0上1 5、3 9

④沢 友和(専修大学) ⑤山手新太郎(日本体育大学)

⑥金子 悟志(明治大学) ⑦I臓 文平(専修大学)

⑥長島圭一郎(日本大学)

男子1部1500m

①小林 和朗(明治大学〉 Ol.53.01

②牛山 貴広(明治大学〉 0上与3.43

③小澤 晴樹(東洋大学) 01.5生1 2

④小佐野俊之(日本大学) ⑤菱沼雅仁(明治大学)

(雪洞勢秀- (朝練学) ⑦菊池 千年博修大学)

⑧野本 熟(日本体育大学)

男子1部 5000m

①宮崎今佳人(明治大学) 0 6.5 5.0 7

②牛山 貢広(明治大学) 06.57.82

③菅野 晶彦(日本体育大学) 07.05、02

④神崎高夫(東洋大学) ⑤僑原 昌仲(日本大学)

⑥畠山 薫(日本体育大学)⑦燭調 光晃(明治大学)

⑥遠藤幸太郎(日本大学)

男子1部10000m

①宮崎今佐人(明治大学) 1 4.24.1 4

④安田 直槙(日本体育大学) 14.37.56

③小原 美恵(日本大学) 1 4.43.85

④出島 茂幸(専修大学) ⑤遼窓幸太郎(日本大学)

⑥東 健太郎(明治大学) ⑦小笠原裕太〈専修大学)

⑥高橋 理生(東洋大学)

男子1部2000mリレー

①専修大学 02.25.6 2

〈宮川売祐 川端文平 西村誉入 沢友和)

②明治大学 02.26.99

③日本体育大学 02.27.00

男子2郁500m

①石黒 弘希(大東文化大学) 38.34

②斉藤 仁(仙台大学) 39、27

③立田 章二〈京都産業大学) 3 9.9 8

④本田 浩史(仙台大学) ⑤遠藤 誉仁伏京文化大学)

⑥紅楳 英信(筑波大学) ⑦西尾 賃借(都留文科大学)

⑥角倉 徹哉(筑波大学)

男子2部1 500m

①伊藤 隼(大東文化大学) 02.02.24

②柳町 亨(大東文化大学) 02.02,75

③須藤 勇気〈信州大学) 02.05.06
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④柳田†諦(仙台大学〉 ⑤立田 章二(京都産業大学)

⑥高野 正樹(早寵田大学) ⑦上原 啓置(仙台大学)

⑧大野 裕介(筑波大学)

男子2部3000m

①柳町 亨(大東文化大学) 04.24.53

②伊藤 隼(大東文化大学) 04.25.53

③須酵 勇気(信州大学) 04.39.91

④上原 啓- (仙台大学) ⑤柳町 博行(仙台大学〉

⑥高野 正樹(早稲田大学) ⑦西尾 賢佑(都放科大学)

⑧経本 和樹(都留文科大学)

男子2部5000調

①鈴木 -(大東文化大学) 07.33.78

②多田 浩輔〈大東文化大学) 07.47.39

③桜庭 洋介〈都留文科大学) 08.43.83

④境入 憲司(筑波大学) ⑤児玉 健(筑波大学)

⑥山田 昭博(都留文科大学)

男子2部2000m ijレー

女子2000同リレー

①山梨学院大学 02、4 4.95

(三浦知子 伊藤靖意 中烏賊七 原美樹)

②信州大学 02.4 5.87

③日本体育大学 02.4 6.4 7

フィギュア

男子シングル1部

①田村 岳斗(日本大学)

③中庭 偲介(福岡大学)

⑤吉田 晋也(立命館大学)

⑦中井 駿(早稲田大学)

鵠
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㈱
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男子シングル2部

①青木 大輔(早稲田大学) ④松下泰之(濁協大学)

③大谷 康雄(信州大学) ④大口 怨司(岡山大学)

⑤幅井 秀明(日本体育大学) ⑥浜崎 祐舘(東京大学)

⑦中川 慶-(東京大学〉 ⑨中野 剛(京都大学)

①仙台大学 02.4 1.1 3 女子シングル1部

(斉藤仁 上原啓一 柳町博行 本田浩史)

②大東文化大学 02.50、09

③筑波大学 03.01.22

女子500m

①新谷志保美(筑波大学) 4 0.2 1

②加治木 彩(信州大学) 41言8

③伊藤 溝恵仙梨学院大学) 4 1.43

④原 美樹(山弾院大学) ⑤小林 幸枝(東女鯖大学)

⑤諒井 有加(日本体育大学) ⑦谷地日英花(日本鯖大学)

⑧三浦 知子(山贈院大学)

女子1 000m

①新谷志保美(筑波大学〉 O l.2 0.9 5

②谷地田美花(日本体育大学) 0上22.31

③原 美樹(山梨学院大学〉 0上22.46

④加治木彩(信州大学) ⑤伊藤 箔恵仙梨学院大学)

⑥三浦 知子仙鱒歌学〉 ⑦I」満 幸枝(東女体育大学)

⑥角谷 絵美(日本体育大学)

女子1 500m

①竹ノ内由香(日本体育大学) 02.08、00

②中島 織七仙梨学院大学) 02.09.38

③大松由香利(信州大学) 0 2.0 9.4 8

④山本 絵美(日本体育大学) ⑤菅原 瑞板(山贈院大学)

⑥樽石棺佳(大赦化大学) ⑦原 亜希仙鱒歌学)

⑧大木 房芙(大敗化大学)

女子3000m

①大松由香利(信州大学〉 0 4.3 2.4 9

②竹ノ内由香(日本体育大学〉 04.33.55

③菅原 瑞枝(山梨学院大学) 04.36.21

④山本絵美(日本体育大学) ⑤茅野理奈(日本鯖大学)

⑥中島 織七仙鱒院大学) ⑦道政 直美仙鱒院大学)

⑨八木 由紀(関東学院大学)

①訓音 静香(早稲田大学) ②高橋香奈子(専修大学)

③若松 諸子(東北鮒大学) ④荒井万里絵(東北福祉梢)

⑤鍵田 祐子(甲敬子大学) ⑥佐藤佳奈子(専修大学〉

⑦竹内 理恵(同志社大学) ⑥長谷部 文(東洋大学)

女子シングル2部

①松尾衣里子(東洋大学) ④佐竹 裕子(実践女子大学)

④日向野美峯(榊膳大学) ④青木 みる(姉女子大学〉

⑤中林あずさ(立舗大学) ⑥鈴木 絵美(名古屋駒大学〉

⑦佐々木美姫子(中京大学) ⑤金子 由佳(日桝楯大学〉

アイスホッケー

1回戦

専修大学 6- 0 九州産業大学

神戸大学 5臆3 武蔵工業大学

早稲田大学 4 2-0 京都大学

明治大学 1 4 - 0 苫小牧駒沢大学

大東文化大学1 2-0 関西大学

東海大学 1 5-0 福岡大学

中央大学 1 1 -0 八戸工業大学

日本大学 5臆3 ∴∴愛知学院大学

青山学院大学1 0-1 関西学院大学

北陸大学 3臆2 国士舘大学

札幌大学 4 - 2 同志社大学

東北福祉大学 4 「 4 立命飴大学

(PS l「0)

京都産業大学 5 - 3 慶應義塾大学

日本体育大学1 4-1 岡山大学

2回戦

東洋大学 1 0-0 専修大学

早稲田大学 1 8臆0 神戸大学

明治大学 9 - 1 大東文化大学

中央大学 3臆0 東海大学
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青山学院大学

札幌大学

東北福祉大学

法政大学

準々決勝戦

早稲田大学

明治大学

青山学院大学

法政大学

準決勝戦

明治大学

法政大学

3位決定戦

早額田大学

3臆2 日本大学 決勝戦

6-1 北陸大学

6臆1 京都産業大学

1 7臆1 日本体育大学

7臆4 東洋大学

4-1 中央大学

6臆1 札幌大学

8 - 1 東北福祉大学

6-3 早相田大学

1 1臆0 青山学院大学

5臆1 青山学院大学

臥
倍
大

藤
酵
累

加
佃
i
石

P
王
王

∨
占
∵
スシ

M
得
ア

(明治大学)

(法政大学)

(明治大学)

明治大学

惜)
明治大学

加藤 貴人 GK

越智隆一郎 GK

坂元 和也 DF

本間 千照 DF

川村 洋介 DF

木元 太- DF

菅山 雄大 DF

森田 補遺 DF

水本 樺太 FW

石山 洋平 FW

柳 定承 FW

安田 将人 FW

石黒 大 FW

本田 一郎 FW

後藤 雄真 FW

新妻 弘紳 DF

工藤 修平 FW

南條 知 FW

飯村 善則 DF

秦 健一郎 FW

中川 昌洋 DF

荻原 通太 」

0 法政大学

法政大学

GK 片山 和人

GK 金丸 祐介

FW 千葉 良平

FW 番澤真一郎

FW 薫蒸 庸二

DF 園田 智弘

DF 中田 圭亮

FW 波多野挙行

FW 伊藤 悟

FW 渋谷 一樹

FW 松田 圭介

DF 河村 正博

FW 北側 勝哉

FW 衣笠 伯正

FW 末松 六〇

DF 松本 拓也

DF 林 寛和

FW 木村 光-

FW 酒井 大輔

FW 向坂 康弘

DF 萩原 僅吾

DF 原 豪亮

女子500爪、 1〇〇〇m2冠、 3連覇を果した新谷志保美選手(筑波大)

-180臆

得難い雰囲気のインカレ

新谷志保美(筑波大OB)

伊香保で行われた第74回大会は、私にとって最後のインカレでした。年末に行わ

れた全日本スプリント選手権で、結果を出せなかった悔しさがあったまま年明けを

向かえ、インカレになりました。 2年生のときから、 500mおよび1000mで2冠・2

連覇していて、周囲の人達からは「今年も2冠するだろう」と期待されていたと思

います。私としても、最後のインカレを満足のいく結果で終えたいと思っていまし

たし、実際終わってみると、無事2冠することができ、同時に3連覇の達成という

ことになりました。レース自体は、良い滑りだったと言い切れない面はありました

が、それでも、やはり、嬉しかったです。

この伊香保大会は、他にも数名の筑波大のスケート部員が参加しており、応援さ

れたり応援したりという楽しさもありました。

大学の4年間はあっという間に過ぎてしまいましたが、インカレは他の大会と少

し違う雰囲気がありました。そのインカレを良い結果で締めくくれたことは、私の

一生の思い出です。

夢にまで見た優勝

坂元 和也(明大OB)

インカレで優勝できた時のあの感激は、時が過ぎた今でも、胸が熱くなります。

人生で最大といっていいほど、最高の思い出です。 1年間をとおして、チームをま

とめる為に、いろいろ悩んだこともありましたが、指導者やみんなに支えられ、後

輩達の力を借りて、最後に最高のチームを作ることができました。僕たちは今まで

インカレで、ベスト16以上、勝ち上がったことがありませんでした。最初の山はそ

のベスト16を越えることでした。なんとしても勝ちあがろうと特に4年生が必死で

した。それに後輩達がついてきてくれました。その結果、勝つことができ、初めて

の準決勝に進むことができ、仲間がとても頼もしく感じました。そして夢にまで見

た決勝。頭の中では優勝したいというのはもちろんですが、この最高のチームでの

アイスホッケーを精一杯楽しみ、試合に出る人、出てない人関係なく全員で闘った

結果が優勝につながったのだと思います。とにかく最高のチームでした。
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清水宏保選手、西谷岳文選手、

長野オリンピックで金メダル! !
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日本大学時代、リレハンメルオリンピックで初参加し、長野で頂点に立った清水

宏保選手(三協精機・日大卒)と、若干19歳でショートトラックで初の金メダル

をもたらした西谷岳文選手(阪南大1年)。好対照の二人であるが、共に日本人に

感動を与え、学生選手の手本となったことは確かである。長野の感動を再び当時掲

載されたインタビューとコメントで紹介する。

清水が断実の強さで、日本スケート連盟悲願の金メダルを獲得した。1回目 

はスタートから、100mで何回もの失敗があり、必ずしも良い出来ではなかっ 

たが、2位に2/100の差をつけて勝ち、2回目はスタートもその後の滑りも、ほ 

ぼ完璧に滑りきり、オiノンビックレコードで完勝した。それは清水という選手 

が彼に謀せられた全ての物に勝った感動の勝利でもあった。 

(オリンピック報告書、スピードスケート監督・石幡忠雄氏) 

清水宏保∴(三協精機)がスピードスケート500m(2回目)で、前日に続き 

最高タイムの35秒59のオリンピック鵜記録をマークし、日本スケ‾卜界初の 

金メダルを獲得した。95年10月に日本選手の中で最も早くオリンピック代表 

に決定、2年以上にわたるプレッシャーをはねのけての快挙だった。興奮に包 

まれたのは、会場の工ムウェーブだけでなく、国内の各所でテレビに釘付けに 

なる風景が見られ、長野オリンピック人気が一気に盛り上がった。 

(オリンピック組織委員会報告書) 

ー 500mの2本日をゴールした後は「ヤッター!」と声を出していましたが、今、

落ち着いてみると、どうですか。

清水 やっぱりポッとしましたね、こころのどこかで不安がありましたから。
臆 どんな不安ですか。

清水 金メダルを取れなかったらどうなるんだろう、というようなiii…。外からの

情報は気にならなかったけど、不安というのは突然襲ってくるんです。自分自身で

考えていでも、失敗を考えてしまうことがたまにありました。金メダルを取ったら

どうだこうだという話は出でも、取らなかったら、という話はないじゃないですか。

だから自分でもいろいろ考えてしまって。今はオリンピック前で注目されてて、い

いかもしれないけE……とか。
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一 初日が終ってからプレッシャーはなかったですか。それより、いける、とい

う自信の方が大きかっだんですか。

清水 自信というか、ほとんどレースのことは考えなかったですね。とりあえず初

日に勝てて嬉しかったので、素直にそれをその日は喜んで、次のレースのことは、

明日になって考えればいいなと思っていました。翌日の朝も「今日はレースだな」

と思ったけど、レースのことは会場に行ってから考え始めましたね。確かに、

500mは2日間のレースになったから、重圧はかなりありますね。 24時間の間合いと

は、かなり嫌なものだろうと、僕もオリンピック前には考えていたけど、いざ入っ

てみると自然に集中していましたから。

-臆1000mも終って、メダル2個を獲得した達成感はありましたか。

清水 今回は、僕の中で100点満点に近い出来ですけど、満足感というまでには、

まだ遼していませんね。また さらに上のレベルを求めているというか……。まだ

明確には見えてないけど タイムとかではなく、自分の生き方、そう、スケートを

通して、もっと価値のある生き方を目指していきたいなと思っているんです。ゴー

ルが次のスタートラインというけど まさにそんな感じですね。
臆 次は500皿で、史上初の34秒台ですか。

清水 実際まだ、誰も出したことがないし、 35秒5を切っているのも僕だけですか

ら、やってみないと分からないですね。でも、記録は僕が塗り替えたいです。今ま

では、それ以前の古い固定観念を捨てて、新しいものをドンドン吸収することによ

って、今回のオリンピックの成績が残せました。 2年後、 3年後、そして4年後にな

ると、今とは全く遣った考えでオリンピックに臨めると思っているんです。

(2月18日収録)

オリンピアン1998年5月号抜粋

清水選手は長野から四年後、ソルトレークシティオリンピックで銀メダルに輝いた。

3/100秒、金には及ばなかったが、限りなく金に近い銀であった。彼は金でなかっ

たことを弁解していない。その態度と風格からは、彼の目標がメダルを越えたとこ

ろにあるかのように見えた。彼は身をもって、誰も見たことのない未知の領域の何

かしらを、その感性と行動をもって我々に教えてくれる選手であろう。トリノでも

何かやってくれそうだ。 (亀岡記)
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男子500mが始まった。2コースの西谷がロケットのようなスタートでトッ 

プに立った。 ぐんぐんスピードを増した。 2位のマーク・ガニオン(カナダ)が 

懸命に追った しかし、西谷は速い。差は開いた。 あと2過になった時、速さに 

堪えきれずガ二オンが転倒した。中国のアンが2位に上がった。しかし、西谷 

との差は5m以上あった。3位には植松がいた。西谷はそのままゴールイン。金 

メダル。余裕の金メダルであった。 

(オリンピック報告書、 ショー 卜トラック監督・亀岡寛治) 

大会は15日昌、ホワイトリングで夜に行なわれたショートトラックスピードス

ケート男子500m決勝で、爆発的なダッシュを見せた西谷岳文(阪南大)が金メ

ダル、植松仁(ヴ工ローチエ)も銅メダルを獲得し、ホワイトリングが沸いた。

西谷は19歳。日本の冬季オリンピック史上初の十代メダリストになった。今

大会の日本選手のメダルも計10個と史上2けた台を語録した。

(オリンピック組織委員会報告書)

」
オリンピックの前は、どのくらいの成績なら、自分で納得できると思ってい

ましたか。

西谷 成績はそんなに考えなかったけど、自分自身では、やれる自信はありました。

滑っていても、相手の選手がそれほど大きく見えなかったし、スタートラインでは

かえって小さく見えるような気がして。スタート前でも、誰にも負けるような気は

しませんでした。
一

決勝に残るための戦略のようなものは考えていましたか。

西谷 それは別になかったですね。予選から、普通に自分のやりたいようにやって、

お客さんが楽しんで、見に来て良かっだと思ってくれればいいと思いました。だか

ら、 2番手で出るよりも、 1番手で出た方が、お客さんも「オッ、日本人がトップじ

ゃないか」と喜んでもらえるかと思ったから。
一 最初の予選では2位でしたが。

西谷 調子自体は悪くないと思っていたけど、脚に多少不安が残る状態で試合を迎

えたから、ここでは無理はできないなと思ったんです。次からは落ち着いて「ここ
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で落ちてもいい」というような気持ちでしたね。でも、頭の中で、最低ラインは準

決勝と思っていたから、ちょうどいい組に入れた準決勝では勝負しましたね。
一 決勝ではスタートでトップに立ったら金メダルもと思っていましたが、西谷

君の頭の中にもそんな思いはあったのでは。

西谷 普段の試合も1位か4位なんで、言ってみれば 金かメダル無し、ですよね。

無しだったら、予選落ちと同じようなものですから……。そういう意味では、頭の

中には、そういう思いもあったかもしれませんね。
- これでショートトラックのエースになってしまいましたが。

西谷 エースと言われるまでには、まだまだですよ。そう言われるように頑張りた

いけど まずは寺尾さん、 (悟、中京大)と勝負しなくては。やっぱり、ショート

トラックと言ったら、寺尾悟というイメージがあるので、それを「寺尾もいるけど、

西谷というヤツもいるな」と思われたいですね。だんだん知名度が上がって、最後

には「西谷というやつはいいヤツだ」と思われたらいいんじゃないですか(笑)。
- 表彰式での喜び方が、あまり派手ではありませんでしたが。

西谷 自分の中では、金メダルの価値が、他の人と比べると低いような気がしてる

んです。杉尾コーチにも「おまえは金メダルを取らない方がいいよ。苦労してない

から。こんなんで取っても、真の金メダルの価値が出ない。」と言われたんです。

だから、金メダルを取ってどうしたらいいだろうと、今、そればかり考えているん

ですね。この後も、そっちの方で悩むと思いますよ。次のソルトレークでも、絶対

勝てる訳じゃありませんから(笑)。

(2月18日収録)

オリンピアン1998年5月号抜粋

史上最年少で獲った冬の金メダルであった。西谷選手にとっては飛び込んできた

金メダルであったと思ったのであろう。メタ)ストとしては控えめであった。 4年

後のソルトレークシティでは金を狙っていた。真の実力もついた。ユニバーシアー

ドの500mでも断実の金であった。しかし直前の2001年12月30日、左足首を骨折し

た。絶望と思えた西谷を、日本スケート連盟はソルトレークの代表に選んだ。大き

なボルトを入れたまま、 500mに出場、見事8位入賞であった。再び金を目指してト

リノに向かって欲しい。 (亀岡記)
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歴代優勝校一覧

回数 年度 開催地 男子総割賦 女子篤郎賦 スピー帽子 スピード好 フ膏エア男子 フ膏エア女子 ホッケー 

第1回 大正13年 長野県六助池 
- 暖気中止 東京 早繭田 

第2回 大正14年 長野県松原湖 
ー 

早稲田 北海道 東京 

篇3回 昭和1年 大正天皇崩御のため中止 

第4回 昭和2年 長野県松原湖 
ー 早稲田 別‖ 満医大 

第5回 昭和3年 長野県松原湖 慶応 早稲田 慶応 慶応 

第6回 昭和4年 長野県松原湖 慶応 早柄田 慶応 慶応 

第7回 昭和5年 岩手県高松池 早嗣田 早禰田 慶応 早椚田 

第8回 昭和6年 岩手県高松池 暖気のため中止 

第9回 昭和7年 岩手県高松池 慶応 明治 王 慶応 慶応 

第10回 昭和8年 栃木県日光市 慶応 明治 慶応 慶応 

第11回 昭和9年 栃木県日光市他 慶応 明治 慶応 慶応 

第12回 昭和10年 栃木県日光市 早稲田 明治 慶応 早稲田 

第13回 昭和11年 栃木県日光市 明治 明治 慶応 立教 

第14回 昭和2年 青森県八戸市 早都田 明治 慶応 早稲田 

第15回 昭和13年 長野県諺の海他 明治 明治 明治 立教 

第16回 昭和14年 栃木県日光市 明治 明治 明治 立教 

第17回 昭和5年 青森県八戸市他 明治 早涌田 慶応 明治 

第18回 昭和16年 栃木県日光市他 明治 明治 慶応 明治 

篇19回 昭和21年 長野県松原湖 立教 明治 早稲田 立教 

篤20回 昭和22年 長野県松原湖 早禰田 日本 早禰田 早禰田 

第21回 昭和23年 岩手県高松池 早稲田 日本 関学大 早稲田 

第22回 昭和24年 長野県諺の海他 早桶田 日本 早稲田 神戸女学院 早稲田 

第23回 昭和25年 北海道苫小牧市 明治 明治 明治 早稲田 早稲田 

第24回 昭和26年 長野県頭科湖他 明治 明治 明治 早油田 早稲田 

第25回 昭和27年 長野県諺科湖他 明治 鵬し 明治 早稲田 明治 

第26回 昭和28年 長野県美鈴湖他 明治 明治 明治 早稲田 早蒲田 

第27回 昭和29年 栃木県日光市 明治 明治 明治 神戸女学院 立教 

第28回 昭和30年 長野県諺の海 
ー 

日本 明治 早稲田 暖気中止 

第29回 昭和31年 長野県哲の海 明治 日本 明治 慶応 明治 

第3〇回 昭和32年 青森県八戸市 明治 日本 明治 早繭田 明治 

第31回 昭和33年 長野県諺の海他 明治 明治 明治 慶応 立教 

第32回 昭和34年 北海道帯広市 明治 日本 同志社)立教 立教 
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注 開催期間を前の50回史では、年次で表記してましたか75回史では、年度で表記し直してあります。

昭和18年は全国学徒氷上競技会の名称で長野県諺の海で開催。

昭和19、 20、 21年は第2次世界大戦のため中止。

中止になった第3回大会を回数に入れない時期があったため、回数が変更された大会もあります。

回数 年度 開催地 男子齢榔 女子齢馳 スピード男子 スピード女子 フ膏ユア珂フィギュア女子 ホッケー 

第33回 昭和35年 青森県八戸市他 明治 明治 立教 慶応 明治 

第34回 昭和36年 長野県軽井沢 明治 立教 明治 関学大 明治 

第35回 昭和37年 長野県韓科湖 明治 日本圭 明治 関学大 早稲田 

第36回 昭和38年 長野県美鈴湖 暖気のため中止 

第37回 昭和39年 山梨県富士五湖他 明治 明治l 明治 慶応 明治 

第38回 昭和40年 北海道帯広市 明治 日本! 
早繭田 日本 明治 

篇39回 昭和41年 長野県諺科湖 日本 日本 早稲田 玉川学大 早稲田 

第40回 昭和42年 北海道苫小牧市 明治 日本 東洋 明治 日本 明治 

第41回 昭和43年 長野県軽井沢 日本 日本 東洋 早稲田 専修 明治 

第42回 昭和44年 長野県諺科湖 明治 日本 嫉妬鯖 明治 関学大 明治 

第43回 昭和45年 長野県浅間 明治 日本 専修 明治 専修 明治 

篇44回 昭和46年 山梨県富士スバル 明治 日本 専修 明治 富士短期 法政 

第45回 昭和47年 栃木県日光市 明治 明治 専修 日本 日本 法政 

第46回 昭和48年 栃木県日光市 明治 日本 日本体育 明治 日本 法政 

第47回 昭和49年 栃木県日光市 明治 明治 日本体育 明治 専修 法政 

第48回 昭和50年 栃木県日光市 明治 日本 日本体育 明治l富士短期 法政 

第49回 昭和51年 栃木県日光市 法政 日本 日本体育 法政 富士短期 法政 

第50回 昭和52年 栃木県日光市 明治 明治 日本体育 専修 専修 法政 

第51回 昭和53年 栃木県日光市 明治 明治 日本体育 専修 日本 法政 

第52回 昭和54年 栃木県日光市 明治 明治 日本体育 法政 日本 法政 

篇53回 昭和55年 栃木県日光市 

日本 法政 

専修 日本体育 日本 法政 法政 

第54回 昭和56年 栃木県日光市 日本 専修 専修 日本体育 日本 法政 法政 

第55回 昭和57年 栃木県日光市 法政 専修 専修 専修 明治 専修 法政 

第56回 昭和58年 栃木県日光市 明治 専修 専修 日本体育 明治 日本 明治 

第57回 昭和59年 栃木県日光市 明治 専修 専修 日本体育 明治 日本 明治 

祭58回 昭和60年 栃木県日光市 明治 専修 専修 日本体育 明治 専修 明治 

第59回 昭和61年 栃木県日光市 明治 

日体 明治 

専修 日本体育 明治 明治 東洋 

第60回 昭和62年 栃木県日光市 明治 

自体 明治 

専修 日本体育 明治 明治 明治 

篇61回 昭和63年 栃木県日光市 明治 専修 専修 卓京短期 明治 明治 明治 

第62回 捌く時平腕 北海道苫小牧市 日本 専修 日本 量京短期 明治 明治 法政 
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回数 年度 開催地 男子籍鯛 女子齢輔 スピード男子 スピード女子 フィギュア男 フィギュア女子 ホッケー 

第63回 平成2年 青森県八戸市 日本 専修 日本 日本体育 日本 日本 早稲田 

第64回 平成3年 北海道帯広市 明治 

日本 日体 

日本 日本体育 明治 ー日本 明治 

第65回 平成4年 栃木県日光市 日本 

日本 日体 

日本 日本体育 日本 日本 明治 

第66回 平成5年 長野県軽井沢町 明治 

明治 自体 

日本 日本体育 明治 直治 明治 

第67回 平成6年 北海道苫小牧市 日本 目性 日本 日本体育 明治 同声社 明治 

第68回 平成7年 北海道釧蕗市 明治 

大東文化 愛知学院 

日本 大東文化 明治 愛知学院 東洋 

第69回 平成8年 

青森県八戸市 :∴ 

明治 

日本体育 同志社 

日本 日本体育 輔台 同志社 東洋 

第70回 平成9年 北海道苫小牧市 明治 煎女子鯛 専修 日本体育 日本 愛知学院 東洋 

第71回 平成10年 栃木県日光市 日本 

愛知学院 自体 

専修 日本体育 日本 愛知学院 東洋 

第72回 平成11年 北海道帯広市 明治 

自体 東女体 東洋 

明治 日本体育 日本 東洋 東洋 

第73回 平成12年 北海道釧路市 日本 

日体 東北福祉 

明治 日本体育 日本 東北福祉 東洋 

第74回 平成13年 

群馬県前橋市 高崎市 伊香保町 

明治 

自体 山学 東北福祉 

明治 山梨学院 日本 東北福祉 明治 

第75回 平成14年 北海道苫小牧市 

優勝決定方法
部門別健勝

<スピード>

① 1距離8位までを入賞とし、 1位8点、 2位7点……8

位1点を与える。ただしリレーは4位までを入営と

し、 l位7点、 2位5点、 3位3点、 4位l点とする。

(り以上の得点の合計点によって男女別学校順位を決

定する。

③同点の場合は上位入賞者の多い学校を優位とする。

総合優勝

(D 3部門の男子の学校順位で決定する。

② 3部門それぞれの1他校から8位技にl位8点、 2位7

点・一・・音・・8位1点の得点を与える。
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<フィギュア>

①出場者教の逆点法によって得点を与える。 30人出

場の場合は1位30点、 2位29点……00位工点である。

②以上の得点の合計点によって男女別学校順位を決

定する。

③同点の場合は上位入貧者の多い学校を僅位とする。

<ホッケー>

①ペスト8進出校に得点を与える。 1位8点、 2位7点、

3位6点、 4位5点、他の4校2.5点ずつとする。

③以上の得点の合計点の最も多い学校を総合倭勝と

する。

④同点の場合は上位入賞者の多い学校を優位とする。

S F H 

北海潮躯\ 
帯広畜産大学 ○ 

釧路公立大学 ○ 

札幌大学 ○ 

札幌医科大学 ○ 

札幌学院大学 ○ ○ 

苫小牧駒澤大学 ○ 

藤女子大学 ○ 

北海学園大学 ○ 

北海道大学 ○ 

北海道浅井学園大学 ○ ○ 

北海道医廣大学 ○ 

北海道教育釧路大学 ○ 

北海道工業大学 ○ 

宣商工業大学 ○ 

酪農学園大学 ○ 

∴申し峰も∴ 

秋田大学 休 

岩手大学 ○ 

仙台大学 ○ ○ 

東北大学 ○ ○ ○ 

東北学院大学 ○ ○ 

東北福祉大学 ○ ○ 

八戸大学 ○ ○ 

八戸工業大学 ○ ○ 

盛岡大学 ○ 

山形大学 ○ 

批鯨韻躯\ 

金沢大学 ○ 

信州大学 ○ ○ ○ 

富山国際大学 ○ 

新潟大学 ○ 

福井県立大学 ○ 

北陸大学 ○ 

蘭欝地区 : 

青山学院大学 ○ ○ 

お茶の水女子大選 ○ 

学習院大学 ○ 

学習院女子大学 ○ 

神奈川大学 ○ ○ ○ 

日本学生氷上競技連盟加盟校一覧

S F H 

神田外語大学 ○ 

関東学院大学 ○ 

北里大学 ○ ○ 

共立女子大学 ○ 

慶應義塾大学 ○ ○ ○ 

群馬県立医庶短期大学 休 

国士舘大学 ○ ○ ○ 

埼玉大学 ○ 

実践女子大学 ○ 

淑徳大学 ○ 

上智大学 ○ 

昭和大学 ○ 

女子栄委大学 ○ 

聖学院大学 ○ 

聖徳大学 ○ 

成瑛大学 ○ 

成城大学 休 

専修大学 ○ ○ ○ 

大東文化大学 ○ ○ ○ 

拓殖大学 ○ 

千葉大学 ○ 

中央大学 ○ 

筑波大学 ○ ○ ○ 

都留文科大学 ○ 

帝京大学 ○ 

東海大学 ○ 

東京大学 ○ 

東京外国語大学 ○ 

東京国際大学 ○ 

東京女子大学 ○ 

東京女子体育大学 ○ ○ 

東京富士大学 ○ 

東京農業大学 ○ 

東洋大学 ○ ○ 0 

猫悌大学 ○ ○ 

日本大学 ○ ○ ○ 

日本女子大学 ○ 

日本女子体育大学 ○ 

日本体育大学 ○ ○ ○ 

法政大学 ○ ○ ○ 

武蔵工業大学 ○ 

明治大学 ○ ○ ○ 

明治学院大学 ○ 

山梨学院大学 ○ 

立教大学 ○ ○ 

早稲田大学 ○ ○ ○ 

S F H 

申謎油屡、, 

愛知大学 ○ ○ 

愛知学院大学 ○ ○ 

愛知教育大学 ○ 

愛知工業大学 ○ 

愛知淑徳大学 ○ 

椙山女学園大学 ○ 

中京大学 ○ ○ 

東海学園大学 ○ 

名古屋大学 ○ ○ 

名古屋女子大学 ○ 

南山大学 ○ 

同車せせ∴∴ 

大阪大学 ○ ○ 

大阪市立大学 ○ 

大阪経済大学 ○ ○ 

大阪芸術大学 ○ 

大阪工業大学 ○ 

関西大学 ○ ○ ○ 

関西学院大学 ○ ○ ○ 

京都大学 ○ ○ ○ 

京都工芸繊維大学 ○ 

京都産業大学 ○ ○ ○ 

近畿大学 ○ 

甲南大学 ○ 

甲南女子大学 ○ 

神戸大学 ○ ○ ○ 

神戸女学院大学 ○ 

神戸薬科大学 ○ 

四天王寺国展仏叔大学 ○ ○ 

常磐会学園大学 ○ 

同志社大学 ○ ○ ○ 

奈良女子大学 ○ 

阪南大学 ○ 

姫路工業大学 ○ 

例数大学 ○ ○ 

武庫川女子大学 ○ 

立命館大学 ○ ○ ○ 

龍谷大学 ○ ○ 

流通科学大学 ○ 

-191 -

S F H 

音中・四囲勉区 

愛媛大学 ○ ○ 

岡山大学 ○ ○ 

岡山商科大学 ○ 

岡山理科大学 ○ 

香川大学 ○ ○ 

香川短期大学 ○ 

IIi崎医療福祉大 ○ 

鳥取大学 ○ ○ 

/-トl母脂心好大学 ○ 

広島大学 ○ ○ 

広島工業大学 ○ 

広島修道大学 ○ 

松山東雲女子大学 ○ 

山口大学 ○ 

允調地区 

鹿児島大学 ○ 

鹿児島国際大学 ○ 

九州大学 ○ 

九州工業大学 ○ 

九州国際大学 ○ 

九州産業大学 ○ ○ 

熊本大学 ○ 

久留米大学 ○ 

佐賀大学 ○ 

西南学院大学 ○ 

崇減大学 ○ 

第一経済大学 休 

筑艶女学園大学 ○ 

長崎大学 ○ 

長崎総合科学大学 ○ 

中村学園大学 ○ 

福岡大学 ○ ○ ○ 

福岡工業大学 ○ 

福岡女学院大学 ○ 

琉球大学 ○ 

部門別加盟校 36 94 91 

延べ部門数 221 

総加盟校 150 



歴代会長名

初 代 平沼 亮三

第 2代

第 3代

第 4代

第 5代

第 6代

第 7代

第 8代

第 9代

第10代

第11代

喜多 壮一郎

林 信雄

中川 一郎

中川 富弥

園 乾治

向後 政義

橋本 甲四郎

藤野 文雄

南洞 邦夫

亀岡 寛治

学生編集委員

奥山 俊介

小林 志吏

佐々井真如

中川 慶一

仁王頭香織

袴田 優樹

檜山 雑則

松本 加奈

三浦 佳子

矢口 祐子

吉田 慎悟

大正14年 一 昭和 3年

昭和 4年 一

昭和22年 一

昭和25年 一

昭和28年 一

昭和32年 一

昭和47年 一

昭和49年 へ

昭和21年

昭和24年

昭和27年

昭和31年

昭和46年

昭和48年

昭和63年

平成 元年 一 平成 6年

平成 7年 一 平成10年

平成11年 一

OB ・ OG編集委員

石澤 恒男 高橋 晶子

伊藤 義健 田中 邦雄

伊東 秀仁 冨田 隆祐

今村 俊明 富田彦次郎

大井巴喜彦 冨田 玲子

小笠原慎悟 中島 善彦

亀岡 寛治 南洞 邦夫

川村 宏 福田 敏行

島田 祐治 藤森美恵子

城田 憲子 堀口卓司郎

鈴木 恵一 前場 孝

関根 章 松村 充

高橋 博 安田 富男

(五十音順 敬称略)
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編集後記

日本学生氷上競技連盟の最大事業であるインターカレッジ

は、 1925年(大正14年)に第1回大会を開催してから、今回

第75回記念大会を迎えることになりました。この輝かしい歴

史を記念して、ここに「75国史」を発行することにいたしま

した。

編集にあたり、この大会の折に配布することを前提にし、

どのような基本方針で臨むか議論の結果、儀礼的なものは剖

愛し、できるだけ記録的なものを多く収録することとしまし

た。各回の執筆者については、 3部門で調整していただきま

した。 1回へ49回については、 「50国史」の内容をそのまま掲

載しました。

不備な点については、ご指摘いただいて今後に活かしたく

存じます。ご協力いただいた沢山の方々に感謝いたし、厚く

お礼申し上げます。

2003年1月6日

日本学生氷上競技選手権大会75回史

編集委員会 学生委員代表 中州慶一
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